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本 器 は 30% 一 100kc 間 の 和 歪 率 測定 ,30 一 
300kc 問 の 電力 , 電 圧 レ ベル お よび 雑音 の 測 
定 に 使用 する 装置 で あり ます 。 操作 は 全面 
的 押 ボ タン 切換 を 採用 し て お り , 歪 率 , レ 
ベル , 雑音 すべ て dB お よび 2% に よる 直読 方 
で お りり まこ 


規格 
ヘ カ イ ン ピ ビー 600Q (平衡 ),10K9 (平衡 ) ,100K 9 (不平 衡 
タテ ンス 


歪 率 測定 基本 波 周 波数 30 一 100kc 連続 可変 
測定 範囲 30~30kc の 間 30%~0.1% 
30kc~ 100kec の 間 30% 一 0.2% 
レベ ル 測 定 0 dB~ 一 70dB 
雑音 測定 0dB~ 一 70dB 
確 度 和 歪 率 。 レ ベル , 雑音 と も に +5% 以 内 
寸 まま ・ 和 重量 516 ( 巾 ) X224 ( 高 さ ) X310 (奥行 )・19 kg 


本 器 な NTSC 方 式 に お ける 複合 カラ ー 
信号 中 の 色 度 信号 を 測定 する た め に 設計 さき 
れ た も の で , カラ ー プ レク サ が 正しく 調整 
され て いる か , また は 完成 され た カラ ー バ 
ーー 信号 を 取扱 っ て いる 伝送 機器 が 正常 な 位 
相 ・ 振 巾 関 係 を た も っ て いる か どう か を 監 
視 し , また 後 速 な 測定 を 行う の に 非常 に 便 
系 な 測定 器 で あり ます . 

な を お 本 器 は , 一 般 の オシ ロス コー プ 装 置 
で 観測 する 場合 と 同様 に 水平 掃引 表 示 も 可 
能 で まま から, 特に 正常 な 位相 の 測定 を 必要 


と する 場合 は 勢 調 整 法 に よ endy ee 
る こと が で お ます 。 これ に より 


微分 位相 , 微分 利得 の 測定 も 可能 で あり : 
すす 


規格 

入力 人 信号 NTSC 方 式 に よる 複合 カラ ー 信 号 (2 信 号 ) 
映像 1 Vp-p 同期 0.4 Vp-p 759 不 平 科 

ーー 3.579545Me 測 搬 送 波 2 Vp-p 以 上 


位相 測定 範 囲 0~200" 連続 可変 
位 相 確度 ベク トル 表示 に お い xX 土 2* 

水平 掃引 表示 ( 審 調 整 法 ) に お いて +1* 
飽和 度 測 定 2 信号 比較 +3% 
表 赤 方 式 ベク トル 表示 と 水平 掃引 表示 (期間 1H) 
剛 正信 号 3.59Mc 
電 誠 AC100V 50% 炎 また は 60% 約 350VA 
A 法 500( 巾 ) x250( 高 &) x470( 奥 行 ) 
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芝 電 気 株 式 


款 往 
芝 電 気 測 則 株 式 会 社 


本 社 ・ 営 業 所 東京 都 千代 田 区 内 幸 町 2 丁 晶 20 番地 

日 比 谷 会 館 ピ ル 6 階 電 話 (591) 4241~8 代 表 
八王子 工場 八王子 市 大 和田 町 1664 八 王子 (2)6121 ( 代 表 ) 
営 業 所 大 阪 営業 所 (36)1171( 代 表 ) 福 岡 営業 所 (74 )6731・0961 


ME—4 形 送信 
形 無線 送信 機 MX 一 3 形 端 局 装 罰 


2,500M c 和 SSBーFM 方 式 


多重 無線 通信 


本 装置 は SS 一 FM 方 式 を 採用 し た 60 通 話 路 ま 
で の 多重 電話 中 継 回 線 を 構成 する に 適し た も の 
で で CIT TT の 規格 に 準拠 し た 高 性能 多 重 無 
線 装置 で あり ます 


の 性 能 
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周波 数 範囲 ee 2,450 —2,700Me 
( 外 に 打 合 回 線 を 有する ) ! FM( 周 波数 変調 ) 
音声 有効 伝送 帯域 300—3,400% 
基 雇 前 群 周波 数 帝 地 12—24ke 
基礎 群 周波 数 帯域 60 一 108ke "変調 周波 数 範囲 ee…… 0.3-316kc 
伝送 周波 数 帯 城 60—316 ke 周波 数 変 移 … 填 1.5Me 
また は 8 一 264kc 受信 機 帯 域 幅 eeee 
受信 機 雑音 指数 ………12db 以 下 


姜 電機 株 式 会 社 


日 II ア ル べ 人 
_ 人 タル ベ 人 A ケ -7 ル 


アテ アル ペ ベス 、 ス タル ペ ベス ケ ケー プル と は 外 被 に 従来 使用 きれ て きた 鉛 の 代 
り に 、 ひ だ 付 金 司 テ チープ と アラ スチ テック と を 併用 し た 通信 ター プル で みあ 
り ま 二 

その 構造 は 了 アル ミス ケー プル で は プラ スチ テッ タク 絶 旨 の 控 合 わせ 線 : 心 上 
に 、 ひ だ 付 テ ャ ミチ テー ププ を 張 え し 、 ポ リエ テテ レン を 核 相 し た も の で みあ 
り 、 ス タル ペ ベス ケ ヶ ケー プル は 輸 締 体 に 庫 席 の 防湿 性 を 要求 きれ る 紙 ま た は 
パル ププ を 使用 し て いる の で 、 近 合わ せ 線 : 心 上 に は ひだ 付 テ ル ャ ミ テ ー ア と 
ひだ 付 鋼 テー ププ を 要 湖 え し 、 鉛 テープ の 合せ 目 は 半田 付け し て 完全 水 
りり と し た 和 擬 、 ポ リエ テテ レン 被 相 を 行っ て お むり ます 。 

これ らら の ヶ ケー プル は 次 泊 人 的 に 不足 な 鉛 を 使用 し な い 上 に 、 製 造 原価 
室 く な り 、 上 武昌 で ある こと 、 機械 的 強 席 お お ょ び 形 革 旋 果 が 良好 な こと 、 
之 搬 、 基 扱 、 布 設 が 容 め で カ ある こと な どの 特長 が あり 、 迷 国 で は この 外 
由 力 式 の ヶ ケー プル が 大 最 に 使用 る きれ て いさ すま すす 

わか が 国 で も 電 志 公社 で は この ヶ ケー アプル を を 本 用 ピ て お ぉ り ま すか が 、 こ の 方 
式 は 以上 の よう な すす で れ た 特長 が ある た め 、 通 信 ケ ター プル ば か り で な く 、 
制御 ケ テープ ルル 、 人 信号 ケー プル な ど 広 い 分 野 に 応用 が 可能 で 、 融 要 は きわ 
めで て 培 加地 る 情 埋 に あり ます 。 

日 立 電 線 で は この ヶ ケー プル を 了 半 殆 し た ウェ タン 、 ニ ニア ピク トリ ッ ク 社 
と 技術 提携 を 行い 、 箱 通信 ケー プル 工場 に お ける 新鋭 設備 の 整 備 と 相 ま 3 
っ て 、 無産 勢 を 終り 各 方 面 の 刺 要 に こたえ ぇ ょ て いま すす 。 


日 均 電 線 様 式 間 詩 


本 社 東京 都 千 代田 区 丸の内 2 の 16 番 地 
営 柴 所 大 阪 ・ 福 岡 ・ 名 古 選 
販売 所 札幌 ・ 仙 台 ・ 広 誤 ・ 富 山 
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北 紀 の 今 巫 大 方 の 許 新 KC, 


中 壇 叱 子 計 臣 機 i 


TOSBAC 一 2100 (小形 事務 用 ) 
TOSBAC 一 3100 (中 形 科学 用 ・ 事 務 用 ) 
TOSBAC 一 4100 (分 類 ・ 照 合用 ) 
OSBAOC=420.07(— 衣 事務 用 ) 


TOSBAC-= A413 


TOSBAC 一 3 200( デ ー タ 々 処理 用 ) 
TOSBACE 8000 (デー タ 々 処理 用 


TO0SAC 一 I (低速 形 ア ナコ マン ) 
TOSAC 一 中 (高速 形 ア ナコ ン ) 
OSAC= NEC ジフ 


ROSBAC— 3225 


TOSACG 


下記 細 李 直 陸 計 鑑 検 の ほか に 、 特 珠 用 途 の 各種 電子 計算 柏 の ご 注文 に 6、 応 じ て お り ま す 。 


東 京 芝 浦 電気 株 式 会 社 


前 一 3 


UHF-TVAAA 12-717 


構 造 
らせん 状 の 導体 を 電気 的 ・ 機 械 的 特性 の 良 
好 な 強化 プラ スチ ックス で , 連続 的 に 絶縁 
支持 し て ある 。 


特 長 

1. 広帯域 で ぁ る 。 

2. 水平 指向 特性 が 優れ て いる 。 

3. 2 周波 領域 で の 共用 も 可能 で ある 。 
第 2 モー ド と 第 3 モー ド を 使用 
(周波 数 比 約 1.5 倍 ) 

4. 給電 系 が 簡単 で ある 。 

5. 機械 的 に 堅 年 で , 保守 が 容易 で ある 。 


特 性 
偏 涼 水平 偏 波 
周波 数 UHF 和 帯 の 指定 周波 数 土 4% 
入力 イン ピー ダン ス 509 
入力 VSWR 1.05 以下 
利 得 1 段 当 り 5~7 倍 
(実用 範囲 は 1 ~4 段 ) 
指向 特性 水平 面 内 無 指向 性 
(円 形 度 土 2dB 以内 ) 
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住友 電気 工業 株 式 芸 詩 
本 社 大阪 市 此花 区 因 貴 島 南 之 町 ベ 〇 
東京 支社 東京 都 港 区 芝 傘 平 町 一 
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エレ クト ロニ クス を 診察 する ... 


日 開 シンワ ロス 


a 
fom , 
(o ] 
現代 の ェ レ クト ロニ クス 技術 が 要求 し て に る 

電気 現象 の 適 確 な 観測 に は 、 日 立 シ ンク ロス 

コー プ が 全面 的 に 応え て いま す 。 パル ス の 流 V101 形 … 高 性 能 標 準 形 
形 ・ 周 期 の 不定 な 波形 ・ 超 低 周 波 お よび 高 周 : 

疲 の 波形 ・ 到 来 する 時 間 が 予測 で き な い 波形 。 VM 102 形 … 標準 形 

な どの 観測 や 時 お くれ の 測定 な ど 、 高 い 精度 ー 

で 波形 の 細部 まで を 正確 に 把握 する こと が で V103 形 … 可 搬形 

きま す 。 用途 に 応じ て 、 特 性 を 十分 に 生かす WE 2 
ュー を RE し る 04 形 … 簡易 形 


お りり 字 ます 。 


東京 都 千代 田 区 神田 恒 町 1 一 17 ( 理 製 運 業 別館 ) 
日 町 産業 舟 式 田 詩 井 E26 6 6 a) 


前 一 5 


~~ 


0 


っ 


EN Wo gt Es 


CE 


10.7MC SERIES 
STANDARD CRYSTAL FILTERS 


APPLICATIONS yr rei entre “FSK SYSTEMS 


SYMMETRICAL BANDPASS 


MODEL CENTER BANDWIDTAS{ - BANDWIDTH OT PASE CAR RAD CASE SIZE 
FREQUENCY 60 db (CMA MA ( NOMINAL) LW H 

MA [nme | 0 Ke | oke | edb | sdb | 2.50 |80x2x30m 
tSKe, 30 Ke | ey S00 


トー | vse 9 | ーー トニ ンー re 
MI | 2 | 30 Ke [KD] adb | db | 2000 [rxmx3 

CRYSTAL pIINA OR 

MODEL NO |CENTER FREQ| BAND WIDTH EE ELASE SIZE L.W.H. 
10M.DC 10.7Mc 25 X20 x25mm 


MODEL 10. MA MODEL 10M.DC 
ATTENUATON VS. FREQUENCY 10.7Mc DISCRIMINATOR 


ーー sd 還 1 思 同 咽 慎 画 園 国 臣 臣 『』 障 面 圧 員 
HH 


外 咽 置 忠 中 契 園 恒 志 較 画 
UE Tt に に に に に | 
EE エト ヒビ 上 


-% +/0 420 + 
FREQUENCY IN Ke FROM 10.7Mce FREQUENCY IN Kc¢e FROM 10.7Mce 
CENTER FREQUENCY CENTER FREQUENCY 


同一 外形 互換 性 を 考え た 10.7Mc 系 例 既 設計 、 高 信頼 性 の 高周波 水晶 炉 波 器 を 御 推奨 いた | yy 
尚 、 特 に 新規 設計 に ーー dp 了 


本 社 及 工場 神奈 川 県 川崎 市 A 越 3 丁目 484 番地 式 均 訪 2766 
東京 営業 所 東京 者 千 代田 区 起 ヶ 関 3 丁目 3 番地 鋼 仮 ピル 内 電話 東京 (591) 1973, 1974 
大 阪 営業 所 大阪 市 西区 江戸 者 上 通り 2 丁目 37 番地 ( 示 吉 ビル ) 電 話 土佐 拠 (44) 4332 ~6 
福岡 営業 所 福 岡 市 天 神町 58 番地 天神 ピル 電話 福岡 (75)6031, 6416 
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高 精 度 ・ 広 帯域 の 直 示 式 レ ベル メー タ 


PM- ! 5 型 高 感度 交流 真空 管 電 圧計 


本 器 は 交流 専用 の 高 感 庶 , 広帯域 , 広範 囲 , 高 
入力 抵抗 の 真空 管 電圧 計 で 微小 電圧 の 測定 に 最適 
の も の で あり ます 。 また 高 精 度 ・ 有 広帯域 の 直 示 式 
ペレ 3 潮 定 器 と じ て 使 用 で きま すす ので, TV, 音 3 
機器 , 搬送 機器 な ど に 広い 応用 範囲 が あり ます 。 


測定 半 囲 

lmV—300V, 一 58dBー 二 52dB, 12 レ ンジ 
精 度 

フル スケ ー ル の 土 2% (20c/s 一 1Mc) 

土 5% (10c/s 一 4Mc) 

入力 イン ビー ダン ス 

10MQ 30pF, 付属 プロ ー プ で 並列 容量 15pF 
寸法 ・ 宣 量 

150( 幅 ) x230( 高 ) <285 ( 奥 ) mm ・ 約 7kg 


PM-18 型 高 感度 直流 電 庄 電流 計 


直流 専用 の 高 感 度 ・ 広 男 囲 の 微小 電圧 電流 計 で あっ て , 従来 測 
定 困 難 な を 微小 電圧 電流 を 安定 正確 に 測定 で きま す 。 半導体 , 放射 
線 そ の 他 の 関係 に 広い 応用 男 団 が あり ま x Ri 

測定 範囲 電圧 0 一 土 30xVー100V 14 レ ンジ 


電流 0 一 士 3 々 uA 一 100kxA 16 レ ンジ 
入力 抵抗 すべ て の レン ジ で 10MQ 


電気 降下 100kuA 以 上 で lmV 
30kuLAT 300gV 
10kkA て T 100kV 

3LZLAT 30kV 


35—1 (369) 0101 ( 代 ) 


| WT 3 6 船場 ピル ・(23)6547 
出 張 所 大 阪 区 決 の ル ・ 

= 5 ~~ 大 2 (EAS 

; 4 エエ er サ ービス 福岡 市 東港 町 8 8 一 2 日 虹 電 気 商会 内 ・(4)4910 

ステ ィ シ ョ ン 名 古屋 市 中 区 朝日 町 2 の 5 朝日 エレ クト ロン 内 ・(97)5232 
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SEALS シール 


導 体 整流 器用 気密 硝子 端子 


NEC 


低圧 より 高圧 まで 
検波 用 より 大 電力 用 まで 
許容 温度 転 囲 の 拡張 に 
漏洩 に よる 機能 劣化 防止 に 使用 例 
半導体 整流 体 の 特性 を 生か す た め に 


半田 付 


@ ハ ー メ チッ クシ ー ル は , 電気 機器 部 品 等 を 容 
器 の 中 に 密閉 する 場合 の 導入 端子 と し て 用 いら 
0 のり ます 6 

@ ハ ー メ チッ クシ ー ル は 外周 が 人 金属 で で き て い 
て 半田 付 等 の 方 法 で 容易 に 容器 に 接続 する こと 
が で きる 様 に な っ て お り , 中 央 の リー ド と の 間 
は 特殊 ガラ ス で 完全 に 絶 級 さ れ て お り ま す 。 


新 日 本 電 所 株 式 密 詩 Ma 


東京 事務 所 東京 都 千 代田 区 丸の内 1 丁目 8 番地 ( 新 住 友 ビル ) 
電話 て 012 8 
大 阪 事務 所 大 阪 市 北 区 梅田 2 番地 (第 一 生命 ビル ) 
電話 =~(369 宇 37217711 人 人 


: 田 付 


! 
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店 天 油 定 装 置 


この 測定 装置 は 、 搬 送電 話 回 線 あ る い は 搬送 機器 の 保守 、 点検 を 簡便 に お こ な ぇ える よ 


中 考 電 きれ で お り ま す 。 主 な 目的 と し て ば ぼ ば 利得 、 損 失 、 レベ ネル の : 測 空 な 


EA A 


人 送 装 置 に 限ら ず 種 々 の 測定 に 、 測 定 用 電源 に 、 あ る い は 検出 器 と し て も 便利 に 使用 で 


いす 0 

特 長 

①⑧① トラ ンジ スタ を 使用 し て お り ま す の で 、 極 め て 小形 、 軽 量 ここ 
* cr 


高き さ 340mm、 司 500 mm 
奥行 185 mm、 重量 条 15kg、 


② 使用 周波 数 帯域 は 、 童 声 よ り 換 送 帯 域 に わた っ て お り ま す 。 
③ 電源 は 商 甲 電源 また は 内 基 の 東電 池 い ずれ で も 使用 出来 ま i iene 
、 | 0368 TEST SET | 
④⑧ 外 穫 より 取出 し て 各 測 室 器 単 弄 で も 使用 で きま す 。 , 
往 能 
線 合 性 能 " 
測定 周 波数 男 囲 : 0.3 一 60Kec/s (測定 系 イン ピー タダ ンス ャ 
600 2 ) 
50 一 600 Kce/s (測定 系 イン ピー ダン ス 
752 ) . 
損失 測定 四 囲 : 70db 矢 , 0.1db え ステップ “ - Mea eee, 
利得 測定 男 囲 : 70db 迄 , 0.1db ス テッ プ : * i 
レベ ル 測 室 範 囲 : = +30ー 一 60db 1db ス テッ プレ ベル 測定 ~~ 4 
の るみ 650 Ke</s 和 測 定 可 能 i — 
LL 原 ・ DC 電源 18V 乾 電池 (106P 2 個 ) 内 茂 , 
連続 15 時 | 聞 使 用 可能 


AC 電 源 乾電池 収容 位置 に AC 100V 
に て 動作 する ペペ ワー・ ィ パック 


を 揮 入 する 
KW-117A 発振 器 
発振 周波 数 : 0.3—60Kc/s 10eZ7s ステ ッ ー プ 50~ 
600Kc/s100c/s ス テッ プ 
出 7 + ナ +10dbm 以上 , 一 40db 矢 5db ス え ステップ お 
よび 徴 調 に て 連続 可 談 
出 カ イィ イィ インピーダンス:0.3 一 60Kce/s に て 6002@ 50 一 600Kc/s 
に て 752 
歪 球 30db 以 上 
電 i 原 : 106 Px 2 内 蔵 ま た は A C100V 
で 高き さ 160 mm, 貴 220mm, 身 行 130 mm, 
3.5kg 
KW-3 ラ 27A レベ ルル メー ター 
周波 数 男 囲 : 0.3—650 Ke/s 
レー テル 」 四 " 団 は ナ +30 一 一 60db 1db え ステップ 
スカ イン ピー タダ ンス :600@ お よび 10K@ 以上 0.3 一 60Kc/s 
7529 お よび 1 Ke/s@2 込 上 50—650K c/s 
電 3 原 : 106 Px2 内 蘭 ま た は AC 100V 
sh 3 大量 。 量 : : 高 さ 160 mm, 幅 220 mm, 奥行 130 mm, 
STL RE 
KW-616A 抵抗 減 褒 器 
周波 数 還 軒 : DC -—100 Kec/s 
i 応 座 0 O01db ス え ステップ に て 91db 客 
特 侍 インピーダンス :6002 平衡 型 
= に 、 3 た だき が 二 ) 主 5 高 さ 70 mm, 貴 220mm, 奥行 130mm, 1.3kg 
_KW- 6!7A_ 所 抗 減 奏 器 
周波 数 男 置 : DC —650Kc/s 
i 誤 Ss 0db ス テッ ーー に だ て 91db 利 
特性 イン ピー ダン ス : 75@ 不 衡 型 本 社 東京 都 港 区 芝 三 田 四 園 町 2 番地 
. 法 ・ 重 e 高き さ 70mm, 幅 220mm, 奥行 130 mm, 1.3kg 電話 東京 451 局 1171( 代 )・5121 ( 代 )・5221( 代 ) 


前 一 9 


わが 国 最 大 の 導 波 管 メ 
ーー カー 古河 電工 が 多年 の 
経験 を 生か し て 高 精度 の 
円 形 導 波 管 を 完成 致し ま 
らし 


特 長 
Oo 多 和 帯域 共用 
Oo 偏 波 共用 
O 低 。 損 失 


N23 
両端 回 転 フ ラン ジ 付 


業 帳 式 置 社 


くに 玉 宏 の 店 内 半 必 の 4.14 
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る © セミ トラ ンジ スタ イヒ 
400MC 極 超短波 無線 電話 装置 
業界 に 先駆 け て 完成 / 


MODEL CM4O! 


ゼネ ラル が 我が国 で 始め ゅ て 完成 し た この 無線 電話 装置 は 、 送 受信 部 、 電 源 部 、 制 御 部 
が 同一 筐 体 に 収納 きれ て お り 、 そ の 上 受信 部 の 一 部 と 電源 部 が トラ ンジ スタ 化 き れ て 
いる た め に 、 小 型 軽量 で 、 消 費 電力 も 非常 に 少な な が て すみ ます 


性 能 
周 波 数 360 一 420 MC 中 の 一 周波 数 

空中 線 出 力 5 W 

変調 方式 リア クタ ンス 管 位相 変調 方 式 (IDC 付 ) 

消 費 電 カ a DIOL2V 2A 送信 時 1 DCl12Vi 6A 


4 Fi ミト フン 


お 問い 合わ せ は 


\ 、 吹 電 滋 ま 式 会 川 本 だ IG 衝 
ノ ニニ = = 4 PN 寺 人 旬 電機 株 社 通 信和 粒 
TE し 湾 の ロ で ・ 玉川 代表 (701)・ i 
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昭和 wm 各種 遅 征 線 
カ ンー 屋 像 機 用 遅延 素子 VDLS-0718B 


カラ ーT V 受 像 機 の 交 度 信号 遅延 用 
と し て 開発 され た 新 製品 で , 特殊 巻 
線 構 造 (特許 申請 中 ) を 用 いる の で ーー 
従来 の 同種 の も の に 比較 する と , 流 
形 歪 が 大 幅 に 減少 し て いま す 。 


遅延 ケ EE プル VDL-1416A 


T V 関 係 お よび 各種 の 電子 機器 に お 
ける 波形 遅延 に 広く 用 いら れ て お り 
遅延 考 が な く , 減衰 量 が 小さ い 上 に 
屈曲 に よる 特性 変化 が 僅少 な の で 
広帯域 お よび 高 忠 実 度 を 要求 され る 
波形 遅延 用 と し て 好適 で す 。 


遅延 ピー ス vpLr 


当社 で 製造 し て いる 遅 存 ケ ー プ ブル を 


所 要 の 遅 区 時 間 を 有する 長き に 切断 。 一 “ps 
黄 子 を モー ルド し た も の で こ 


の まま 機器 に と りつ け て 使用 する こ 
が で きま す 。 


和夫 線 電 貫 株 式 間 社 


本 社 並 工場 川崎 市 東 渡 田 3ー1ー1 電 (3) 2541 (大 代 ) 


相模 原 工 場 相模 原市 清 兵 衛 新 田 28 電 (7) 


3 3 


東京 販売 店 丸の内 (東京 海上 ピル ん 新 館 ) 電 (281)6451 ( 代 ) 


販 売店 大 阪 ・ 名 古屋 ・ 福 岡 ・ 仙 
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台 ・ 札 幌 ・ 広 島 


新 電 元 。 


業界 の トッ プ を 切っ て 開発 し た 当社 
の SCR は 、 発 表 以 来 各 方 面 の 御 胎 
会 御 試用 を 頂い て お り ま す が 、C 3 
BB は 訪 量 産 態勢 も 整い まし た の で 一 
般 市 販 開 始 の 運び に な り ま し た 。 貞 
此 の 外 に 最大 出力 200A その 他 各 種 
の 試作 も 完成 し て お り ま す の で 、 近 
炊 市 販 開 始 の 準備 を 進め て お り ま す 。 


i 


C3 B 型 定格 及び 特性 表 ( 折 定 ) 抗 負荷 自然 空冷 


8 C3B05 | C3B10 | C3B15 | C3B20 | C3B30 0 
emmam Gos | vs mml 5 


下 コ 時 
ems ms ssl inim lmim le 


as 
ーー 


注 1. P.ILV, Veso と は 動作 時 ジャ ンク ショ ン 温 度 に お ける 値 を 示す 。 
2. 周囲 温度 40"C, 150" X 1t 銅 フィ イン, 自然 空冷 単 相 半 渋 波 珍 の 場合 の 出力 電流 は C3A 型 11.5A, 
C3B 型 5.8A と な る 。 


ァ 


に = 


ミ 


0 


社 東京 都 千代 田 区 大 手 町 新 大 手 町 ビル 電話 (211) 2571 代 表 
阪 出張 所 大 阪 市 北 区 角田 町 阪急 航空 ビル 電話 0 3294 代 表 
九州 出張 所 小倉 市 京町 281 五十鈴 ビル 電話 (5) 8431 代 表 
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DATA RECORDER Model PPw—22 


(携帯 型 計 測 用 磁気 記録 再生 機 ) 
この 装置 は 、 ゼ セン マイ 駆動 に よる 機構 部 と トラ ンジ スタ 化 さ れ た バルス 幅 変 ・ 復 調 部 を 自 蔵 し た 小型 軽量 携帯 型 
の 計測 用 記録 再生 機 で す 。 車 上 、 機 上 な ど 極 め て せま い 場 所 また 電源 の な い 所 で の ご 使用 に 便利 な よう ぅ うに 設計 
され て いま す 。 電源 は 乾電池 箱 が 別に 付属 し て いま す 。 


電 


6 ミリ 幅 5 号 リ ー ル 600 7D 負荷 時 土 1 V 

19 cm/s (ピー ク 値 ) 不平 稀 

2 ; 0 ~—100 c/s + 1 dB 

バル ス 幅 変調 方 式 3 % 以 下 

パ バルス 幅 複 柚 方 式 1 チャ ン ネ ル 当 り 約 40dB 
士 1V (ピー ク 値 ) 3 D.C24V 較 電 池 ( 平 角 3 号 ) 
約 5KQ 不平 稀 


ソ に LE 式 
東京 都 品川 区 北 品川 6~3 51 TEL (442) 5111 
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0 


> SONY 


新 発 売 
Backward Diode 2 種 


・ 温 度 影 響 の 小さ い Backward Diode 
エサ キダ イオ ォ ー ド 
バイ アス 安定 用 SA SDLA02 


規 
Is(mA: Vs=180mV)|—Ig (kA: Vg-70mV) 
mean max ma x 


11 100 


12 16 100 


東京 都 品川 区 北 品 川 6 一 351 Tel (442) 5111 
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NEW PRIMARY FREQUENCY & 


TIME STANDARD SYSTEM OFFERS 
YOU THE HIGHEST ACCURACY, 


RELIABILITY & SPECTRAL PURITY 


5 parts in 10:% day long term stability...1 part in 10'°" typical short term 
jlity under laboratory conditions*...10 microsecond system resolution... 
fail-safe operation despite power interruption...compact design (23" high ), 
transistorized...simple operation... (fp) quality, dependability and manufacturing 
know-how guarantee performance. A ee ea 

This new $ Primary Frequency/Time Standard System is sturdy, reliable and precise. 

Featuring compact design and low power operation, it is specifically designed for shipboard, 


mobile and field as well as laboratory use. It is suitable for satellite navigation systems, missile 
and satellite timing-tracking and single sideband communications. 


The System includes a Frequency Standard, Frequency Divider and Clock, and a Standby 
Power Supply, in addition to a comparison device and receiver (not pictured). The System 
makes HF time comparisons with a WWV receiver and an oscilloscope and VLF comparisons 
with a VLF receiver and a frequency counter. 


103AR 
FREQUENCY STANDARD 


~~ 


EE ey 


あぶ 724AR 


STANDBY POWER 
SUPPLY 


HEWLETT-PACKARD COMPANY_ 問 曽 事 株 式 全 社 
Palo Alto, California, U.S.A. 失 男 昌 ! 番 地 


アイ マッ ク 社 4KM50O,000LA3 


UHF 大 電 カ カク ライ ス トロ ン 


アイ マッ ク 4 KM 50,000 LA3 型 は 、 四 空 胴 、 電 磁 集 東 型 の セラ ミッ ク 及 び 金 属 製 の 
最新 の 電力 増幅 用 クラ イス トロ ン で 、400 か ら 610 メ ガサ イ クル まで の UHF テ レビ の 
ほか 、F M 送 信 、T V 音 声 送信 及び 対流 國 散 乱 通 信用 と し て 最適 の 電子 管 で す 。 

アイ マッ ク 社 独自 の 開発 に な る EMA 陰 極 (マト リッ クス 陰極 ) の 使用 に より 、 電 
源 部 面積 が 節約 で き 、 設 計 が 著しく 簡易 で す 。 


EMTEL-McCULLOUGH., INC. 


機械 交 牧 性 


動作 位置 陰極 頭 位 、 垂 直 位 置 
無線 周波 結合 : 
N 型 同 軸 接 栓 
最大 始動 電流 woeseiees esseeeseieee 80 A 出力 結合 端子 周 509 伝送 線 
陰 極 : EMA (マト リッ クス ), 定 電位 冷却 方 式 水冷 及び 強制 空冷 
加熱 時 間 磁気 集束 用 コイ ル 用 電源 : 
ーー 前 置 集束 用 コイ ル 電 圧 
電力 利得 : 胴 部 コイ ル 及 び ュ コレ クタ ・ コ イル 
; (直列 に ) : 


直流 ビー ム 電 圧 肘 属 回 路 用 部 品 H-143 


直流 ビー ム 電 流 

直流 胴 部 電流 (連続) クラ イス トロ ン 補 持 枠 、 電 磁 集 束 用 コイ ル , 
直流 胴 部 電流 (同調 の み ) 空 胴 共振 器 、 第 2 ・ 第 3 及び 出力 空 胴 用 の 可変 
交流 ゲッ ター 電流 erestert 50 A 負荷 結合 問 と ,。 ア マック SK 一 110 空冷 式 ソ 
集束 電極 電圧 ケッ に を 合 ん で いま す * 

コレ クタ 消費 電 カ 3 2,900 ド ル 


4kM 50 000 LA3 


直流 胴 部 電流 … 
直流 コ レク タ 和 電流 eonostossesomeseaseee sas esoedosesees a7 る 


集束 電極 電圧 Was sosoos sews eatsoasovedaoies oesesiees ー 201 —211 
磁気 集束 用 コイ ル 和 電流 (HHー143 附 属 回 路 用 部 品 を 使用 ): 


前 置 集 束 用 コイ ル : A 
三 胴 部 コイ ル 及 び ユ コレ クタ ・ コ イル 9 A 


3,595 ドル 


アイ マッ ク 社 日 本 続 代 理 店 


関 商 事 株 式 会 社 
東京 都 千 代田 区 神田 東 福 田 町 1 番地 
C816269- 人 代表 03 01 3 6 


ーーTR- 


新 製品 105D 


数 字 素 示 ト ラン ジス タ ・ カウ ンタ 完成 


ek we 


ーー——・- ~~ * a 
灯 コ ー ド 変換 素子 の 開発 に より , 弊社 が 始め て カウ ンタ に 数 字 表 示 管 方 式 を 採用 
し て か ら ,。 「 カ ウン タ が 見 や すく 使い や すく な っ た 」 と の 御 好 評 を まい た ゞ いて お り 
まし た が , 此 の 程 ト ラン ジス タ ・ カ ウン タ に 数 字 表 示 和 飼 を 使用 する こと に 成功 し ま 
ご 


従来 か ら 知 られ て いた トラ ンジ スタ ・ カ ウン ター-TR・105 に 比べ , その 表示 方 
式 が メー タタ 方式 か ら 数 字 表 示 管 を 使用 し て に いる の み で な くさく, 周波 数 測定 範囲 みはる 
か に 高く な り , また 時 間々 隔 , 周期 測定 に お いて も わが 国 で は 最高 の 性 能 を 有する 
0 


見 や すく , 軽量 ・ 小 型 


計 数 桁 数 ・10 進 5 桁 

周波 数 測定 範囲 ・1OCPS 一 2.5 MC 
時 間 々 隔 ・3kS 一 108sec 
周 期 ・10° sec 一 10 KC 


プア プリンター 接続 可能 
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—ーTR- 
高 性 能 ・ 多 様 な 機種 
EE 


1. -TR- 1115D 10 cps 一 220 MC に わた る 広範 囲 の 周波 数 ,0.3 kxS 
ー107S に わた る 時 間々 隔 測 定 , 9ー10KC に わた る 周期 等 の 高 


精度 測定 の で きる 最高 級 エ レク トロ ニッ ク ・ カ ウ z> 


2. -TR- 110DD 10cps 一 2.5MC の 周波 数 測定 , 0ー10 KC の 周 


期 測定 , 3 ZS 一 10°$S の 時 間々 隔 測 定 等 , 1 台 で 6 つの 基本 的 機 nn os 
上 能 を も つこ ュ ニ バー サル カウ ンタ クー で す "] 

3. -TR- 109BD 10cps 一 200KC の 周波 数 測定 , 0 一 10 KC 2, 
周期 測定 、30 kxS 一 10*$S の 時 間々 隔 測 定 が で きま す oo 


4.-TR- 108DD 10cps 一 200KC の 周波 数 測定 , 100 kxS 一 103 “TR- 278 Digital Printer 
s の 時 間々 隔 の 測定 が で きる 小型 高 性 能 の エレ クト ロニ ッ ク ・ プ ナメ 


i 


-TR- 111D -TR- 110DD -TR- 109BD -TR- 108DD 


ィ パルス 機器 の 
科 卒 業者 . 
機械 設計 技術 者 ディ ジタル 機器 の 筐 体 , プリ ン 
集 ター, 自動 制御 機器 の 設計 製作 
いずれ る も 年 令 35 オ まで ,。 給 3 一 5 万 詳細 は : 本 社 総務 部 


ワケ テグ "理研 工業 株 式 会 社 


本 社 ・ 東 京都 練馬 区 旭 町 2 8 5 TEL (933)4111( 代 ) 
大 阪 営 業 所 ・ 大 阪 市 北 区 権 ヶ 枝 町 71 TEL (312) 0051~6 
ャ クシ ゲ ビ ル (312) 2695( 直 ) 


エレ クト ロニ クス 技術 者 設計 製作 大 学 理 工 
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: : 


a 


さま * 


lV 


ひら 繰返し 周波 数 


© >* 
Oo 出 
Oo 出 
Oo 出 


性 能 

© 繰返し 周波 数 
Oo ペル ルス 巾 0.1ks—100ks 

o 出 力 極 性 正 お ちよ ょ び 負 

o 出 力 電 圧 20V 

Oo 出力 イン ピー ダン ス 759 

Oo 出力 波形 立上り 時 間 20mks 以 下 

下り 時 間 20mk sl 

サ グ ・ オ ー パ ーシュ ー ト よ ょ 5% 以 下 

主 出 力 パ ルス より 0.1Zs 先 行 
出力 トリ ガー 電圧 正 5V 圭 20% 
〇 © 最大 デュ ー ヶ テー 50% 


10%~—1Mc 


© 同期 出力 


肖 パパ ルス mm 
1 —104% 
| (連続 可 朗 ) 
振 il 


(連続 可 切 ) 


誤 パル ルス 中 
a ァ r ァ マト り y 1 8 
クス 試験 用 (MN 


振 a 


最大 0.6 A 
(連続 可 表 :) 


内 部 同期 50ke 一 5 Mec 
外部 同期 50kc 一 5 Mc 
0.05ks —1l1ks 

正 お よび 負 

正 15V, 負 13V 

759 抵抗 減 次 器 に より : 
10dB step 4 髪 

1 dB step 10 段 

立上り 時 間 20mks 以 下 
下り 時 間 30mkus 下 
す グ ・ ォ ー パ ー シ ュー ト よ 5% 以 下 
#330 % 


立上り 時 間 


A 


( 連 貫 可 委 ) | 3 


埋 返 し 周波 


2 kec—20kce 
(連続 可 ) 


立 士 り 叶 


0.1 ~~ lz 


TE 


(連続 可変 ) 


電話 国分 寺 597 
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(| オン に ショ ュー ト 


+3% ル y 下 


ls J 


nl. Sn Maia sala 


PE STO- OO 


に ‘ mn “* 
フク ノン ス 
1) 本 笑 は いま まで の トラ ンジ スタ カー ププ トレ ー サ ー に 上 比 


べ て 日 定数 お よび Y 室 数 の 各 殴 目 が 簡単 な 操作 に よ ょ っ て 
測定 で き る 。 


2) コレ クター 測定 回 踏 に 過 電 流 リレー が 付い て いる た め ‘ - 
測定 中 に トラ ンジ スタ を 破 質 する こと が な い 。 醒 特 | 

3) パラ メー タ と な る ステ ッ プ 電 左 が 非常 に 安定 し て いる = ゴゴ | ad 
の で , 正確 な 曲線 群 が 測 定 で きる 。 


4) ステ ッ プ 電圧 波形 が 直視 で きる 。 


i 旧 定 で きる 曲線 君 

PNP-NPN の Hs, Hu, Ha, Hu, Ye, Ya (zy 
ター お ちよ ょ び ペ ー ス 接地 可能 ) その 他 ダ イオ ォ ー ド , 放電 管 
等 の 特性 も 直視 で きる 。 


人 ふ コレ クタ 々 ター 関係 
コレ クタ ーー 掃引 電圧 0 一 3V(1A) 0 一 30V(1A) 
0 一 300V (1A ) 連続 可変 
ペラ メー タス テッ プ 電 庄 ,01 一 V/step 
7 点 切 換 
直 | 拭 抗 3009Q 一 1000KQ 8 点 切 換 
ペ ベース 関係 
ペー ラス 掃引 電 圧 r 0 一 3V(1A) 連 統 可 座 
ペラ メー タス テッ プ 電 流 1kZA 一 50mA/step 
15 点 切換 
直 | 拭 抗 3 一 10009 6 点 切 換 
垂直 軸 , 水平 軸 関係 
コレ クタ 々 電圧 .01 一 20V/div 
ミニ レク 々 電圧 .01 一 200mA/div 
ペー スス 電圧 .01 一 .5V/div 


固定 2 ks 


固定 5xks 
間隔 0 一 100k*s 


os 

—150,&s 

ー10— + 200 
—150.&s|  — 2k 


東京 都 北 多 麻 郡 国分 寺町 恋ヶ窪 1080 電話 国分 寺 597 


拉 0 


Digits Displayed: 
M24 Measures: 
V24 Measures: 
R24 Measures: 
Ranges: 


SERIES / | 
4 . 


Accuracy: 


Input Impedance: 


Balancing Time: 
Construction: 


: MEASUREMENTS 


5E AC DC Converter 


HA CL を 


| 
1 
放 I 


サイ ル 研 究 ・ 開 発 に / 


日 本 


Digital Voltmeter 
SPECIFICATIONS 


4 

DC voltage, voltage ratio, and resistance 

DC voltage and voltage ratio 

DC voltage ratio 

DC voltage: 士 .0001 to 士 999.99 .in ranges 
of 土 .9999/9.999/99.99/999.9 

DC voltage ratio: Range of M24, V24 
士 .9999. R24 土 .9999/9.999 

Resistance:.1 ohm to 1 megohm 

DC voltage: 士 one digit 

DC voltage ratio: 士 one digit 

Resistance: 士 0.05% of 
reading+1 digit 

DC voltage: 10 megohms 

DC voltage ratio: 1000 megohms (10 
megs for 9.999 range on R24) 

Ratio reference voltage load: 20,000 
ohms 

330 milliseconds 

Transistorized, mercury- wetted relays 


AC Measurements: Use 125C AC/DC Converter for AC 


measurements from 0.001 to 
999.9 volts 

Use 125E AC/DC Converter for 
automatic AC ranging, 
0.001 to 999.9 volts 

Use Model RR-1 for AC ratio 
measurements from .0001 to .9999 


高速 … 高 精度 … 高 信頼 性 / 


総 代 理 店 


電 ; 経 産業 株 式 会 社 


東京 都 港 区 芝田 村 町 2 の 12 


( 小 
話 


会 館 7 階 ) 
(591) 5246 (代表 ) 


podat a te brorew~ 


_nuMom 


Type 450 Qscilloscope Camera 


オシ ロス コー プ ・ カ メラ の 
決定 版 / 


© カメ ラバ パ バック は ボ ポ 
ラロ イド フ ペッツ ク 放 
通常 バッ ク を 交換 
可能 で 両用 出来 ま 
す 。 

Oo レンズ を 交換 出来 
映像 は 4"x5” か ら 
35mm サ イズ 迄 記録 
可能 で す 。 

Oo レシ ンズ は すす 2 
ンク ロ ・ シ ャ ッ タ 
つき で 、 遠 隔 操 作 
用 の ソレ ノイ ド ・ 
パワ ー ユ ニッ ト も 
あり ます 。 

SPECIFICATIONS 

Optical System: (Wollensack Oscillo-Rapter lenses) 


Object-Image Ratio Size Focal Length 
1 :0.9 75mm( 3 inches) f7/1.9 
0 5 63mm( 2 3 inches) f /1.9 
TE O182 32 mm f /4.0 


All lenses are readily interchangeable with bayonet mont feature. 
Mounting: Ratchet type, circular mounting clamp for 5” osilloscopes 


Recording Materials: 35mm, standard 120 roll film, 2”x 3” sheet 
film, Polroid types 42, 44, 46L or 47 roll films, 4 
film pack, film holder and Polaroid film. 


Recording: Direct 
Viewing: Direct 


詳細 カタ ログ は 下記 へ 御 請求 下さ きい 。 
日 > 本 二 絡 = 代理 芝 褒 


理 経 産 業 : 株 式 人 価 


東京 都 港 区 芝田 村 町 2 の 12 小 里 会 館 7 階 電話 代表 (591) 5246 


押 前 一 23 


音響 ・ 振動 ・ 電 気 の 標 準 測 定 器 
低 周 波 ト ラン ス 総 合 特性 試験 装置 552-T 


最少 読み 取り 0.1 db エル スケ =Ddb 


0~ 59.9 db 
0.1db ステ ッ フ ?* 


TE 


20%~20kc 
土 0.2db 


Y 軸 キキ 54db 
X 軸 20%-20kc (3・6・12r.p.m) 
トレ ー サ エリ ア 8 cm X 12cm 


日 本 測 器 株 式 会 社 
i TE OR Mc 


横浜 工場 横浜 市 保土ケ谷 区 西久保 町 3 3 
『 E49 090 
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Re 


INDUSTRIAL AIRBRASIVE UNIT 


主 用 途 


. Ce eS VY 


ニン シン 

ーー 二村 ) 

ot 器 

で 押 科 

© その 他 和 年 い も ろ い も の 


米国 エ ええ ・ エ ス ・ ホ ワリ ワイト 社 ” 


園 日 本 総代 理 店 ; 
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13,000 Mc 帯 
立体 回 路 の 測定 に / 


安藤 の 測定 器 は , 開発 され つつ ぁ る 13,000 Mc 替 
の マイ ク ェ ョ 波 測 定 に も 活躍 し て お り ま す . Bm 


| 周波 数 範囲 | 12,400~15,000 Me 


SWR-12 型 
SWR-13 型 定 在 波 測 定 宮 残留 定 在 波 比 1.01 以下 
最小 読取 目盛 。 0.05 mm 
VATR-13 型 可 変 抵抗 滅 誤 器 | 最大 減衰 量 30 dB 
] | 挿入 損失 0.5dB 以下 
定 在 波 比 
KDR=13 型 ク リス タル ・ マ ウン ト | 定 在 波 比 
| 天 式 
| LTR-13 型 無 反射 終端 器 定 在 波 比 1.03 以下 
DCR-13 型 方 向 性 結合 身 | 結合 度 20+2dB 
万 向 性 20 dB 


| EHR-13 型 EH 整合 器 最小 読取 目 大 a 
| 定 在 波 比 1.02~20 

MTR-13 型 マジ ッ ク T E 分 岐 入力 定 在 波 比 3 以下 
| HH 分 岐 入 力 定 在 波 比 1.2 以下 


抵抗 減 庫 器 く を バル スコ ー プ ・ バ ルス 生 貞 
マイ ク ョ 波 測 定 器 ) 振動 子 イ ン ビ ー ダ ンス 直視 装置 


半導体 測定 器 E 発振 映 
MTR-13 型 


T e1734 わ 1 二 1 全 6 る 1 人 代 和 9 


Single Turn 


650~ 100,0008 1.2W 
5~ 30,0009 2W 
55~ 115,0008 4W 
85~ 146,0008 5W 
etc. 
Multi Turn 


3—turn 5~ 130,0008 
10— 2 350~ 650,000 
5 MO 
25= 60— 1.5M& 
40 一 2 100~ 2.5M& 


< ヘリ ポッ ト 社 理 本 総 信 理 店 


伯東 株 式 会 


東京 都 港 区 芝 大 平 町 1 記 ノ 門 産 業 ビ ル 
(501 ) 3168, 3169, 5301— 9 


電 話 


3W 
5W 


10W 
15W 


20W 
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紀 界 の トッ プレ ベル を 行 《 


Er イイ ビ 
= 直流 電源 装 


er 
最大 200V 30OKW まで 
定格 出力 の 0-1002% 連続 可変 


出力 電流 安定 度 5 X10/H 
リッ プル 店 2 る 以下 


装置 の 標 形 定格 

大 力 安 流 : 電 * 記 200 V 

入力 交流 電圧 変動 許容 範囲 15% 

入 . の ご < 周 こ 湊 = 数 9S59 ま だ は 60% 

最大 出力 直流 電圧 200 V 

出力 電流 可変 範囲 0 か ら 100% 迄 連続 可変 

出力 電流 変動 率 出力 電流 10% か ら 100% 迄 の 範囲 で 

5 x10-* / 時 間 以 下 

出力 電流 リッ プル 含有 率 10-s 
スイ ィ イー プ 巾 100,10,1,0.1% 切 替 
スイ ー プ 時 間 15 分 


| pe a 
LE DAE TE OE FT er 


ww 


I Double yoke type—NMR 用 ・ESR 用 お ぉ お ょ び 
Broad line type NMR と ESR 共用 
a) 本 体 磁極 直径 300,210, 150, 100mm 各種 
磁極 間隙 70 一 20 mm ポー ルピー ス 叉 は スペ ー サ ー 交 換 。 
磁場 強度 。 gap 60 mm で 5500 一 20000 が ウス 各種 。 
夏場 均一 度 最高 10* まで 
|b 付属 機構 Yoke 直立 型 ,45* 傾 斜 型 , 可 動 儲 斜 型 (0ー90*) 回 転 上 如 +200* 
有 度 ) Bitter type 一 Hall 係数 また は ESR 用 移動 台車 
磁極 直径 60, 80, 100, 120 mm% 各種 
磁極 間 障 0 一 60 mm 可変 
磁場 強度 磁極 間隙 40 mm で 30,000 が ウゥ ウス まで 
Wei パ type 一 教育 用 簡易 マグ ネッ ト 
Helmholtz type— Plasmaー サ イク ロト ロン 共鳴 な ど 
パル ス 磁 場 と し て 50,000 ガ ウス 以上 発生 る せる 空 記 マグ ネッ ト 
お な よび パル サー も あり ます 。 


| 御 引 合 は 第 二 事 業 部 営業 課 へ Ne 
OS 本 社 ・ 第 事業 部 東京 者 和 代 田 区 神田 件 町 2 の 011 電 話 (51) 9186 代 表 6291) 2096 


研 究 所 ・ ア ボ ポンド ビル 東京 都 千代 田 区 神田 旗 郊 町 2 の 21 電話 351) 4 4 4 
ar 場 Oy 京 . 立 川 。 蒲 田 


DIGITAL MAGNETIC TAPE H 
TAPE SPEED: MAX., 150 ips, min. 1.0 NDLER M_906 I 


START TIME: 3msl 下 , STOP TIME: 1.5 ms 

TAPE SPEED TOLERANCE: 土 3% 

TANSION ARM と VACUUM TY PE 併用 

DIGITAL MAGNETIC TAPE TESTER M 3320 
Drop out の 検出 、TAPE 上 の defect channel を 和正 動 的 に 

indicator lamp で 指示 する 


MODEL 906 TH POTTER INSTRUMENT CO., INC. 


MAGNETIC DISC FILE MEMORY SERIES 4000 
CAPACITY: 30, 000, 000 bits/disc 

max 72,000,000 bit 
DISGS: Diamater: 39 inches, speed: 900—1200 r.p.m 


Data traoks: 768/disc face 
Data track density: 64/1inch 
POSITIONING TIME: 100 ms full stroke 


BRYANT COMPUTER PRODUCTS. 


HIGH SPEED DIGITAL PLOTTER MODEL 201 
RESOLUTION: 1. 40 Points/inch 

2. Points Space 0.025 inches 
SPEED: 8 points/sec 
NO.OF SYMBOLS: Period, Square, Triangle, Inverted Triangle 
EA Up to 10 inches on 11 inches paper 


AEEYSREGISTERSGORR 


VOLTAGE DIGITIZERS MODEL V 12-AD 
DECIMAL: 3 Digits 

INPUTS: Full Scall, 土 0.1 ma 1,10, 100V 
SPEED: Convrsion Time: max, 480 


ksec. Max, External Trigger 
Rate 2,000/sec 


A DAGE INC 


SPEED READER 2000 (Using Photo Diodes ) 
"READING RATE: ~400 to 3000 cards/min TT 
Timing and Reading by PHOTO DIODES 

HOPPER. CAPACITY: 4000 Cards 

DRAWER CAPACITY: 4000 Cards 

POWER: 110.V, 60 cps 


UPTIME CORPORATION 


SUPER-SPEED TAPE PERFORATOR 
SPEED: Max 300 char/sec 

CODE: 5. 6. 7. 8 hole Tape 

TAPE SERVO PANEL: 1000 Feet Tape Capacity 
OPERATING THERMAL RISE: 40°F at 240 codes/sec 


SOROBAN. INC 
MODEL GP-2 


日 本 総代 理 店 兼松 株 式 会 社 東京 支社 電 子 部 。 


東京 都 千 代田 区 丸の内 1 の 6 (東京 海上 ビル 新館 ) TEL (281) 6811 (大 代表 ) 


CONSOLIDATED 


TYPE 5-124 RECORDING OSCILLOGRAPH 


ペド 社 5-124 和 形 記 鍼 オシ ログ ラフ ) 


| 


i ogr: apr 


+ 
FJ | 
\ “) f 


で 操作 出来 る ・ 


前 面 操作 , ラッツ ク 取 付 " 
「ー タ ー フ ラッ シュ 方 式 採用 


トス 当会 記 綴 
いよ © の 7C FACSKR 
子 ヤ る \ ル 救 
記録 未 度 1~64 


カタ ログ 贈 旦 


Consolidated Electrodynamics Corp., 
日 本 総 代 理 店 


コロ ン ビ ヤ 机 易 株 式 会 社 


社 < 都 港 区 芝田 村 町 1 丁目 川 手 ビ ルル TEL (591) oy 7200 
大 孤 出 居所 大 阪 市 北 区 宗 是 町 44 番 地 TEL (44)3067~8 
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125 LITERS/SECOND 
LD-563 Pump and Magnet 


40 LITERS/SECOND 
V—11404 Pump and Magnet 


8.LITERS/ SECOND 
V—11402 A Pump 
V—11403 Magnet 


次 末 達 責 : 空 度 10 “mmHg 以 上 

次 動作 真空 度 筋 囲 2 X10~?mmH gー10°mmH g 以 上 . 

次 500°*C の 高温 度 迄 動作 させ 得る 。 

次 設置 に 際 し 、 取 付 位 置 、 取 付 方 向 、 振 動 、 加 速 慶 等 
に よる 制限 が な い 。 

次 長寿 命 で ある 。 


mE 
排気 速度 1¢4/sec 8¢/sec 40¢/sec 125¢ 1/sec 
400¢ / sec 1000¢ / sec _ 3000¢ / sec 


NEC イオ ン ポ ンプ 全国 一 手 販 売 特約 店 


1 LITER/SECOND 
V11411 Pump 
V—11412 Magnet 


0 2 丸文 株 式 会 社 
> 日 本 電 所 株 式 凛 訪 
a = HT 本 謀 東京 都 中 央 区 日 本 横 大 伝 馬 町 2 の 1 電話 (661) 2286 ( 代 ) 
Er 東京 都 港 区 芝 三 田 四 国 町 一 番地 支店 大 阪 市 西区 孝 下 町 1 の 38 電 話 (44) 5478 
神戸 市 生田 区 河岸 通 2 の 26 電 話 (3) 4266 
金 沢 市 下 松 原 町 6 電 話 (3) 4195 


発振 周波 数 


他 振 周波 数 


has 
波形 ひずみ 


貞本 脆 信 欄 福 


川崎 市 田尻 町 90 電話 ( 2 ) 3658 


メッ ボ 


60K, 1Ke, 15Ke, 250Ke 


1.5V(p-p)759 負荷 
0.02gs 

% | 
6 kg 


1 療 ~1Mc 連続 可変 


中 jj 3V(p-p) 759 負荷 
OE yg 
波形 ひずみ 1% 下 

RG OG 


ッ ト 周 波数 
60K, 1Ke, 15Ke, 100Ke 
250Ke, 6 段 

3V(p-p) 758 負荷 
ene 

1% 以 下 


式 走 区 


(3) 3049・6428~6430 
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TEKTRONIX NEWS | 


New differential plug-in preamplifier rejects up to 100 v of an input signal . . 
accepts 100-v waveforms for oscilloscope display at 50-mvlcm sensitivity . . 
provides an eguivalent vertical scale length of 填 2000 centimeters. 


You can now display small segments of large waveforms at maximum oscillo- 
scope sensitivity, with vertical expansion equivalent to as much as 500 times. 
Nou can select magnified ''window" displays of all portions of a waveform, and 
make amplitude measurements with a degree of accuracy that closely ap- 
proaches the. possibilities of digital techniques. The flexibility and simplicity 
of the analog (oscilloscope) presentation is retained for accurate analyses of 
complex waveforms. 


WAVEFORM DETAILS OF A 100-V STAIRCASE 


Vertical Expansion 500 Times 
Horizontal Expansion 500 Times 


7 mv/cm 10pusec/cm 
= ++92. 


Vertical i Horizontal 
の 


Horizontal 
5 ms/cm 


Vertical 
25 vl/cm 


Vortical Horizontal 
© 50 mv/cm | 10 gscc/cm 
Ve = No 


The new Type Z Plug-In Unitis a triple-purpose device, acting also as a con- 
ventional preamplifier and a differential-input preamplifier.It plugs directly into 
all Tektronix Type 530, 540, and 550 Series Oscilloscopes and fits into the Type 
81 Plug-In Adapter for use with the Tektronix Type 580 Series Oscilloscopes. 


Type ZRlugin Unitifio.bifactory 培 放 半 ーー $525 


For a demonstration of the dynamic range, waveform resolution, and ampli- 
tude accuracy of the Type Z Umit in your own application, please call your 
Tektronix Field Engineer, 


ERAL A NA NE 緑 屋 電 気 株 式 会 社 


CN 東京 都 中 央 区 京橋 二 丁 目 三 番地 ( 守 堕 ビル) 
日 本 総代 理 店 二話 (561) 9256 ( 代 ) 5848 輸入 課 直 通 


直流 安定 化 電 源 装 直 
505C 形 


505A 形 出力 を 完全 に 短 落 し て も 121 和 形 re 
( 全 ト ラン ジス タ 式 心 で す 。( 特 許 出 願 中 ) を ドッ イシ スク 


本 和希 は 出力 電 挟 100 一 500V (連続 可 攻 ) で 300mA 
< 玉 の 必 福 が 供給 で きる 高 電 圧 直流 安室 化 電 源 
で あり ます 。 


本 器 は 出力 電圧 0~40V (連続 可変 ) で 6A (最大 ) 
の 電流 が 供給 で きる 直流 安定 化 電 源 で あり ます 。 


1. 安 定 化 直流 益 庄 
出 力 100 一 500V 0~300mA 
安室 度 二 0.05% 以 内 
リッ プル imV BT 下 

2. 織 打 用 直流 出力 


出 カカ 電 圧 0 一 40V 連続 可変 
出 カカ 電 流 6A 


出力 電 庄 安定 度 二 0 pL S 二 村橋 は 入村 株 の 補 区 邊 村 半 圭 天 ま を 中 カカ 5.76.9VDC 0 一 1A 
護る ンー mY 
UT 護 な ら び ぴ び (! 路 を A > : 
ht 半 oR ; 衝 に よる 制御 運転 回 路 を 有する 総合 電源 3. 織 条 用 交流 出力 (2 系 続 ) 
いい 94 軍 = 2 等 へ に 100 BO 00 装置 で あり ます 出力 電圧 6.3VAC (unreg,) 
単 相 (仕様 に より 各種 を 製作 し で お り ま す 。 ) 出力 電 流 。 3A 
溢 質 電 力 最大 300VA 入力 電源 写 格 (I ) 0 40 50/60% 


定格 (TT ) AC100V、 


強 磁 性 体 特に ロイ ダル コロ アー) の 品 色 


12 4 形 本 器 は 後段 加速 形 5 イン チ プ ブラウン管 を 有する シン クロ スコ ー プ 系 統 と 2 個 
の 直流 増 巾 器 を 有する 検出 系 統 を 結合 する こと に より 、 試 料 4 個 を 接続 し 任意 
の 2 個 を 同時 に 比較 ちよ び 定 量 測 定 す る こと が で きる よう に な っ て お り ま す の 
で 、 供 来 こ の 種 測定 装置 で は 非常 に 困難 で あっ た 比較 お よび 定量 測定 を パネ ル 
面 の ツマ ミ で 簡単 に 行なう こと が で きま す 。 


B=B (t) 磁 東 密度 波 計 
H=H (t) 磁 界 波 形 
B=B (H) BH カー プ 
B=‘ (t) 巻 線 出 カカ 
測定 周波 数 50. 60, 350. 420,1.000, 1 .200% 
感度 BB 軸 10mV/cm 一 10V/cem 

日 軸 100mV/cem 一 10V/ cm 
位 相 状 1% 一 100kc 圭 5* 
使用 CRT 5ABPi 
入力 電源 90 一 110V、 50 一 609% 


っ 衝 し 科 - 4 
了 人 、 二 了 来 京都 人 王子 市 元 本 郷 町 2 一 1 55 
志 : 丸 会 ] TEL 人 王子 (026)2 局 2380・6748~9 
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a 


日 本 総代 理 ' 褒 
Hughes Aircraft Co. 


Memoscope oscilloscope 105 
Freq. Bandpass IOMC. Bandpass 
Writing Speed |,000,000 inches/ sec 


Parametric Amplifier 
ror L. SS. メ - Band 


穫 第 三 部 


取扱 品目 
oO Microwave Tube 
© Storage Tube 

C その 他 吉 種 電 子 機器 部 品 


MSG-261 
本 器 は T V 受 像 機 試験 法 の 規格 に 洋 じ て 製作 2 れ た 信 


号 発生 器 で , T V 生産 工場 に お いて 受像 機 の 総 


標準 T V 信号 発生 器 


よび 研究 ・ 調 整 に 適し 、 映 像 お よび apned = 
確度 は 各 0.002% 以 内 で 、 映像 搬送 波 は ビデ オォ オ 周 波数 帯 


に て 85% の 変調 が 可能 で あぁ る 。 
(1) 映 公 手 送 濾 信号 発生 部 
白 送 液 周 液 数 第 1 一 第 12 チ ャ ィ ャ ン ネ ルル 中 の 
連続 3 チャ ン ネ ル 
チ ティン ネル 1 91 .25M ec チャ ィ ャ ン ネ ル 4 171.25M cec 
2 97.25Mc 5 177.25Mc 
3 103.25Mc 6 183.25Mc 
チ ィ ン ネ ル 7 189.25Mc チャ ィ ャ ン ネ ル 10 205.25Mc 
8 193.25Mc 11 211.25Mce 
9 199.25Mc 12 217.25Me 
周波 数 確度 土 0.002% 以 内 
出力 電圧 範囲 開放 端 に て 114dB 一 04dB_ 
出力 電圧 確度 土 1dB 以内 
出 カ イン ピー タダ ンス 75Q VSWR 1.2 以 下 
変調 方 式 振 巾 負 変 調 内 部 、 外 部 
0 —85% 
内 部 変調 周 液 数 400%, 土 5% 以 内 
外部 変調 周波 数 特性 基準 変 識 特性 に 対し 
0.1Me +1dB, 
1Mc +1dB, —1.5dB 
4Mc +1dB, — 3 4dB 
液 形 乾 60% 短 形 流 に 対し サダ グ 
5%AT 下 
斐 直 線 宴 85% 変 山 に て 
5%BTF 
外部 変調 入力 レ ペ マル 75 1.4Vp-p 以下 で 
8526 変 庄 
SN 比 50% 変 調 に て 
50dB 以上 
③ 電 源 入 カカ 100V 50/60% 3A 


(2 次 声 送 波 信 号 発 生 部 
白人 送 渋 周 波数 第 1 一 第 12 チ ィ ェ ン ネル 中 の 
連続 3 る チャ ィ ェ ン ネル 
チャ ィ ャ ン ネ ル 1 95.75M ec チャ ィ ャ ン ネ ル 4 175.75Mc 
2 101.75Me 5 181.75Mc 
3 107.75Mec 6 187.75Me 
チャ ン ネ ル 7 193.75Mc _ チャンネル 10 209.75Mc 
8 197.75Mec 11 215.75Me 
9 203.75Mce 12 221.75Mc 
周波 数 確度 土 0.002% 
出力 電圧 還 囲 開放 端 に て 114dB 一 04dB 
出力 電圧 確度 土 1dB 以内 
2 イー セー 75N2 VSWR 1.21T 下 
変調 方 式 FM (内 外 ), AM (内 9 
単 各 お よび 同時 訟 調 , 
1557s アリ ry 
内 部 変調 周波 数 FM 400%s 士 5% 以 内 
AM1000%& 士 5% 以 内 
変調 度 FM 25kc (100%) 
AM 30% 
外部 変調 特性 F a 土 1 dB 
以 
外部 変調 入力 レベ ル 600n 5V 以 下 に て 


訟 調 事 


紫 


目 千 二流 測 寺 株 式 会 冬 


東京 都 目黒 区 上 目黒 五 丁 目 二 六 五 人 番地 電話 (712) 1166 ( 代 ) 9・1160 


FM 100% 変 調 可 能 
FM 100% 変 調 に て 
2 %1 和 TT 
AM 30% 変 調 に て 
5% 下 
FM 100% 変 調 に て 
50dB 以上 
AM 30% 変 調 に て 
50dB 以上 


エピ ビス 
ょ より es 
(sxe 


関西 地区 代理 店 塩見 電気 株 式 会 社 大 阪 市 北 区 富田 町 34 電話 G4)7 5 51~6 
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- 赴 高司 度 刀 ラウ ン 管 


無 窒 、 高 解像力 、 小 消費 電力 、 安価 の 為 
趣 高 帯域 、 超 高速 度 、 ト ラン ジス タ 化 等 の 
オシ ロス コー プ に 最適 、 既 に 国内 各 メ ー カ ー 
研究 所 に 多 多数 探 用 され て お り ま す 。 


CATHODE RAY TUBES 


※ 静 電 集 束 、 静 電 偏 向 観測 用 ※ 
プラ ッ ウン 管 使用 例 


滞 


Heater 


Diameter 
Length 
Va 5 

Va 4 


Va 2(focus) V 
Va 1 
Vg(cut-off) 


ETEL 社 は 他 に 10 数 種類 の プラ ウン 管 
を 製造 し て お り ま す 。 


* 詳細 カタ ログ 進 呈 * 


回 紅 EGITiRO NT TUBES CTD. 
HIGH’ WYCOMBE BUCKS, ENGLND 


日 本 総代 理 店 大 陽 商 事 株 at 会 社 


東京 都 港 区 委 新 橋 5 の 16 電 話 (431) 5634 
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日 本 で は じじ めで の 


垂直 軸 (VERTICAL) 
軸 (HORIZONTAL) 
に > 


ラグ イネ ン 式 記 に した. 日 本 で は 
の 広帯域 ツク で ロスコ 二 Rd 


主 な 特長 
e V( 垂 直 軸 )、 耳 (水平 軸 ) と も に プラ グ 


イィ ン 式 で すか ら 、1 台 で あら ゆる 用 途 に 
が dc~50MC と 


RI 換 時 の 過度 間 消 去 回 路 を 備え 


の 掃引 速度 が 正確 に 校正 て 読み と 

と と が で き 

e 最大 掃引 未 度 は 、 い まま で の 約 2 倍 の 
10mzgsec//cm で す 。 


2 
婦 


詳細 は 
i と Ok NN 宙 近 く の 詩 沿 器 収 売 代行 店 、) ま た は 営業 所 に 
Os ER rs お 問い 合わ せ 下 さい se 


; 
| 
放 
拓 
大 絡 

3 

; 

; 

3 

? 
2 

2 

1 
2 

2 
4 
> 2 

る 


ELECTRONICS 


松下 通信 工業 


. 8 | 
く 新 転売 > 501 A 型 ミ † = EE ログ 進 時 


横浜 市 港北 区 綱島 町 
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日 ・ 米 ・ 英 ・ 独 ・ ス イス 特許 官 賞 受賞 
"a a (ma | + 学 技術 庁 長官 賞 受賞 

HIGH 世界 最高 水準 品 が ーー 

PRECISION a 


PATENTED i MICRO MOTOR EE 圭 


ド 月 


高 信 頼 度 高 追 従 性 安定 性 能 
D. C. SERVO MOTOR, SERVO MOTOR GENERATOR 
マイ クロ モー ター は 独特 の 構造 を も つ 極 め て 精巧 な 微小 形 低 損失 直流 電動 機 で , 短 起動 
財 定 数 , 高 信頼 度 を 有 し , 自重 100g の モー ター の 能率 73% と いら 5 1/2HP の 直流 電 
動機 の 能率 に 匹敵 する 高 性 能 モ ー タ ー で ある 。 
特に 使用 経過 に よる 作動 電流 の 攻 増 傾向 は 全く な く 性 能 は 均一 か ふつ 安定 で ある 。 
当社 で 定め た 規格 テー ブル の 数 値 と 製品 性 能 と の 差異 は な く , 詳細 な 仕様 規格 に よっ て 納入 し ます 。 


特 徴 
(1) 各個 習性 の 偏差 が 極め て 少 い (6 う 一 50°C~100°C で 作動 
(2) 直径 18mm 重量 43g (7) 定格 出力 時 定格 回 転 数 3,0600. 
(3) 高 能率 0.5W 型 52% 2W 型 73% 5,000 r.p.m. 
(連続 定格 出力 時 ) (8) 180g の 加速 度 に 耐え る 
(4) 定格 負荷 連続 作動 2,000 時 間 以 上 (9) Hg 10-*mm に お いて 作動 
(5) 右 転 , 左 転 特 性 一 致 (10) _ 短 起動 時 定数 0.02 秒 以 下 
製 造 品 目 
微小 形 低 損失 直流 電動 機 微小 形 速 度 計 発電 機 付 直流 電動 機 
微小 形 低 損失 直流 発電 機 信 号 用 直流 電 動機 


fitt 
) 


前 列 左 より タコ ジ エ ネ レー ター 内 蔵 サ ー ボ 用 マイ クロ モー ター, 同軸 切換 装置 内 蔵 マ イク ロ 
モー ター 及び CL-3R, CL-3R, CL-2.4A, CL-2 A, マイ クロ モー ター 

後列 左 よ り CL-2 A ギヤ ド マ イ クロ モー ター, CL-4B マイ クロ モー ター, CLS-3 R 
CLS-3 R, CLS-2 A, CLS-2A (ガバ ナー 付 ) マイ クロ モー ター 


/ 


トラ ンジ スタ テー プレ コー ダー 用 普及 品 も ご ざい ます 


日 本 マイ クロ モー ター 株 式 会 社 


東京 都 目 黒 区 下 目黒 4 一 851 番地 電話 で 713) 代表 2137~9 
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1 っ の ムー プッ メン トマ 2 っ wm 回 路 測定 
複 動 メー タタ 


この メー ター は ムー ビン グ ニ コイ ルル を 
2 回路 以上 有 し て お り ま す の で 同時 
に 二 つ 以 上 の 電流 、 電 圧 を 重 昌 及 は 
相 有 条 し て 指示 する こと が で きま す 。 


MODEL MD -—85 


真空 管 ・ ト ラン ジス タ の 差 動 に は 、 出 力 電流 
か が 100% 指 示 で きる の で 高 能 社 を 発揮 し ます 。 


太 空 管 電圧 計 回 路 の 場合 1 個 の 真空 管 と 上 似 回 踏 の み で 回 踏 が 成立 し プリ ッ ジ 回 路 の 不用 
な 場合 も あり ます 。 


2 つの コイ ィ イル は 同等 か ある 比 を と っ た Amp/T の 異な る も の も 製作 し て お り ま す 


85 型 2 回 路 4 端子 
85 型 3 回 路 み 
65 知 2 回 路 3 端子 


Er 計 二 利 電 丸 計 益 球 人 F 所 


東京 都 北 多摩 郡 国 分 寺町 恋 ヶ . 省 1069 
TEL: (国分 寺 ) 219.494 ,608 
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WIDEBAND DC AMPLIFIER a 


Wl i 
MODEL 112A 幅 


a 
ぶ 


+2kv Stability for over 400 Hours 


* 


て 
に 3 


I , 


8 5Ev Noise 
100 KO Input,<109 Output Impedance 


[+45V,+ 40 mA Output | つ 
40 kC Bandwidth , 
:20 to 2000 Gain with Standard plug-in ) 


Int egral Power Supply 


Eavuivolent input Drift (Afer Wormup 
seess loess han Zkv for 400 hours 

Eqvuivalent Input Noise 
re loess hon 5S pv peaok to pook from O 5 3 cps 
cesseeeseeees loess thon 5 pv RMS from O to 750 cps 


VOE 和 ME TER 


tai i iy RR NN i HIINRAAIGI TAIAIEAR AANAIRR TENANT 
Input impedance 100,000 ohms, Output impedonce less than 1 ohms 過 貞 w dh 
ES nee eee eas ean resetTen steps from 20 to 1000 with continuovus 1 to TH 1 前 Pa iG 2 RACY 
imes vernie jiusment of eoch seri | i ACCU 

i Re re i 邊 | AC vV:0124 寺 3DIGITS 
re Ga ie «es sess ere Control permits odju sting individual gain a 0 L i DC V: 0.601%% 二 1BIGHS 

seing 5 O01 % goin accuracy tL 放 -、 Em RANGE AC 
Gain stobility ond lineoeity ~~ enssssssssers . e011 % 
Fres vency remponce 士 0.1 db 0 2 kc, 二 0.3 db to 10kc, less thon 0.901 ~~999Y .9VY RMS 

3 db down at 40 kc 2 30--19 000cps 
Ovuput copobit ity “~*~ ta 0 ee SAS 35 volts into 1000 ohms, MOGDEL S02B R ANGE 2 % 

| キ 0.0004 一 年 1.000V__ 
旦 本 夫 代 理 京 お 問合せ は … 絵 発売 元 


新 松 株 式 人 会社 人 森合 入 狂 水 電流 


宋 = 京 = 支 > 社 =* 電 ~ 学 "部 
東京 都 千 代田 区 丸ノ内 1 (東京 海上 ピル 新館 ) 電話 281)6811 大 代表 東京 都 大 田 区 馬込 町 西 4 一 67 電話 (771) 9191 (代表 ) 


トラ ンジ スタ 々 式 直 流 低 電圧 安定 化 電源 フフ 1 ヨ 3 形 
出力 電圧 O~35V, 出力 電流 O-350OmA 


CFPYT 


9 $*¥ 


ObEt 
る 


a 5mV p-p 


電源 電圧 の 土 102% 変 動 に 対し 
出力 電流 の 0 一 1 0 0% 変 化 に 対し … (0,5%+50mwV) 


豆 補 和 生 話 叶 ・ 志 員 潜 発電 ・ 定 電 呈 直 玉 電 因 林 世 谷 走 的 2 ド 電 波 


シロ スコ ー プ ・ 短 形 波 発生 器 ・ プリ ン 
i oi nn nnn 
本 社 東京 都 大 田 区 馬込 町 西 4 一 67 電話 (771)9191 (代表 ) 豆 省 工場 川 央 市 新丸子 東 3 一 1175 電話 047) 
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定 朗 


トラ ンジ スタ 式 イ メー ジオ ル シ コ 


を 全 ト ラン ジス タ 化 きれ て いる 窟 小 型 ・ 軽 量 で 消 要 電力 
が 僅少 ( 約 200W ) で す 。 

を $4 本 レン ズ タ ー レ ッ ト 方 式 , ズー ムレ ンズ も 使用 可能 
で て です 9 

真空 管 式 カ メラ 以上 の 安定 性 と 機動 性 を 有 し て いま すす 

る る 電気 部 品 は 夫々 の マリ ント 基板 に 取付 けら れ 全 部 展開 
出来 る 構造 に な っ て いま す の で 保守 ・ 点 検 が 容 で す 。 

(現在 CC, 信 越 放 送 ・ 北 陸 放 送 : 和 人 等 の 民放 各局 で 御 ! 使 用 


トラ ンジ スタ 式 超 小型 テレ ビ 中 継 車 


所 が 国 最 冬 の 全 ト ラン ジス タタ 式 テ レビ 中 継 車 で , 上 掲 の 
イィ イィ メー ジオ ォ オル シ ニン カメ ラ を は じゅ め , 村 成 機器 は すべ て 
トラ ンジ スタ 化 き れ て お り ま すす ので 消 辻 電力 極め て 少く 
且つ 電源 を 自 蔵 し て お お り ま す の で 中 継 放送 に 優れ た 様 王 ) 
力 を 発揮 致し ます 。 

(北陸 放送 で 活躍 中 の TV 式 中 継 車 ) 


(本 機 は 日 本 電子 機 和 鍛 製作 所 と の 共同 製作 で す ) 


- ; ミ Ss 〒 
< 通 信 机 様 式 凛 ヵ 
都 港 区 芝 西 久保 巴 町 49 番 地 ( 三 角 ビ ルッ ) 電話 (431) 5536・5686・5750 
場 東京 ・ 川 崎 ・ 藤 沢 ・ 水 戸 営業 所 東京 ・ 大 阪 ・ 水 戸 


As 


©⑤ モリ オー ム NNRNNNT 
RR 精密 癒 損 拓 拓 


に 作 ボ 無 博 


本 人 


NL 


M/s 


法 7 区 X12 品 計 絆 
抗 値 0.19 ~225kg 
誤 差 +1%~0.1% 
温度 係数 2 X10 以下 
* 


束 寺 


の 他 13 種 
0.1 W~2 W 
0.1 9~6MN 


邊 BH TU i BAIN 上 TT I HI I | HI ND Mb 
訂 和 kk gaa 2la i272la) Bl 


| 牙 信 機 株 式 会 社 re 
モリ 通 =| Es 電話 荒川 (891)5 214 ( 代 ) 5428 


CC 


CLL SLL LLL LL LL LA 


bn 
DI 


測定 器 , 制御 機器 用 


パネ ル 型 摺 動 変圧 器 


測定 器 , 制御 機器 等 の 電源 電圧 調整 に た パネル 型 摺 動 変圧 器 の 使用 を お 細 めし ます 。 
当社 は 小 は 一 次 30 V, 一 次 0~30V1A 程度 の も の か ら , 大 は 一 次 100 V, 二 次 
0~130 V 40 A, 一 次 200V 一 次 0~260V 30A 等 の 大 容量 の も の まで 種々 製作 し 
て お り ま す 。 吉 
写真 上 は 一 次 100V, 一 次 .0130V 1A の 標準 品 , 下 は 一 次 100V, 三次 80~ 
120V 30A の 特殊 品 で す 。 な 
一 個 又は 三 個 を 同一 軸 で 摺 動 させ る 三 相 用 , 二 個 の 所 動 変圧 器 と 補助 変圧 器 を 組合 
せ た 徴 細 調 整 型 (定格 例 , 一 次 100 V, 二 次 0~130 V+5 V, 10A) 一 次 , 二 次 巻 
線 を 別々 た に 巻い た 絶縁 型 等 の 特殊 品 も 製作 し , 各 方 面 に 広い 利用 が 考え られ ます 。 
シャ フト の 回 転 ト ルク は 100 V.5 A の 標準 品 で 0.3 kg-cm 程度 で 小 容量 の モー タ 
ーー 駆動 に より 自動 調整 に 使用 する こと が 出来 ます 。 0 
ジロー スィ オッ る を 数 個 に りつ っ け 光 シク 直 に つけ た カム に と より これ を 作動 
させ , 任意 の 電圧 値 で 任意 の 回 路 の 断続 を させ る こと る も 出来 ます 。 

約 10 万 回 程度 の 使用 に 耐え , 定期 的 に 手 入 を 行え ば , 十 数 年 の 長期 使用 も 可能 で す 。 
測定 , 検査 等 に 計器 類 と 組合 わせ , 叉 電源 電圧 降下 の 昇圧 用 に 単 相 , 三 相 の 単独 使 
用 型 も 製作 し て お り ま す 。 型 録 , 寸法 図 を 準備 し て おぉ り ま す 。 

特殊 品 た 関す る お 問合せ を 歓迎 致 し ま す Fe 


東京 精 電 株 式 会 社 。 衝 0 9345 ss22 
ーー ーー ニー ニー バツ ニニ ジー ニニ 
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- カタ ログ 進呈 
御 希 望 の 方 は 本 誌 名 記入 の 上 
PR 課 ま で 申込 み 下 さい 。 


ーッ r= s/h, = ミッ ミ 電 機 株 式 会 社 
EJ/ A 忠 東京 都 北 多摩 郡 狼 江 R 小 足 立 1056 
TEL (416) 2219・2619・2692 


品 性 能 給 る 
アン ナカ wo コッ 2 泡 


MP = ン デ 


ペー パー ココ , 


容 中 電 革 株 式 次 


・ 東 京 都 品川 区 大 本 町 2 の 4 る る 
a (491) 01 6 6 ( 代 ) 一 9 
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超 小 弄 ペ ルス ドラ ンス 


e 挫 鉄 芯 型 の た め 温 度 特性 極め て 安定 

e 一 55°"C 一 十 130"C に て パル ス 巾 変化 二 10% 以 内 
e 高 イン ピー ダン ス で も 減衰 が 僅少 
良好 な パル ス 波 形 

e 特殊 モー ルド に より 完全 密封 弄 

e 挫 線 比 ト ラン ジス タ 4: 4:1, 真 空 管 1 : 1 : 1 


e 下記 の 他 , 真空 管用 13 種 を 用 意 す 


トラ ンジ スタ 用 (プロ ッ キ ング 発振 デー ター) 


直流 抵抗 ( 概 値 ) ri tate ペッ ク 
で 
ミー 3—4 5 一 6 sec タ 々 タイム ト } ーー ング 


0.152 0.559 0.092 0.05 0.03 0% 0% 30% 
りな 50 の 0.21 > 0.1 130403 0 0 30% 


EI = 1.0 04 20.2 0.030 交 0 18 る 

メタ ムラ 製作 2.0 2 2.22 0.5 2 0.5 0.03 22 102 202 

3 る | 1 004 02 122 252 

本 社 東京 都 新宿 区 柏木 4 の 689 ’ 08 0.07 02 152 252 
電話 東京 (371) 7206 代 b ーー A 


i : A : 11.02 1.4 2 0 っ 1 0 人 20 る 2 
大 阪 営業 所 iP 日 22|33.0 2 37.02 4.9 2 10 0.15 02 152 302 


虹 高 性 能 の OS 半導体 製 ! 


OS サー ミス タタ 

温度 測定 用 時 間 遅 延 用 点 
温度 補 億 用 サー ジジ 電流 吸収 用 
振 巾 制御 用 音 種 測定 お よび 分 析 用 し a 


本 社 東京 都 練馬 区 貫井 町 410O 番 地 et 1 1 0 1 ( 代 ) 番 
銀座 営業 所 東京 都 中 央 区 銀座 西 フ 7 丁目 6 番地 (福田 ビル) 電 話 (571) 8500・8501 番 
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世界 に 交 然 た りー…… 


乾 筐 と 属 租 

この 二 極 マイ クロ スイ ッ チ は 本 孝 に 於 いて は 勿論 、 又 その 品種 に 府 いて は 従来 の 単 格 の 
基本 型 と 同一 に 総 ゆ る 品種 が 究 成 致 し まし た こと は 人 世 界 で も 最初 の 画 期 的 な も の で す 。 こ 
の 起 区 の 理由 は 本 器 が 応 差 の 動 ま (M 、D .) に 於 いて 外国 品 の 欠陥 ( 応 差 の 動き が 大 きい こ 
と 、 こ ご これ は 二 極 マイ クロ スイ ッ チ が 海外 に 於 いて も 、 国 内 に 於 い で も 替 及 され な い 理 由 の 
ー つ と 考え られ ます ) を 完全 に 除去 し た こと で す 。 こ れ は 正しく マイ クロ スイ ッ チ の 符 銘 
新 分 時 へ の 率 明 ど ま で 云わ れる 理由 で す 。 そ し て 更 ら に 特 役 は 火 の 如 くく 追加 され る の で すす 。 


(1) 外 寺 , 取付 位置 は 単 極 基本 型 と 同一 耐 圧 1000V. A. C. 一 分 賠 
(2) 機械 的 准 合 は 50 万 回 以上 , 接点 間 選 絶縁 抵抗 500V. 1000M0 以上 

は 従来 の 単 極 品 より 広い . 動作 に 必要 な カ (0. F.) 300 一 450g 
($3) 動作 力 , 応 差 の 動き も 単 極 型 と 同一 動作 迄 の 動き  (P. T.) 0.5MAX. 
(4) 単 極 品 を 2 ヶ 並 べ て 使用 する の と 違 。 動作 後 の 動 き * (0O. T.) 0.13MIN. 


い ス イッ チ の 投入 切断 は 2 回 中 同時 。 戻り の カ (R. Fi) lgMIN. 日 本 義 Ea る 工業 株 式 会 社 
(5S) 規格 応 差 の 動き (M,; D.) 0.01~—0.18 
電流 夫 量 125・250V. 10A. A. C. 東京 都 大 田 区 馬込 東 3ー6 4 4 


TEL 東京 (772) 代 表 3181 一 5 


A LR 
a SE NE A 


AR \ 東京 営 業 所 東京 都 千代 田 区 神田 司 町 2 の 5 電話 (231)3684:3784 
| 株 式 -— 社 大 阪 営業 所 大 阪 市 北 区 太融寺 町 8 アト ラス ビル 電話 (36) 8176~-8 
エエ \ 記 エ 場 東京 都 板橋 区 志村 本 蓮沼 町 107 電話 (901)4906 
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小型 軽便 な 


本 器 は 短 形 波及 び 三 角 波 パル スネ 発生 器 で 、 種 
ヶ 々 その 波形 を 変 える こと が 出来 る 様 に 設計 
4 てい ます 。 

記 に 音声 源 ・ ピッチ 聴覚 用 テス ト 、 歌 は 、 
濾 形 の 座 換 用 と し て 一 般 の パル スネ 発生 器 と 
し て も 使用 出来 ます 。 


性 能 
① 繰 返し 周波 数 50%5000 4 

(3 段 切換 連続 可変 ) ! 
②>* ルレ ス 貼 50kr5S—15m 5S 

(4 段 切換 連続 可変 ) 


③ 様 性 正 又 は 負 
(アテ アース 基準 ) 

③④ 出力 と ベル を 最大 15V (負荷 6002 の 時 ) 
(出力 調整 付 ) 


⑤⑤ 内 部 イン ピー 


⑧⑥ 外 部 同期 2V 以 上 で 馬 動 正弦 波 P.P. 
⑦ 電 源 AC 100V 土 10V の 談 動 に 


対し て 安定 に 動作 する 


武蔵 電子 工業 株 式 会 社 


SD 条 和 上 泉 : 15.0 
RE (CAO SN TE 表 


sg VISIGRAPH 


Gs 


7 


暗室 か ら の 解放 , 無 現像 方 式 の 電磁 オシ ログ ラフ 


* 現像 操作 の まっ た さく 不用 な 

. ・ 玄 光 直 後に 観 閑 で きる 

・ 商 度 ガ ルンバ ノ メー ター を 使用 
= 大 振幅 で そ も ア デア ー タ クタ テラー (円 誠 奏 ) な し (に 記 久 

* 操作 も 保守 も 容易 


' 二 な 侍 欄 
ゃ テレ シメ ント 数 10 ま た は 12 
*・ グル ンマ ノ メー ター 電 棒 制作 方 式 高 盛 度 Gy 


s 学 30cm 

・ 記 人 紙 幅 153mm。 長き る 30.5 m 

・ 記 録 速 度 1.2.5,10 em/sec t 
(スイ ッ チ に よる ゃ る 切 挨 ) 

・ 記 録 線 速 席 7 750m/sec 

・ 到 り 時 1/10. 1/100 sec また は , 1, 1/10sec 

~~ i 原 AC90 一 110V,50 ま た は 60S%s 350W * 

・ 寸 法 本 体 24.5※x23※x39、 電源 部 13.5※20※x25.7 RS 3 

*・ 了 生 時 本体 約 14kg, 電 原 前 5 約 10kg 0 i る 主要 鐘 品 


ィ ン ク 春 き ォ シ ログ ラフ 
電 灰 オシ ロ 。 グ ラフ 


販売 三栄 測 器 商行 株 式 会 社 る 


東京 都 新宿 区 柏木 1 一 95 Tel. (371) 7117 一 8、8114 一 5 万 能 歪 記録 増幅 器 
境 半 元 三栄 レコ ー ダ ーー 製造 株 式 会 社 三栄 測 毅 株 式 会 社 プラ ウン 管 連続 損 明 2 装填 


(3L 錬 器 了 MI 保 ) (電子 容 製 品 隊 係 ) 
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TIME-MARK GENERATOR 


用 途 ピピ コー プ の 掃引 時 間 の 較正 , 
i 号 波 末 の 比較 な に 使用 EE 束 、: 品 
2 EE 
2・ ぇ a マー カケ ーー 出 細 
・a・ 1 イン ター バル 01 0.5m;, 
lzs, 5ks, 10ks, 50ks, 100ks, 500ks, 
lms, 5ms, 10ms., 50ms, 100ms, 500ms 
ls, 10s 
・a・2 確度 0.1% 以 下 ( 水 唱 ) 
・a・* 3 出 涼 NNS-vV bE ka 
MW 李 性 プラ ス , マイ ナス 切換 
可能 
トリ ケー 出力 
・b・1 周波 数 1Mec/s 109kc/s 
10ke/s, lkec/s, 100¢/s, 10¢/s, 1c¢e/s 
2・b・ 2 カー 2.5V tp 
2 の 5 "SS 覆 柱 へ ラク 
電 源 AC95V 一 105V 50c/s 一 60c/s 
消 和 提 電 力 450V A 
寸 法 約 540x370x300 
重 量 約 23kg 


ー 江 
パル ス 応 用 各種 測定 器 ・ 多 現象 オシ ロス コー プ ・ 高 i きき 機 家 式 剣 『 
周波 電源 装置 ・ 半 導体 関係 測定 器 ・ パラ メト ロン 関 通 合 】 


係 測定 器 ・ 標 準 時 間 発 振 問 ・ 役 少 時 間 統 計 機 ・ 医 用 東京 都 港 区 西久保 和信 幡 町 10 ・ 
電子 管 測定 器 ・ 其 の 他 超 広帯域 増 店 器 関係 電話 .(43) 727:632 3 年 237338 


る os 
9 90% 


を 
: 会 


3 


FID v ナ チズ TA n 
る ン ニ ニュ DD LHI エト クト ロー ッ ク ワカ ウン タダ 
ハラ ラズ Ya 2 ‘ ROKN 


規 格 


基 人 準 時 問 
lm. sec(1KC) 


基準 時 間 安定 度 
トラ ンジ スタ チエ ッ カ 脱 旨 W 
TTI ( 半 二 林寺 還 / 504. sec(20kce) 


TC-1071 計数 回 路 方 式 トラ ンジ スタ 式 10 進 計数 回 時 
実用 新案 に 申 計 者 中 RR < 示 桁 数 3 桁 0~999 数 字 表 示 管 式 


ト HD 北 千 電 エ 様式 凍 計 の 六 則 
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高 信頼 性 紹 縁 形 皮 膜 抵抗 器 


(略称 : RM 型 抵抗 器 ) 
70*C 部 品 の 完 


MIL-LINE 


RM-Y © 間 攻 形状 は 小さ い 
RWI  ⑦ I 画 生 が 高 
RM.2 (“) に 信頼 度 が 大 きい 


Actual- Size 


理研 電 具 製造 株 式 会 社 


東京 都 板 橋 区 志村 小豆 沢 4 の 6 電話 (901) 6176 (代表 ) 


上 型 ・ 平 型 ・ 双 子 接点 型 ・ 有 極 型 ・ 小 型 ( 交 ・ 直 流用 )・ そ の 他 特 殊 型 各種 


MA2P 型 (①C 用 ) 
定格 電圧 6,12,24, 48, 100 VDC 


動作 電力 最 少 0.4 W 

剛 ーー 侍 Ss 
) 接点 組合 2 回 路 切 換 
| J 電流 容量 2A (100 VDOC) 
無 誘導 負荷 


取付 語 芝 マヤ ポジ ン 弄 
(オク タル ソケット ) 

= 法 51Xx35x35mm 
(取付 面 上 ) 


カタ ログ 進 早 


① 環 高 見 澤 電 柏 押 必 所 


A -515 
PA Re 2 EO 
工 場 東京 ・ 信 州 第 一 ・ 信 州 第 二 


ーー 
柄 地 区 代理 店 関西 制 件 機器 株 式 会 社 。 大 阪 市 大 淀 区 本 庄川 崎 町 3 一 26 TEL (37) 9859 
$$ 
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全 世 界 に 4000 台 の 実績 と 最高 の 性 能 を 誇る / 

独 選 ドク ター・ ハ ンス ・ ペ ベッ ケル ス 社 型式 5 
混入 金属 検出 機 半自動 除去 装置 
ELECTRONIC METAL DETECTOR (SYSTEM BOEKELS) 


協 並 に 機械 の 保護 コ 
質 管 理 及 向上 


石 坪 処理 ・ セ メン ト ・ 製 菓 ・ 食 品 ・ 合 成樹 脂 ・ 火 薬 


煙草 ・ 砕 石 ・ 紡 績 ・ パルプ ・ 製 粉 ・ 鉱 石 処理 他 ボ 
(其他 混入 金属 で 御 困 り の 方 は 御 通知 下さ れ た い ) 隊 
従 打 用 先 (順不同 、 略 癌 株 ) 


大 日 本 モ セロ イド (株 (網干) 1 台 = 菱 そ ン サ 化成 (株 )( 名 古屋 ) 4 台 
柴 田 プ を (株 ) (明石) 1 台 要 和 ’ eit 崎 ) 2 台 
東洋 リノ リュ ー ム (株 )( 伊 丹 ) 1 台 旭化成 業 (株 )( 延 岡 ) 4 台 金属 検出 指令 
大 洋 漁業 (株 (第 二 日 新 丸 ) 4 台 日 本 i 産 (株)( 玉 栄丸 ) 2 台 
山陽 パャ プア 工業 ( 江 澤 ) 1 台 森 永 製 攻 ( 株 )( 塚 口 ) 1 台 
日 本 合成 ゴム (株 ) (四日市 ) 2 台 高砂 ゴム 工業 (株 】( 東 京 ) 2 台 
長 浜 樹 脂 ( 株 )( 長 浜 ) 4 台 日 本 専売 公社 (株)( 金 沢 ) 3 台 
阪東 調 ^ 帯 護 譲 (株 )( 兵 庫 ) 2 台 他 


電話 ( 代 )(571 )9201 ( 代 )(571)9221 | 
本 社 工 場 東京 都 杉並 区 天沼 1 丁目 10 番 地 
電話 (398) 9136( 代 表 ) 


マイ クロ 波 測 定 叶 
マイ クロ 波 関 連 欄 器 


ーー 
1900ME ~190.000BMC mi 東 法科 条 る 形 
定 在 流 測 室 器 が. Ee ド 
空 胴 周 波 数 計 方 向 性 結 合 器 
半 同 由 周波 数 計 団 路 素 < 
ポロ メー ター マッ ウン ト ググ トシ 2 
カス ty ッ ジ スペ クト ラム アナ ライ ザー 
吸 収 形 電 カカ 詩 イン ピー タン スス 直視 持 置 
通 包 イ 形 電 カカ 計 0- 放 0 
ASR RE i ih パラ メト ロン アテ アンプ 用 案 子 
2 HT NR ee Q 直 視 po 詞 
es 本 羨 座 3 その 他 線 合 測 室 装 軒 


昌 本 高 周 肖 株 式 会 笠 


本 社 ・ 工場 次 NTT 川 15 番 
東京 事務 所 東京 都 洪 区 芝 南 佐久 間 困 和田 ピ ャ 電 0t ) $888 ・ 2662 
東京 研究 所 東京 都 文京 k 坂 3 電 話 (921) 1970 


イン ピー タン ス 資 視 装 軒 


TE EG EE 
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TPM 025-03 型 


T 


| 。 型 名 | 上 出 力 電圧 範囲 最大 負荷 電流 
[TPM 025—03 | 0 —25VDC | 300 mA | 
na 


TPM_ 030—05 0 30VDc | 500 mA 


に + 


ITP 025— 5|0-25VDC 5 A 


—}- + 


[TP 030—10 | 0 —30VDC 10 A 


+ 


メリ カ 無 線 界 で は パイ レッ クズ スズ を 
日 本 で は ボン レッ クズ の 御 使 用 を 


ボン レッ クス の 用 途 
無線 , 有線 電気 通信 機器 用 , 超短波 医療 機器 用 , ラジ オ , 放送 機 
並 に テレ ビジ ョ ン , 船舶 及び 汽車 , 電車 , 理化 学 , 火薬 容器 , 
ウェ エルダ ー 機 器用 ③ 原 子 力 平和 利用 ・ 各 機器 奄 子 

〇 © 貴社 御 考案 の 別 形 製作 の 場合 は 詳細 御 一 報 次 第 参上 御 説 明 申 上 ます 


株 式 ホ ボ ‘ 碗 - 各 』 作 所 RN 
> 
I ; F た 信用 ある 全国 無線 部 品 店 に あり 。 
東京 都 千代 田 区 神田 松永 町 1 9 番地 カタ ログ 進呈 


松永 ビル TEL (251) 8 8 9 4 番 本 誌 名 記入 の 上 社 申 込み 下さ い 。 
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⑨ プリ ント 配線 な ら 専 門 メ ー カ ー の 銘 光 工業 に お 任せ 下さ い 。 


支 配線 図 や 簡単 な 貼 図 か ら で も 、 す で プリ ント 化 致 し ます 。 
設計 か ら 製造 ま で 一 紀 し た 優れ た 技術 と 完全 自動 化 さ れ た 設備 か ら 
生れ る メイ コー の プリ ント 配線 は きっ と 御 満 足 の ゆく こと と 存じ ます 。 


.。 か と 電子 入 
ゥ ジコ  、 


リン ト 古 


史 光 工業 株 式 会社 


東京 都 世田谷 区 手 師 ヶ 谷 2~696 TEL (416) 3177 (代表 ) 


流 
温 度 
eis 


社 東京 都 板 橋 区 前 野 町 1ー3 電話 (961)5328( 代 ) 
に 埼玉 県 川口 市 飯塚 町 346 電話 川口 3253 


スペ ンー ン レ ー 


レー 三 ! リコ ー 刺 雪 著 


直流 機器 の 心臓 部 に は 、 最 高 の 設計 技術 で 完 ペ き 
の 性 能 を 謗 る スタ ン レ ー 整 流 器 を ご 用 命 下 さい 。 
に かー ビス も 湖 点 で すみ らち ら 容 心して ご 使用 
願え ます 。 
特 長 ⑥ 品質 が 均一 で て ある こと 。 
@⑧ 効率 が どき さわ め て 高い こと 。 
@ 性 能 が 安定 し 寿 沼 が 長い に こと 。 
@⑧ 取扱 い ・ 保 守 が 簡便 で ある こと 。 
@ 価格 が 経済 的 で ある こと 。 


ANLEY. カタ ログ 時 東京 都 目黒 区 中 目黒 2 一 605 スタ ン レ ーー 電気 K.K. 宣伝 課 275 係 あて 


IN M a 妃 小型 時 代 (Miniaturization) の 


要求 を 高度 に 満 し 精密 で 軽く 効率 の 高 
MINIATURE い 信 頼 性 の ある NMB ミネ チュ アベ ペア 
BEARINGS ンジ 


- 錯 訟 ew 六 デン アス 民 日 本 ミネ チュ アベ アリ ンク . 森 式 會 詩 
a 日 本 ミネ チュ アベ アリ ンク 販売 折 式 信 計 


ES EE ER 東京 都 中 央 区 日 本 橋 金 町 1 の 4 TEL(671) 1203~ 5 
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陣 い 7 大庄 往還 は 還 洛 計 z 


( 特許 8 
微少 直流 電圧 (電流 ) 計 
( 目 紀 ) 
0~50kV 乃 主 0~2000kV 6 Vr ン ンジ 切 替 
0+25kV 用 EO0+1000kV 
0 
0 


185424 


1 x10-° A 用 玉 0 ~2 x10-$A11v ッ ンジ 切 替 
5 X10-10A 用 王 0 x1 x10-sA 
(用 人 送 ) 
熱電 対 の 較正 { 
、 ォ ン 化 電 流 の i Wt H イー トス トッ プ 
(営業 品目 ) リッ ギ の 検 電器 と し て 使用 出来 ます 。 


LCR チ ェ ッ カー 周波 計 セル メー ター 電子 管 記入 申込 に カタ ログ 
式 記 録 計 テレ メー ター 装置 各種 工業 用 計器 ( 誌 名 記入 申込 進呈 ) 


eo to ンズ x 大 倉 軍 気 株式 登 再 


本 社 東京 都 杉 並 区 西田 町 2 丁目 407 番 地 電 話 (38) 5111( 代 き ) 
大 阪 出 張 所 大 阪 市 北 区 芝田 町 112 井上 ビル ん 24 号室 電話 (36) 5791 一 5, 5891 一 5( 交 換 ) 
小倉 出張 所 小倉 市 博労町 63 富 士 ビ ッ x44 号室 電 話 食し 08 


電子 計算 機 に [|] 自重 利 ] 穫 り 回 | 路 
に [| | ンマ ペ マラ メト ロン ・ モ シス ズー テム 


国 パ パラ ミス ター[] メモ リー マ D2 


パラ メト ロン 演算 回 路 シ ステ ム は 、 日 本 で 生れ た 独 得 の 計算 機 方 式 で 、 そ の 
優れ た 安定 性 は 、 自 動 制 御方 式 の 決定 版 と いわ れ て いま す 。 米国 を 始め 各国 
で も 高く 称 筑 され 採用 も 本 格 化 し て お り ま す 。 TDK は パラ メト ロン ・ ン ソス 
テム の 回 路 素子 パラ ミス ター 、 記 憶 素子 メモ リー マト リッ クス 等 を 量産 する 
ほか 、 電子 計算 機 、 自 動 制御 装置 の 製作 の ご 相談 に 応じ て お り ま す 。 


EET EE TT 
1 月 1 日 より 商標 が 左 / 東 京 電気 化学 工業 株 式 会 社 
の よう に 変り また な 東京 都 陸 代田 区 神田 松 佳 町 2 番地 
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人 や プリ ンタ ー の 陸 属 し な 
数 値 測 定 装 置 は 過去 の も の >} 

RC he プリ ンタ 
ーー は 数値: 汗 定 装置 の 重 酔 部 避 


< 


10, 0, 10 

5, 術 の 各種 
8 EL 

ダシ ンス 100K@g 
手 還 及 自 動 遠 陣 揚 作 


EN 字 速度 


a 


〇 操作 
〇 結 返 し 


1 秒 以 下 


〇 動作 中 信号 発信 * 
© 動作 終 べ 7 信号 発信 * 
〇 少数 点 自動 移動 * 
〇 特 号 用 単位 の 印字 i 
づ 〇 二 色 切換 * 


© 〇 © 空 送 り 
〇 電 注 a,c,100V 
= NS 
〇 その他 御 仕様 に よ 
製作 いた し ます 。 
し きき 4 所 全 欄 ご まり さき ます 。) 


DK.K. 


素 味 者 


り 設計 


区 r 製品 . グ 


ら 3 6SF10 正 


2 


大 


ER 


QF as 
チュ ー プ . 
ジタル 4 計数 

OO デ ジタル ポル トメ デー ター 守 の テ 
i 曲 定 代 

アナ グロ ーママ デジ タル 変換 9 
組合 せ て 、 時 間 , パ 
庄 、 電 流 、 流 量 ,、 重 午 - 


ゆる 数 値 記 録 。 


豆 葉 精機 製 作 所 


森 6 の 2 6 EC AT 18 


ヒ 


FR 2 ロッ 


閑 閥 


等 の ラ 
ルス 


て + 
t 2 


其 の 他 各 を 


= 


c 


月 
田 区 


流 電 


スタ ー 式 安定 化 直 流 電 源 装 置 


入 カカ 電 源 1%50/60% 90~110V 
出力 電圧 変動 入力 電源 電圧 及 出 力 電流 の 全 変 動 に 
特 徴 対 し 0.1VJT 下 
1) 押 鉛 え メイ ッ チ の 採用 に ょ 販 動 率 5mVF(r.m.s) 
p り 取扱 容易 で ある 。 出 力 極 性 正 、 負 何れ も 可能 
2 ) 入力 及 負 荷 の 変動 に 対し 出 カカ 計 電圧 計 及 電流 計 
過 電 流 防止 装置 トラ ンジ スタ ー 式 防止 装置 使用 


i 応答 が 『 速 い 。 
大 電流 の も の は 継電器 併用 


3 ) 過 負 荷 及 短絡 に 対す る 保 
護 装 置 が ある 。 型 名 
3 ) ドリ ラマ ト が 非常 に 少 い 。 [DT—6F5 | 
5) 著 電 池 と 遠い 保守 が 不用 DT—6 F101 
で ある 。 時 6V| > 20A 
DT ZR 0 12 VA 
a ロロ 
営 業 品 目 DT F102 2 104 
AM. FM 標準 信号 発生 器 各種 掃引 信号 発生 器 [DT-12F20| > 12V| 2 20A 
トラ ンジ スタ ー 定 数 測定 器 歪 率 。 レ ベル 測 定 器 i 2 デー i 
1 = ニ ジ ・F yr < + ¢s 
入 本 革 宮上 せ 計 ラジ オー テレ ヒ 用 測定 匠 有志 20F20| < 24V| 2 204 
空中 線 共 用 装置 自動 電位 差 適 定 装置 | DT=30Vo.5| D1~30V |DG0.5 A 
[DFー36V5.| >1~36V| 2 5-A 
害 気 株 式 会 社 DT-36V10| 21~36V| 2 10A 
大 メ x メ 【 エ \ DT 一 36V20| 21~36V| 2 20A 
市 上 て 連 徐 コ 75.4 OE 癌 兄 住 様 に も 応じ ます 
電 話 武蔵 野 (©⑩22) 3 局 4107 代 


DAIOU DENKI 


2 


温度 特性 の 1 


Rs 


周波 数 範囲 


例 


5S° XY Cat 


周波 数 許容 偏差 C 項 の 全 範 に 対し て 士 0.01 以 内 
適用 温度 範囲 0 ご で ーー+60 で 


SR 


周波 数 温度 係数 3 


NR 


(GTcut standard crystal unit 


周波 数 100KC・124KC・128KC 
温度 細 囲 0 C60C' 用 or 40C ご 70C' 用 
温度 係数 土 1 X10-Yce 以下 


和 主因 大 究 
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x10-* 以 下 
ペペ 


V.C.F タ イプ ・ プ ロー ププ 入力 方 式 で す 
か ら 外 部 誘導 を 受け る こと な くさく 極 微 
少 電 庄 を 高安 定 度 で 計れ ます 。 


良質 な 200G 一 1MGsS まで の 短 
形 波 と 正 編 波 が 別々 の 出力 端 
子 か ら 同 時 に 取り だ せま す 。 


2 段 に わた る 蓄積 回 路 に 
よ ょ より 0.0001V 一 1000V 

まで の パル ス 電 庄 測 
定か が 可能 で す 。 


SV—508 

実用 周波 数 範 半 10 一 150KC 

測 定 電 庄 0.0001V 一 
LOO0N TU P=) 6 
低 レ ン デ 0.01 V 

入 カ イン ピー ダン ス 2MQ 8PF 

実用 最小 立 上 時 間 1k sec 

実用 最少 バル ス 巾 3kgsec 

= 土 5%( パ ペル 


SW =502 AlGS2O| 


測定 電圧 3.10,30.100.300mV1,3.10.30 、 4 T 
100.300V フ ラフ ャ スケ テー ん (但し 3V 周波 数 範囲 20%~ー1M% 


以上 は 倍 器 に よる ) ン 
周波 数 特性 10% 一 10M% キ +14dB 杜 形 波 
MM 放 1db 出力 電圧 0-10V (P 一 P) 


EE 立上り 時 間 約 0.1ksec 
5 y +9?90 の 0% 

30M9 以上 並列 8 PF 以内, 10 周波 雪 精 度 「 2% 

M9 並列 3 PF 以内 (3 V1 上 ) 正 弦 波 

6R—HH1, 6EJ?7I~x6, 出力 電圧 0~l10VR.M・S 


6CA4A4, 6RA2,6AU6., 
0 A N21 Ee 2 玉 率 1% 以 下 
(cae On: 0 使用 真 安 管 6 AH6,6 AW8, 


6CA4, OA2, 0A7 2 x 2 
SV— 501 穫 oR 
205 x 290 x 325 ™e 12 A 7 
2 290 x 305™% 


SV— 501 外形 寸法 380x300xX245% 


雅 度 3% 


RAUL 2, FRA 0A3 
電 庄 

85 —105 V.50 60%% 

寸 法 335 x180 x 150 % 


本 社 ・ 工 場 

== < SN 東京 都 北 多摩 郡 国分 寺町 恋 ヶ 裕 

三条 無線 測 器 研究 tS 
東京 営業 所 東京 都 生 代田 区 神田 司 町 1 一 1 電話 東京 (231」0621, 3906 


園 カ タロ グ 御 希望 の 方 は 本 誌 名 御 記 入 の 上 〒20 円 同封 し て 御 申込 下さ い 園 
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米国 ミカ 社 製 エポキシ ガラ ス 基板 
総 代 理 店 


~ o° *~ 
東洋 プリ ント 配線 株 式 会 社 
営 業 所 東京 都 千代 田 区 神田 小川 町 2 一 3 ( 新 小 川 町 ビル 8 階 ) 
(291 9834805 内 線 28~ 30 
東京 都 北 多 座 郡 小平 町 小平 学園 東 区 37 1 
TEL 国分 寺 196, 小平 507 
技術 本 部 東京 都 北 多摩 郡 小平 町 小平 学園 東 区 51~31 


本 社 ・ 工 場 


} 
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Origin 半導体 整流 器 界 の パイ オニ ア 
オリ ジン の 高 性 能 , 高 信頼 
シリ コン タイ オー ド 


タブ プ ブレット 形状 の ミニ チュ ア 寸 法 で 
ブリ ント 配線 に 適し た シン グル ・ エ ンド 『 ド 和 形 
完全 樹脂 封入 て 特性 不変 
漏洩 電流 極小 て 高 逆 耐圧 , 高 信頼 性 
耐震 ・ 耐 衝撃 性 が 大 きい 


1 RE A re 

SE-05 形 シリ コン ダイ オー ド は , プリ ント 配線 に 適する タブ レッ ト 状 の シン グル エン ド 導 出 端 子 を そなえ を 
こ 完 全 な 樹脂 封入 構造 で あり ます -. 

樹脂 体内 部 に 封入 され て いる シリ コン P- ヵ 々 ジャ ンク ショ ン は , も と より 拡散 法 で 造ら れ , 高温 度 の も と に 
熱 怒 理 さ れ て いる た め , 均一 な 品質 と 安定 し た 高 性 能 ち そなえ , 長期 に と わたり 高い 信頼 性 を も っ て 御 使用 い 
だ だ だけ ます 

周囲 温度 100C まで , ラジ オ , テレ ビジ ョ ン , 通信 機器 な ど そ の 他 の 電子 装置 に 小 容量 直流 電源 また は 回 
路 素 子 と し て 優れ た 電気 的 特性 を 発揮 し ます -. 

た と えば 150°C に お ける 無 負荷 放置 , 65°C, 95~100 耐 温 試 験 , 一 55°C~+80°C の ヒー ト サ イ クル 諾 
験 , 耐震 および 太 衝 繋 試験 な ど , 厳重 な 性 能 試 験 を 受け , その すばらし い 性 能 が 確認 され て いま す . 


電気 的 デー タ 8 
る So 単 相 半 液 
SE-05 シリ コン ダイ オー ド の 定格 、 | Vz=2.3 (E+ndv) 
= 単 相 プリッ ジ 
こ 型 a 
る = a *) 6: | 2 he (4 V2=1.15(E+2ndy) 
失 頭 逆 面 電圧 (V) PIV (~100°C) | 400 600 800 | 1,000 * i 
最大 交流 入力 電圧 (V)(Max RMS)| 280* 420* 560* 700* hems 
最大 出力 電流 (zxA)( 単 相 半 波 ) 500 dv… 正 方 向 電圧 降 
基 に で 電流 て A) て 1 サイ クル) 15 0 20 30 40 0 00 m0 Bi 
動 作 周 囲 温 度 CC) ー55~ +100 直流 出力 電圧 E (V) 
平均 正方 向 電圧 降下 (V)(500mA に て ) 1 以下 注 電動 機 , 蓄電 池 , 容量 性 負荷 の と き は 電流 を 20% 普 に し 
平均 逆 方 向 電 流 (A)(PIV25°C に て ) 10 以下 2 枚 以 上 直列 の と き は C, 選 を 挿入 し て 下さ い . 素子 の 絡 
Ls = ーー - 緑 面 力 は 1,500/min で すか ら 直 列 に する に は 疹 元 板 の 絡 
* コン デン サ な どの 逆 起 電力 負荷 で は , この 値 の 50% に と る 縁 が 必要 に な り ま す ・. 
る 
営 業 品 目 


シリ コン ・ ゲ ル マ ニ ウム ・ セ レン 整流 器 ・ 自 動 電 
圧 調 整 器 ・ 理 研 式 スポ ッ ト 訪 接 機 ・ 合 成樹 脂 塗 料 


リシン 電気 株 式 彰 計 


本 社 ・ 工 場 東京 都 豊島 区 高田 南町 1-195 電話 東京 (82)1161C( 代 )3155C 代 )(983)3261-5 トウ キョ ウツ カニ ツウ (22)468 
大 阪 営業 所 大阪 市 北 区 梅田 町 17 新 桜橋 ビル 電話 大 阪 (34) 2358 ( 代 う = オ ウサ カ カニ ツウ (38) 3 8 3 
福岡 出張 所 福 岡市 下 鯛 町 10 電話 福岡 (2) 6883 
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玲 進 す る 中 RR 
™ 9 


新 


k Re 


剖 種 製 品 特 性 図 畜 


東 北 金属 胡 人 
” 高 透 琶 率 金 族 性 材料 の 代表 的 避 化 曲 析 ; i sw 


に ま を 
志 1 
要 
H 
1] 
oo oor 000s ass uoy eos ot a tee ey 4 Pt ef で 信和 本 0 a Nk 
営 菓 品 目 
純 鉄製 品 純 鉄 振動 板 銀 造 磁石 (TMK ) トト 科 か と 当直 
1 % ヶ 4 素 鉄 合 信 (LSS) セ メ ン ジ ュー ル 特殊 鋼 (フェ リプ ロッ クス )(FBK) 
純 ニ ッ ケ ル 製 品 ( 鉄 ・ ュ コバ ルト 合金 )(SME) も シン シダ スス ホ ペア フュ リネ ネット 
セン パー マッ クス (TMH) セン パー シル (SPS) TM ダス トコ ュ ア チタ ン 酸 パリ ウム 磁器 
セン デル 々 (M。。) アル フェ ル ( 磁 窒 合 金 板 ) (AF) (モリ プ テ ン パー マロ イ 圧 粉 磁 硬 フェ ライ ト 磁 帯 振動 板 
TT ・M 合 金 (Fe 一 Ni ペパー マロ オイ) パネ 用 え ステンレ ス 休 カー ボ ニ ル コア (ヴァ イブ ロッ クス)(VBX) 
ポ ボビン コア 欠 造 成型 護 石 及び 磁石 負 々 村 。 ポ リティ アァ ッ ン 典 気 殺 半 チー 
を 各種 技術 特性 カタ ログ 御 請求 次 第 お 送り いた し ます 。 信 種 在庫 販売 


東北 人 金属 工業 株 式 会 社 特約 店 


理 経 産業 株 式 会 社 国 内 


東京 都 港 区 芝田 村 町 2 の 10 電 話 (591) 7970, 7971, 6985 


そ 電 庄 の 精密 調整 に は 


単 = 租 OO.V 200 OY 
2 OOVIZ OO ご 24M 
相 200V/0 ミ 240V 


製作 容量 0.1 一 ーー 100kVA 
カタ ログ ・ 説 明 書 ・ 標 準 仕様 書 / 仕様 書 作成 参考 資料 御 入 用 の 方 は 下記 クー ポン 券 を 御 送付 下さ い 
電圧 調整 器 専 門 メ ー カ 


回 洋 昌 :E 


本 社 ・ 工 場 東京 都 北 区 田端 新町 2 丁目 5 番地 TEL. ⑯07)0171( 代 ) 
3 川口 工場 埼玉 県 川 吾 市 大 字 赤 井 台 512 番地 
大 阪 出張 所 大 阪 市 北 区 中 崎 町 5 9 番地 =TEL (37) 5422 
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DCー—AC チ ョ ッ ペ パパ 

チョ ッ パ は 直流 入力 を 交流 に 変換 し 、 あ お あるいは これ を 増 巾 後 出力 を 

再び 直流 に 転換 する 機能 を 有する も の で 、 一 般 自 動 制御 機器 を 始め と 
し て 直流 増 巾 器 、 ア ナ ロ グ 計 寛 器 の 増 巾 器 、 自 己 平衡 電位 療 計 、 マ イィ 
クロ ポル トメ ー タ 等 記録 測定 関係 の 各 分 野 に 使用 きれ て いま す 。 弊社 
は 多年 チョ ッ パ の 研究 に 従事 し 、 構 造 、 振 動機 構 等 に 独自 の 改良 を 行 
い 特 に 雑音 防止 、 長 寿命 の 点 に 特色 を 有 し て いま す 。 


TCP—55A TCP—S55B TCP—S561A TCP—S561B TCP—561C 


6.3V 70mA (50%), 65mA (603%) 6.3V 140 mA (50%),. I130 mA (60%) 


寺 

回 

電 
力 変 換 電 流 ( 地 
田 カ 補 質 机 叶 トー ーー ペー ビン 5ー6ー? 
貞 カ 容 換 電 左 | | vo | iavoLsVI 1voyv 
EE TT ER ER EE て a ER | 
接点 間 お よび 接点 “ 
0 


位 相 ぉ < 
EE 0 0 ME 
称 


TT TT Tr BRERANE 6", 2 EEE 


に 1 


許さ 


~ 
4 
泌 


※1 折 使 用 な る る 定格 三 勤 周波 数 を 卿 指定 下 き るい 。 
率 る 接触 束 は BBM また は MBB の 何れ か を 手指 官 下 き ふい, な 特に 仁 要 所 の の 5 ら 場合 は 13% 一 75% の 5 画 
に て 特別 に 詳 東 も 致し ます 。 


特殊 チョ ッ ペ パ 
TCP 一 57, TCP 一 58 チ ョ ッ パ は 接点 容量 が 大 きく 電源 用 と し て 使用 きれ る と 同時 に 、 


自動 制御 や 計器 用 と し て の 直流 増 巾 咽 に も 使用 きれ ます 。 但 し 低 雑 音 を 必要 と する 処 に 
は 不向き で 、 此 の 用 和 途 に は TCP 一 55A 叉 は TCP 一 561A を 御 合 用 願い ます 。 


Re 定格 A'C 17.5V 50% 定格 AC 6.3V 400% 
nl TT 


CCE 世相 還 間 間 下 本間 間 
ETTTTTTTT MCT CT 


ま 式 会社 大興 電機 製作 所 


本 社 ・ 東 京 工 場 東京 都 品川 区 東 中 延 4 の 1402 電話 (781) 7155( 代 ) 7181( 代 ) 6411 
穴 板 工場 栃 木 県 矢 板 市 電話 (矢板 ) 36・49・63 
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‘ee 


李 勤 容 言 交 


近 動 容量 型 電位 計 


直流 増幅 名 型 
(乾電池 電源 型 ) 


直流 増幅 器 弄 
(AC 電 源 型 ) 


mann [oorea] tomav [woe | 5 
[ma iism [fora| owav [wre | 5 


a Pd EET TO CE 


MMAH-16P 型 | パネ ル 型 に て 性 能 は MMAT ロ 一 16 型 と 同 ヒ 
MMAV-10 型 |10 マ ~-10*A 5mV 5 x10'9 


ssvi-6g 0.1~3000mYV | 10:"0*g 以 上 
MMAYV-11 和 8 |10* ~10-"A 5 x10° 9 


5x10" 9 
MMAW-10 和 | 10*~10" A 5 x107 9 10ng | 
imav-ion [oa] smv | sxo'o | 6 | wo 


ek 


カタ ログ は 和 誌 名 御 記 入 の 上 御 申 込み 下さ い 。 


さき を 川口 電機 製作 所 


東京 都 港 区 芝 白 信 : 且 沈 末 SY 


TE し 白金 (441) 83 2・6141 614 3 


導い に た 3 


NJ 


西日本 管 線 衝 式 次 宗 


本 社 ・ 工 場 
東京 営業 所 
大 阪 営 業 所 
福岡 営業 所 
名 古屋 出張 所 
小倉 出張 所 
札幌 出張 所 
熊本 又 在 所 


大 分 市 大 字 駄 原 2899 番 地 
東京 都 日 本 橋 室 町 三井 ピル 内 
大 阪 市 北 区 中 之 島 三 井 ピ ル 内 
唱 岡 市 天神 町 39 三井 銀行 ピル 内 
名 古屋 市 広小路 西 通 三井 物産 ビ ル 内 
小倉 市 京町 10-381 五十鈴 ビ ル 内 
H ル 格 市 北 こ 重 SE 
熊本 市 大 江 町 九品寺 21914 の 1 
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電話 (2 ) 6141 
電話 (241) 5084 
電話 (44) 3731 
電話 (74) 4084 
i (54) 3171 
) 2810 
) 

) 


本 誌 の 二 大 綱領 
S 供 歴 の 学 2 問 ) 水 共 を 


e+ fe ET 月 > > 
xX 作 有り 江 (CC 


電子 式 電 話 ト ラフ ィ ッ CPR 特集 アプ リン ト 配 線 技術 の すべ て 
電 々 公社 通 研 水戸 道 "リン ト 配 線 用 錦 張 積層 板 

明 近 の 半 休 材料 の 間 製 法 に つい て i i 

な 中 研 高林 = ( 生 

最近 丘 の 工業 用 テレ ビ の 利用 プリ ント 配線 用 積層 板 の 和 標準 化 に 

区 電 横 (KK) 区 記 祈 司 新 ら し い プ リン ト 配 線 機 


ト 配 線 用 銅 貼 積層 板 の 製 造 と その 特 


高速 D.C.-A.C. サー ボ ‘駅 動 装置 プリ ント 配線 用 銅 貼り 積層 板 の 試 験 機 
- ss EE PN 
3 i 発見 に 活躍 する イオ ン 式 火災 印刷 の 製版 技術 を 応用 し た フォ ト エ ッ ョ 
国 に お ける 技術 者 の 待遇 に つい て ノ ズ ベ A 
ル シ ス テム の 場合 
連載 か ゲ ネ ケ ィ ス 人 | 表 9 回 
ーー ド ババ ッ グ ク 各 た 池原 止 | 小 峰 電 < さ 必 業 
連 2 ノ 技 術 英 文 の 書 書き 株 式 会 


特許 紹介 ・ 内 外 新 製品 紹介 ・ 電 子 工業 ot 
ニュ ー ス ・ 技 術 者 の 横顔 ・ 潮 流 ・ 新 ら 年 分 1.710 円 EE 


し 4 地 。 誤 Es 
i " 技術 者 読者 の ww 宝 価 150 円 120 買 東 束 に 


降下 剤 Aー ーー 7 


降下 剤 Bー 


a mm 物理 と 化学 が 巧み に 
画 期 的 な 接地 棒 


\ 
も 
も 
も 
も 
も 
も 
も 


結合 


性 能 1) 接地 据 抗 が 薬品 の な いす 場合 と 比較 し て 
平均 30% 低い 。 
2) 施工 は 従前 通り 打 込 む だ け で よい 
3 ) 安価 で 経済 的 で ある 。 
構 造 接地 体 : 径 14 長き 800%m の 鋼 棒 に 良質 
な 名 メ ッ キ が 施し て ある 。 
隆 下 痢 : リ ング 状 で 接地 棒 に 添加 きれ て 
nv る 5 


日 本 電 業 工作 株 式 会 社 


本 社 : 東 京都 千 代 田 区 神田 須田 町 2 一 19 TEL _ (251) 7381( 

外 場 東京 者 練 - 昌 っ 区 旭 7 M34 9 PE 933) OE 
大 阪 出張 所 : 大 阪 市 北 区 堂島 上 1 一 2 新山 本 ビル 内 " TEL 312) 1961 
福岡 出張 所 : 福岡 市 福岡 呉服 町 37 赤坂 門 ビ ルル 内" TEL (4) 8198 
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は し が まき 

当社 で は 従来 電解 コン デン サ の 容量 ・ 損 失 
測定 器 と し て 「 キ ャ パシ タン ス Pd 
BV 一 C201 型 」 を 製作 し て お り ま し た が こ 
の た び 改 良品 と し て 測定 周波 数 120 % の 「 キ 
ャ パシ タン ス プリ ッ ジ BVーC 一 11 型 」 を 
製作 いた し まし た 。 


用 途 

本 器 は 電解 コン デン サー な ど 大 容量 コン デ 
ン サ の 静 電 容 量 と 損失 を 同時 に 直読 測定 する 
直列 抵抗 プリ ッ ジ で 、 製 造 工程 用 測定 癌 と し 
て も 研究 用 測定 問 と し て も 好適 で あり ます 。 


BV-C-11 型 


電解 コン マン サ の JIS に 道人 合 する どこ 
容量 ・ 損 失 測 定 が で きま す 。 
・ 取扱 簡便 で し か も 迅速 ・ 正 確 に 測れ ます 。 
. 発振 器 ・ 検 出 器 と も ゃ 内 腰 し て いま す 。 
. 製造 工程 用 測定 器 と し て 好適 で す 。 
. 容量 測定 ダイ ヤル に 上 限 ・ 下 限 指示 の 設 
定 指標 が あり ます 。 


規 格 
(1) 静 電 容 量 
( イ ) 測定 縺 囲 4 レヒ ンジ 切換 (0.1 一 5kZF, 
1 —50ukF, 10~—500kF, 
100—5,000kF) 
(um) 許容 誤差 指示 値 の 土 2% (目盛 5 以 
Rt 
(2) 損 失 
( イ ) 測定 範囲 2 レン ジ 切 換 (0-600QNkF, 
0—3,000NQkF) 
(nm) 許容 誤 療 0 一 600QkF に て 土 20QkF 
0 一 3,000QkF に て 士 100QkF 
( 各 レ ンジ の 1 目盛 に 相当 ) 
(3) 測定 用 電源 
( イ ) 測定 周波 数 1209%% 土 2 9 
(nm) 測定 電圧 (プリ ッ ジ に 印加 きれ る 電圧 ) 
HIGH ee 約 3 V 
LOW……… 約 1 V 
(4) 検出 器 LG TA SD 
(5) 直流 重畳 用 電池 接続 端子 を 備え て いま す 。 
(6) 使用 電源 AC 85—110V, 50~—60%% 
(7) 外形 寸法 約 280 Xx335 x 200 mm 
(8) 和 陳 量 約 9.6 kg 


光電 詳 


本 社 ・ 工 場 : 東京 都 武 蔵 野 市 吉祥 寺 3000 電話 東京 (391) 代表 1901・ 武 蔵 野 局 (022.2) 代表 3701 支店 : 名 古屋 ・ 大 阪 ・ 小 倉 出張 所 : 新潟 ・ 広 島 


会 千 ・ 通 知 
電気 通信 技術 委員 会 研究 専門 委員 会 - 
ths 開催 通知 


会 会 員 は 誰 で も , 任意 の 委員 会 に E こ 自 由 に 参加 で き , 研究 発表 も で き 


ます 。 研究 発表 希望 


者 は , 委員 会 名 を 指定 し て 前 月 末日 まで に 本 会 宛 お 貼 込み 下さ い 。 


i 


1 電気 音響 研究 専門 委員 会 委員 長 宮 田 競 男 
日 時 9 月 8 日 ( 金 〕 14 時 ~ 17 博 
場所 早稲田 太 学 理工 学部 会 議 室 (新宿 区 戸塚 町 ) 


議 題 (uU) 欧洲 の 音 超 学研 究 事情 に っ いて 伊藤 夫君 ( 早 - 大 
: 半 未 - 定 
導 の マイ クゥ r 渋 真空 管 研究 専門 委員 会 委員 長 小池 勇二 郎 - 


日 時 9" 月 11 日 (月 ) 14 時 ~ 1 時 
_ 場 所 東京 大 学 工 学部 電気 エ 学科 輪講 室 ( 攻 京 区 本 富士 町 
中 古 ①⑪ 進行 流 型 多重 反射 クラ イス ト ョ ン (第 2 報 ) 
小野 昭一 君 = 功 力 忠男 君 ・ 柴 田 幸男 君 ・ 小 池 勇 二郎 君 ( 東 北 大 》 
24Gc 帯 ら 旋 進 行 波 管 234W 90 た につい て 
移 岡 功 君 ・ 宮 内 一 洋 君 ( 通 研 )・ 藤井 忠孝 君 ・ 宮 正夫 君 (日. 電 う 
(3 旨 第 19 回 Electron Device Research Conference に つい て 
三 轄 高明 君 ( 通 研 う ・ 斉 藤 成 文 君 (東大 生研 う ・ 安 田 進 君 (日 電 ) 
6 注 (1) た に つい て は 前 回 (7 月 例会 ) 出席 の 方 は 配布 済 の プリ ント を お 忘 


な く 御 持参 願い ます 。 
* 識 欄 回 路 綱 理論 研究 専門 委員 会 本 中 長 有 1 上 に 正光 
| 9 月 12 日 ( 火 ) 14 時 ~17 時 


t 
i 


場 所 東京 工業 大 学 講座 室 (目黒 大 岡山 ; 目 消 線 大 較 山 下 昌 ) 


「 議 碁 ① 復 素 近似 に つい て = 御崎 寿 夫君 ( 胃 PD 
( 8 が 。。 細 除 波 器 の 一 設計 法 武 部 」 幹 大 田中 公夫 妊 ( 通 5) 
シン テ ナ 研 究 専 門 答 員 会 委員 長 加 評 安 硫 


昌 時 9 月 14 日 ( 木 )14 時 ペイ 1 時 

. 2 場 - 所 電気 通信 学会 会 議 室 ( 下 代 田 区 富士 見 町 2 8, 国電 飯田 本 水道 必 寄 り 改 札 中 意 ) 
、 蘭 是 (1) ya ン テ ナ 技術 (そそ の)  。 河 冒 ' 入 元 君 (東大 航 研 ) 

テー 作 取 i RN 喜連 川 話 君 (三菱 電 横 y 


F i ee a 半 人 


信 6 トウ ンジ ススメ 古 完 下 表 纏 
昌 時 9 月 19 日 ( 火 )14 時 ~17 時 i 
- 場 所 東京 大 学 工学 部 電気 王 学 科 輪 講 室 ( 女 京 区 本 富士 町 1) 
議 題 (1!) 欧洲 視察 談 柳井 久 義 君 (東大 r) 
(2) ドリ フト ・ ト ラン ジス タタ の «@ 譜 断 周波 数 (第 2 報 ) 

芝 野上 車 君 * 越 賀 夫 差 子 君 ( 東 大 . 工 


7. 医 用 電子 装置 研究 専門 和 奏 員 会 - 委員 民 阪 本 控 羽 
邊 時 29' 月 19 日 ( 火 )-14 時 密 17. 時 
場 所 東京 大 学 医 学部 本 館 会 議 室 ( 女 京 区 本 富 士 町 1) 


翌 ゼ 議 l 題 The 4th International Conference on Medical Electronics へ の 出席 報告 7 
i 阪本 控 房 君 (東大 エエ ) : 標 田 良 精 君 (東大. 医 ) ! 岩井 喜 典 君 ( 東 
8. 通信 方 式 研究 専門 和 奏 員 会 委員 長 染 谷 。 悪 


且 時 9 月 19 日 ( 火 )14 時 ~17 時 
場 所 国際 電信 電話 (株 ) 研究 所 会 議 室 (目黒 区 三田 12 の 1, 国電 恵比寿 下車 ) 
議 題 (1) トラ ンジ スタ 化 11Gc 短 距 郊 中 継 方 式 ) 
増田 孝雄 君 ・ 高 田 正美 君 ( 通 研 )・ 川 橋 笑 君 (昌利 ) 
で 絞 位相 同期 角度 変調 方 式 津村 隆 君 ・ 小 林 信 三 君 (三菱 電機) 
9. 性 材料 研究 専門 委員 会 委員 長 朝田 贅 犬 ) 
ES 日 時 9 月 21 日 ( 木 ) う 14 時 ~17 時 
場 所 電気 通信 学会 会 議 室 ( 子 代 田 区 本 富士 町 2~8, 国電 充 田 橋 , 上 K 道 層 寄 9 改札 中 ) ) 
議 題 ①) 新 計 算 機 用 素子 ププ ラ ト ョ ン に つい て 志 村 秀雄 君 ( 通 
(2) 同 員 管 に よる フェ ライ ト の 複素 般 譜 率 測定 に つい て 、※ 計 
、 田部 井 秀 堆 君 ( 電 試 ) 


10. マ イク ョ 波 伝 送 研究 専門 委員 会 委員 長 岩 片 秀 堪 
日 時 9 月 21 日 ( 木 ) 14 時 ~1 了 7 時 : : 0 
場所 早 答 田 大 学 理工 学部 会 議 室 (新宿 区 戸 療 町) に 
講和 題 (1) 2000Mc パラ メト リッ ク 増 中 器 海東 幸男 君 ・ 畑 克 君 ( 旧 * 地 
0 図 フェ ライ ト パラ メト リッ ク 増 巾 器 牧 本 利 夫君 ( 阪 大 
A 3) 広 柚 城 パラ メト リッ ク 増 貼 器 喜連 川 降 君 ・ 白 幡 清 君 (三菱 電機 ) 
. イン ホメ ーション 理論 研究 専門 委員 会 委員 長 大 泉 充 郎 
HH 時 9 月 22 日 ( 金 )14 時 ~17 時 


場 所 国際 電信 電話 (株 ) 研究 所 会 議 室 (目黒 区 三田 12 の 1, 国電 恵比寿 下車 う : 
議 題 MIT に お ける 音声 の 研究 ; 藤 村 靖 君 (電通 大) 
2 性 と 品質 管理 研究 専門 委員 会 表 員 長 葵 野 < 健 


a 時 9 月 25 日 (月 ) 14 時 ~17 時 
。 場 所 電気 通信 学会 会 議 密 (千代 田 区 富士 見 町 2 の 8, 国電 放 田 尼 駅 , 水道 介 守 5 改 乱 晶 下 還 ) 
。 講 題 強制 劣化 試験 唐津 。 一 君 ( 松 下 通信 ) 


委員 長 岡田 


Re 人 還 ス : 3 
場 所 東京 大 学 航空 研究 所 14 号館 図書 室 (目黒 区 有 場 856) 0 
議 題 (1) The 3rd International Confernce of Three Institutes of st 

at Diisseldorf の 報告 (航空 部 門 ) 岡 田 実 君 … 丹 羽 登 ( 東 大 航 大 >) 
(2| 同上 (航海 部 門 】 錠 島 直人 君 (東京 商船 大 ) 山中 恒夫 君 (東芝) 


14 電子 計算 機 研究 専門 委員 会 家人 後 族 以 紀 ] 


i 
て 


日 時 9 月 27 日 ( 水 ) 14 時 ~17 時 


っ a 


場 所 東京 大 学 工 学部 電気 工学 科 輪 講 室 ( 族 京 区 本 富士 町 1) Wl 

“ 「 議 題 (① 大 容量 記憶 の 一 索引 法 に つい て 全 吹 - 類 夫君 ( 通 - 匠 表 
癖 、 ( 軌 制御 用 計器 "YAC” に つい て 東 昭君 (鉄道 技研 ) 

15 還 人 波 研 究 専 門 委 員 会 0 0 

寺 日 時 9 月 28 日 ( 木 )13 時 へ ~17 時 ツ 
過 場 所 防衛 庁 技術 研究 本 部 第 5 研究 所 (横須賀 市 川間 字 干 代 ヶ 崎 ) ご 
半 (当日 12 時 30 分 に 国電 久 早 浜 お よび 京浜 急行 久里 浜 駅 か ら 際 時 バス を 
a 運転 し ます ) ; i 
」 蘭 題 (1① 潜水 角 音 お よび 海中 寿 音 の 周波 数 分 折 . 
Ra : i 久山 名 美男 娠 区 混 年 欧 天 00 箇 


(2) 第 5 研究 所 に お ける 中間 6K に っ いて 
析 井 清風 (防衛 所 技 本 ) 5 
16. 非 直 線 理 褒 研究 専門 委員 会 - 委員 長 高 木 純一 
0 時 9 月 29 日 ( 金 ) 14 時 ~ 16 時 a 
- 場 所 電気 通信 学会 会 議 室 (代田 区 富士 見 町 2 の 8, 園 電 飯 田橋 水道 橋 寄 り 改 札 品 下 
蘭 題 (1) 層 短 線路 の パラ メー タタ 励 振 * 。 鈴 木 良 次 君 ( 東 
き 環 ES 食 自己 整形 性 を も つ パ ルス 伝送 ; = き 圭 全 一 君 ( 東 プ 

軸 た 拓夫 寺 由 圧 上 全 8 同 っ に 
NO Ss 


5 司 0 Es 硫 括 寺 験 結果 つい て ‘て = る 沿 nO 
の 2 海上 た お ける 移動 性 ダク アト と マイ ク 波 伝 De CN 


ー トラ ンジ スク 研 補 理由 誠信 シン ポッ ッ ム 其 昌 変更 に つい て -ー RR 


i “A 中 長 韻 部 嘩 紅 二 el : 


0 EE の [ 高 出力 トラ シ ジ ス ネタ と 
SR 


Pe Ne と ご «" 
rt a pr os Es 
A vt «4 
ge 


‘wf 


加 和 37 年 夫 和 財 学会 江 合 大 会 計 9 - 
講演 申込 お よび 原稿 提出 期限 35 年 12 月 11 日 (月 ) 人 0 
和 37 年 電気 四 学 会 連合 大 会 は 。37 年 4 月 3 日 ( 火 ) か ら 5 日 ( 示 ) まで 東京 早稲 田 大 学 に お いて 開 | 
借 い た すこ と と な り ま し た 。 つ いて は 下記 た に より 一 般 講演 を 募集 いた し じ ま す か ら , 奮っ て 応募 され る よ 
' う 希望 し ます 。 


| 応募 者 の 資格 四 学会 いずれ か の 会 員 ( 准 員 お よび 学生 員 を 含む ) に 限る 。 た だ し , 連名 の 場合 は . 会 員 

以外 の 者 を 含ん で も よい が , 講演 者 は , 会員 ( 准 員 お + ょ び 学 生 員 を 含む ) う で な けれ ば な ら 

EE ~ な い 。 . 

i 講演 内 容 最 近 行 な っ た 研究 お よ ょ び 調 査 の 報告 , また は 成果 を あげ た 新 セ もい 企画 お よび 款 験 結果 の 
療 報告 , 新 製 品 の 紹介 等 で , 学術 的 に 価値 ある 未 発表 の も の た K 限 る 。 た だ し 内 容 が 不適 当 


性 


と で ある と 認め た も の は 採択 し な い 。 
| 応募 上 の 制限 講演 は 1 人 1 件 に 限る 。 (同一 人 が 数 件 の 応募 論文 に 共著 者 と し て 参加 する と と は さ し 
: つか を ない が , 内 容 が きわ め て 類似 し た も の を 数 件 に わた っ て 発表 する こと は 認め な い ) 


隊 演 時 間 1 件 10 分 以内 , た だ を 3 講演 は これ を 一 括 し て 討論 会 形式 と する こと が 

rt ある 。 

6 ts 庄 演 予稿 オノ セット 印刷 と ょ り 講 演 論 文集 を 出版 する 。 オフセット 印刷 は , 講演 者 の 提出 され た 
< 予稿 を を の まま 印刷 の 原版 と する も の で ある か ら , 原稿 は 「 原 稿 の 書き 方 ]」 に より 所 定 

の 原稿 用 紙 に 記載 地 る こ きる ドー シビ i 不 採 択 と 

rE と が ある 。 


加護 る 和 所 する 3 
i 方 法 お よ (a) 「 講 演 申込 用 紙 」「 原 原 移 用 紙 」「 原 稿 の 書き 方 」 は 申し 出 に より 交付 する 。 府 送 を 
‘a | 込 期限 要する 場合 は 返信 料 と し て , 1 件 の 場合 は 20 円 (2 線 以 上 の 場合 は 1 件 増す ご と に 
の 10 円 増 ) 郵 莉 切手 貼付 の こと 
Cb) 講演 申込 用 紙 に 必要 事項 を 記入 し , 原稿 お よび 講演 参加 費 400 円 を 漂 え , 12 月 11 日 
(月 午後 5 時 まで に 申し 込む こと 。 (この 時 間 後 た 到着 し た も の は 受理 し な い ) 
* ( 治 ) 今回 か ら , 原 午 は 中 込 と 同時 に 提出 の こと に 改め られ た の で 特に 久間 せら れ だ い 2 
車 以 お よび 原 積 送付 先 東京 都 王 代田 区 富士 見 町 2 の 8 電気 周 信 学会 
i v 振替 東京 35300 番 電話 (331) 7348・ (301) 3231 の * 
「 族 演 論 交 集 の 領 布 お よび 別 避 の 作成 
| " (a) 講演 論文 集 は , 一 般 に 儲 布 する 。 ( 道 っ て 会 告 す る ) y 
LE RR A EE 
し て いた が , へ 四 が か ら こ れ も 和 止め る こと と し た の で < 分 時 時 内 は 予約 放 S 
する こと 。 
Pp Ce) 別刷 な , 上 記 の ょ うに 議 演 者 に 50 部 を 進 ふ 時 する が その は か に 人 和 人 用 の 場合 は , 100 部 - 
3 1,000 円 200 部 - a eC 
て 申し 込む せ と と 。 


| 電気 学会 ・ 電 気 通信 学会 ・ ・ 昭 明 学 会 ・ テ レビ ジ 。 ン 学会 」 
] 連合 大 会 委員 会 
EN 


0 2 EE : i i 
を で 

a ー 電 気 四 学会 北海 首部 之 合 大 会 詳 注 匠 集 
間 時 昭和 36 年 10 月 26 日 ( 木 ), 27 日 ( 金 ) 午 前 9 時 半 ペ ご 午後 4 時 半 
会 場 札幌 市 殿 会 館 (札幌 市 大 通り 西 1 丁 目 ) 


スケ ジニ エ ユール 26 日 午前 ・ 午 後 一 般 講演 Ra 
27 日 午前. 特別 護 演 , 年 後 一 般 譜 喧 午後 5 時 より 宮 親 会 (札幌 テレ ビ 塔 = < 


: 
3 | 遼 演 者 会 員 に 限 5。 た だ し 北海 道 畜 部 所 属 者 と 限ら な い 。 
\ 
: 


wr 
i 


講演 本 容 最近 行なっ た 研究 , 計画 お よび 工事 報告 , 新 製品 の 紹介 等 : 


- ER 世 6 図 醒 お ょ び 表 を 大 補 る 場合 は その 大 き さ @ 相 当 す る 字 を 洪 | 
る こと (大 略 10 平方 cm の 図 夷 は 約 60 字 た 相当 ) な お 写真 は 掲載 し な い 。 ; 
1 申込 先 札幌 市 大 通り 西 1 丁 目 NHK 技術 部 内 , 電気 四 学会 北海 道 支部 連合 大 会 実行 委員 会 

0 申込 期限 昭 和 36 年 9 月 30 日 ( 土 ) 


申込 方 法 演題 , 著者 氏名 , 勤務 先 よ び ス ライ ド の 使用 の 有無 を 記し , 予 積 原稿 を 添え て 申込 むこ と NS 
電気 学会 ・ 電 気 通信 学会 ・ 照 明 学 会 ・ チ テレ ビジ ョ ン 学 会 
北海 道 支部 


ー 一 甚 礎 研究 に 関す る RCA 助成 例 に つい て 


RCA 2 ジオ ・ コ ー ポ レー ジマ ン ・ オ プ ・ ア メリ カ ヵ ) は 、 克 和 36 年 度 に 大 学 た お い て 物理 学 の 基 条 
|| 9f 夫 を 行なっ て いる 科学 者 を 対象 に 3 件 の 研 完 周 目 た 次 の 要 天 で 且 世 多 を 提供 し ます 。 こ の 助 基金 は 
| 科学 の 分 野 で 日 米 間 の 協力 を 密 に し , 同時 に 日 本 と に とお ける 基礎 研究 を より ん た に する た めで す 。 
| こと の 助成 金 提供 の 対象 は , 大 学 で 研究 し て いる 科学 者 で 民間 か ら 研 究 補 助 を 受け て いな い 研 究 者 で あ 
« り ます 。 この 区 る を 有り で て RCA に 対し て の 癌 も あり まそ ん が その 枕 の 生か る | 
べき 科学 誌 に 発表 する こ と を 期待 し ます 。 2 | 


東信 要項 助成 多 提 全 任 数 1 件 た つき 50 万 円 CR 
A 1 大 学 1 件 " 8 

06 計 3 件 Rt 
1 利 込 座 橋 。 固 作物 理学 。 電 工学 。 お よび 化学 物 得 の 分 野 に お いて 基 記 呈 完 | 
。、 = を 行なっ つて いる 科学 者 。 助成 金 申込 者 は 。 Ae tc 
2 た は 学部 長 の 承認 多 得 て 下さ い 。 
0 ON let 2 明和 36 年 月 日 


/ 所 長 る . シー. ee RN 
(Dr. Martin C. Steele) に ww 


期 加 和 37 年 2 月 14 日 0 hz 7 日 Ct 

所 神田 学士 会 8 

催 日 本 原子 力学 会 , 電気 学会 , 電気 通信 学会 , 外 24 学 , 協会 共同 主催 

実施 要領 (1!) 1 研究 発表 , mT 討論 会 お よび 想 招待 お よび 総合 講演 に 分 て 日 程 を 編成 す 
る 。 

(9) 一般 か ら 募 集 す る の は 1 研究 発表 で , 未 発 春 の 研究 論文 に 限り 予報 的 な も 

の , 既 発表 た に 類似 の も の , 項 証 外 の も の は 採ら ない 。 採 和 韻 に つい て は 論文 選考 

委員 会 が 決定 する 。 ; と 

3 研究 発表 の 時 間 は 原則 と し て 15 分 以内 (討論 5 分 , 詩 20 分 ) と する 

(4 討論 会 , 本 招待 お よび 総合 講 沖 は 運営 委員 会 内 の 小 委 員 会 で 企画 立案 る 

(5 プロ グラ ム の 編成 た つい て は 運営 委員 会 が これ を 決定 る , 

(6) B sR SA 


項 : 征 
核 鍛 料 資源 お よび その 探 鍼 
核燃料 (製造 , 諸 性 質 な ど ) 
原子 炉 材 料 (製造 , 諸 性 質 , 放射 線 損 傷 な ど ) 


1 

2 

3 « 
4 | 原子 炉 化 学 (原子 炉 に 関連 する 放射 化学 , 放射 線 化 学 お よび ぞ の 工学 的 問題 
5 | 超 高 温 プ ラズ マ 
6 

7 

8 

9 


ーー 


核 物理 (中 性 子 物理 学 , 核分裂 反応 , 加速 器 な どう) 
「 往 物 理 (中 性 子 拡散 減速 原子 妨 理 論 、 職 界 計算 動 特性 ) 
原子 炉 計測 , 制御 

原子 炉 工 学 (原子 炉 設 計 お よび 装置 工学 , 機械 工学 と し て の 諸 問 題 遮 蔽 を 含む ) 
10 | 原子 炉 た 関す る 土木 , 建築 , 造船 学 的 問題 

)。、 11 | 核燃料 サイ クル 

12 | 放射 線 障害 と 健康 管理 (保健 物理 に 関連 も る も の ) " 

。 13 | 放射 性 附 径 物 処 理 

が 表 原 手 文 の 安全 性 ( 炎 害 解析 と その 対策 軸 填 本 査 な ど を 合 ) 


ee 誠 A EC a 
’ 研 究 発表 申込 方 法 i 補 
et F “。 
0 WA 運営 窒 員 会 < 東京 都 港 区 芝田 村 町 1 の 1. 原研 内 Tel. 591— 5489 
が 「 旦 本 原子 力学 会 気付 ) 宛 申 出れ ば , 所 定 の 研究 発表 申込 書 , 「 要 國 集 」 原 答 用 紙 執筆 規 
。 程 を 送り ます 。 


回 研 守 発表 申込 番 の 朋 受付 は , 10 月 14 日 へ 10 月 28 日 C 士 ) (期限 譜 守 ) で すこ 

i Tt 原稿 の 提出 は 11 月 18 日 ( 土 ) まで に 必着 で 願い ます 。 tk 
0 上 思 開 催 要領 は 学会 旋 最 新 号 に 掲載 する た め , 正式 決定 され た も の で は あり : させ ん 

の で 一 部 変更 が ある か も 知れ ませ ん か ら ご 丁 承 下さ い 。 ; 
< 、 了 机 の お 則 合 させ. 運営 委員 会 ( 下 本 原子 力学 会 気付 ) へ お 願い し ます 。 


B5 判 ・700 ペー ジ ・ 上 質 紙 使用 Rt 


i | 東京 都内 | 地 方 | 
定 価 500 3 1~3 80 円 | 150 円 
4~8 100 円 | 。200 幅 
会 員 予 約 特 価 400 円 9 ~13 eon 250 円 
14~20 200 円 | 300 幅 

(送料 は 右 表 に よる ) | 2 以上 実 紛 請求 


[会員 特価 は , 電気 通信 学会 お よび 照明 学会 会 員 に も 適用 し ます 。 
L110 部 以上 を 取り まとめ て 申込 まれ る 場合 は , 予約 特価 の 1 割引 。 
_ 会 員 予 約 特価 の 払込 期日 。 10 月 10 日 まで 。 (発行 は 10 月 中 旬 の 予定 ) 
電気 工学 年 報 は , 電気 学会 調査 研究 委員 会 の 各 技術 委員 会 が 電気 工学 お よび 工業 の 全 
部 門 に お ける 進 歩 発達 の 状況 を 内 外 に わた り 調 査 編 集 し た も の で , 関係 各位 の 必須 の 文献 と し て 
広く 利用 され て お り ま す 。 こ こ に 昭和 35 年 版 以降 の 状況 を 集録 し , 36 年 版 を 発行 する こと と い 
放 民 まじ た 。 
製品 紹介 欄 。 は , 理 本 の 工業 が 生ん だ 製品 を 広く 紹介 し , 内 容 の 周知 を 図り , 需 用 の 
便 に 供する 目的 を 以 て 27 年 版 よ りこ れ を 設け た も の で , わが 国 製 造 業 界 の 最新 の 製品 を 知り う 
る 好 個 の 資料 と し て 好評 を 博 し て いる も の で あり ます 。36 年 版 も , 本 邦 の 代表 的 メー カ 数 十 社 


の 製品 を 約 300 ペー ジ に わた り 紹 介 , 本 文 と 表裏 一 体 と な っ て 本 年 報 の 内 容 を 一 層 豊 富 に し て お 
り に 


廉価 提供 本 年 報 は , 本 文 400 ペー ジ , 
本 で あり ます が , と くに 広く 普及 する 目的 で 会 員 予 約 特価 400 円 の 廉価 と し まし た 。 


製品 紹介 300 ペー ジ , 上 質 紙 使用 の 上 製 


一 内 容 目 次 裏面 参照 一 
er Ti LE TTT TTTTTTITTOED VSTTTT TTD TT TTT CTI ROTI 
齋 記 原生 代 還 | 区 有楽 』 困 有 の 3 
発行 所 電 気 学会 
振 - 替 口座 東京 3168 


Kt 
| 


1 教育 お よび 研究 


教 - 育 2 研 玩 3 村 剛 人 さき " 特 放 


} 2 電気 皇 物 品 理 


放 1 応用 数 学 2 物性 3 放電 4 プラ 
ズ マ ッ 、 5、 音 、 加 


Dk 


2 電気 計器 3 


| 1 単位 お よび 標準 i 
4 電気 磁気 測定 5 電 


お よび 計器 用 変成 器 
応用 計測 


- 科 4 電 子 回 路 


1 正 芝 波 回 路 。 2 パル ス 回 路 3。 そ を その他 の 回 路 
電子 回 路 部 品 


" 5 電 和子 装 置 


1 電子 管材 料 2 真空 技術 3 放電 管 
放さ た 送 情 典 「 ご 5 "受信 管 っ 6 マイ クロ 疲 管 
7 光電 管 お よび 電子 増 倍 管 8 電子 線 管 
」 9 電子 顕微 鏡 10 X 線 管 11 粒子 加速 装置 
2 トン ジス タス 13 半導体 素子 14 パパ ラメ 
トリ ッ ク 増 幅 器 


6 電 気 機 器 


2 誘導 機 3 交流 整流 子 機 

4 直流 機 5 水銀 整流 器 ・ 接 触 変 流 機 ・ 電 力 用 半 
導体 整流 器 6 変圧 器 7 電力 用 コン デン サ 
18 し ゃ 断 器 ・ 開 閉 器 ・ ヒ ュー ズ 9 避雷 器 

10 磁気 増幅 器 11 配電 般 ・ 制 御 装 軒 


7 電 カカ 
2 電力 系 統 3 水力 発電 

5 特殊 発電 (風力 ・ 地 熱 ・ 潮 力 ) 

架空 送電 8 地 中 送 電 9 配 電 

用 用 通信 11 給 電 

- 8 電 灯 照 明 


1 販 明 の 基礎 2 光 源 3 双 明 中 具 
4 照明 施設 


1 同期 機 


4 火 
6 変電 


9 電 気 鉄道 


1 電気 鉄道 一 般 2 電鉄 用 変電 所 3 電車 線路 
4 電気 車 5 信 号 6 鉄道 通信 
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4 有機 材料 5 電気 材料 試験 法 
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1 裸 電線 
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ケー プル 
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4 電 失 化 学 5 電解 冶金 6 表面 処理 だ お よび 
防食 7 電解 用 直流 電源 8 誘電 加熱 

9 誘導 加熱 10 アーク 加 葵 11 抵抗 加熱 
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1 電力 応用 2 一 般 電気 応用 
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自動 制御 理論 。 2 制御 技術 の 傾向 
オー トメ ーション の 実際 面 4 変換 器 
アナ ログ ・ デ ィ ジ タル 変換 器 6 増幅 装置 
制御 用 演算 装置 8 プロ セス 制御 装置 
サー ボ 用 機器 10 遠隔 油 定 お よび 制御 
1 電子 計算 機 。 12 アナ ログ 計 借 機 


16 原 子 カ 
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1 原 子 力 平和 利用 活動 。 2 原子 枝 3 原子 炉 工 
学 4 原子 動力 5 原子 力 機器 6 放射 線 計 
油 7 放射 線 お よび 放射 性 同位 元素 

製 品 紹 介 


電力 用 機器 。 産業 用 一 般 機器 原子力 お よび オー 
トメ ーション 機器 計測 機器 お ょ び 試 験 装置 
通信 機器 電 
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VOLCO 「 ス ー パ ー ス タビ ライザー」 


その 他 の 展示 会 の 御 案 内 を 申し 上 げ ま す 。 


場 所 圭 立 産業 会 館 ( 大 手 町 ) 
期 日 9 月 26 日 ( 火 虫 日 ) 


新年 号 で 御 約 束 申 し 上 げ ま し た 下記 新 製 品 を 上 記 の 通り 発表 展示 
いま が ク ー ボ ン き お おり 9 入場 券 を .9 月 15 日 まで に 御 請求 下さ い 。 


1 VOLCO スー パー スタ ビラ イザ ー 

この 製品 は 特殊 な 方 法 で 定 電 圧 、 定 位相 、 無 歪 の 基準 正弦 波 電圧 を 作り 、 こ の 基準 正弦 
波 と 出力 電圧 と の 差 を 高 出 力 増幅 器 に よっ て 、60dB の 帰還 を し た も の で あり ます 。 
応答 速度 100 マ イク ロ 秒 以下 (ミリ 秒 の 間違い で は あり ませ ん )、 安定 度 は ドリ フト を 含 
め て 10-3 , 無 歪 率 等 の 性 能 を も っ て お り ま す 。 こ の 種 の 超 高 級 電源 で 完全 静止 型 の も の は 
語 外 国 に も 、 ま だ その 例 の な いも の で あり ます 。100V, 50%, 200VA の も の が 展示 され 
まず る 


2 袖 器 メー カー 用 安定 化 DC 電源 パッ ク 
: 極め て 小型 の 全 ト ラン ジス ター 式 エク イッ プ メ ント 組 込 用 の 安定 化 DC 電源 パッ ク で 
す 。 6 一 8 一 10 一 12V /2.5A の も の が 展示 され ます 。 
性 能 は 、 ド リフ ト ・ 温 度 特 人 性 も 含め て 現在 最高 の 製品 で あり ます 。 光電 比 色 計 の 光源 電 
源 用 、 ト ラン ジス ター エク イッ プ メ ント 用 で 、 そ れ 等 の メー カー が その 回 路 を 社内 製作 さき 
れる より 須 か に 低 価格 で 供給 で きる 了 予定 で あり ます 。 高 感度 増幅 器 の 直流 点火 に も 好適 と 
NS 
; 3 定 電圧 変圧 器 i 
2 次 側 を 数 ボル ト か ら 数 千 ボ ルト まで の 任意 の 電圧 と 電流 の 複数 回 路 の 組合 せ に 製作 で 
きる 定 電 圧 変圧 器 で 、 容 量 は 、16、25、40、63、100、160V A 等 で あり ます 。 
これ ら の も の ・ ゝ ・ い くつ か の 例 を 展示 で きる 予定 で お り ま す 。 
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712 頁 人 電子 工学 , 通信 工学 専攻 者 は も ちろ ん , 工学 ・ 理 学 ・ 医 学 の 技術 者 な ら び に 学 
生 を 対象 と し て , エレ クト ロニ クス の 基礎 か ら 電 子 計算 機 , 工業 用 電子 装置 , 

医用 電子 装置 に わた り 最 新 の 成果 を 砲 り こん で 系 統 的 に 詳し く 解 説 し た 技術 必 
携 【 内 容 〕 1 編 気体 エレ クト ロニ クス の 基礎 2 編 電子 管 3 編 固体 ェ エ 
レク トロ ョ ロニ クス 4 編 電子 回 踏 5 編 電子 計測 お よび 制御 6 編 電子 計 
算 機 7 編 工業 用 電子 装置 (高周波, 超 音 波 , 放電 , 放射 線 用 , 半導体 応用 


自動 機械 用 , 照明 , 電熱 , 深 接 制御 , 電力 用 電子 装置 ) 8 編 医用 電子 装置 


統 線 構 米 一 郎 編 
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機関 係 の 技術 者 を 対象 と し て , エレ クト ロニ クス の 入 
門 , 解説 を 目的 と し て 著 わ され た . 初歩 的 な 知識 の 羅 
列 た 終る と と な く , 基礎 知識 と その 展開 , 応用 が 充分 
で きる よう 解説 . 太 A5 判 450 頁 価 1,350 円 〒90 
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ES 拓 こ 完 っ キ 吉 拉 こ る 一 , 
i (東京 工業 大 学 精密 工学 研究 所 ) 
‘ A 
| 米国 物理 学 協会 が 編集 し た Style Manual と 称す る 他 は な い . それ で 問題 解決 の 方 法 を , ①) 熱 筆者 と 
る 寄稿 の し お り に 類する パン フレ ッ ト を 入手 し た が , 読み や すい 論文 を 作る た め に 努力 し ょ うと 決心 じ で 9 


| その 中 に Preparation of a Scientific Paper と いう 
衣 章 が あり , 科学 論文 と し て 望ま し いよ い 論 文 を 作る 技 
| 術 が 具体 的 に 書か れ て いた . と れ に 興味 を 感じ て 当 研 
| 宛 所 の 談話 会 で 紹介 位 た だ と: でろ, 本 会 誌 で その よう な 
| 記事 を 是非 投稿 せよ と と いう と と に な っ た . 筆者 自身 約 

10 年 前 に 電気 学会 の 編集 理事 と し て , 学会 誌 論文 が 
放 読 まれ る よう に な る と と に 苦心 し , 寄稿 の し お 


5 り を 改 
訂 執 筆 し た と と も ある の で , 筆者 の 見 解 も 合わ せ て 投 
花 す る て と に し た 。 


1. 問題 の 所 在 
学会 誌 で の 論文 発表 が 会 員 大 衆 の 経済 的 負担 で 行 な 
用 われ て いな が ら , 多く の 会 員 に は 論文 が ほとん ど 読 ま 
8 れ な いと いう と と は , 数 十 年 来 の 問題 で ある の た, 大 し 
て 進歩 が 見 られ な いと と ろ に 問題 が ある と 考え る の . 
| っ まり , 問題 の 所 在 を 分 析 し て 公開 し , 多く の 人 が 族 
「 療 の 方 法 を 討議 し , それ を 実行 し て 再 検討 する な どの 
| 項 序 で , 次 第 に 進歩 する と い う 科 学 的 方 法 が 何故 採用 
「 できない の か と 思う 。 
RE CE 
rt 
| る が , 編集 者 が 片手 間 で 寿 仕 し て いる 限り それ に は 限 


を 械 但 定 る ため は 熟 生 の 許 力 を 期待 す 
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lim inaries. By JUN-ICHI SANEYOSHI, 
arch Lab. of Precision Machinery and 
yo Institute of 00 solr. 


I 


ER 


産 と 見 る べき 研究 結果 を な ぜ 公開 する の か と い 


nique for Preparaios Sf Papers i 。 


ら う と と , ②) 決心 し た ら そ れ が 実行 で きる よう な 便 
宜 が 得 ら れる と と , の 2 段 に 分 け て 考え る と と に し ま 
う 。 本 会 誌 の 論文 執筆 者 に は 立派 で 読み ゃ すい 論文 を 
書か れる ベテラン も 多い が , その 人 達 の よう な 長年 の 
修業 や 恵まれ た 才能 に よら な いで , 誰 で も 論文 書き が 
速く 上 達 で きる よう な 科学 的 方 法 は な いか 60 Es 
と の 筆者 の 趣意 で ある . 


t " 和 
et estrrvasomncooe 
“$0 


いさ か 説教 めい て 区 縮 だ が , 研究 結果 を 論文 に し 
て 雑誌 に 公開 し , 世界 中 の 誰 に で も 読め る よう に すず る 
est タス の 人 の 範 力 の 衣 条 を し で 人 。 2 
の 文化 を 高め , 多く の 人 が より 良い 生活 が で きる まう 
に し た いと いう 精神 の 産物 だ と 考え られ る 、 fc 和 
と うた わな いで も , 先 人 の や っ た と と を 誰 も が 利用 で 計 
きる の は , 入 類 的 規模 の 立派 な 協力 研究 で あっ て , 共 」 
力 の 結果 を と か く 秘伝 に し た が る 東洋 的 精神 と は 
する 行き 方 で ある . bi 
な か うっ た と と を 最初 に 発表 し た 著者 へ の 賞 護 と 感謝 
priority 蒲 重 と な り , 人 : 
に よっ て 本 人 が 栄 益 と さら に 研究 を 進め る 便宜 を 
な どの こと と は , むし ろ 結 果 と し て 考え る べき で , 7 そる 7 
らち が 発表 者 の 優先 的 動機 で ある と , 事態 が 混乱 3 
うた 思わ れる . 0 

現実 問題 と し て は , と の よう な 動機 は 研究 を 進 SC 
た め の 大 き な 原 動力 で あっ て 無視 する と と は で き な 
St 


Cl Ts 


Gk; 会 社 は 公開 きせ な い 権 利 を 持つ が , 
i ON < 
CEN HO HESTON 


a Ct 


益 と 。 秘密 に し て お く と と の 利益 と の パラ ンス など 考 だ 
て よ か る ろう. 国立 また は 公立 の 研究 機関 の 研究 者 は , 
原則 と し て 研究 結果 を 公開 し て , 間接 的 に 研究 費 一 切 
を 負担 する 納税 者 に 帰 選 する 義務 が ある 

いずれ に し て も 研究 発表 の 場合 , 相手 か まわ すず 発表 
し て は 能率 が 悪い か ら , 役に立て て くれ そう な 相手 を 
会 員 に 持つ 適当 な 学会 を 選定 し て 投稿 する の で ある 
また 適切 な 発表 が 終わ る まで は 研究 の 仕事 は 済ま な い 
の で あっ て , 結果 を まとめ も し な いで 死蔵 する と こと は 
研究 を 職業 と する 者 に は 許さ れ な い . 

そこ で 研究 発表 の 費用 も 研究 費 の 一 部 分 と いう 考え 
方 も 成り 立つ . 現に 各 研 究 機関 の 自己 負担 の 機関 誌 に 
論文 発表 する と こと も 盛ん に 行なわ れ て いる . し か し 論 
文 を 利用 する 読者 側 に と っ て は 機関 誌 が 無数 に 存在 す 
る こと は 不便 で や り 切 れ な い . 論文 数 が 激増 する の は 
世界 的 傾向 で ある が , 限ら れ た 数 の 有力 な 学会 雑誌 に 
信用 の で きる 読み 易い 論文 が 載っ て いる と と が 読者 と 
し て は 望ま し い . 研究 者 数 が 増し , 研究 費 が 増大 する 
の に , 発表 費用 だ け は 学会 員 個 人 の ポケ ッ ト マ ネー に 
依存 する 旧来 の 方 法 が 今後 も 成立 つか どう か , と これ は 
検討 を 要する 問題 で ある . 

会 員 が 論文 を 読む 場面 を 考え る と , 自分 の 専門 と 同 
じ 専 門 の 論文 は , どん な に 読み づら く て る も 無理 を し て 
る 読む と こと で あろ う 。 し か し 教養 と し て か な り 広 い 専 
有 有 門 分 野 の 勉強 を し た い 人 , 仕事 の 専門 範囲 の 広く な っ 
有 有 た 管理 者 ・ 指 導 者 , ある い は 独創 的 な 研究 を する た め 
放 に 専門 外 か ら ヒ ント を 拾い た い 人 な ど は , で きる だ け 
| 広い 専門 科 囲 の 多く の 論文 あな る べく 速く 《 一 応 理 解 し 
有 】 た ゆい の で あぁ ある. と の よう な 人 は 。, 興 味 の あ り そ う な 論文 
と 思っ て も , 必要 以上 に 難解 で 不 親 切な 論文 で あれ ば 
有 千 局 は 読め な いと と に な る . 折角 努力 し た 論文 が 多く 
語 の 人 に 読ん で も ら え な い の は , 社会 的 損失 で ある ば か 
放り で な る, 執 筑 者 当 人 の 意図 に も 反する は ず で ある . 
放さ で こ に 述べ た よう な 専門 外 の 論文 で も 理解 し た いと 
| いう 鐘 旬 は , 信 後 は ひし ろ 大 い に 彰 各 され る べき と と 
議 で 思う,。 専 門外 の と こと は 知ら ん で も よろ し い , 理解 で 
ない の は 色 だ と いう 思想 が か な り 習 いよ ょ うに 思わ 
計れ る が , その だ ため 専門 が ちがう と 放 合 いも で きず , 大 
| Scatmioiheis gy られ た 
“る | 面 で 至っ て 非 科 学 的 な 処理 を 行なっ て 失敗 し た り , 新 
いい | 気品 で 専門 外 の いわ ゆる つま ら な い 上 故障 に 悩ま され た 
| りす る 例 が 多い . また 新しい 技術 よ と いう も の は , 異な 
有る 恵 門 分 野 の 成果 の 組み 合わ せ が 予 想 外 の 大 き な 価 値 
本 半生 ん だ と いう 場合 が 多い が , わが 国 で は その よう な 
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着想 が 生ま れ な いで , 外国 の 新 技術 を 見 て 感心 し て 邊 
いか け ま わす 例 が 多い の も , と この 狭い 専門 家 根 性 に よ 
る も の と 考え る . 

し か し 論文 を 書く 場合 , 専門 外 の 読者 に 始め か ら 終 
り ま で 完全 に 理解 させ よう と か か っ て る も 無理 で ある . 
だ が 全部 を 理解 で き な く と も 大 すじ が わか り , その 研 
究 の 前 提 と 結果 と その 有効 な 範囲 な ど を 知れ ば 大 体 充 
分 な の で ある. し か し それ が 可能 で ある た め に に は, 午 
者 と 読者 と の 間 に 何 か 共通 な セン ス と いう べき も る の な が 
必要 で ある . と の 共通 な セン ス は 一 朝一 タダ に は 高め ら 
れる も の で は な い が , 大 体 に お いて 科学 的 セン ス と ww 
うと と で あぁ っ て , 見 掛け は 全く ちがっ た よう な 現象 で 
も 共通 な 法則 を 見 付け 出し それ に よっ て な る べく 簡 油 
に より 深く 理解 し た いと いう 科学 思想 に よっ て 磨 か れ 
た 知識 と 感覚 で ある . と これ を エン ジニ ア に 強調 し まう 
と いう の が engineering science の 教育 で あろ うぅ . 

論文 を 作る と き , 自分 の 仕事 を こ の セン ス で 見 次 
し , 特殊 な 専門 語 を 説明 抜 さ で 振り まわ すこ てこ と を や 


め , 序論 と 結論 と を 充分 注意 し て 書け ば , 専門 外 の 火 


に も 意外 に 理解 され る も の に な り , 思わ 上 ぬ 方 面 か ら 役 
に 立つ た と 喜ば れ た りす る も の で ある - 

数 ある 論文 の 中 に は , 自分 より えら い 人 に 分 っ て も 
ら え さえ すれ ば よい と いう 書き 方 らし い の も ある 。 し 
か し 研究 が 終わ っ た と き に は , それ が 価値 ある 研究 で 7 
あれ ば その 問題 に 関し て は 御 本 人 より よく 知っ て いる 
えら い 人 は 世界 中 に な い は ず で ある . また , 論文 どい 
う も の は その と き の 最 高 レ ベル の 仕事 を 後世 に 残す た 
め だ , 読み や すく 書く な ど に 苦労 する ひま が あっ た ら 
つき の 仕事 を やれ と いう 考え 方 も ある 、 そ れ も も っ と 
も で , 書く の に 凝り すぎ る の る も 程度 問題 で ある . し か 
し , 読ま れ や すい 論文 を 書い て 発表 の 目的 を 有効 に 果 
し な が ら , それ に 手間 ひま を な る べく か け な いた め 
の , 論文 作製 術 の 虎の巻 , ある い は それ を 進歩 させ る 
た め に 論文 作製 学 が あっ て も よさ そう で ある 、 そ の よ * 
うな 単行 本 も ある が , 厚手 の 本 で は それ を 勉強 する 代 
志 家 は 少な く な る . 


3. 論文 作り の ガイ ド 


どこ と の 学会 に も 寄稿 の し お り に 類 し た パン フラ レット 
が あり , 体裁 ・ 字 名 その 他 印 刷 事 務 の た め に 必要 な ど 
と は よく 書い て あっ て も , と ゝ で 問題 に し た 読ま れ ゃ " 
すい 論文 に する た め の ガ イド に つい て は 不 充 分 な よう 
に 思わ れる 。 か つて 電気 学会 の 編集 幹事 長 で あっ た と 
き , 寄稿 の し お り を 改訂 する の に アメ リカ 電気 学会 


x ge i 


i 


a 


ーー の 
局 な 8 


Ee I.E.E.) の “Information to Authors” を 調べ た 

半 肖 その 表紙 真 に REMEMBER READERS と 赤字 

で 大 きく 印刷 し て あっ た . と これ に 力 を 得 て 特 に 一 章 を 

加え , 読ま れ や すく する た め の ガ が ガイ ド を 書い た が , こと 

れ と て $ 編集 委 員 会 が 審議 し て 呉れ な いま ゝ に 委 い で 

: 思 刷 必 で 2 まっ た の で 不 十分 で あう っ うた. 

“ 今年 入手 し た American Institute of Physics (AIP) 
の Style Manual 1959 版 は , AIP で 集中 的 に 編集 発 
行 し て いる 12 種 の 物理 学 関係 加盟 学会 誌 の た め の 共 
通 の 寄稿 の し お り で あっ て , 初版 は 1951 年 , 改訂 の 
た め に 委員 会 を 設け て 第 2 版 を 出し た と ある . 約 50 
ペー ジ の うち 編集 事務 や 印刷 技術 に 関係 し た と と が 大 
部 分 で , アメ リカ 式 に 能率 良く さば く た め に 周到 を 李 

| の め て いる が , それ より も 第 1 章 ( 約 6 ペ ー ジ ) が と の 
筆者 の 待望 し た も の で あっ た . それ を 全訳 し て お 目 に 
か け よ うと も 考え た が , 工学 と 物理 学 と の 相違 も ある 

し , また 本 会 誌 編集 に 責任 ある 立場 に ある わけ で る も な 

い の で , 以下 に その 要旨 を 御 紹介 する と と に し た . 


や 


LY 


笠 科学 論文 の 作り 方 
執筆 前 の 準備 


(1) 問題 の 分 析 書く 前 に つぎ の と と を 考え よ . 


(a) 自分 は と の 論文 で どん な information を 伝 _ 


放 えた い の か . (Cb) どん な 読者 グル ー プ の た め に K 書 
1 く の か . (c) その 人 達 に は どん な 予備 知識 が ある 
, か . (d)a の information を b の 読者 に 伝え る の 
| に, 材料 を どん な 順序 に な ら べ た ら 最 も 論理 的 か . 
r (2) 執筆 の 案内 と な る 詳細 な アウ トラ イン を 作る 
有 】 とれ に は 強調 し た いと と を よく 反映 させ る . 始め に 


】】 は で きる だ け 多 く の 小 項目 まで 挙げ て お いて , あと _ 


で 謝 合 ・ 削 除 す る の が よい . 書き 始め れ ば か な り の 

REE ER TAA EN Ef 

放 ぁゃ と と は や ゃ は り 有 効 で ある . 

| (3) 表 と 図 の 準備 。 ある と と を 表現 する の 
_ 表 ・ 図 ・ 写 真 ・ "文章 の どれ に よる の が 最も 台 切 か を 

> 考え よ . | 

| (4) Sit ama think 。 と れ まで の 自陣 で , 可能 な 

有 やり 方 を いく つも 比較 対 了 し て よく 考え ょ よ ・ 


1 
LN 


Ni でかく し, に 間 を 科 け て 導 な た 


計 き 出し は 。 を の 褒 六 に 対す る 時 の 還 
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"C23 う 生 必要 以外 の て と は 害 い て な いか 計 
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ある . 
(1) 序論 の 中 で な る べく 早く 正確 な 主題 1 (precise 
subject) を 朋 ら か に せよ . その 前 に 歴史 的 展望 ・ 用 7 


うか ら , その 長 さ は 適当 に 判断 すれ ば よい が , 圭 題 | 
を 理解 させ る に 充分 な 最少 限 に 止め る . 0 
(2) その 論文 で 扱う 事柄 の 範囲 を 示せ . 問題 の どの 
よう な 面 で ある か , 取扱 っ た パラ メタ の 艇 囲 ) ま % 
実験 的 か 理論 的 か な ど を . 0 
(3) 論文 の 目的 (purpose) を 述べ よ " 似 た よう な 
問題 を 扱っ た 他 の 論文 と どこ と が ちがう の か 。 お ま ぞ 
まとも な 科学 論文 な ら , そ うい う ね ら い は は っ きり 
し て いる は ず . 本 論 に 入る 前 に 論 倫 文 の point of 
view と emphasis を 明らか に し , 読者 が 論 a | 
待 す べき も の を 誤 ら な いよ うに する . ui 
(4) 論文 の 構成 示せ. 短い 論文 な ら 不 要 だ が , 長 
い 場 合 に は , 読者 の 期待 する 情報 が どの 辺 に あ 
が わか る た め に , 序論 の 最後 に 簡単 に 示し て 
a 序 言 に 付加 すべ き と と は , 
論文 に よっ て ちがう . また 最近 の 傾向 で は 序論 
a り に 結論 また は 勧告 (報告 書 に 類する 
合 ) を 簡単 に 付け て お く . も ちろ ん 論文 の 終わ り 
れ を あら た め て 正確 に 書く ・ ‘0 
論文 の 主体 江村 
主体 (main body, 本 論 ) は , それ が あ 4 て ee 


(1) と の 主体 は 完全 か . 自分 の 言い た い m 
を 伝達 する の に 必要 な information の すべ - 
で いる か . 


(3) 最も 重要 な idea を 適正 に 強調 し , それ ( 
な いと と は 適当 と 扱っ て ある か . 4 
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方 叶 最 上 良 か き その デザ イシ は どうか. 
(7) 書い て ある 事実 は 結論 を 支持 する の に 
付録 _ 
人 所 で まわ す の は 。 Ca) 論文 を 完全 に す 
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I es 
。 乱 す よ うな 事項 , (b) その 道 の 専 門 家 に は 必要 だ が , 
0 
終末 部 
科学 論文 の concluding paragraph (s) の 役割 は , 
a) 総括 ,。 (b) 結論 , (c) 勧告 , (d) graceful 
termination で あぁ ある. と この うち の どれ か ーー つ , ある い 
Rt 
1) 総括 Se re 
出せ な いか ら 総 括 が 主 で あっ て よい . 総括 の 場合 
ーー 
論調 する と と , i) 主体 に 書い て な いと と を と の 
で 始め て 出し て は いけ な い . アブ スト ラク ト と ち 


裕 測 と れ は “本 文中 に 出さ れ た 証拠 に 基 づ 
いて 到達 し た 確信 ” と 定義 され る . 結論 を 書い た ら つ 
\- と と を 確か め る . り 証拠 に 基づか な い 見 解 や 推 


で は 書か な いと と が 多い . 注意 すべ き と と は 結論 
a 

人 

¢ raceful termination (と これ は 訳語 も な く , 


倫 文 の し めく ゝ り と し て 読者 に あい さ つ を する よ 
と で ある らし い .) と れ の 書き方 は 個々 の 論文 
うか ら 一 般 的 な 規則 は きめ られ な い が , と ゝ で 
し て お くべ さき 情報 や , 基礎 固め し て な い 結 論 を 


i it 費用 に つい て の 席 


いい 箇 る は 舌 て 休 明 な の が よい と いう 
の 論文 の 内 容 を 限定 し て 他 論 文 と ちがう と 
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1 
a 


a ンド < 
sO 

NS, 
一 般 的 基本 ルー ル _ 


科学 的 情報 の 媒体 と な る 文章 は , 単 
複雑 な 曲り 


(1) 平 明 に 
純 な 平 叙 文 ま た は それ に 近い も の が よい . 
くね っ だ た 文体 は 避け る と と. 

(2) 簡潔 に ば ぱく 然 と し た 不明 確 な 表現 は 避け 。, 
素材 の 許す 限り 定量 的 に 書く . idle word が な く , す 
べ て の 語 が それ ぞ れ 役割 を 持つ よう に . 

(3) 完全 に 読者 は 著者 と 同じ だ け の 予備 知識 を 
持っ て いる は ず は な い . 著者 に と っ て は 完全 に 連続 的 
な スト ー リ で あっ て も, 読者 は 重大 な 非 連 続 や 非 論理 


的 な つなが り を 見 出す も の で ある と と に 注意 。 し か し _ 


読者 に と っ て 必要 で な いと 判断 され る と と を 省く と と 
も 重要 . 

(4) Symbols 論文 中 の 記号 は 明らか に 標準 的 な 
も の 以外 は すべ て 定義 し , 一 貫 し て 使う と と . 

(5) 要する に 執筆 中 常に 読者 の 立場 に な っ て 見 
る こと と を 心掛け る . 

最後 に , 第 1 稿 の 完成 後 数 日 間 寝 か や か せ て お いて , 注 
意 深く 読み 直し , 前 記 の 諸事 項 と 照 し 合わ せ て 再 検討 
する . し か し それ ら を 守れ な い 場 合 確か な 理由 が あれ 
ば 差し つかえ ない. その あぁ あぁ と で , 
(自分 より その 問題 に つい て ェ キ スパ ー ト でない ん) 


読み や すさ を 批判 し な が ら 読 ん で も ら う . 

さら に 覚え て お く 価 値 の ある と と は , 科学 論文 の 大 
部 分 の 読者 は , 論文 の 方 法 や 結果 の 大 体 の idea を すず 
くい 取る も の で , か れ ら は 梗概 と 序 言 を 読み , 表 と 図 
を ゃ サラ ッ と 見 て , 終末 部 を 読む と いう と と で ある . そ 
の 目的 は , 将来 その 論文 を 熟読 する 必要 が ある か , 自 
分 の 研究 発表 に 参照 すべ さき も の か どう か を 早く 知る と 
と で ,、 そ の と と は 合理 的 で ある 。 だ か ら それ に 適 す よ 
う , 図 や 表 は その 順 と 注解 と 合わ せ て 見 れ ば 大 体 了 解 
で きる よう , また そこ と に ある 記号 な ど は 本 文中 を 探し 
まわ る 苦労 を し な いで すむ よう に 注意 すべ き で ある . 


アプ スト ラク ト 


論文 に 付属 する アブ スト ラク ト は , 論文 中 の 主要 な 
事実 と 結論 を 総括 し , 重点 の お き 方 も 代表 すべ きも の _ 
で ある . あと で アブ スト ラク ト 雑 誌 に 切 放 され て 掲載 こ 
され る も の だ か ら , それ 自体 どけ で 本 文 を 見 な いで も 
了解 可能 で あり , 完結 し た も の で ある べき で ある . 読 
寺 は その 問題 に じ つ い て ある 種 度 の 知識 は ある が , その 


i Or t 
大 の 衣 地 失 を 探す 他 は な い 。 


1 人 か 2 人 の 同僚 


】 論文 特有 の treatment は 知ら な いと 見 な し て 書く . 

還 訂 デプス トラ クト の 内 容 に つい て は , 

(1 うそ の 始め に , 論文 で 扱っ た subject と 論文 の 目 
的 を 示せ . 

て 2) 取扱 い の 方 法 を , 包括 的 ・ 徹 底 的 ・ 予 備 的 ・ 実 
験 的 ・ 理 論 的 な どの 言葉 で 示せ . 

て (3) 新 ら し く 観 測 さ れ た 事実 , 実験 的 あみ るい は 理論 
的 の 発見 , 結論 その 他 特 徴 的 な こと と を 総括 する .。 そ 
し て で きる だ け 量 的 た 表現 する . た と えば ぐ 断 面積 

が 測定 され た ” より も “断面 積 は 6.25+0.02 cm? 
で あっ た ” が よい . 

(4) スペ ー ス が 許せ ば , 論文 中 の 新しい 量 的 の デー 
タ を 示せ . 
| (5) 論文 中 の 新しい 実 険 デー タ を 得 た 方 法 を 示せ 

| 方 法 も 新 し け れ ば , その 基礎 原理 ・ ・ 動 作 箇 囲 ・ ・ 得 ら 
放 。 れ た 精度 な ども . 
) く 6) 表 ・ 図 ・ 予 備 的 事項 ・ 記 述 的 な 細部 ・ 例 ・ 番 号 
付 の 式 ・ 脚 注 は アブ スト ラク ト に は 含ま せな い . 
| (7) 論文 が 系 列 も の で あれ ば , 関係 ある 前 の 論文 を 
示す -. 
8) パラグラフ の 数 は 少な い の が よい 。 な る べく ーー 
0 パラ グラ フ に する. 
9 読者 は , ア ブス トラ クト に よっ て 本 体 を 読む か 
| 読ま な いか を 決定 し , ある い は アブ スト ラク ト を 本 
a だ か ら ア ブス トラ クト の 執筆 に 
は 本 文 と 同等 の 注意 を 払う 価値 が ある . 
0) 蜂 語 は 。 そ の 方 面 の 専門 家 に 売 分 よく 知ら れ た 

| も の 以外 は , 最初 に 使う と き 分 る よう に し て お く . 

| G1) 本 文 の 中 と ある 章 ・ 図 ・ 表 を 番号 だ け で 参照 し 

月 て は いけ な い . (あと で 独立 し て 印刷 され る か ら ) 
a アブ スト ラク ト の 長 さ は , 本 論文 の 4 一 6 必 が 

CC. と の 割合 は 短 か い 論文 で は 大 きく , 長い 論文 

スス 


a i 


- ンー ニン を 起こ と す SE EA 


9 月 号 。 世論 調査 の 結果 に つい て 


CRE gaent eis 
| 和 t 本 から 本 会 計 の 論文 が 好 解 で の る と の 意見 が 自 か れ て お り , 4 
っ と れ が は っ きり 統計 の 上 に あら われ て 参り まし た の で , 編集 室 で は これ に 対し 読ま れ 易 い 論 文 を 書く た め 
と ゝ に あげ る も の は その 第 1 号 で , 以下 下記 の 順序 で 掲載 する 
定 で あり ます . と れ に 対し 会 員 嗜 兄 の 釘 意 見 を 編集 室 あ て 往 放 的 に 休 投 稿 願い た いと 存じ ます 
Rr 8 月 号 。 論文 の 書き 方 の 技術 と 前 提 


Rr 編集 長 の と と ば , 寄稿 の し お り 
1 月 号 読ま れ 易 い 論文 を 書く た め に 


aaananaatastsasteattatntoanataasttaatessatattannntantaninntaassttantattteteinnnanaerittnn 編 集 密 0 
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(13) アブ スト ラク ト の 第 1 稿 は ;, それ が 短く て も 長 
く て も , 余計 な 旬 ゃ 語 が ある どう か を 考え て , 箇 江 
に する 努力 を する . 本 寺 

英 お 8 デア ブス トラ タウ ト を も 本 で 人 司 必 る 同 父 に 見 て も 
らい , 完全 さ , 強調 の 適正 さ 客観 性 の 観点 か ら 批判 
を 受け て 改善 する . 放 洋 


PP 松 に の 入 6 


以上 で 紹介 を 終わ る が , と れ だ け で も 読ん で 邊 cy 
て て 下さ る 会 員 は 少な く な いと と と 思う . し か し と れれ 
は AIP が 加盟 物理 関係 諸 学会 の 会 員 の た め k に 作っ 
て 配布 し た も の で , 本 会 用 で は な いか ら 本 会 の “寄稿 
の し お り ” と 両立 し な いと と ろ は 後者 に し た が っ て い 
た だ きた い 。 また 論文 と いう も の は 一 つっ つ ち が う 3 も 
の 4c 
・ だ か ら ガ イド は どこ と まで る も 参考 資料 で ある 5 ら 5 か 

Pp 
うな も の が あっ た ほう が 有難 い . そし て それ が 次 第 に 
改良 され 進歩 し て いく の が 科学 的 で ある と 言い た い . 2 
本 会 編集 陣 に お 願い し た い の は , 本 会 の 現状 に 適し 
た 親切 で 要領 の よい ガイ ド を 作る と と , そし て 諭 叉 
書き た い 会 員 は いつ で も すぐ それ を 入手 で きる よう 
周知 サー ビス を 工夫 じ て で てい た だ さだ いい 
ある . また 論文 を 書く 会 員 に は , 論文 書き は 研究 
部 分 の 仕事 と し て 相当 の 労力 を 費やす べ き も の - 
り , また それ だ け の 効果 が ある と いう 筆者 の 意見 
し て 討論 を お 願い する . 最後 に 本 稿 その も の が 充 
みや すく また 論理 的 た 書け た と は 筆者 自身 思っ て いな 
い が , 論文 で は な いか ら お 放し 習い た いと 特に 0 
えさ 3 
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1160 青柳 鍵 次 , 宮脇 一 男 , 曽 玉 部 秀一 , 和田 定 春 : 時 分 割 同時 送受 話 の 一 方 式 


論 文 ・ 資 料 
UDC 621.396.2 : 621.396.61 : 621.396.62 
時 分 割 同時 送 愛 話 の 一 方 式 


正 員 青柳 人 慣 次 正 員 宮脇 一 男 正 員 
(大 阪 大学 工 学部 ) 


曽我 部 秀一 正 員 和田 定 春 


要約 送受 に 同じ 搬送 周波 数 の 断続 FM 波 を 用 いて 時 分 割 的 に 交信 す る 時 分 割 同 時 送受 話 の 一 方 式 に つい て で, 理論 
2 的 ・ 実 験 的 に 検討 し た 結果 に つい て 述べ て ある . その お も な 特徴 は , (j) 音声 に よる 変調 を FM に し , (⑬) 受信 側 で 到 
i 来 断 続 波 を 標本 化し て 受信 し , (iii) 変形 比率 検波 器 で 復調 する こと で ある . (⑤⑪① に よっ て , i naa 
く て も 同期 が と れる の で 装置 が 簡単 に な る と と も に 占有 帯 城 幅 の 増大 が 防げ , (1D に よっ て , 占有 帯域 幅 を 最小 に す 


1. 序 言 


送 話 と 受話 が 同時 に 行なえ る と と は , 通話 品質 が 上 良 
好 な どこ と と と も に , 情報 の 交換 を 円 滑 に する た め の 重 
要 な 因子 で ある 。 緊急 通信 で は と くに そう で ある . 
送信 周波 数 と 受信 周波 数 を 別に すれ ば 同時 送受 話 で 

| きる の は 当然 で , これ を 周波 数 分 割方 式 の 同時 送受 話 
と 呼ぶ . これ と 対照 的 な の は , 送受 に 同じ 搬送 周波 数 
議 請 を 用 いて 時 間 的 に 交互 に 同時 送受 話す る 方 式 で , と れ 
放 を 時 分 割方 式 の 同時 送受 話 と 呼ぶ こと と に する . 

還 主 議 語 プレ スト ー ク 方 式 や VODAS 方 式 は , 時 分 割 的 に 
語 語 交信 する 方 式 で は あぁ る が , 同時 送受 話 は で き な い . 一 

| 用 , 発射 電波 が 断続 され る PXM-AM 方 式 は , 自 局 

tj 


衣 来 す る よう に 両 局 電波 の 断続 の 周期 ・ 幅 ・ 位 相 を 調整 
請 する こと に ょ っ て , 時 分 割 同時 送受 話 の 可能 性 を も つ 
が 占有 帯域 幅 と 同期 の 点 で 実用 性 が 少な い 、 

放 箋 者 ら は , 標本 化 受信 と 呼ぶ 受信 法 を 採用 する と と 
有 に よっ て 占有 帯 城 幅 の 増大 を 防ぐ (周波 数 分 割方 式 と 
議 講和 和 の 抽 よ と た たと) と と 6 に 衝 お RC。 
次 刻 じ で よる 変調 を FM に する と と に よっ て 同期 信号 
を 必要 と し な いよ うな 時 分 割 同時 送受 話 の 一 方 式 ( 断 
i FM 標本 化 受信 時 分 割 同時 送受 話 方 式 と 呼び , 以 


| +*A Time-divided, Simultaneously Transmitting 
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よう な 了 断続 FM 波 を 発射 し て も 局 間 距離 に 無関係 に 常に 同時 送受 話 が 可能 に な る と と も に 雑音 が 減じ て SIN i - 
り , (Gi) に よっ て , S/N が 高まる と と も に 無 信 号 時 の 雑音 が 抑圧 され て スケ ル チ 回 路 が 不要 に な る . 


と と に , 本 方 式 の 原理 お よび 特徴 , 回 線 の 構成 , 試 
作 装 置 お よび 実験 結果 の 概要 に つい て 述べ る . 


2. 本 方 式 の 原理 と 回 線 の 構成 


一 方 の 局 を 主 局 と 呼び , 他方 を 従 局 と 呼ぶ . 

主 局 で は , 周知 の 標本 化 定理 に よっ て 定まる 標本 化 
周波 数 を くり 返し 周波 数 夏 と する 適当 な 衝撃 比 r。 
の パル ス (送信 機制 御 パ ルス : TCP) を 送信 機 に 加 
え , 音声 に よっ て FM され た FM 波 を 断続 し て , 
断続 FM 波 FM 波 ) を 発 敵 す る .IFM 波 の 包絡 
線 波形 は 音声 波形 に 無関係 に 一 定 で ある か ら , 従 局 の 
受信 機 に AM 復調 器 を つけ て お け ば , その 出力 と し 
て , 主 局 の TCP に 同期 し た パル ス 列 が 得 ら れる ・ 従 
局 で は , この パル ス 列 を 同期 パル ス (SP) と し て , 
と れ に 同期 し た TCP を 発生 し て , 主 局 と 同様 に IFM 
波 を 発射 する 、 と こう すれ ば 特別 な 同期 信号 を そう 入 し 
な く て 済む 、 主 局 に は SP し た が っ て AM 復調 器 は 
不要 で ある 、 な お , 両 局 と も 自 局 の 強い 電波 に よる 障 
害 を 除く た め に , TCP と 逆 位 相 の パル ス (受信 機制 
御 パ ルス : RCP) を 受信 機 の 高周波 段 に 加え る ・ 以上 
の よう に し , か つ , 両 局 で 到来 波 と 発射 波 が 時 間 的 に 
宣 な ら な いよ うに , 山 局 の TCP の ヶ r。 と 従 局 の それ 
の 位相 と を 調整 すれ ば , 原理 的 に は 同時 送受 話 が 可能 
で ある が , 両 電 波 が 全然 軍 な ちら な いよ うに する に は 
re。 を か な り 小 さく せ ね ば な ら ず , と これ で は 占有 系 幅 
BB が 大 きく な っ て 非 実用 的 で ある 、( 次 節 参 照 ) 

と とこ と ろ で, 到来 波 を 全 期 間 に わ た っ て 利用 し な く で て 
も , その 1 部 分 を 周期 的 に 抽出 し て も 受信 は で きる . 
そこ で, SP に 同期 し た 小さ い 衝 撃 比 r。 の パル ス ( 受 
信 標 本 化 パ ルス ・: RSP) を 受信 機 (の リミッタ 段 ) に 
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ュー と うす れ ば , 到来 波 だ け 
が 存在 する 期間 が 受信 に 必要 な 最短 時 間 7 以上 あ 
りさ えす れ ば , 両 電波 が 部 分 的 に 重なっ て いて も 同時 
送受 話 で き , 次 節 で 述べ る よう に , 選 が 最小 と な る 
re。 王 1/2 を 採用 し て も よい と と に な る . 

と の 到来 波 を 抽出 し て 受信 する と と を 標本 化 受信 と 
呼び ,' で れ が 本 方 式 の 特色 で , と れ に よっ て 始め て 時 
分 割 同時 送受 話 が 実用 的 に な る . な お ,. と の 標本 化 受 
信 に は , 雑音 を 減じ て S/N を 高め る 効果 も ある . 標 
本 化し な いと 両 電波 と も 存在 し な い 期 間 の 全 雑 音 が 出 
力 に 現われ る が , 標本 化す る と と の 期間 の 外来 雑音 と 
- 大 部 分 の 内 部 雑音 は 出力 に 現われ な い , か ら で あ る 
同様 な 理由 に よっ て , 無 入 力 時 の 雑音 る 減少 する . 
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i 
、 
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Es 。、 図 1 端 局 装 置 プ ロッ ク 線 図 


Fig. 1—Block diagram of both station. 
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| の 波形 と 位相 関係 ~~ 
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が 3 8 従 局 の 各 Fig. 2—Waveforms and phase relations. 
ルス は 局 間 距 離 の に 応じ て 位相 を 調整 する 必要 が 
。 パ ルス 波 を 連 純 的 に 円 滑 に 移 相 する の は 困難 
ES ria et か ら 移 相 
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すれ ば , 両 局 と も 同じ パル ス 発 生 喘 が 使え , 互換 任 が 7 
多く な る . 監視 用 オシ ロ は 各種 パル ス の 波形 や 位相 関 | 
係 を 監視 する た め の 多 現象 オシ ロ で ある が , 固定 局 間 
の 通話 の 場合 の ょ うに 再 調整 の 必要 が な けれ ぼ ぽ 備 名 な 
く て も よい . 有無 線 接続 装置 は 本 無線 回 線 と 通常 
話 回 線 と を 接続 し て 有無 線 混合 系 で 同時 送受 話 で ミ 
よう に する た め の 装 置 で ある . 宏 中 線 は RCP 
に より ,・ 送 受 共 用 で も よい . 


3. 若干 の 理論 的 考察 


3.1 IFM 波 の 占有 帯域 幅 万 bt 

IFM 波 は 連続 FM 波 (CFM 波 ) を く り 返 し 周 4 

数 た , 衝撃 比 7 で 断続 し た も の また は 断続 搬送 流砂 
FM し た も の と 考え られ る か ら , 簡単 な 計算 に よっ & 
B=2 Mf,+ By ツ 

が 得 ら れる . と ここ と に, Brum は CFM 波 の 占有 可 域 | 
で あり , M は 断続 搬送 波 の 無視 で き な い 個 
次 数 を 表わす . M は ヶ ァ の 関数 で , r=1/2 の と 
で , ァ z が 0 また は 1 に 近い ほど 大 に な る ・ 第 學 
波 の 振幅 は sinrzm ヶ (mz) で ある が , sin 1mz 
ー(Dm れ xsin7m を が 成り 立つ か や ら で あ る . 
3.2 発射 波 と 到来 波 が 重 な ろ な いた め の 条 件 

両 局 間 の 伝 ば ん 時 間 を 7», 従 局 に お ける 到 炒 

波頭 と 発射 波 の それ と の 間 の 時 間 遅 れ を 7g と し 
は 0 か ら 7, まで 連続 的 に 任意 に 変え られ る 
従 局 に お いて 両 電波 が 重 な ら な いた め の 条 人 

et MI 0 EE ) 

で あり , A CME SEDO 
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3.3 Se Ee 
つき \ の 3 っ の 仮定 を お く . ① 発射 波 の 
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ーー 


| 到来 波 の それ zr, は と も に TCP の 衝撃 比 r。 に 等 し 
いい ( 伝 ば ん 中 の 波形 ひずみ は 無視 で きる ). ) 到来 
| 波 の 前 後 緑 と も 。 の 期間 に は 受信 で き な い (と の 部 
| siaT st, 振幅 ゃ 位相 が 変動 する の で , 雑音 や 
ひずみ が 多く な り , また , 不安 定 で ある ). G 凡 ) 各種 
ルス の 位相 は 0° か ら 360° まで 連続 的 に 任意 に 調 
整 で きる . ; 

有 | まず , 少な く と も 次 式 が 成り 立た ね ば な ら な い . 
mT (5) 
Rr: 従 局 に お いて 同時 送受 話 で きる た め に は 
RY EC ET GC EE EC 
り 立 た ね ば な ら ず , また , 主 局 に お いて 同時 送受 
話 きる た め に は 次 式 が 成り 立た ね ば な ら な い . 
te: 2 Tt TAT,- EN (7), 


2 TT > T+ T+ の ; 

と か か わら ず 常 に 同時 送受 話 で きる た め に は 
』 両 式 を 満足 する 了 ょ の 最大 値 が 6), の 。 両 
する 了 。 の 最小 値 より 小さく な いと と が 故 
すなわち , 次 式 が 成り 立た ね ば ぱ ば ならない. 
(T+ (8) 
⑤,⑧ 耐 式 か やら 

A CTL ET (9) 
WET re の 許容 最大 値 rcw は 
= (3 Ta +A TI/(4 Ta+4 T,) (0) 

; と れ か ら 還 ら か な ょ うに mp や 7。 に か か 
= rcm>1/2 で ある . 

3 か ら , 標本 化 受信 を 行なう 場合 に は , 党 
1/2 2 i と っ て 選 を 最小 し に する と と が で きる . 


4. 試作 喘 局 装置 の 概要 


験 的 に 検討 する た め 端 局 装置 を 試作 し た 設計 上 
し た の は つき の 3 点 で ある . ① 通話 品質 を 害し 
*) で きる だ け 万 を 小さ くす る . Gi) 動作 信 
な い 範 囲 で , で きる だ け 簡 易 (経済 的 ) に 
移動 通信 に も 使え る よう に , 調整 範 時 に 


fu (最大 周波 数 偏 移 ) に 依存 する の で , 
) 決 定 は 宣 要 で ある ・ ます 2 
き M は 5 と な る か ら , 通常 の よう に た = 

で は BB が 大 きく な る の で , 7=5kc と 
幅 B。 は た /2 以下 で な けれ ば な ら な 
ョ 三 2.2kc と し た 周知 の よう に , 低 雑音 


; 0 


青柳 和 次 , 人 RA, «me: es 計 送 
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A nT lg, LR a 


LC 
A 


: 0 
の 場合 の FM の S/N 改 震 度 は J I “1 


B。 が 等 し けれ ば 改善 度 も 同じ で ある か ら , fu=10 _ 
kc と し た . し た が っ て , Brm=20ke で ある 。 

以上 た に よっ て BD 半 70kc と な る が , 200Mc 以上 の 
周波 数 拉 に お ける 単 通話 路 3 波 の 許容 帯域 幅 は 40 
kc で あぁ る か らい の , 本 方 式 の は 周波 数 分 割方 式 の 全 
帯域 幅 よ り も る むし ろ 小 さい ただ, 選 。 が 小さ いと と 
に よっ て 通話 品質 が 若干 低下 する が , 実用 上 差し つか 
えな い . 

以下 , 装置 の 構成 と 性 能 の 概要 に つい て 人 述べ る ・ 

4.1 送信 機 お よび 受信 機 

送信 機 は 通常 の FM 送信 機 と 同様 で ある . 変調 器 
の 次 段 の 緩衝 増幅 器 に TCP を 加え た . B。 を 2.2kc 
に する た め の LPF は , あま り 鋭 いし ゃ 断 特性 を 要 し 
な い の で , CR の 了 形 HPF を 帰還 路 に も つ 通 常 の 
増 ろ 波 器 を 用 いた . 

受信 機 も 通常 の FM 受信 機 と 大 差 な い . 初段 管 の 
格子 に RCP を 加え , 第 1 り リミッタ に K RSP を 加 た 
た ・ 人 簡単 の た め に , AM 復調 器 を つけ な いで , 第 2 
リミッタ の 格子 に 発生 する パル ス 状 電圧 を SP と し 
た ・AF 段 に は LPF の 他 に ホー ルド 回 路 を 付加 する 
と と が 望ま し い が , 筆者 ちら は , 周波 数 弁別 と ホー ルド 
の 両 作 用 を 兼備 し た 変形 比率 検波 器 と 呼ぶ 回 鷺 を 用 い 


た ・LPF は 標本 化 雑 音 を 充分 に 除去 で き ね ば な ら な 


い の で , Thiessen の 回 路 を 負荷 効果 が 少な いよ うに 
改良 し た 変形 Thiessen 回 路 を 使用 し た の . 


1 *8 3 は 変形 比率 

W _ i ] 検波 器 を し めす ・ 
に J 入力 が 加わ る と 
7, と 了 。 が 導通 を 
3 変形 比率 検波 器 始め , 入力 が 存在 
Fig. 3—Modified ratio detector, っ る 間 ! は その 用 時 


周波 数 に 比例 し た 出力 を 生ずる が , 入力 が 消失 する と 
7。 の 険 極 電圧 Vw の た め に 7, の 導通 が 止ま に 
も C, も 放 和 電路 を も た な い の で , つぎ の 入力 が 加わ る 
まで 前 の 出力 の 最終 値 を 保持 する ・ 通 常 の 比率 検波 回 
は 出力 容量 が 大 きい の で 保持 状態 か ら 追 従 状態 へ の 転 


移 が 有 時 に 行なわ れ な く て 波形 ひずみ を 生ずる が , と 


の 回 路 は C」 も C。 る も 小 容量 で よい の で 騰 時 に 応 動 し 


て 波形 ひずみ を 生じ な い 。 な お , と の 回 路 が CFM 波 。 


に 対し て も 支障 な く 応 動 す る と と は いう まで も な い . 


また , と の 回 路 は , Vw の レベ ル を 越す 強い 入力 と し 
か 応 動 し な い の で , 通常 程度 の 無 信号 時 雑音 入力 に 対 こ 
y ‘ MM 


. kc C 


rl CC tt 


sk 
rr, 


和 36 年 8 月 


z 
音 に も 応 動 す る 
と 出力 に ひずみ を 生じ さら に 大 


記す る 、 た だ し Vs が 直さ いと 雑 
し , 逆 に 大 き 過 ぎる 


較 有 きく する こと 信号 入力 に も 応 動 し な く な る の で , Vs に 
P は 最適 値 が 存在 する . 1000 c/s の 正弦 波 で 変調 し た 
7s 全 1/4 の IFM 波 の 場合 に つい て 実測 し た 結果 に よ 
BR る と , 出力 の S/(D+N) を 最大 に する Vz ょ の 最適 値 
は "4.5V- で あっ た 


*150Vv "150v 


IO00k . He (500KY 
We 


図 4 変形 Thiessen 回 路 
Fig. 4—Modified Thiessen circuit. 
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で 図 5 変形 Thiessen 回 路 の 振幅 特性 
人 本 Fig' 5—Amplitude characteristics of modified 
名 Thiessen circuit. 


E 図 4 は 変形 Thiessen 回 路 を し めし , 図 5 は その 振 


幅 特 人 性 を し めす . で 。 と RR。 の 並列 了 形 回 路 は 減衰 極 ・ 


e540 。 は し ゃ 断 特 性 を 鋭く する た め の 移 相 用 コ 
| ン デ ン サ で ある .C。 と 太 。 の LPF は 減衰 極 よ り 高 
潤 ERNE RE i 

| 4-2 規準 発振 器 と 正 訪 波 倫 換 器 ーー 
主 局 の TCP は 同期 の 規準 と な る の で , 規準 発振 器 
は か な り 安 定 で な けれ ば な ら な い が , 水晶 を 要する は 
* は な い の で 。 サ ー ミ スタ で 安定 化し た ゅ ウッ ウイーン 和 電 


図 6 二 誠 換 器 ブ ョ ッ ク 線 図 : 
Rie: _6—Block diagram of pulse-to_ 
beet! x Oe I 


導電 らっこ 通信 + 学 6 会 > 雑 2 峰 


する の で 連 続 送信 状態 じ は な ら ず , し 
動 的 に 正 管 な 通話 状態 に 回 復 す る ・ と の 自動 回 
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相 が で き な い の で , 基本 波 抽 出 回 路 に は 鋭い , 2 波 特 

性 が 必要 で ある . 並列 7 形 CR ろ る 波 器 を 帰還 路 に る 

つ 増 ろ 波 喘 を 用 いた ・ その 振 凡 特性 を 表 1 kK 示す 
表 1 大 本 波 抽出 回 路 振 幅 特 性 

周波 数 Ce/s) | 1,000 | 2,000 | 3,000 

利得 GB) | 26.5 | —24.3 —20.5 | =j510 | 0 


周波 数 (Cela) | 5,000 3 5,500 | 6,000 | 7,000 10,000 
利 得 (dB) 0 


-8.0 | —14.0 | 19.0 | =29:07 


入力 安定 回 路 は 受信 機 の 動作 状態 や 電波 伝 ぽ ん 
の 変動 に よる SP の 変動 に よっ て 通話 が 不安 定 と な 
る の を 防ぐ た め の 回 路 で , 二 極 管 ス ライ サ を 用 いた だ 生 

移 相 回 路 は 入出 力 と も 不平 衡 電圧 で , 移 相 量 の 調 
に と も な う 出 力 振 己 の 変動 が で きる だ け 少 な いと と 
必要 な の で , 平和 増 幅 器 の 陰陽 両 李 間 に CR 移 相 
路 を つない だ も の を 用 いた 。 CR の 村 と 接続 導 


OE な お 出力 才 の 愛生 は 5 な 以下 で あっ た : 
4.3 パル ス 発 生 器 2 
・ 図 7 は パル ス 発 生 器 の 機 成 を 示す ・ “Sg 


花 護 同 癌 潤 可 


図 7 パル スズ 発生 器 ブ セック 線 図 
Fig. 7—Block diagram of pulse generator. 

トリ ガ が 回 路 は トリ ガ パ ル ス を 発生 する 回 路 で , 
せん 断 回 路 と CR 微分 回 路 か ら 成 る . 人 
パル ス 発 生 回 路 エ は TCP と RCP を 発生 3 
路 で , 逆 位 相 の 正しい 短 形 波 の 2 つの パル スカ ヵ 
得 ら れ 。 しか も 自 走 形 で ある と と が 必要 な の 
格子 結合 形 無 安定 マル チ を 用 いた . 従 局 の 本 | 


し は らく 3 


| 有 が , 後述 の よう に 充分 高い と いえ る ・ 
| パル ス 発 生 回 路 芽 は RSP を 発生 する 
有 || 回 只 で , これ は 単 安定 形 が よく (同期 が 
乱れ た と き , RSP ヵ 学 ロ わら な い 方 が 正 
「 常 動作 状態 へ の 回 復 が 早い ). し か も 出 
力 は 1 種類 で よい の で , 同期 が と りや す 
「 く て 衝撃 比 が 調整 し や すい 陰極 結合 形 単 
安定 マル チ を 用 いた 、 

] 出力 安定 回 路 は , 出力 抵抗 を 低く し て 
波形 ひずみ を 防ぐ と と も に 衝撃 比 の 調整 
に と も な う 直 流 レ ベル の 変化 に よる 送 ・ 受 信 機 の 動作 
豆 の 変化 を 防ぐ た め の 回 路 で , カソード ホロ ワウ と クラ 
ン パ か ら 成 る ・ 

路 は RSP に 適当 な 位相 遅れ を 与え る た め の 
。 正弦 波 変 換 喘 の それ と 同じ 回 路 を 用 いた ・ 


5. 実験 結果 の 概要 


式 で は 送信 側 あ る い は 受信 側 だ け の 特性 の 測定 
ぼ で ある し あま り 意 味 も な い の で , 総合 特 性 を 測 
た . と と に K 結 果 の 概要 を し めす . た だ し , 以下 の 
『 は Vz==4.5V で , 変形 Thiessen 回 路 中 の 定 
の ⑧ の 場合 の 値 と し , と くに 断 わ っ て ある 場 
7s=1/4 と し て 得 ら れ た も の で ある . 

変 復調 周波 数 特性 

[で 定 振幅 (変調 率 100 必 相当 ) の 正弦 波 で 
変調 周波 数 を 変え て 受信 側 で AF 出力 を 測 
結果 を 図 8 と に し めす ・CFM 波 の 場合 と くら 
高 域 は 落ち る が 全体 と し て は むし ろ 平 た ん に 
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図 8 変 復調 周波 数 特性 
A 8-—Frequency characteristics of 
modulator-and-demodulator, 
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図 9 変 復調 直線 性 
Fig. 9—Linearity of modulation 
-and-demodulation. 
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図 10 ひずみ 雑音 特性 


Fig. 10—Distortion and noise. 


を ゃ 変え て , 受信 側 で AF 出力 を 測定 し た . 結果 を 図 
9 に 示す . 
5.3 ひずみ お よび 雑音 


送信 側 で 定 振幅 (変調 率 100 必 相当 ) の 正弦 波 で 
変調 し , 受信 側 で 入力 レベ ル と 出力 の (の D+N)/S と 
の 関係 を 測定 し た . 結果 を 図 10 に 示す ・ 

3.4 明り ょ う 度 お よび 本 解 度 

回 線 の 通話 品質 は 純 客観 的 な 量 だ け で は 判定 で き な 
い の で , 明り ょ う 度 と 了解 度 を 測定 し た : 測定 方 法 は 
通常 の 通り で ある. 結果 を 表 2 に と し めす ( 表 の 数 値 
は 昧 積 百分率 が 50 必 と な る 値 で ある ). た だ し , こ て 
の と き の 受 信 機 入力 レベ ル は 約 60dB で あぁ る. 

表 2 明り ょ う 度 お よび 本 解 度 


りょう 護 還 りょう 和解 務 角 度 


84% 82% 96% 97% 
759%% 74% 82% |. 93% 


CFM 波 
IFM 波 


5.5 動作 信頼 度 (安定 度 ) 
同期 が 一 時 的 に く ずれ た 場合 の 自動 回 叙 能 力 を 調べ 
・ る た め に , SP 導入 用 ジャ ッ ク を か 1 度 抜 いて 再度 そう 
入 し て か ら 正 常 な 動作 状態 に 回 復 す る まで に 要する 時 


間 を 測定 し た 40 回 の 試行 の 結果 , 全然 回 復 し な い 


場合 は 皆無 』 20 秒 以 上 を 要 し た の は 1 回 だ け で , 平 
均 回 復 時 間 は 約 8 秒 で あっ た ・ ジ ャ ッ ク を 抜い て いる 
間 は 完全 に SP が 消失 する の で ある か ら , こと の 実験 
は 最悪 条件 の も と で の テス ト で ある と いえ, ' し た が 
て , 上 の 結果 は 同期 くず れ に 対す る 動作 信頼 度 は 率 分 
高い と と を 示し て いる . 


だ SP が 消失 する 確率 , of 1 相 っ つぐ いく っ 


か の SP が 連続 し て 消失 する 確率 が 急増 する 受信 機 
入力 レベ ル , すなわち , SP に 対す る シュ レス ホール 
ドレ ベル が 問題 に な る が , と の 値 は , PCM-AM の 復 
調 に 対す る シュ レス ホー ルド レベ ル と 同 程度 ある い は 
それ 以下 で ある , と 考え られ る . 本 方 式 の 原理 か ら 明 


PA wl 
Ny 


MV - i a Wy i 
} Wy NC Cis 
DN t NE 
= EC ; 
ゃ 4 


os 


雑 計 第 44 券 8 号 " 


本 うに , SP の 抽出 は その 有無 さえ わか れ ば よ の 帯 城 幅 ) と 同 机 度 の 夫々 占有 する は 本 方 
| い 2 値 的 な 性 質 の も の で あり, し か も 周期 を 合わ せ て 式 の 短所 で ある ろう 3. kt 
| 本 化し , さら に 安定 回 路 と 正弦 波 変 換 回 路 に よっ て し か し , 上 巡 の 請 長 所 は と れ ら の 両 短所 を 補っ て 余 7 
平均 的 に 周期 を と っ て いる , か ら で あ る . と の 同期 に りあ る も ので, と て, 第 2 の 短所 で ある 占有 整 城 星 
E 対す る シュ レス ホー ルド 入力 レベ ル は 約 20dB で あ の 増大 は つぎ の よう に すれ ば か な り 防 げ る : す な ゎ ち 
衣 っ た ・ た だ し , 各種 パル ス の 位相 調整 が 不 完全 な と き 本 方 式 で は , 受信 出力 の ひずみ や 雑音 の 原因 た な る 包 
3 で は で どの 値 は 多 小 大 きぐ で なる. また , 7z。 を 小さ くす 絡 線 波 形 の ひずみ は 標本 化 愛 信 (と リ ミ ッ タ の 作用 ) こ NN 

る ほど この 値 は 大 きく な る が , と れ は 原理 的 な 欠陥 で に よっ て 完全 に 除去 で きる か ら , 発射 波 を 単に 断続 す 

は な く て , rs。 が 小さ いと SP の 基本 波 成分 が 小さ い る か わり に , 高調 波 含 有 率 の 少な い パ ルス ( 剖 Ba 

の で , 正 編 波 変 換 器 の 性 能 ( ろ 波 特性 , 増幅 度 ) が 不 ルス , 余 路 波 パ ルス , 自 乗 余 忠 波 パル ス な ど ) で AM 
計る が がら) で あり 。 し たがっ で で, rs に 応じ て 正 じ て も よい と と は 朋 ら か で と うす れ ば 占有 帯域 幅 ' 
衣 蓄 波 変 換 器 の 性 能 を 向上 (た と えば 2 段 縦 続 ) すれ ば の 増大 は わずか で 済む 
た 分 高い 動作 信頼 度 が 得 ら れる , と 確信 する ・ 以上 の 請 点 を 考慮 する と , 本 方 式 は 超短波 短 の 前 中 

6 結 言 無線 通信 回 線 に は 非常 に 便利 な 方 式 で あり , また , 無 


線 達 隔 制 御 な ど に も 利用 価値 が 大 きい と 考え る. 
本 方 式 は 単 一 の 通話 路 を 送受 た 交互 に 時 分 割 的 に 使 な お , 災害 時 の 緊急 通信 や 殆 察 通信 な どの よう 


用 し て 送受 話 を 同時 に 行なう 1 通信 方 式 で あっ て , そ 多 局 相互 間 で 同時 送受 話し た い 場 合 や 2 局 間 で も 


の 長所 を 列挙 する と つぎ の 通り で ある . : の 同時 送受 話 を 行ない た い 場 合 に は , それぞれ, 

の 下 打 中 性 基 受 時 が 同時 1 に で き , しか も, を 半 を 折 距 し た 「 時 分 割 多 局 同時 送受 譜 方 式 」 や 
の た め に 通話 品質 が 低下 する RE ん どど な いい 割 多重 同時 送受 話 方 式 」 が 利用 で き , と れ ら は 占有 
GJ① 特別 な 同期 信号 を そう 入 し な いで 同期 が と れ 域 幅 の 点 か ら も 経済 性 の 点 か や ら る も , 周波 数 分 割 


2 りか な りす ぐれ て いる が , 紙面 の 都合 上 省 略 する 
G5) 受信 側 で 標本 化 を 行なう と と (と 変形 比率 検 。 最後 に 本 研究 を 経済 的 に 御 援 助 下さ っ た K.K. 
| 牙 器 を 用 いる て と) に よっ て 無 信号 時 の 雑音 を 抑圧 す 製作 所 , 種々 御 助言 下さ っ た 大 阪 市 立 大 学 田中 米 


の で a es し な い . 授 , お よび , 数 年 来 , 学部 ・ Rs 


MRA MME To b, 系 の 予 財 機 剖 が 少な く て 済む . 深謝 す が 1 


空中 線 は 送受 共用 で きる ・ 文 南 は 0 3 
(wi 通常 の 有線 電話 回 線 と 簡単 に 接続 で き , 有無 1) 谷村 功 "無線 信 方 式 ” (オー ム 社 ) な ど 雪 
立 合 回 線 で る 円滑 に 同時 送受 話 で き る. (2) 尾崎 弘 : “RC 回 路 綱 ” (共立 出版 ) う その他 


(3) Thiessen の 回 路 に つい て は 文献 (2) 参照 
hg dy (4) 三浦 種 数 :“ 通 話 品質 "(共立 出版 )) その 他 


(昭和 34 年 11 月 20 日 受付 。36 年 3 月 22 上 


た . 理論 的 な 考察 で は 。, 


I 訂 言 


電磁 波 だ が その 伝 ば ん 路 の 途中 に ある 物体 に よっ て 散 
乱 を うけ る 現象 は , も と も と 電磁 波 論 の 最も る 古典 的 な 
境界 値 問 題 で あっ て , 二 , 三 の 単純 な 形状 の 物体 に た よる 
散乱 に つい て は , 古く 電磁 波 論 が 展開 され た 初期 に お 
いて すでに 理論 的 に 解析 され て いる . し か し , マイ ク 
ロ 波 レー ダ の 開発 に つれ て , と の 問題 が 実用 上 重要 な 
意味 を る っ て きた の は どく 最近 の と こと で あっ て , と く 
に 人 工 衛 星 , ミサ イル , ロ ケッ ト な どの 追跡 , あるいは 

り 人工 通信 衛星 た よる 宇宙 通信 , 国際 テレ ビ 同 時 視聴 な 
どの 問題 と 関連 し て , あら た に こと の 問題 の 重要 性 が 再 

計 訟 識 さ れ て きた の は , わ ず か に こと こと 数 年 の こと で ある . 

* 散乱 の 問題 を 理論 的 に 厳密 に 取扱 うに は , 電磁 波 の 

境界 値 問 題 と し て 波動 方 程 式 を 解 か な けれ ば な ら な 
い , し か し , いま の と こと ろ 厳 密 解 が 得 ら れ て いる の は 
球 , 回 転 橋 円 体 な どの よう な どく 少数 の , し か も 最も 
単純 な 形状 の も の に 限ら れ て お り , その 上 それ ら の 湊 
密 解 は 超越 関数 を 含む か は な は だ 見 通し の 悪い も の で あ 
っ て , 実際 に 数 値 計算 を 行なう の も 容易 で は な い . 他 
有 7 の 一 般 的 な 形状 の 物体 し つ い て は 解 を 求め る と と 自体 
不可 能 で ある . そこ と で 現在 いろ いろ な 近似 の も と に 
近似 解 を 求め る 理論 的 研究 と , 精密 な 測定 に よる 実験 
及 的 本 究 と が ちと な われ つつ っ ある. 

こと ころ で 一 般 に 実際 の 区 造 物 , 航空 機 、 ロ ケッ ト な 
放 】 と の 目標 物 は 基本 的 な 形状 の も の の 組合 わせ で 構成 さ 
詳 計 = れ て いる の が 聞 通 で ある . また ニニ っ 以上 の 人 工 術 星 , 
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1168 熊谷 信昭 : 導体 球 列 の 後方 散乱 断面 積 


UDC 538.566 
導体 球 列 の 後方 散乱 断面 積 
ee 軸 で の 半 ," 傘 ゃ 交 : 必 守 埋 阿 
(大 阪 大 学 工学 部 ) 


要約 直線 状 に 近接 し て 分 布 し て いる 二 つ 以 上 の 導体 球 の 後方 散乱 断面 積 に つい て , 理論 的 な ら び に 実験 的 に 考察 し 
電磁 波 の 散乱 は 幾何 光学 的 な 近似 に し た が うぅ う も の と し , 他方 , それ ぞ れ の 遠 体 球 の 間 の 散乱 波 
の 相互 干渉 を 考慮 に 入れ た . 本 論文 の 場合 と は , 理論 を と この よう に し て 取扱 う の が 実際 上 適当 で ある こと と を 本 文中 で 述 
べ て ある . 実験 的 な 考 穴 で は , 9000 Mc 帯 で 影像 板 を 用 いた 半 空 間 を 利用 する 方 法 に よっ て , きわ め て 高 精度 の 測定 を 
行ない , 計算 結果 と 比較 し て 興味 ある 結果 を 得 た . また , AE FT GE RO 
影 響 に つい て 論じ , それ に よる 変化 分 を 求め る 公式 を 与え た . 


ョ ケット な ど が 互い に 近接 し て 存在 する よう な 場合 な 
どる も 実際 に お と り 得 る . し た が っ て ,。 と この よう な 複合 
散乱 体 , また は 近接 し た 多数 の 散乱 体 の 内 部 相互 干渉 
の 影響 と , それ ぞ れ の 基本 的 な 散乱 体 が 単独 で 有する 
散乱 断面 積 と の 間 の 関係 を 明らか に し て お く こ と と が 実 
際 上 必要 と な っ て くる 。 し か る 札 , とこ の よう な 複合 散 
乱 体 た 関す る 研究 と いう も の は , 回 折 格 子 に 関す る も 
の を 除く と , いま まで の と こと ころ 非常 に 不 十 分 で あ っ 
て , わずか に アン テ ナ の 研究 と 関連 し て , 2 本 の 導体 
円 柱 に よる 散乱 の 問題 が 取扱 われ て いる 程度 で ある . 
本 論文 は この よう な 複合 散乱 体 の 散乱 断面 積 に 関す 
る 系 統 的 な 一 連 の 研究 の 一 つと し て , 大 き さ の 等 し い 
二 っ 以上 の 導体 球 が , 近接 し て 直線 状 に 等 間隔 で 分 布 
し て いる 場合 の 後方 散乱 断面 積 に つい て 論じ た も の で 
ある . 理論 計算 と し て は , NV 個 の 導体 球 列 に 平面 電 
磁 波 が 直角 に 入射 する 場合 と 平行 に 入射 する 場合 の 二 
つ ゃ を 取扱 い , 散乱 は 幾何 光学 的 な 近似 に し た が うぅ も の 
と し , 電波 が 導体 球 列 に 直角 に 入射 する 場合 に つい て 
は それ ぞ れ 相 隣 る 導体 球 の 間 で の 第 一 次 の 内 部 反射 を 
相互 十 北 と し て 考慮 に 入れ た 、 実 験 は 影像 板 を 用 いた 
半 空 間 を 利用 する 方 法 に より , 導体 球 の 数 が 二 お よび 
三 の 場合 に つい て 9000 Me 帯 で きわ め て 精密 な 測定 
ゃ お こと な い , それ ぞ れ の 導体 球 が 単独 に 存在 する 場合 
の 後方 散乱 断面 積 と の 間 の 関係 を 明確 に し て , 各 導 体 
球 間 の 相互 干 小 の 影 絡 を 明らか に し た . こ と の 結果 , 理 
論 計 算 の 近似 度 あ る い は 適用 範囲 な ども 明らか と な っ 
た ・ ま た 入射 電波 の 波面 の 特性 が 後方 散乱 断面 積 に お 
よ ぼ ば す 影 響 に つい て 理論 的 な ら び に 実 論 的 に 考察 し , 
その 影響 に よる 変化 分 を 求め る 方 法 に つい て 論じ た 。 


2. 理論 的 考 穴 
2.1 平面 波 が 導体 球 列 に 直角 に 入射 する 場合 の 後 
方 散乱 断面 積 


図 1 ユ の ど と さく, 半径 &@ な る 導体 球 が NV 個 , 直線 状 
に 中 心 問 距離 @ な る 等 間隔 で 分 布 し て いる 場合 を 考え 
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体 球 列 の 中 心 軸 (Y 軸 ) に 直角 に , -Z 方 向 か ら 入 
射す る も の と する . すなわち 
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図 1 電波 が 導体 球 列 に 直角 に 入射 する 場合 の 
幾何 光学 的 後方 散乱 の 模様 


Fig. 1—Reflection geometry for broadside-illuminated 
multiple sphere array. 
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有 る また, 半径 々 は 入射 液 の 波長 4 た くらべ て 大 きく , 
| し た が っ て 散乱 は 殺 何 光学 的 な 近似 に し た が う も の と 
仮定 する . 導体 球 に よっ て 散乱 を うけ た 入射 電波 の う 
ち , も と の 入射 方 向 へ まっ すぐ に も どっ て いく 後方 削 
SE ER OE EDC RE For Fr tO 
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EL ES, いま 


隊 i 0 i さ を 求 め る に は , Fock 
(1 を 用 いて Bonkowski® らち が 導 \ \ た 表現 式 を 
前 用 する て と が で き て 。 その 絆 還 は つぎ の + 


体 球 列 の 中 心 軸 に 平行 に 入射 し た 場合 を 考え る ・ 
- 場合 に は 。 幾何 光学 的 な 近似 で 問題 を 取扱 うか ぎ 
a 相互 千 疹 の 効果 を 計算 に 含め る a と は で き な い . 
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5 は 図 1 の P-Q-R-S の 長 さ に 等 し く ), 0 
射 さ れる 波 , p, と 一 回 内 部 反射 を 行なっ た の ち 米 7 
射 方 向 へ も どっ て いく 流 , Rg と の 行路 差 に 相当 する 
と と ろ で , 一 般 に 後方 渦 断 天 本 は 次 式 の よう に 志和 
球 さ れ て で ば 2 
NC 
A i 
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季 玉 の 電界 の 給 さ を あら わし 計 遇 価 は 入出 小湊 の 
Far-Zone に ある も の と する . , 
ら た が っ て 図 謙 の よう EBAORD EER, 
式 (U 〇 ) お よび ④⑭ と 定義 式 ⑥ か 5 : 
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乱 激 に 減少 する . 第 8 項 は 2 の 増大 と と 8 に K 正 5 
変化 し な が ら 減 少し , し た が っ で 後方 淫乱 断 
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じ て 和 前 単 な 解析 を 行なう *. 


方 散乱 波 は つぎ の よう に あら わ さ れ る . 
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許 請 と な る -. ゅ え に 式 (① 〇 ① お よび ⑲ か ら , 定義 式 ⑥ 
に し た が っ ぅ て, 後方 散乱 断面 積 は つぎ の よう に な る . 
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| 前節 で 導体 球 列 の 後方 散乱 断面 積 を 旨 何 光学 的 な 近 
放 似 に も と づい て 理論 的 に 考察 し た が , 本 論文 の 重点 
放 は , むし ろ 本 節 で 述べ る 実験 的 な 測定 結果 の 方 に あ 
る ・ 本 研究 に 用 いた 影像 板 に よる 半 空 間 を 利用 する 測 
有 有 定 装 箇 の 詳細 に つい て は 文献 (3) ある い は (4 を 参 
| 照 し て いた だ き , 本 節 で は 必要 な 測定 装置 の 概要 と 測 
| 定 法 の 要点 なら びに 大 定 結果 に つい て 述べ る . 
及 3.1 測定 装置 な ちび に 測定 法 
放 ] 引 定 半 四 の 概要 を 図 2 に し めす . 測定 器 類 お よび 測 
有 | 定 者 な ど は すべ て 基板 の 下 に は いり , 電波 に た いす る 
じょう 乱 が な い ょ うに し て ある . 被 測定 散乱 体 上 し て 
有 | は ! 対称 面 で 切断 し た 半分 を 用 いれ ば よい . 実験 室 の 
は 電流 区 心性 に ょ っ て 無 反 射 に 近い 状態 に し て あ 
有 | ろ ・ 由 密 に 平 術 さ れ た マジ ッ ク の 一 端 を 送 受信 用 電 
有 有 | 磁 ホ ー ン に 接 続 す る 散乱 体 か ら の 後方 散乱 波 は ブリ 
及 > マ 回 路 の 不平 術 分 , す な わ ち マジ ッ ク の 万 面 端 子 
| * と の 仮定 は いわ ゆる “独立 (また は 単 一 散乱 の 仮定 ” と 
| よ ば れる も の で あっ て , 複合 散乱 体 の 問題 を 取扱 う 場合 
の 最も 単純 な 考え か た で ある . 


" 


と の 独立 散乱 の 仮定 に し た が えば 各 導 体 球 か ら の 後 
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図 2 測定 装置 の ブロ ッ ク 図 
Fig. 2—Block diagram of the measuring system. 


紀 録 され た 接 方 散乱 波 出 カカ 


ホー ノン が か がら の 考 組 ZCm) 


図 3 自動 記録 装置 の ダラ フ 上 に 記録 され た 後方 散 
乱 波 出 力 の 一 例 . 導体 球 の 半径 a 一 1.5*(3.81 
cm), 導体 球 の 数 N=2, 導体 球 間 の 間隔 ぷ S 
三 3.5cm、 波 長 2=3.215 cm (9330 Mc/s). 

(電波 が 導体 球 列 に 平行 に 入射 し た 場合 ) 

Fig. 3—Return signal trace on the Esterline Angus 
recorder graph from two spheres each of 1.5 
—in. radius, 3.5-cm separation (S$), at 9330 
Mc/s. (End-illumination) 


に あら われ る 出力 と し て と り だ され る . と の 後方 散乱 
波 電 力 は 回 転 形 移 相 器 に よっ て 位相 変調 を うけ , へ ヘ へ テ 
ロダ イン 方 式 に よっ て 検波 され る . 被 測定 散 乱 体 は 3 
し ろ に 細い 茶 を つない で , 電動 機 に よっ て ホー ン の 中 
心 軸 上 を まっ すぐ に , ゆっ くり ホー ン か ら 遠 ざか る よ 
うに 移動 させ る . 後方 散乱 波 の 出力 は 電動 機 と 同期 的 
に 連動 する 自動 記録 計 の 上 に , ホー ン か ら の 距離 の 関 
数 と し て 記録 され る . 図 3 に その 一 例 を し めす 、 こ の 
よう な 図形 を 被 測定 散 乱 体 お よ ょ び 比 較 導 体 球 に つい で 
求め , それ ぞ れ 記録 され た 図形 か ら 平 均 値 を し めす 平 
均 曲 線 を え が き , ホー ン か ら 同 一 の 距離 に お いて 両者 
を 比較 する と と に より , 相対 的 な 後方 散乱 断面 積 が 決 
定 さ れる 、 以 上 の よう な 測定 法 を お と な う の は , つぎ 
の 三 つ の 理由 か ら で あ る 、 第 一 の 理由 は 測定 値 の 中 に 
各種 の 不要 な 反射 に よる 影 扶 が 混入 し な いよ うに する 」 
た めで あぁ ある. すなわち 影像 板 の 端 面 , 実験 室 の 忌 な ど 
か ら の どく わずか の 反射 , ある い は ブリ ッ ジ 回 路 に お 
ける どく わずか の 残留 不平 衡 分 な ど に よる 寄与 は , す 「 
べ て 測定 値 の 中 か ら と り の ぞ か な けれ ば ば ならない. 図 
3 に 例示 し た よう に , 記録 され た まま の 後方 散乱 波 出 「 
力 は ホー ン か ら の 距離 と と も に 不 規則 に 振動 し な が ら 5 
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放 変化 し て いる .. と これ は 上 記 の よう な 微少 な 不要 反射 波 
成分 と , 被 測定 散乱 体 か ら の 後方 散乱 波 成 分 と が 位相 
調 的 に 相 加 , 相殺 し あう た めで あぁ る. したがって, 前 人 述 
議 の よう に その 平均 曲線 を え が け ば , 不要 反射 波 に よる 
影響 は ほとん ど 除 去 さ くれ て , 被 測定 散乱 体 と たよ る 出力 
の 変化 の ぁみ が 得 られ る よう に な る . 第 二 の 理 由 は 測定 
系 の 定数 を 消去 する た めで ある .。 すなわち , 被 測定 散 
有 有 乱 体 か ら の 後方 散乱 波 と , 比較 導体 球 か ら の それ と の 
| 比 を と る と こと に よっ て , 泊 定 系 の 定数 を 消去 し た 相対 
的 な 後方 散乱 断面 積 を 求め る と こと が で きる . 比較 導体 
: 球 の 後方 散乱 断面 積 は 理論 的 な 厳密 解 か ら 数 値 的 に 算 
出す る と と が 可能 で ある か ら , 実際 の 被 測定 散乱 体 
つい て は 上 述 の よう な 相対 値 を 測定 し て お け ば 十分 
で ある 第 三 の 理由 は 散乱 体 が 送受 信 ホ ー ン の Far- 
区 one に ある と こと を た し か め る た めで ある . すなわち, 
: 後 方 散乱 断面 積 は 前 述 の と お り Far-Zone に お いて 
| 定義 され て いる も の で ある か ら , 被 測定 散乱 体 は ホー 
| ン の Far-Zone に な けれ ば な ら な い . その 場合 に は 
| 後方 散乱 波 は ホー ン か ら の 距離 の 自 乗 に 逆 比 例 し て 変 
化す る は ず で あり , か つ 被 測定 散乱 体 か ら の 後方 散乱 
| : 波 と , 比較 導体 球 か ら の それ と の 比 よ ょ り め た 相対 的 
| - な 後方 散乱 断面 積 は 距離 に 無関係 と な る は ず で ある . 
較 3.2 測定 結果 : 
この 測定 装置 の 精度 , な ちら び に 実測 値 と 近似 解 お よ 
| ぴ び 厳密 解 と の 間 の 関係 を 明らか に する た め に , 表 1 お 
有 よび 2 に 導体 球 一 個 の 後方 散乱 断面 積 と つい て , 
本 yer の ら が 求め た 知 果 を し めす . と れ ら の 結果 
か ら 導 体 球 の 半径 が 波長 と 大 体 同 程度 また は それ 以上 
| の 場合 に は , 江 何 光学 的 近似 解 は 厳密 解 と か な り よ く 


ee 表 1 導体 球 一 個 の 後方 散乱 断面 積 (比較 導体 球 の 後方 
) 。 散乱 断面 積 こ と た いす る 相対 値 ) に た いす る 理論 値 
(厳密 解 ) と 測定 値 と の 比較 で *Silver, Honda, 
Clapp や に C ょ る . や Silver, Olte や に よる ). 
以 涯 休 孤 唱 洗 測定 値 | 理論 値 
縮 球 の 半周 波数 | 波長 | (相対 値 ) | (相対 値 ) 
Cnch) | (dB) | 
[ E46 
618 
—15.7** | —15.54 
ー20.7** | 21.07 
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が の 入 箇 凌 的 記 仙 衣 な びに 
の 光学 的 近似 解 と , 物理 光学 的 近似 解 な らち びに 
ey 表示 に よる 厳密 解 と の 関係 . 9g.o 三 機 
a 1 a UO gp.o 三 物理 光学 的 近似 解 , qsx. 
ーー 三 厳密 CSilver, Honda® の 計算 に よ る 
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一 致す る と と , お よび 本 測定 装置 の 精度 は 大 体 0.2 
dB 以下 で ある と と な ど が わか る . くら 
次 節 の 図 4 な いし 7 に し めす と お り , 相互 手 渉 の 影響 
は は る か に 大 きく , し た が っ て , と の 場合 問題 を 老人 

学 的 近似 で 取扱 うと と は で き て も , 相互 干渉 の 効果 
NE 

(a) 電波 が 放 体 球 列 に 直角 に 入 敵 た 橋 人 0 
前 節 で 求め た 一 般 式 ⑰⑦) を , 導体 球 の 数 N #2 i 
よび が 3 の 司 e つ いて 局 し 半角 の に 
後方 散乱 断面 積 と た いす る 相対 値 と し て ぁ ら わす と うつ 
本 本 
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測定 結果 と 比較 する た め に , 導体 球 の 半径 = 耳 5 
(3.81 ecm), 波長 4=3.216 cem(9328 Mc/s) と し て 」 
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加 4 電波 が 2 個 の 導体 球 の 中 心 赴 に 直角 に 入 半 し た 
後方 散乱 断面 積 . ( 同 じ 半 径 の 比較 導体 球 1 個 の 後 ブ 

乱 断 面積 こと た いす る 相対 値 ). i 2 

よる 理論 値 , 破線 は 測定 値 入射 波面 の 特性 に よ 

針 を 補正 し た 値 ). 理論 値 , 実測 値 と も に 導体 球 の 
a=1.5” (3.81 cm), 波長 13. 216 cm(9328 M c 
た いす る もの. 
a 4—Back-scattering cross-section of broadside 
luminated two sphere array expressed indB 


or below that of a single reference sph 
the same diameter. Solid line shows the 
retical values calculated based on the gec 
cal optics approximation whereas the broken 
line shows the experimental results (corrected 
Both the theoretical computations and the ex- 
perimentai measurements have been mad ) 
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radins a=1.5-in. (3.81-cm). eg 


eg rc A 
、 \ . Cr 4 y a 
"er' PS F *¥ }. 0 
~, ge ” 2 
X21 
1170 熊谷 信昭 : 導体 球 列 の 後方 散乱 断面 積 
SI A EN ne tx 10 log,,(1 +2c05249)'dB, 2, | 
0 a4 
8 ポ 1 
2 ” & 
だ gg BB : 2g 
Io 上 "4 > 


10 


l2 {cm 

図 5 電波 が 3 個 の 導体 球 の 中 心 軸 に 直角 に 入射 し た 場 
合 の 後方 散乱 断面 積 (相対 値 ). その 他 は 図 4 の 場 
合 と 同様 

Fig. 5—Back-scattering cross-section of broadside- 
illuminated three-sphere array. (Relative values). 
Expressions and parameters are the same as 
that for Fig. 4. 


式 1) お よび (12) を 実際 に 数 値 計算 し た 結果 が 図 


| 有 お よび 5 の 実線 で し めす 曲線 で ある . 破線 は 前 述 の 


まう な 玉 法 で 求め た 測定 結果 で あぁ ある. ただし, 平面 波 


有人 射 を 仮定 し て いる 理論 値 と た だ し く 比 較 す る た め に 


は 。 実際 の 入射 波面 の 位相 お よび 振幅 特性 に よる 変化 


式 13) か ら , N=2 の 場合 に は 後方 散乱 断面 積 ( 筐 
対 値 ) は , 中 心 間 距 離 @ が 1/4 波長 の 偶数 倍 , また 
は 音 数 倍 に な る ど と に 最大 , また は 最小 と な る と と が 
予想 され る. 測定 結果 と 比較 する た め に 波長 
2=3.215 cm(9330 Mc/s) と し て 式 13) か ら 最大 値 
(相対 値 ) を 計算 する と , 2d@/Z が 0.04 か ら 0.10 
まで 変化 する 聞 , +5.8dB か ら +5.6dB の 間 の 値 
を と る . 実際 に る も 2@Z は 大 体 こ の 箇 囲 内 に 変化 さ 
せ て 測定 し て いる . また 最小 値 は 一 数 10dB と いう 
よう な きわ め て 小さ い 値 と な る と と が 予想 され る ! 実 
際 の 測定 結果 は 図 6 の よ ょ うに な っ て いる 。 導 体 球 の 間 
隔 ぶ が 約 二 波 長 程 度 よ り 小 さく な る と , 前 方 の 導体 
球 に よる 陰影 の 効果 が 大 きく な っ て , 実際 の 測定 値 は 
独立 散乱 の 仮定 か ら 推 量 さ れる 上 述 の 近似 理論 値 と 柄 
違 し て くる と と が わか る . また 近似 解析 か ら 推 定 さ れ 


分 を 補正 し て お か な けれ ば ば ならない, (付録 参照 ). 
罰 < お よび 5 に し めし た 測定 値 に は , この よう な 補正 を 
隊 行なっ て ぁ る . 導体 球 が さわ め て 近接 し た 場合 に は , 
近似 理論 値 と 測定 値 と の 間 に か な り の 相違 が 生じ で い 
良 る その 原因 は 隣接 する 導体 球 上 の 表面 電流 の 相互 作 
放 用 お よび 隣接 する 導体 球 間 で の 2 回 以上 の 内 部 多重 


る 最大 , 最小 の 位置 は 測定 結果 と 一 致し て いな い . そ 
の 理由 は 主として 前 方 の 導体 球 に よっ て , 後方 の 導体 
球 に た いす る 入射 波 お よび 散乱 波 が 位相 推移 を うけ る 
た めで あぁ る と 考え られ る . し か し 近似 解析 が きわ め て 
単純 な も の で あぁ あえ に も か か わら ず , 実験 結果 を 定性 的 
に 予測 , 説明 する の に は か な り 役 立っ て いる と と が わ 
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ee 方 散 記 匠 面積 の 測定 値 。 (同じ 半 任 の 比較 軍 休 球 1 個 の 
“8 (13)’ 後方 淫乱 断面 積 に と た いす る 相対 値 )。 導 休 球 の 半径 ga= 


' 


員 で 1.57(8.81 cm), 波長 2=3.215 cm(9330 Mc/8).。 
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, +2B,cos 4 kd +2 B,2 B,cos 2 kd) dB or below that of a single reference sphere of the- 
(14) same diameter, Sphere radius a=1.5-in. (3.81-cm), 


wavelength 2=3.215-cm (9330 Mc/s). 
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図 7 電波 が 3 個 の 導体 球 の 中 心 軸 に 平行 に 入射 し た 場合 の 後方 散乱 断面 積 の 測定 値 (相対 値 ). 


その 他 は 図 6 の 場合 と 同様 . 


Fig. 7—Back-scattering cross-section (measured) of end-illuminated three-sphere array. 


(Relative values). Parameters are the 
“かる. 
“N=3 の 場合 の 後方 散乱 断面 積 (相対 値 ) は , 式 

a か ら 概 算 す る と 中 心 間 距離 が 1/4 波長 の 偶数 

】 僅 に な る た びに 最大 と な る と と が 予想 され , その 最大 

| 値 (相対 値 ) は 式 U④ ゎ か ら ら 計算 する と , 2d@/Z が 

0.08 か ら 0.12 の 範囲 内 で +8.9dB か ら +8.6 dB 

| の 問 の 値 を と る : 実際 に も 2.@/Z は と の 範囲 内 に 変 

放 化 さ せ て 測定 し て いる . 図 7 に 測定 結果 を し めす . 近 
用 釘 の 結果 と 天 定 結果 と の 問 の 最も 著しい 相違 点 
は , 上 述 の 単純 な 解析 で は 予測 で き な い 双 系 特性 が あ 
| ら わ れ て いる と と で ある . と の 双 峯 特性 は 導体 球 間 の 
Kk く な る に し た が っ て 消 減 し て い ぐ と と か ら 
考え て , 主として 導体 球 間 の 多重 相互 反射 に も と づく 
】 も の で あぁ ろう と 思わ れる . 
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same as that for Fig. 6. ¥ » 
特性 が 後方 淫乱 断面 積 に およぼす 影 旨 に つい て も 2 , 
し (付録 ) う , 散乱 体 が 空間 的 に ひろ が っ て いる よう な 
場合 に は 。 入 笛 液 画 の 位相 特 代 に よっ て 後方 字 過 面 「 
積 の 値 は 大 き な 影 線 を うけ る と と , それ に K く ら べ る と \ 
入射 波面 の 振幅 特性 に よる 影響 は 一 般 に 比較 的 小さ い ’ 
と と な ど を 述べ , それ ら の 影響 に よ る 変化 分 を 求め る 2 a 
災 式 導入 ” 
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入射 波面 の 特性 が 後方 散乱 断面 積 に お よ ぼ す 影 響 
倒 散乱 体 が 波 源 の Far-Zone と みな され る 領域 に お 
| か れ て いて る も, 本 論文 で 取扱 っ て いる 場合 の よう に , 
| 散乱 体 が 空間 的 に か な り の ひろ が り を も っ て いる と , 
| 各 散 乱 体 上 で の 入射 波面 は 実際 に は 一 様 で な く な る の 
『 通 で お る . し た が っ て , た と えば 図 A1l の よう 
| に 導体 球 の 数 が 奇数 伺 (N=2 NN'+1) の 場合 に は , 
| 名 理 体 球 ら の 後方 散乱 波 は 式 (② の か わり に つぎ 
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図 Al 中 央 0 番目 の 導体 球 か ら の 後方 散乱 波 と , ヵ 番 
上 朋 の 導体 球 か ら の 後方 散乱 波 と の 間 の 行路 差 . 
Fig. Al1—Path-length difference of the back-scattered 
_ wave from nth sphere with respect to that 
4 0 from Oth (center) sphere. 
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た だ し , と と で は 相互 千沙 の 効果 を 省略 する 。 そ の 
は を pp る 入射 波面 の 振幅 お 


差 が 後方 散乱 断面 積 に 影 線 を 々 およば す 程 度 


導体 球 間 の 距離 が 比較 的 大 きい 場合 で あ 

その ょ よう な 場合 に は 相互 王 水 の 効果 は 比較 的 小 
2 響 し か あたえ な いと 考え る と と が で きる か ら で 
(AD) で 8 お よび 68" は 各 導 体 球 か ら の 後方 
x の 振幅 を , 中 央 0 番目 の 導体 球 か ら の 後方 散乱 
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因数 で あっ て , 


に その 値 を 求め る と と が で きる 、 入 射 波 の 振幅 が 平面 
波 特 性 の 場合 に は d=8x'=1( ヵ =1,2,3,… ふ NV) と 
な る . 
px お よび 2z′ は 各 導 体 球 か ら 反 射 さ れる 波 と ; 中 肖 
央 0 番目 の 導体 球 か ら 反 射 さ れる 波 と の 間 の 行路 差 を 7 
与え る 長 さ で ある が ( 図 Al 参照 )) と これ ら の 値 を 定 」 
め る た め に 入射 波面 の 位相 特性 を 簡単 , 精確 に 測定 すず 
る と と は か な り 困 難 で ある 。 そ こと で 入射 波面 の 位相 特 
性 は 円 筒 波 特 人 性 を も つも の と 仮定 する と と に する . で 
の 仮定 は , と の よう に し て 求め た 結果 を 用 いて 実測 さき 
れ た 人 後方 散乱 断面 積 を 補正 する と , 平面 波 入 射 と し て 7 
理論 的 に 予測 され る 値 に よく 一 致す る と と か ら , 一 応 * 
妥当 な る も の で ある と 考え られ る . その 場合 に は 図 A1 
2 n=1l,2,3; = oN' 
と な り , し た が っ て 電気 的 な 位相 差 角 は 


gE: = ニー 


ラ (A-3) 
と な る . 入射 波面 の 位相 が 平面 波 特 性 の 場合 に は 2 
ー2a'=0 と な る と と は も ちろ ん で ある 、 以上 の 諸点 
を 考慮 し た 後方 散乱 断面 積 を 求め , 入射 波 の 振幅 お よこ 
び 位 相 が と も に 理想 的 な 平面 波 特 性 の 場合 と 比較 し で 
その 変化 分 を あら わす と つき ぎの よう に な る . 
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図 A2 入射 波 の 振幅 お よび 位相 特性 が と も に 平面 波 特 
性 で な い 場 合 に , 後方 散乱 断面 積 に あら われ る 


変化 分 . (平面 波 入 射 の 場合 に た いす る 相対 値 、 


波長 2=3.216cm, ホー ン か ら の 距離 Z=200 


Fig, A 2—Effect due to both the non-uniform amplitude 
and cylindrical phase front of the incident 
_ wave expressed in dB relative to the case of 
plane wave incident. (Broadside-illumination, 
1A=3.216 cm, Z=200 cm) , 
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たこ で . 図 A2 は 本 測定 に 用 いた ホ ペー ン に っ つい て; 間 休 球 の 数 
8 N が 2 お よび 3 の 場合 の 実際 の 補正 量 44x の 値 を し 

i 2 めす . た だ し , 2 全 3.216 cm (9328Mc/s), Z き 200 cm, i . 

Pi 2 < Sa 

0 sin 4 N=2 N41 と れ か ら わか る よう に N=3 の 場合 に は , 入江 面 

hy 4 の 特性 に よる 変化 量 は 非常 に 大 きい 値 と な る . と の 5 
導体 球 の 数 が 偶数 個 の 場合 に は 同様 た し て ちの 大 部 分 は 波面 の 位相 特 任 に た よる も の で あっ て , そ _ 


れ に くら べ る infpniila » こよ る 変化 分 は は る か } 
i に 小さ い . N=2 の 場合 に は 式 (A:5) か ら bh る 
EE 5 うに 波面 の 位相 特性 に よる 変化 分 は な く な る の で 
MN i =3 の に る hy 1 

S= > ER デ < , Mk の crane 
n=1 4 
ww (21—1)°@ (昭和 36 年 1 月 30 日 受付 , 5 月 29 昌 再 受信 $s ; 


, doxy=10 logss Tai 7 dB NN: 偶 数 (A・5) 
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要約 本 文 は 実用 的 な 短波 用 全 波 カ ー テ ン 形 受信 空中 線 に つい て 述べ て いる . この 空中 線 の 投射 器 は , 進行 波 局 振 し 
た 素子 空中 線 を 4 列 4 段 に 配列 し た も の で あっ て , すべ て の 合成 用 給電 線上 に 定 在 波 が 発生 せ ぬ よう な 整合 方 法 に よっ マ 
0 半 和 電 さ お れ て いる また , welts rake arantsd ht a pies 度 FN 


_ 号 対 混信 比 お ま び 信 号 対 雑音 比 が え a いる 


5 訂 言 

a 近年 , 訂 世 池 信 の ぐ そ う は は な は だ し さく, 近接 周 
放 拉 箇 に よる 宮 伯 を 座る と と は 寺 江 に 電 表 な 由 下 と odieee 
有 な っ て 来 た . そこ と で 送受 信 空 中 線 に つい て も 玉 放 射 を て すむ カー テン 形 空 中 線 が 副 放 射 の 少な い 埋 
有 | 小さ きく する よう に 指向 柏 を 改善 し , 信号 対 混信 比 を 向 。 補 中 線 と し て 利用 され る よう に な れ ば , は な 
っ 8 せ / と する 試み が な され て いる . Brueckmann の の は 俗 で ある で と と は 言う まで も な いむ どろ で ある . 
‘AHA (Tapered Aperture Horn Antenna) と 称す 。 筆者 の 2 人 の は 先 に 短波 柏 で 使用 する 広帯域 
有る 空中 線 に ょ っ て , 約 2 倍 の 周波数 帯 に わた り , 副 放 中 線 に つい て の 研究 結果 を 報告 し た が , と れ は 。 
| 午 が 主 放射 の -20dB 以下 と いう すぐ れ た 特 柏 を 得 全 波 カ ター テン 形 空中 線 の 素子 空中 線 と し て 科 
; ・ また Laport お よび Veldhuis⑦ は , 構造 を と を 1 つの 目的 と し て いた . その 後 。 と の 単 
i CAR TA T ゃ その まま 素子 空中 線 と し , 反射 器 を 二 次 抗 
し た 受信 用 ビー ム 外 中 線 に つい て 実験 "を 行 な り 

な り の 成果 を 挙げ る と と が で きた . し か し , と 
は 反射 器 の 構造 が 複雑 に 過ぎ る 等 の 欠点 が あっ た 

( Band RN or < で さら に 実用 的 な 形状 に すべ く 検 討 を 加え で th 
KEN-ICHI Miya, HAMAO 「 その 結果 , 定 在 波 カー テン 形 空中 線 と し て 現用 
Nb i i わ ゆ る AW 形 府 中 線 等 の 支持 粧 に その ま 
の 


a Fg - ’ 
て ね は “ 0 8 を J 
人 


ee * E ’ oR » 3 < py 


a 
Ee 1 


「 に, とれ に つい て の 計算 お よび 実験 結果 の 概要 な ら び 
Finnioo Ueamiactitamiame Ui 
|) し た 結果 を 帳 告 し 参考 に 供する . 
rf 構 造 

と と に 述べ る 受信 用 の 全 波 カー テン 形 空中 線 の 投射 
回 の 構造 は 進行 波 励 振 に よる 単線 式 ダ ブレ ッ ト 空 中 
| 株 を 素子 空中 線 と し , 同一 平面 内 に 垂直 に 4 段 水平 に 
| 4 列 配置 し , これ ら を 同相 に 給電 する よう に し た も の 
"で ある. また , 反射 器 と し て は 平面 状 の 水平 銅 線 ス ダ 
「 レ を 使用 し て いる ・ 実験 の た め 昼 間 波 用 9~18 Mc/s) 
RR i O12 ut) Ot 
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1 屋 間 波 用 918 Meja) 会 流 カー テン ポ 
空中 線 の 機 

Fig . 1—Construction ‘ of the curtain type antenna 
i designed for a frequency range of9 to 18 


間隔 は 8m (お よび 10 m), 平均 地上 高 は 31m 
30m) で ある . 互い に 隣り 合わ せ の 素子 空 
導 に は 終端 装置 と し て 9002 の 固定 抵抗 が 接 
て いる 2. た だ し , 各 段 の 両端 に は 4502 の 固 
その 完 に 取付 けた 長き 3.75m (お よび 5.0 
導線 の 組合 わせ か ら な る 特殊 な 終端 革 


3 Rb de 


1114 ; 宮 窓 一 , NR 東島 文才, mae ) 


C20 ) 


側 端 子 に 接続 さ 
れる . 

全 波 変 成 器 は 
図 ス 2 に し めす は ま 
うな オー ドド Ns ト 
ラジ で 3 
て , 容易 に 点検 
交換 で きる 構造 に な っ て いる . 変成 器 の 二 次 側 端 子 
は 流動 抵抗 6402 の 平行 二 線 式 に 接続 され て いて , 
と れ に よっ て 主 給電 点 選 導 あ かれる. さら に K 主 給電 点 で 
320 2 対 75 2 の 全 波 変成 器 Me の を 介し て , 752 の 
同軸 ケー ブル に よっ て 受信 機 K 導 か れる も の で ある . 

反射 器 は 線 間隔 1m の 水平 銅 線 辞 で 作ら れ た 平面 

ス ダ レ で , その 大 き さ は 横 の 長 さ が 75m (お よび 150 
m) で あり, 地上 10m か ら 50m の 高 さ まで 張っ て 
ある . また 投射 器 と の 間隔 は 4.5m (お よび 7.5 m) 
に な っ て いる .: 


2 759 対 640Q の 人 馬 波 変成 器 
Fig. 2—Circuit of the wide-band match- 
ing transformer possessing an 
impedance ratio of 75 ND to 640 
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3.1 計算 指向 性 

本 宰 中 線 の 指向 性 を 理 答 的 に 取扱 う ため の 等 価 回 牙 
と し て 図 3 の ど ご とき 回 路 を 考え る . 図 3 は 1 段 の み の 」 
空中 線 回 路 を 示し て ある が , と れ ら は 両端 の 終端 装置 
の 導線 部 分 か ら の 放射 を 無視 し , 平均 波動 抵抗 W。 を 
4502 と 見 な し た も の で ある . 


相本 


図 3 金波 カー テン 形 空 中 線 の 等 価 回 路 

(1 段 の み を 示す ) 

Fig. 3—Equivalent circuit of the top array of the 
curtain type antenna, 


まず , 素子 空中 線 か ら の 放射 電界 を 求め る た あぁ た 
り , 素子 空中 線 を 図 4 え の ご とく 進 行 波 盛 振 さ れ た 全長 
27 の ダブ レッ ト と し て 考え る . いま , 給電 点 じ お け 
る 電流 振幅 を 7, 減 誤 定 数 を @, 位相 定数 を m=2z/2 _ 
と する と , 導線 上 の 電流 分 布 は Joe7* た Ge+7m> で 表 わ 
され る か ら , と の 電流 分 布 を 用 いて 十分 回 方 の 一 点 4 


に 生ずる 電界 の 水平 分 力 uy を MKS 単位 系 で 表 わ 
せ ば は re 
イー 30. Tcos @ ・ eitat-mro) \ i “ 2 
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®” eh- i ee 
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TT— 80—j— 

« cos 7 2 

EN 
と な る . こと に 8@ は 電波 の 伝 ぽ ん 方 向 と 空中 線 と の 

放 な す 角 で cos 6=cos @*sin の また 8= 


5 & 
1+cos Q—7j— 
; 2 | 


R, 
4 We R; は 


攻 射 抵抗 で 

る 

拉 つつ さ に に; て この 

| 素子 空中 線 を M 

| 列 N 段 に 配列 

図ら 5 の よう 
な ビー ム 空 中 線 
か ら の 合成 放射 。 図 4 素子 旬 中 線 か ちの 放 笛 志 界 を 

s め る た め の 座 標 と 記号 

| 電界 を 求め る . Fig. 4—Coordinate and 5rd for 
の 時 calculating the strength 

ーー of radiation field from 
人 算 に あ た っ て は an element antenna. 


| 各 素 子 空中 線 は それ ぞ れ 租 等 し い 放射 イン ピー ダン ス 
を もち , それ ら の 給電 点 イ ン ピ ー ダ ンス る も 相 等 し いも 


| と する . そ と で , 図 5 の よう に 座標 と 記号 と を きめ て 
遠方 の 1 点 4 に 生ずる 合成 電界 の 水平 分 力 正 。 を 計算 
Fh 


ーー ts (Cs A 
きき “sinGmMlsingcos)  \ 2 
Nin OL Bin oC, (2 6 ) 
sin Tn 
お 2 sin GD cos 0 cos 9) 2 sin (mH sin 0) 
な る . と と に の は 投 射 器 と 反射 喘 と の 間隔 , 互 は 
RBOT ME で る . 

me usec $i8Me MORO 
; の z ンジ へ 
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NOE A oN 


で も 


面 内 の 計算 指向 性 と 普通 に 使用 きれ て いる ひし 展 和 中 
i C1320 120m, MA 0 OEE ERLED 
で ある . 図 か ら 分 か る よう に , ひし 形 空中 線 の 場合 に 
は 最大 の 副 放射 が 主 放射 の 0.45 倍 (-7dB) た る 達 「 
する の に 対し , 本 カー テン 
(14dB) 以下 に な っ て いる . また 主 放射 の ピーz 幅 
は 本 カー テン 形 空中 線 の 方 が か や なり ブロ ー ド で あぁ る. 

EPL MER 
いて 優れ て いる が , さら に た K 適 当 な 分 布 と し た が - 
各 素 子 空中 線上 の 電流 振幅 を 異な らし め る と か , ある 
い は 素子 空中 線 の 配列 間隔 を 変え る と か いう 方 法 を と 
SRA 
re 

3.2 測定 指向 性 5 
図 7 の 黒 坊 印 は 9 へ 18 Me 用 の 本 空中 線 の 近 距 
な ける 水平 面 内 指向 性 の 測定 結果 で ある 。 と れ は 本 
中 線 を 微弱 な 信号 発生 器 で 励 振 し 。 空中 線 の 中 旋 を 
心 と する 半径 400m の 円 周 上 で 携帯 用 電 測 器 を 持ち 
回 っ て 測定 し た も の で ある . と の 測定 結果 は 図 7 に 実 
be 


. *e 


傾向 が 認め ちら れ た . 
つい で , 実際 の 遠 距離 電波 に よる 本 空中 線 ! 


0.2 


上 世 


0 
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理 側 角 :70" 


図 6 水平 面 内 計算 指向 性 の 比較 0 


Fig. 0 of calculated 補 a 
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図 8 お よび 図 9 は 実測 結果 が あ 
っ て , 周波 数 別に 強度 差 が し め さ 
れ て いる . 両 測 定 と も 本 空中 線 の 
平均 地上 高 と 比較 用 ひし 形 空中 線 
の 地上 高 が 等 し く な か っ た た め 正 
確 な 遠 距離 指 向 性 の 比較 と は いえ 
な い が , と これ ら の 記録 に よっ て 概 
観 す れ ば 本 カー テン 形 空 中 線 の 副 


HH 放射 は ひし 形 空中 線 の それ に 比較 
ト “ta し て 明らか に 少な く , 同じ 空中 線 
\ パ 下 員 夫 

"ER ーー + ゴ に つい て は 比較 的 低い 周波 数 に 対 
2 軍 ui し て より 多く の 改善 効果 が 認め ら 
a | NN れ て いる 。 す な わ ち , 図 6 の 計算 
値 か ら 推 定 さ れる と 同 程度 に 副 放 
射 の 抑圧 が 実現 され て いる と 見 な 

す と と が で きる . 
周知 の ご と く , 短波 通信 は 夜間 
に し ば し ば 著しい 空 電 の 影 結 を と 


0 30 60 90 20. 150. 160 お むる 場合 が ある . 空 電 は 広い 角 
8 昼間 波 用 (93~18 Mc) カー テン 形 。 度 の 広がり を も っ て 特に 南西 方 向 


計 図 7 昼間 波 用 918 Mc) カー テン 空中 線 と ひし 形 空 中 線 の 遠 距 y 、 

| 中 析 の 水平 内 清二 抽 性 と 外線 と ひし 形 空 中 線 の 連 四 許 損 5 強く 百 来 叶 る 人 性質 が ある 半 欧 
白 丸 印 は カー テン 形 室 中 線 と 侍 い 

提 丸 印 は 測定 値 実線 は 計算 値 (地上 高 31 m) 州 導 信 応 お いて は 投 才 絡 を 具 
i Fig. 7—Comparison of measured and 覆い Oy 2 120 する 機会 が 多い の で , 南西 方 向 に 
お calculated radiation patterns m, 半 側 角 70°*, 地上 高 40 m) F “ 
RIRS curtain | type, antedna pi deCdmparison’ of dectivitise of 対す る 形 放射 を 全般 的 に 少な くる 
EN the curtain type antenna de- つ 小 さく し て 信号 対 雑 音 比 を 向上 
Solid lines : caleulated. ebolie dre 
realised at great distances. か ら 夜 間 波 用 の 本 空中 線 に つい て 


A ia 6~12 Mc 栓 の 信号 対外 来 雑 音 比 特性 を 調査 し た と こと 
及 千 の 比較 穫 験 を っ つきの 方 法 で 行なっ た .( 他 の 形式 ろ , 本 空中 線 の 方 が ひし 形 空中 線 よ り も 平均 約 4dB 
' 語義 は 低下 性 を も た な い の で , と の 比較 試験 か ら 良好 で ある と と が 分 か っ た . 


| 
Me 用 が 330°NE, 6~18 Mc 用 が 334'?NE で , と も 4. 利 得 ] 
放 に 欧 州 向け に 建て られ て いる . そ と で , 租 々 の 方 向 か 4.1 計算 利得 
at sam, 本 空中 線 お よび これ と 同一 方 。 一 般 に 水平 己 波 の 短波 空中 線 の 利得 は , その 空中 線 


有 | 年 を 向い た 比較 用 ひし 形 定 中 線 で 同時 に 受信 する 。 さ き の 平均 地上 高 と 同じ 高 さ に 置か れ た 水平 半 波 長 ダ ブレ 
衣 ら に 電波 の 到来 方 向 に 向け て 建設 され て いる 別 の ひし ッ ト を 基 浴 と し た 受信 有 能 電力 の 比 に よっ て 表示 する 


UK ) 


衣 庶 を 基準 と し て 0dB に と る . と の 基準 強度 に 対す る ' 
| tig < itio Uti + 2 adh 軍 は 本 和 中 析 に 対 し て 等 し く な り 。 利得 は 自由 空間 に 
| な わ ち 絢 度 差 を それ ぞ れ 求め る も の で ある 測定 は 電 所 か れ た 両 空中 線 か ら 取 出し うる 有 能 電力 の 比 で 示さ 


放流 が 大 円 通路 に 沿っ て 真 方 向 よ り 到 来 する 安定 な 時 間 。 れる か ら で あ る . 

| に 行なわ れ た が , 小 密 受 信 所 で は 直視 式 方 向 探 知 機 の さて , と の よう な 場合 の 本 知 中 線 の ゅ =0 の 方 向 に 

| が 衣 本 され て いる の で , その 孝 度 て れ を 用 いて 方 向 を 。 お ける 利得 G は 式 (2) か ら 容 易 に 計算 きれ, その 結 

) 催 認 し た 果 は つぎ の よう に な る . 
放 ! C02) 
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り も 外来 雑音 『 に よっ て 信号 対 雑音 比 が 決定 きれ る と 
が は る か に 多い . し た が っ て , 受信 容 由 線 CE て 誠二 
要 な こと と は , 電力 利得 が 高い と と より も , むし ろ す ぐ 「 
れ た 信号 対 混信 比 お よ ょ び 信 号 対 雑 音 『 比 を 持つ と と で あ 
5 本 空中 線 は 好ま し い 持 性 を 有 し て いる と | 
違う こと が で きる 、 

じかに 電力 利 提 を 規 が て 
は , 素子 空中 線 の 導線 半径 を 大 きく する sm 
法 で ある . た ど え ば 導線 数 4 本 , 直径 30.cm の 航 形 
素子 空中 線 を 用 いれ ば , その 給電 点 イ ン ピ ー ダ ジス ば ぎ 
約 4500 と な り ぷ , 図 10 に 示 し た も の に 比べ て 約 
2dB 高い 利得 が 得 ら れる . 9 


30 (20 0 30 60 i20 
9 夜間 波 用 (6ー12 Mc) カー テン 形 空中 線 と ひし 形 
空中 線 の 境 路 離 指向 性 の 比較 
百 丸 印 は カー テン 形 空 中 線 (平均 地上 高 30 m) 
会 印 は ひし 形 空 中 線 (1 辺 長 110 m, 半 側 角 70°, 
地上 高 50 m) 
し 形 空 中 線 (1 辺 長 140 m, 半 側 角 65°, 
i 地上 高 45 m) 
Fig. cake of directivities realised at great dis- 
tances of the curtain type antenna designed for 
6to 12 Mcls and ‘the conventional rhombic 
antennas. 
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利得 6 (aB) 


mNh ea 
に i ラー 2 sing) a Rae TI 
$? G=20 log,, mk と し た 計算 利得 : 
. 1 %) —— IN Sin 8in @ Fig:* 10—Calculated power gain7of the 0 
mm ( の ) antenna, showing angle of levaton 
parameter, 3 
: 必 ; 表 1 尽 間 波 用 9~18 Mc) カー テン 形 窟 中 線 と 
Ry 4 a» RN NC ひし 形 空中 線 の 利得 の 比較 a 
er i 周波 数 DN 利 得 , Gd 
ます (kels) | 呼出 符号 2 
で と に Rin は 素子 空中 線 の 入力 抵抗 で ある. また a i | 
- (9) 10,320 TYF-3 10.5 土 1.4 
+ 電 PR ラ っ て で て きまり, or お よび SY a 8 
9 計 流 未 に よっ て 導 か れ な た 計算 式 か ら 求め る とこ と が 18,480 HBO-58 12.7+2.4 
が i i 注 (1) 1 辺 長 120m, 半 側 角 70° 
es る か ら に a る 図 5 の 本 空中 線 ひ し 形 直 中 線 の 利得 の 比較 
wm 


の 利得 を , 次 節 に し めす と と ろ に よっ て Ria=7709 i 
Cm 10 の よう に な る . すなわち を Ckejs) | 呼出 符号 


7,700 | PCK-67 |10.7 二 1.9| 10.2 寺 1. 
a 0=15° に ね いて 1 54B) ta 比べ れ TOZ 9.6 土 2.0| 8.4 寺 1.8| 9 
ハ か と と が 分 か る . し か し , いわ ゆる 電力 利 10,320 | TYF-3 10.9 土 1.3| 13.2 土 1.7| 10 
いと いう と と は , 送信 空中 線 の 場合 に は 。 11;162.5 | PCK-61 11.0+1.7|- 9.6+1.2| 
OR ど 重 要 な 13,550” |' PCK-43 11.1 土 1.8| 11.3 圭 1. 

f で en KC 合 記 用 給電 線上 の 損失 2dB を 補正 し た 値 a 


(2) 1 辺 長 110m, 半 側 角 70° 
(3) + 稼 長 140 m、 折 側 角 65° 
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42 測定 利和 


隊 9 に は を 入 座 作 に 付す る 可 利 の 平 
有 値 と 標準 信 差 と が し め さ れ て いる : また , 表 
| に は ひし 形 空中 線 の 利得 が 比較 の た め に し め さ れ て い 
8・ た だ し 、6~12Me 用 の 空 申 株 は 。 例 洲 大 
を 用 い ず に 1502 の 給電 線 を その まま 主 給 電 点 
Ny 80m 延長 し た た め は に, と の 部 分 で 減衰 が 約 2 
dB 祭 分 に 生じ て いる と と が 分 か っ た の で , 表 に は と 
i hoNN SMa 表 1 ユ お ょ び 表 2 たよ 


交 5. 給電 点 イ ン ピ ー ダ ンス 


補 中 線 の 表 子 空中 線 は ほぼ 准 入 太原 され て いる 
た め < 。 その 給電 点 イ ン ピ ー ー ダ ンス は は ほぼ ば 一定 値 を る 
つ 【 MC 5 りあ る 範囲 内 に わずか に 変動 する . 
で , 使用 周波 数 範囲 て と おい て, と の イン ピー ダン 
を で きる だ け 狭 い 範囲 内 に お さめ る と と が 望ま 
0 図 11 0 


図 17 素子 空中 線 の 給電 点 イ ン ビ ピー ダン ス の 特性 例 


Fig. 1] 1—Measured impedance of the element antenna, 


富 AA, MX, Mats: tam - 


Fig 12—SWR measured on the main feeder of the curtain type 


\ 


、 れ ば , すべ て の 合成 用 給電 線上 の SWR も 2.0 以下 


{ 


し て 利用 され る も の と 考え られ る . 


4 , < 
i man 


) 


20 
| 利得 の 測定 は , 欧州 か ら の 実際 電波 を 本 空 ーー 
FE ge 
有 市 弧 ちょ びと れ と 同一 地上 高 を 有する 水平 半 トン Easei: R 
還 長 タブ プレ > ト で 同時 に 受信 し 西 者 の 肉 度 Ff (Mc 


に お ける SWR 特性 


antenna designed for 9 to a 


図 12 は 朋 9 こ 18 M2. の 本宮 中 線 の 主 約 電 宮 に 折 科 
る SWR の 周波 数 特性 で ある . て の 結果 か ら 判 断 す ’ 
で ある と 見 な され る . 6~12 Mc 用 に 対す る SWR の 
事 定 結果 る 図 12 と ほぼ 同一 で , いずれ も 受信 空中 線 」 
と し て は 十分 な 実用 性 を も っ て いる . 


6. 結 言 


従来 か ら 用 いて きた 定 在 波 カ ー テ ン 形 空中 線 の 支持 
柱 を 利用 する よう に し た 実用 的 な 受信 用 全 波 カー テン 
形 空 中 線 に つい て 述べ た . 

構造 上 の お も な 特徴 は 素子 空中 線 の 両端 を 固定 拓 抗 。 
で 終端 し て 素子 空中 線 を 進行 波 盛 振 し た と と, 合成 用 
給電 線 の 波動 抵抗 を 双 降 運 昇 する と と も に 全 波 変成 器 
を 用 いて 各区 間 に 定 在 波 が 発生 し な いよ うに し た こと と 
お ょ よび 反射 器 を 広帯域 用 の 平面 ス え ダ レ に し た と と で あ 
る ・ 本 空中 線 は 約 2 倍 の 周波 数 範囲 に わた っ て , 無 調 
整 で 使用 する と と が で き , と くに た に 副 放 射 の 大 き さ が 普 コ 
通 の ひし 形 空中 線 より 数 dB 小さ く 。 ひし 展 宰 中 線 
より も 良好 な 信号 対 混信 比 お よび 信号 対 雑 音 比 が えら 
れる と いう 長所 を 有 し て いる 本 空中 線 は ひし 形 空中 
線 に 比べ て 建設 費 お よび 保守 費 を 多く 必要 と する が , 
他方 空中 線 敷 地 の 節 約 に 役立つ と いう 大 きい 利点 を も 
っ て いる の で , 将来 必要 に 応じ て ひし 形 空 中 線 と 億 用 「 


4 


最後 に 実験 の 機会 を 与え られ た 難波 , 新堀 両 部 長 な 
ら び に 実験 に つい て 多く の 援助 を 与え られ た 新川 , 飛 
山 両 次 長 を 始め と し て , 小室 お よび 福岡 両 受信 所 の 各 
位 , と くに 矢島 直 助 , 森 文夫 , 斉藤 一 郎 , 三 技 入 康 , 
田尻 慣 治 の 諸氏 に 深謝 する ・ i 
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無 バ イア ス 磁 気 録音 の 磁化 機構 


正 員 熊倉 向 正 員 大 村 吉 元 


正 員 永瀬 一 雄 


( ツ =ー 株 式 会 社 ) 


要約 磁気 録音 テ チープ 上 の 録音 波長 が 短い と き の 録 音 磁化 機構 を 調べ , さら に その 際 の 録音 減 科 損 内 を 明らか に し た . 
初め に 磁気 テー プ が 無 バ イア ス 漏 れ 磁界 の 生じ て いる 録音 シッ ド の 空 げ き 面 上 を 走行 する モデ ル を 考え . その 磁気 テー 
プ の 録音 体 を 厚み の 方 向 に 数 層 に 分 割 し , 紙上 に て 各層 の ヒス テレ シス ルー プ を , それ ら の 層 が 空 げ き 面 上 を 通過 する 」 a 
と き 受 ける 磁界 で 追跡 し た . その 結果 , 録音 体 の 表面 よ り 厚 さき 方 向 へ の 磁化 の 疹 遂 の 模様 と 録音 減 磁 作 用 お よび それ (に 


よっ て 生じ る 損失 が 非常 に 明白 に な っ た . 
つぎ に 広 空 げき の 録音 シッ ド を 用 い , 
の 再生 出力 の 周波 数 特性 を 比較 し て 同様 な 結果 を 得 た . 


その 空 げ ぎ 面 と 録音 体 の 聞 に 数 種 の 厚み の スペ ー サ を 挿入 し て 録音 し , それ 5 


ず 3 ch 


一般に 録音 減 磁 損失 は 録音 ヘッ ド の 空 げ き 長 , 録音 レベ ル , 録音 波長 , 外 天 休 の 保 隊 力 お よび み の 5 者 の 関連 に お 
いて 決ま り , と れ ら が が 決定 すれ ば , 録音 減 貴 損 失 は 近似 的 に 定量 化 で きる と と を 明らか に し た . i 


1. 序 言 
| 磁気 テー プ 録 音 で は 録音 再生 を 通じ , 6 dB/oct. で 


| 上 別 す る 出力 電圧 の レス ポン ス が 高い 周波 数 の 範囲 


| すなわち 磁気 テー プ 上 の 録音 波長 の 短い 範囲 で 急激 に 
落ち る . その 要因 と し て 再生 機構 か ら 説 明 さ れる 厚 味 
「 損失, 間隔 損失 , 空 げ き損 失 と 録音 体 の 反 磁界 と よる 
| 自己 減 磁 損 失 , さら に 録音 時 の 磁化 機構 か ら 予想 され 
る 録音 減 磁 損 失 が 考え られ る . と の うち 再生 機構 と 自 
Ki 「 己 減 磁 機 構 に つい て は , 録音 体 を 連続 的 に 分 布 し た 磁 
rh bs EA, cc CMD EE 
意 点 の 磁束 分 布 を 表わす 式 を 求め る と と か ら 考 察 が 行 


な われ て きた の ~⑪, し か し , 録音 時 の 磁化 機構 た つこ 


ER EER 
広がり を 生じ , 録音 波長 が と の 広がり に 比較 し 

て 短く な る と 録音 体 の 磁化 機構 が 非常 に 複雑 に な る た 
て ‘検討 が な され て いな い . し じ し た が っ て 録音 減 磁 

で な い 。 交流 パイ アス を 重ね 合せ る と , 


高密 度 銀 音 の 要求 が た か まり , 秘 気 テー zk 
or eA 


a > AKURA, Yo- 
SC Members 


ーー 最初 に 録音 
i 


a 


に 再 検討 を 加え て , と れ を 減ら さ な け れ ば な ら な さく 
か か る 要求 の も と に 特に 不明 の 録音 減 磁 
つい て 検討 し て みた . すなわち 第 1 番 に 実際 の 
構 の モデ ル を 紙上 に て 考え , 音 ヘ ッ ド の 空 げ きく 1 
じ る 無 パ イア ス の 正弦 波 漏 れ 磁界 を 現用 磁気 テー 
ヒス テレ シス ・ ル ー プ ER 


ne 


i tn し 。 そ の 再生 出 カ の 賠 9 


性 を 比較 する 実験 的 方 法 と か ら 録 音 減 磁 機構 を 究 


た 。 その 結果 , 録音 過程 に お ける 磁化 機構 が 明 』 7 
な り , 録音 減 磁 損 失 も 定量 化 で きる 見 通し を 得 7 
と こと に 報告 する : | 

2. 空 げ き 面 の 漏れ 磁界 
A 


うち 前 空 げき の 
東 に で よる 磁界 で , 


較 1 録音 ベッ ド と 磁 路 
Fig. 1—Flux path in_ a magnetic 
I recording. 


FN R h cas Yr 
# ‘f A vs " LC 0 \ 


Tt a a 0 


0 熊倉 油 、 A RT ス 磁 2 


】 面 を 通過 する 録音 体 に 録音 が 行なわ れる . 

] 空 げ き 近 傍 の 漏れ 磁界 は 等 角 写 像 法 に より Schwarz 
| Christoffel の 変換 を 行なっ て , 空 げ き 内 部 の 磁界 と の 
| 比 で 求め られ る . 

「 巻 線 数 々 回 の コア に 録音 電流 を 流せ ば 起 磁力 々 *z 
| を 生じ し , コア ァ 内 に 磁 流 が 流れ る ・ また 空 げ き 長 は 両方 
| と も に 高々 1/100 mm 程度 で あり , 空 げき の 深 さ は 
| とれ に 比べ て 1/2 mm 以上 ある た る め 空 げ き 近 傍 の 洗 
| れ 磁 束 を 無視 し て 全 磁 流 が 空 げき 内 部 を 通る と 考え て 
差し つか ない. と の と き 前 空 げき 内 部 の 磁界 万 。 は 


< て ; 本 nt (1) 


rg と 
. i 0 
れる. と と で 単位 系 は CGS 電磁 単位 で , 9 
は 前 空 げ き お よび 後 空 げき の 磁 路 長 , 7 は コア 
箇 磁 路 長 , 々 は コア の 志 磁 率 , Sy と S$S, は 前 空 
3 よび 後 空 げき の 断面 積 , S。 は コア の 平均 断面 
と する .。 空 げき 内 部 は 単位 遂 磁 率 で コア の 避 磁 率 は 

000 以上 ある . また , コア の 平均 磁 路 長 と 平均 
返 似 的 に 求め 得る 量 で ある . し た が っ て , と 
は 爺 計 電光 を な た で が KC 


図 2 空 げ き 面 の 磁力 線 
Fig. 2—Flux distribution around 
the air gap. 


: っ て 録音 ヘッ ド の 空 げ き 近 傍 の 磁力 線 分 布 
『 面 内 の 分 布 模様 で 代表 させ 得る .。 つぎ ざ に と 
( 面 と コア 表面 と の 交 線 を x 二 , 磁極 面 と の 
B, A'B' で 表わし , さら に , と の 平面 と 空 
を 通り 磁極 面 に 平行 な 平面 と の 交 線 を 軸 に 
すれ ば zy 平面 上 で 空 げき 近傍 の 磁力 線 分 
る . また コア の 衣 磁 率 は 極め て 大 きい の 
を は さむ 両 磁極 面 を 等 磁 位 面 と 考え る . さ 
『 き なの で , と れ に 比べ て コア 表面 を 一 様 な 
空 げ き 面 上 に 録音 体 が ある と き は 図 2 , 図 3 の 分 布 
) 図 は 多少 異な る . し か し , 実際 に は 録音 体 が 存在 し 


「 て も , その gp は 小さ きい の で 近似 的 に 図 2, 図 3 の 
人 了 図 を 敵 用 し て も よい も の と 上 われ る . 


がり を も つ 押 平 古伝 する - と うし て 閉 科 路 を ー 
構成 する 磁極 面 上 た お いて 蜜 度 万 の 磁 流 が 流れ れ ば , 
磁 位 関数 ACGzy) は 両 磁極 に お いて 境界 条件 2= 1/2_ 
B.g と =ー1/2 Bg を 満足 し , 両 磁極 の 対称 性 か 
ら 空 げき 中 心 で は 2=0 と な る . 

両 磁極 対称 で ある と と か ら , 2»y 平面 に つい て 一 
軸 と ヶ » 軸 で 表わさ れる 片方 の 磁極 の みた につい て 考え れ 
ば , 一 般 に 磁界 互 は 等 角 写 像 法 で 求め あられ, ヶ 軸 上 
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の 関係 式 が 得 ら れる の . 空 げき 近傍 を 表わす 面 内 の そ 
の 他 の 位置 の 一 般 的 な 解 に つい て は 明確 な 式 で 与え る 
と と は 困難 で , 磁力 線 の 分 布 か ら 図 式 的 な 類推 で 得 ら 
れる . と の 3 つの 式 お よび 類推 解 の 両方 か ら 得 た 磁界 「 
分 布 と 空 げ き 内 部 の 磁界 の 比 を 。 空 げき 面 か ら の 距離 
y を パラ メー タ に し て し めす と 図 3 せ の よう に な る . 
と の 図 は 分 布 磁界 の 絶対 値 を 表わし , 方 向 性 は 考慮 し 
て な い . また 録音 体 の 遂 磁 率 は 高々 2~4 程度 で 小さ 
く , 磁界 分 布 に 影 結 し な いも の と 思わ れる . 


a a i || 
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図 3 空 げき 面 磁界 の 強 さ の 分 布 
Fig. 3—Field intensity around the air gap. 


3. 録音 体 の 磁化 作用 


3.1 磁化 作用 の 一 般 法則 Ng 
角間 林 の ヒス テレ シス ・ ル ー プ k 振 畔 の W 江 する 正 \ 
Te 


(a) 
Ca): 失 頭 値 の 滞 増 する 磁界 に 対す る ルー プ 
Cb) : 失 頭 値 の 攻 滅 する 磁界 に 対す る ルー プ 
図 4 磁界 対 ヒ セス テレ シス ルー プ の 関係 


tape element as it passes across the air gap. 
- 状 PE プ の 収れん 値 と し て 得 ら れる の で 収れん 法則 を 検 
図 4 @ ① 上 ) は 完全 消 譜 の 録音 体 の ヒス テレ シス ・ 
ーー プ に , 失 頭 値 の 海 増 お よび 潤 減 する 正弦 波 磁 界 を 
| 有 有 作用 させ て ルー プ 追 跡 を 行なっ た も の で ある . 刀 , か 
| ら 妃 。 まで は 導 増 磁界 , 万 。 か ら 刀 。 まで は 尊 減 磁 
】 界 の 失 頭 値 を 表わし , 庁 数 番号 は 正 磁 界 , 偶数 番号 は 
| 負 の 磁界 を 表わす も の と する . 万, 万 ,… 娘 。 で 与え 
3 られ る 磁束 は B,, 8,…B。 に な る . と と で 洛 増す る 
8 界 HH Hs に 対し て は Bi By…B。 の で と 
0 磁束 は 総 て 初期 磁化 曲線 上 に 含ま れ , 活 滅 する 磁 
層 4 BH, ST, に 対し て は 磁束 は 選 ;, B。,…B。 に 至 
軌跡 を た どっ て B, に 収れん する マイ ナ ・ ル ー プ を 
画 く の. B。 か ら 始ま る ルー プ は , 妃 。 と は 大 き さ き 等 
「 し く 符号 の み 異 な る 磁界 互 / に 対応 する B' へ の 経 
p た どる が , 途 途中 B。 で 反転 する . 反転 し た ルー プ 
。 は 同じ く 娘 " に c 対 店 す る B。′ へ 至り , さら に 磁界 を 
加え と ひき づら れ て B。 に 達し て , と の マイ ィ ナ ・ 
Na RO NI Pe ir 


Fig. 4—The magnetizing sequence experienced by an unmagnetized 
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再 反転 する と と に な る : 太ら 5 
へ の 軌跡 と 5。 から B。 へ の 国 跡 は 
互い に 相 異 な る も の で あり, Uz が 
っ て 選 , お よび "67 記 始 まり 度 28 
0 と 瀬 江 す る 磁界 に 対し で 収 和 
ーー ) 
全く 異な り , 残留 磁束 る 買 な っ 
を し めす , 一 般 と と れ ら の 皿 跡 の 
一 義 的 決定 は 困難 で , 正確 に は 測定 
に よら ね ば な らち な い が , 近似 的 ば 
上 述 の 法則 か ら 作 図 し て 求め られ 
本 N 
千林 の 厚 味 は 普 胃 120000> 7 
EE mm あり , 厚 味 方 向 の 如 悦 
は , 図 3 の 分 布 か や ら 決ま る 正弦 波 
界 で 上 述 収 れん 法則 に し た が 、 
化 さ れる が , つぎ に 現用 磁気 
が 磁気 ヘッ ド の 狭 空 げ き 面 を 
る 共 の 磁化 模様 を ルー プ 追 跡 し て 求め る 0 
3.2 長波 長 録音 
録音 体 に 実効 的 に 作用 する 磁界 の 範囲 は 空 げ き 『 


決ま る が , ご 
で は 左右 5g ま 
で の 距離 Ci 
i 使用 テ 
i Seoteh 1 


け て 最 
図 5 波長 の 長い 正弦 波 税 界 と それ に に お 各 2 
"する ヒス テレ シズ スループ 


(a) は y=0.5g, 2 二 6g の 正弦 波 磁界 
(1) う : 空 げき 中 心 に 失 頭 値 が ある と き 
(2 う :1) より 7/4 位相 進ん だ 磁界 

(の ①) は @ の 磁界 に 対す る Scotch 159 

テー プ (Brmax 1100 gauss, 互 。250 


Fig. 5-—The magnetizing sequence 
experienced by a tape ele- 
ment during the recording 

process of a long wave- 


' _length signal, 
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体 の 記録 波長 は 1=v// で 与え られ る が , 」 と と で は 記 
録 波長 の 比較 的 長い 2=6g の 録 浴 を 考え る . 例 5 
(a3) の ココ ) 曲線 は z=0 で 丁度 正 の 失 頭 正弦 波 漏 れ 
「 磁 界 を 受け る よう な テー プ 上 の 着目 点 ピ つい て 考え た 
ヶ 軸 対 磁界 強度 の 関係 を 表わし , 同 図 (b) の ①) ル 
= プ は 録音 体 が こと の よう な 磁界 を 受け た と き 画 く マ イ 
ナ ・ ヒ ステ レシ ス ・ ル ー プ で , 残留 磁束 万 , に 収れん 
する また, 録音 体 上 , と の 点 よ り 1/4 波長 運 れ て ヶ 
軸 上 に 到達 する 点 は z72 位相 進ん だ 漏れ 磁界 を 受け 
る と と に な る . 後者 の 点 は 正弦 波 磁 界 の 正 の 最大 失 頭 
, 値 を ゃ » 軸 上 の 左 方 1.5g の 点 よ り わ ず か に 手前 で 受け 
語 放 | 2 こと に な る ろ る . 図 5@ (も b) の ②) 曲線 ち お よび (② ル 
ー プ は この と き の 磁 界 分 布 と それ に 対す る ヒス テレ シ 
ス ・ マ イナ ・ ル ー プ を 表わし ,' 残留 磁束 一 6, に 収 れ 
ん する . また 1/2 波長 遅れ て 到達 する 点 は 位相 進ん 
に 磁界 を 受け て - 選 , に K 収 れん し , 1 波長 運 れ た 点 で 
詳 請 最初 の B, に 復 亡 す る . か くし て 正弦 波 が 録音 され , 
罰 > 軸 上 に 人 失 頭 値 の ある 漏れ 磁界 を 受け る 点 が , ほぼ 記 
録 正弦 波 の 失 頭 値 に と なる: 
3.3 短波 長 録音 
| 録音 波長 が 短く な り , 空 げ き 長 の 3 倍 以 下位 に な る 
[ と , 空 げき 面 を 通過 する 録音 体 は 数 回 以上 実効 的 な 繰 
A 返し 漏れ 磁界 の 影 線 受け 磁化 機構 も 複雑 化す る . 
| 一例 と し て メ 2=2g の 場合 を 検討 する . 
図 6a) は 
謀 >»=0.5g の 位 
計 人 午 に お ける メ 
放 。 =2g の 漏れ 
磁界 分 布 を し 
| めす . 同 図 ゎ ) 
放 」 は この 磁界 分 
有 布 に 対応 する 


磁 界 に 対す 
| る 飛 束 の 変化 
| 。 率 は 飽和 砂 東 
近辺 で は 小さ 

く , 保 磁力 付 


図 6 波長 の 短い 正弦 波 磁 界 と それ に 
る ヒス テレ シス ルー プ 
(a) は 2=2g の 正弦 波 磁 界 
(Cb) は と れ に 対す る ヒス テレ シス ルー プ 
Fig. 6—Corresponding representation 
of Fig. 5 for a short wave-— 
length signal,. 
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態 倉 尚 。 大 村 吉 元 , 永瀬 一 雄 : 無 ペ パイ アス 磁気 録音 の 磁化 機構 


きく て , 共に 飽和 に 近い 磁束 D,,6, を 与え そる な ら 五 , 
と 4 が 多少 相 異 し て も 己 ,, 6, が 近似 する が 万 ,, h。 
が 保 磁 力 に 近い と 両 磁界 の わずか の 相 異 で 選 。,6。 の 値 
が 大 きく 開き 1 刀 ,>|h:|「 か ら 6 ん >B。 と な る 。 つぎ 
に 万 ,, hs が 小さ く 初 期 磁 化 曲 線 の 最初 の 非線形 部 分 
の 磁束 を 与え る 程度 の 大 き さ な ら , その 近傍 の 磁界 変 
化 に 対し て は 磁束 変化 が 小さ い の で 6 と:> 尽 。 の 関係 が 
保 た れる . と これ より さら に 減衰 する 両 磁界 に 対し で る 
同様 な 関係 が 成立 し . 残留 磁束 に お いて 6,>B, と な 
る . 実際 に 空 げ き 面 で 種々 位相 の 異な っ た 正弦 波 磁 界 
を 考え , それ ら の 磁界 に 対す る 録音 体 の と ステ レシ 
ス ・ ル ー プ の 追跡 を 行なっ た . その 結果 , 記録 正弦 流 
の 失 頭 値 は » 軸 上 に 失 頭 値 の ある 磁界 を 受け る 点 に は 
な く , と これ よ り 多 少 位 相 の ズレ た 磁界 を 受け る 点 に 存 


在 す る と と が 判 
っ な 7 は y 
軸 上 0.25 g,0.5 
g, 0.75g の 位 
置 を 通る 録音 体 
の 層 の 記録 正弦 
波 で ある . ヶ 還 
は 録音 体 の 走行 
方 向 を 表わし , 
z=0 の 点 が y 
7 録音 体 の 厚 さ 方 向 の 記録 正弦 波 ae- 
be の 点 が > 軸 上 で 克 界 の 最高 受け る 点 で あ 
Fig. 7—Remanence on each layer of る . また 空 げ き 
devidea tato eeveeai jayers 加 士 で 長波 長 と 
Thie showe that the gimer。 短波 長 の 正弦 波 
smpitade mmong the Jayere 届 れ 磁界 を 上 比 較 
exists. する と , x を 位相 


隔て た 正負 2 つの 振幅 値 の 大 き さ の 近似 度 は 短波 長 の 
方 が 強い . そ の た る め 短 波長 磁界 を 受け る 録音 体 の 方 が 
マイ ナ ・ ル ー プ の 対称 性 が 強め ゆめ られ, 収れん 値 と し て 
得 ら れる 残留 磁束 も より 小さ く な る 。、 こ と の 残留 磁 東 の 
小さ く な る 現象 を 録音 減 磁 作用 , また , この 結果 得 ら 
れる 残留 磁束 と 直流 磁界 に よる それ と の 比 を dB で 表 
わし , と の 点 じ お ける 録音 減 磁 損 失 と よぶ . "一般に と » 
軸 上 に お ける 失 頭 値 お よび 波長 が 等 し く , 減衰 特性 の 
み 異 な る 2 つの 正弦 波 磁 界 を 比較 する と , =z 位相 隔て 
た 正負 の 振幅 値 の 大 き さ の 近似 度 は 減衰 特性 の な だ ら 
か な 方 が 垢 由 な 場合 より 強い したがって, なだらか 


な 磁界 を 受け る 録音 体 の 方 が 急 履 な 磁界 を 受け る 録音 


体 に 比べ て 録音 減 磁 損 失 と 位相 ズレ が 大 きく な る . 実 


| 区 の 漏れ 磁界 は 空 げき 面 か ら 遠 ざか る と , その 絶対 値 
が 小さ く な だ ら か に な る た る め 録 音 体 の 厚 さ 方 向 の 残留 
磁束 は 著しく 減少 し , 位相 ズレ が 大 きく な る . 

3.4 _ 空 げき 長 と 録音 波長 の 関係 

つき に 空 げき 内 部 の 磁界 戸 。 と 録音 波長 4 を 一 定 
と ど と し, 空 げ き 長 g を 変化 すれ ば 録音 体 の 磁化 模様 は 
どの よう に 変わ る か を 検討 する . 

た と えば 図 8 に し めす よう に 最初 に 空 げ き 長 が 録音 
波長 の 1/2 と す 
つき 人 た 補 げ 
| き 長 の み 2 倍 す 
れ ば 空 げき 長 と 
録音 波長 と 等 し 
く な る . す な ね わ 
ち 2 倍 され た 空 
放 げき 長 に 対し て 
用 は 録音 波長 は , } 
^ magn”tic field variation 
ES 1/2 に 短 締 され across the air gap when it 
詳 た の と 同じ 効果 i 
放 を も つこ と と に な る . 一 般 に 空 げ き 内 部 の 磁界 と 録音 波 
罰 長 が 一 定 で 空 げ き 長 の み を 倍 す れ ば , 4 倍 され た 

| 空 げ き 長 に 対し て は 波長 は 1 た に 短く な っ た の と 同 
し 効果 を も っ . と の と と か ちら, 録音 波長 を 一 定 と すれ 
| さば 広 空 げき の 方 が 狭 空 げき に 比べ て 録音 減 磁 と 位相 ズ 
| と が 大 きい と と た な る . し か し , 録音 体 の 厚 さ 方 向 の 
La 
を な い . その 理由 は , た と えば は じ め 』9 の 距離 を 通る 
民 。 扉 で は 2 倍 さ れ た 空 げ き 長 g' に 対し て は g'/2 の 
| 離 を 通る こと に な り , 絶対 値 も 大 きく 急 諸 な 減衰 特 作 
を し めす 磁界 を 受け る よう に な っ て , 録音 滅 磁 と 位相 
ズレ が 江 る よう に な る か ら で あ る . 一 般 に 録音 波長 と 
レベ ペル を 一 定 に し 空 げ き 長 を 増 せ ば 録音 体 の 表面 
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図 8 空 げ き 長 の 変化 に 対す る 正弦 波 
磁界 分 布 の 変化 


Fig. 8—Schematic representation of 
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で は 録音 減 磁 が 増え て 残 劉 磁束 が 減少 する が , 厚 


- a 
緑 音 体 の 厚 さ 方 向 一 一 


me EDCx る 倫 介さ 太 向 へ の 6 の 


き 方 向 へ の 磁化 の 浴 通 が 増大 する . 実用 的 意味 で の 録 
音 減 磁 損 失 は , 任意 波長 磁界 に と よる 録音 体 厚 さ 方 向 の "7 
全 残 留 磁束 と 直流 磁界 と よる それ と の 比 で 定め る の が 
普通 な の で 上 述 の 磁化 の 江 遂 を 考慮 する と 空 げき 長 を 「 
広げ れ ば 録音 減 磁 損 失 が 増大 する と と に は な らち な いい 
3.5 高 レ ベル の 録音 . 0 
刀 。 が 1000 エル ステ ッ ド 以 上 の 高 レベ ル 録音 を 考 1 
える . 録音 体 が 急 帳 な 減衰 特性 を し めす 磁界 を 通過 中 
は 充分 飲 和 磁束 に 達し て メジ ャ ・ ル ー プ を た どり , 
の 箇 囲 を 通過 し た 後 , 空 げき か ら 充 分 離れ た な だ ら か 7 
な 減衰 特性 を し めす 磁界 と お いて マイ ナ ・ ル ー プ を 画 
くち きち 伺 る 7 すなわち と と で 前 た 述べ た マ ィ ナ ・ 巡 
ー プ の 装 際 任 が が 給 調 され; 低 レ ペル 前 00 
音 減 磁 損 失 と 位相 ズレ が 大 きく な る . i p 
3.6 追跡 値 の 検討 
つぎ K に 録音 体 を 厚 さ 方 向 に 迷 周 に 分 割 し ) それ 
層 に 対応 する 分 布 磁 界 で ルー プ 追 不 を 行ない 。* 
果 得 られ た 残留 磁束 の 厚 さ 方向 の 分 布 を 考え る. 
は 飽和 残留 磁束 を 零 dAB と し て 基準 値 に とり 表面 より 
り 厚 さ 方 向 へ の 分 布 を dB で 表わし た も の で ある. 
同 図 (a) も) (c) は 録音 レベ ペル を 変え て 追跡 し た き の 
で イイ ああ パ ラウ メータ に と っ で て いる, と の 3 っ の 図 を 
する と , 録音 レベ ル の 低い と き は 短波 長 磁界 で も 
層 の 録音 減 磁 が 比較 的 小さ く 録音 の 湖 矢 が 浅い 
し 録音 レベ ル が 高く な る と 表面 層 の 録音 減 磁 が 
録音 の 湖 矢 が 増大 する . し た が っ て , 録音 体 の , 
失 と 自己 減 磁 損 失 を 考察 する と き は , 厳密 に 
ペル 関連 する 磁化 の 湖 乱 を も 考慮 し て 行 な 
5 ER 
実際 に 空 げき 長 5x の ヘッ ド を 用 い , 空 げき 面 ど 
録音 体 の 間隔 を 1 々 と 仮定 し た と き に 録音 体 作 
する 漏れ 磁界 で 現用 磁気 テー プ (Scotch 159) Z 
テレ シス ・ ル ー プ を 追跡 し た . 図 10 の 実線 
か ら 求 め た 録音 減 磁 損 失 " 
れ を 6 dB/oct. の 出力 特性 
較 し た も の で ある . と の 図 で は 
刀 。 ゃ パラメータ と し てい NI る 
空 げき 面 と 録音 体 の 間隔 は 今 ま 
で の 実験 と 理論 か ら 1 々 CS 
24 と 考え られ る の で , 
は 1 ヶ に 選ん で る も 差し つっ? 
い : さら に , と の 追跡 値 
ラー し た と と ろ 式 ⑤ た K じ め 
うな 実験 式 が 導 か れ た . 


b LZ 
Ni TI C7 CN 2 N て 


| ここ と に 尺 は 録音 体 の 保 磁力 で ある 。 と の 式 か ら 得 
| られ た 録音 滅 磁 損 失 は 図 10 の 点線 で 示さ れる . 


ーー 一 念 跡 入 
ーーー- 宏 了 式 の 値 、 


つき に 空 げ き 長 ′ 50 ヶ の 広 空 げき 録音 ヘッ ド を 用 
い , 空 げ き 面 と 録音 体 の 間 に 10m ステ ッ プ で 50 4 
の 厚 さ の スペ ー サ を 置い て 録音 する .。 と れ ら の 間 
いて 録音 され た 録音 体 を 空 げき 長 2 の 再生 
で 再生 する . と と で 問題 と する 録音 波長 は 空 げ 
9 に 等 し い 50 ヶ が 最短 で と この と き の 周波 数 
#1000 c/s 以下 で あぁ ある. すなわち 長波 長 , 低 周波 数 な 
時 の 損失 と コア 損失 は 無視 で き , 特に 考慮 の 
る の は 自己 減 科 損失 で ある . 

『, と うし て 得 ら れ た 再生 出力 の 周波 数 特性 を 表 
図 11 の よ ょ うに な る . 同 図 a) (b) は 録音 レベ ル 
測定 し た も の で あぁ ある. と こと で 充分 長い 波長 に 
押出 力 値 を 通っ て 6 dB/oct. で 上 昇 す る 理想 
直線 を 画 き , と の 直線 か ら 予 想 さ れる 自己 減 
除い た 曲線 を 基準 線 と する 。 つ ぎ に 図 12 
=g, 2g, 3g, 10g に お ける 基準 線 の 値 を 零 
, と の 雰 dB に 対す る 各 厚 味 の 相対 出力 を 表 
の で 厚 さ 方 向 の 磁化 の 澄 透 模様 が 判る ろ . 図 9 
と 図 12 @ (b) が ほぼ 対応 する も の と 思わ れ 
厳密 に は 両者 の 間 に は 厚 味 に 対す る 澄 透 模様 と 
に 対す る 磁化 レベ ル に 多少 の 相違 が ある . と れ 
は 原因 と よる も の と 思わ れる . 

(1) 道中 値 と 実測 値 の 間 の 録音 レベ ル の 相 興 
(2) 追 路 は 漏れ 磁界 の 水平 成分 と 垂直 成分 に 分 区 
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11 y 軸 上 数 種 の 位置 を 通る 録音 体 の 周波 数 特性 

Fig. 11—Frequency characteristics with varying the 
spacing between the recording head and the 
tape, and intensity of magnetic field. 


- 3 e 1 
押韻 休 の 曽 さ 方 向 一 ーー て 0 
12 図 11 の 周波 数 特性 か ら 推 定 し た 録音 休 厚 さ 方 向 
へ の 磁化 の 肖 . 長 波長 の 飽和 出力 を 零 AB と する 
Fig 12—Corresponding representation of Fig. 9 for the 


results from the experiment, 
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する こと な さく 合成 成分 で 行なっ た の で 残留 磁束 る 合成 
老 分 た に よる る の と な っ て いる , と の うち 再生 に 寄与 す 
る の が 主として 水平 成分 と に よる も の で 垂直 成分 に よる 
も の が 影 響 し な いな ら , その 分 は 損失 と な る . 
(3) 前 に 予想 し た 厚 さ 方 向 に 位相 ズレ が 存在 すれ 
ば , と れる も 損失 の 原因 に な る も の と 思わ れる 
し か し , 追跡 値 と 実測 値 に よる 磁化 傾向 の 間 に 大 き 
な 差異 は な く , と これ より 録音 体 の 磁化 傾向 を 予測 し 得 
る . 
4 が 結 言 
’ 録音 体 を 厚 さ 方 向 に 分 割 し た 場合 それら の 層 の 磁 
化 傾向 お よび 残留 磁束 と いわ ゆる 録音 減 磁 が 明らか に 
な っ た .。 さら に , これら の 剛 の 磁化 模様 か ら 厚 さ 方 向 
へ の 磁化 の 淫 透 と 録音 減 磁 の 関係 を 図式 化 で きた . し 
か し , 追跡 は 漏れ 磁界 の 絶対 値 で 行なっ た が , 実用 の 
テー プ は 水平 方 向 に オリ エン テー ショ ン が な され て い 
る の で , 磁界 の 水平 成分 で 追跡 する と さらに 近似 し た 
弟 が 得 ら れ た か も し れ な い 。 また , と と で は 無 バ イア 
ス 録 音 を 考え て いる が 実際 の 磁気 録音 は 交流 バイ アス 


を 重ね 合 し て 行なわ れる . 
構 は 非常 に 複雑 に な る が , 
以 た だ いと ど 才 で る 
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ェ サ キ ・ ダ イオ ー ド の 放射 線 損傷 効果 


ES 震 
(電気 通信 研究 所 ) 


要約 エサ キダ イオ ー ド の 過剰 電流 は 中 性 子 照 射 に よ 


っ て 増加 する -. 


と の 過剰 電流 の 増加 は , 照 射 に より 禁 示 帯 中 に 


牌 じ た 離 散 的 な テ ネ ル ギ 準 位 へ 電子 が トン ネル し , つい で 再 結 合 す る と 考え る と 理解 で きる . 簡単 な そ デ ル を 仮定 し て 


導き 出し た 過 剛 電流 の 式 は , 実験 結果 を 可 成 り よ く 説 明 す る と こと が で きる . 


合 で も トラ ンジ スタ と 同様 , 結 唱 の 品質 が ダイ オー ド 特 性 に 大 


' 
1 
5 
三 
: 性 序 言 
. エサ キダ イオ ー ド で は 普通 の PN 接合 に 見 られ る 
有 拡散 電流 (小数 キャ リヤ の 注入 , 再 結合 と より 生ずる 
| 電流 ) と , 接合 の N 側 の 導電 帯 の 電子 が P 側 の 充満 帯 
へ 本 移す る た め に 生ずる トン ネル 電流 (と これ が 負 性 抵 
| 抗 の 原因 と な る ) の 他 に , 比較 的 大 き な 電 流 が 0.1~ 
1 0.4 ボル ト 付 近 で 流れ る . と の 電流 は 一 般 に 過剰 電流 
(excess current) と 呼ば れ て いる の 。、 ダイ オー ド を 
男 路 に 応用 する 場合 に は , 局 午 電流 が で きる だ け 少 な 
を Effect 本 Neutron Irradiation on Characteristics 


fof. Esaki-Diodes. By YOSHITAKA FURUKAWA, 
Member CElectrical Communication Laboratory, 


4 論 次 徐 香 93984 
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と れ ら の 実験 より , エサ キダ イオ ー ド の 場 
き な 影 響 を お よ ぼ し て いる こと と が 明らか と な っ た . 


いこ と と が 望ま し い の で ある が , と の 電流 が 流れ る 機構 
は いま の と と ろ よ くわ か っ て いな い .・ 接合 の 衣 側 の 電 
子 が P 側 の 禁止 帯 の 中 ほど に 位置 する 離散 的 な エネル 
ギ 準 位 へ 選 移 する と こと が その 一 因 と し て あげ られ て い 
る の の, そし て とこ の よう な 深い ェ エネルギ 準 位 は , ' 鋼 』 ま 
た は = ニッ ケル の よう な 不純 物 , ある い は 結晶 格子 の 不 
完全 さ の た め に で きた の で ある ろう と 推論 され て いる . 

し た が ら っ て }」 接合 の 状態 に 大 き な 変 化 を あたる で 
と な くる 深い 準 位 を 接合 の 両側 に 導入 する と こと が で きれ 
ば , 過剰 電流 の 性 質 を 一 層 よ く 理 解す る と こと が で きよ 
う . 銅 , ニッ ケル を ゲル マニ ウム の 申 へ 拡 融 させ て 深 
い 人 準 位 を 導入 する とこ と も で きる が , 拡散 の 際 , イン ジ 
ッ ム が 再 溶 解す る か ら , と この よう な 方 法 で は , 拡 淫 前 
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後 の 接 合 は 全く 別 の も の で ある と 考え な く て は な ら な 

い . と と ろ が , 常温 で 放射 線 を 照射 し て 深い 準 位 を つ 
| くっ て や れ ば 駒 射 の 前 後 の 接合 は 一 応 同 一 物 で ある と 
en る 。 し た が っ て , と の 方 法 は 過剰 電 
」 流 を し ら べ る 場合 , 極め て 有効 な 手段 と な る V2, 
そこ と で 中 性 子 を ダイ オー ド に あて 積極 的 に 深い 準 位 を 
過剰 電流 の 性 質 を し ら べ た . 
の 2. 実験 結果 


0 知ら に 下 は 入 近江 庶 が Ki の 
| 種々 異な っ た N 形 ゲル マニ ウム ( 太 素 添加 ) に 0.5 必 の 
ガリ ッ > ム を 含ん だ イン ジウ ゥ ウム 小 球 を 合金 させ た も の で 
て 表 1 試料 の 性 質 

—3s 照射 前 の Y あぁ た 
変 人 


2.16x10” 


1,48x10® 
6.08x 10 


4 
v ( Voit) 
(a) 77°K 


Qa 
vV (Volt) 
(b) 300°K 


RO 
VV (volt) 


「 図 1 中 性 子 妥 射 に よる VI 笠 必 の 変化 
Fig A in V-I characteristics by neutron irradiation. 
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ある の , 表 1 に と れ ら の ダイ オー oe 
原子 力 研究 所 一 号 炉 を 用 いて 中 性 子 照 射 を お と な っ 
た . と の 炉 で は 単位 面積 あたり 毎 分 3x10" 個 の 中 性 7 
子 が 試 料 に あたる. 本 実験 で は 一 回 の 照 負 に より 10 
(cm?) の 中 性 子 が あたる よう に し た . イシ ジウ ゥ ウム 
お よび ナトリウム (ヘッ ダ の ガラ ス に 含ま れ て いる ) 
は 中 性 子 に た いし て 大 き な 捕 獲 断 面積 を も っ て いて 強 
い 二 次 放射 線 を だ す . し た が っ て 試料 を 照射 後 一 週間 
放置 し , 放射 能 が 許容 量 以 下 と な っ て か ら 測 定 し た . 
射 照 に よっ て ダイ オー ド の 電流 - 電 圧 特性 が 変化 す 
る 様子 を 図 1(a) お よび 図 1(b) に 示す . 図 1 は 
77?KK, 図 1(b) は 300°K で の 特性 で ある. 図 2 は 印 
加 電 圧 を 一 定 に た も っ た 場合 , 電流 が 温度 に よっ て ど 」 
の よう に 変化 する か を 表わし た も の で ある . 拡散 電流 
が 過剰 電流 に くら べ て 無視 で きる 場合 , 図 2 は 過剰 電 
流 の 温度 変化 を あたえ る . また 77°K で 一 定 の 電圧 | 
を 印加 し た 場合 , 射 の た め に 増加 し た 接合 の 単位 面 
積 あ た 5 の 過重 電 Ce—le/S &, Tellls 2 


®e 接合 の N 側 の 電子 濾 

na = た 度々 に た いし て プ = 8 

i ッ ト す る と 図 3 の よ 」 
rR 

0 、 は 照射 後 の 過 剰 電 


流 , eo は 最初 か ら _ 
存在 する 過剰 電流 。 
7 は ピー ク 電 流 , S$ 
は 接合 の 面積 で あぁ 
る 、 た だ し 図 3 を 書 「 
くに あたっ て , 散 
電流 は 過剰 電流 に く こ 
ら べ て 無視 で きる と 
仮定 し た . 、y at 
上 記 実 験 結果 を 要 
約 す る と つぎ の よう 」 
に な る . rR t 
C1) 印加 電圧 を 
一 定 に し た 場合 , Ft 
Ce— To) は 照 射 量 に こ 
比例 し て 増加 する . " 1 
1 イ - が 
04 電圧 が ます と 増加 す 
2. a 
US 


3 wrxb5( 才 7 


0 02 0.4 
v (Volt) 


(mA) 


0.5 


A 
VW 


sf 
I\ 


加 は 。, 閉 電 流 が 照 鋼 の た め に 列 加 し た か ら で は な で 

Sample No.2 いこ こと の と と は og を 人 電 結 "VC で RS y 
2x10° Neutron Irradiated すれ ば 直ちに 判明 する .。 し た が っ て 過 午 電流 は 全 電 圧 0 
; 範囲 た わた っ て 存在 する . * と s 

C6) 上記 実験 期間 中 , 接合 の N 仙 の 電子 濃度 々 ほぼ 
実験 誤差 の 範囲 内 で 変化 し て いな い 。 と の と と は ホー 
ル 効 果 を 測定 し で た し か め ら れ た . 有 ア 側 の 正 孔 濃度 
も 多分 変化 し て いな いで あろ う . と の 事実 は 7K GT 
お ける 7,』 が 照射 に よっ て 変化 し て いな いこ と と 0 
し て いる . bs 訟 0 


3. 実験 結果 の 検討 i 
過 午 電流 が 深い エネ ル ギ 準 位 へ の 電子 の 選 移 に より 


Q 100 200 300 


流れ る と する と , と の よう な 考え で 上 記 実 験 事実 を ど 
ut WY 陸 
ーー 較 2. 種々 の パイ アス 電圧 に お ける 電流 の 温度 化 : 

- 層 Fig. 2—Temperature dependence of current at 


fixed voltages for sample No. 2. 


‘ と 7。 は ヵ が 低い ほ 


。 ど 大 で あぁ る . 試料 肝 電 人 
77°K 2x10°cmf NeutronIrradia 
* * (Te-eo)/Ss. ted 
_ の 電流 電圧 特性 + Ce-eo)lp 
3 は 0.3 ボル ト 付 1o9 


有 近 で わずか な が ら 
正方 に 凸 に と な っ て 
に 
3 何 一 妥 射 
選 に た いし て | 
* 7/S は ヵ が 小 
る ほど 小 で ある の ' 
“ 裕 I Ce Te ll 
は ヵ が 小 な る ほど 


3 3 ; 


(a) 単 一 の トラ ッ プ が 存在 する 場合 の 
エネ ル ギ ダ イヤ クラ ム 


(eeo)/s CAlcm?) 


3 V t 
印加 電圧 ' | "(Cb) 単 一 の トラ テラ ッ プ が 存在 する 場合 の 

et it V7 特性 較 

: SH es OI 図 4 ト テ ラップ を 含む ニー サ キダ イオ ー ド の 
A 理想 化し た VI 特性 ; 
図 3 TL; CITeo)/S Fig. 4—Idealized V-I characteristic of 
と 電子 関 Esaki-diode containing deep 
OK "Fig: 3— we a os GL oS versus F levels in forbidden band, 5 
A だ が っ て 実験 村 果 が 示す よう な 広い 電 元 半 に 4 


[nen CONGena は 1 柴 上 
5 ) 9 MR ネ 7 分 布 じ て り 
: A し な い : 4 帯 の 中 に は 離散 的 な 準 位 エネ ル ギ 的 K 8 0 


> 布 が 特に 禁止 帯 の 中 央 付近 で 密 で ある と 1 
に 
EO td 
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が っ て 今後 は 中 性 子 照 射 に よっ て 生 し た エネ ル ギ 維 位 
は 禁止 帯 内 に 分 布 し て お り , 4E= (Fn—Eecn)=(Ev; 
| Ep) の エネルギ 幅 の 中 に NA(V) の 准 位 が で きた 
こと 仮定 ずる . x 等 の 記号 の 意味 は 後 で の ベ べ る. 

つき に 電圧 V を 印加 し た 場合 の 過剰 電流 を 求め 
| る ・ 今後 は 照射 に よっ て で きた 準 位 を 単に トラ ッ プ と 
呼ぶ と と に する . する と トラ ッ プ と 関連 し た 電子 の 選 
| 移 租 程 に つき の 2 つの 過程 が あら われ る . 

(A)  N 側 の 導電 帯 の 電子 が PP 側 の トラ ッ プ に 選 移 
し , つい で 充満 帯 の 正 孔 と 再 結合 する . 

衣 0 N 側 の 導電 帯 の 電子 が NV 側 の トラ ッ プ に 落 
込み , つい で アア 側 の 充満 帯 に 選 移 する . 

| 和正 帯 の 中 の トラ ッ プ は 浮 散 的 だ か ら , (A), (B) 
| に 再 結合 過程 を 持 込 ま な けれ ば 定常 電流 は 流れ な い . 

放 と えま, (A) で 正 孔 と の 再 結合 が な いと する と , 
トラ ッ プ は 電子 で 充電 され る だ け で 正味 の 選 移 が 起 と 
. ちな く な る . 

⑭), () 過程 の 数 学 的 取扱 は まったく 同じ だ か ら 
CA) に っ いて の み 詳 細 に 論ずる . 


ns 


(A) 過程 を , さら に 詳細 に わけ る と つぎ の よう に 


て A-D) P 側 の 導電 帯 に 注入 され た 電子 が P 側 の ト 
に 捕獲 され , 反対 に トラ ッ プ か ら 放 出さ れる . 
2) 有 ア 側 の 充満 帯 の 正 孔 が ア 側 の トラ ッ プ に 捕 
反対 に 放出 され る . 

3 NN 側 の 導電 帯 の 電子 が ア 側 の トラ ッ プ に 選 
反対 に PP 側 の トラ ッ プ か ら XN 側 に 選 移 する . 

1), (A-2) 過程 は Shockley, Read の が 論じ 
と 同じ で ある 、 今後 つこ ぎの よう な 記号 を 用 いて 


em 溢 電 帯 の 端 の ェ エネルギ 
泊 トラ ッ プ の エネ ル ギ 準 位 


2 湊 准 フェ ルミ 準 位 


rs 電子 の 擬 フ ェ ル ミ 準 位 

正 孔 の 擬 フ ェ ル ミ 准 位 

| 単位 テ ネ ル ギ 中 の 状 衣 密 度 
4E=FunーEca の エネ ル ギ 幅 内 の トラ ッ 

ププ 交 

XV 個 の 電子 濃度 

_P 側 の 電子 濃度 

a トラ ッ プ が 電子 で 占め られ る 確率 
エネ ル ギ フェル ミ 準 位 F の 場合 の 

| o eR は 関数 


] 
re オー FO て 


まっ て お り , 有 ア 側 の 充満 帯 で は Fp より 上 の デ 〒 デ ネギ 7 


- プ に 捕獲 され る 正味 の 割 合 Ucx は 


a A eT 
Fic 3 


SR さい Wa 2 
{vV A A 
< 単位 時 間 あ た り の トン ネル の 確率 rN 
CCE) 単位 = ネル ギ 範 囲 内 の 電子 が 単位 時 間 に 、 
空 の トラ ッ プ に 挿 獲 され る 確率 
単位 = ネル ギ 艇 囲 内 の 正 孔 が 単位 時 間 に . 
電子 で 満た され た トラ ッ プ に 捕獲 され る 
確率 
上 記 記 号 に お いて , た と を た ば Evys は 有 ア 側 の , また Ey 
は XV 側 の 充満 帯 の 端 の エネ ル ギ を 表わす -. 3 
低温 で は 7N 側 の 導電 帯 は Fx まで 電子 が 完全 に つ 


CCE) 


準 位 は 完全 に 空い て いる と 考え て よい . する と 接合 (c 
電圧 V を 印加 し た 場合 , (A-1) 過程 で 電子 が トラ ッ ] 


て 


Ua [1 erp EF 


a fpN 
i FE FNE CE CD 


(A-2) 過程 で 正 孔 が トラ ッ プ に 捕獲 され る 正味 の : 
割合 は 8 


Ua ep i oN > 容 
NCE)C,(E)dE 
1- pF ] oN の 


» ) 


a 
yg 


SK 

た だ し は "NCE) C,(E) dE=$C, と し た : 
Pr 3 k 

(A-3) 過 程 で 電子 が トラ ッ プ に 選 移 する 正味 の 割合 は 


Us =[1 frplN,nez (3) . VM 
し た が っ て 定常 状態 で は RS 
Uy= Ua t+ Uy (4) a 


式 ④ の Uex は 拡散 電流 Uim は 過剰 電流 に 相当 す 
る 、 Ucn る Um の 温度 > お よび 電圧 範囲 で 式 ⑭④ は 


Ue = Un 3 
と な る ee 
式 ②,③,(5) か ら 訪 , を 求め Ur を fo を 合 3 
Re < 区 
U,, = ーー ) N, 
e+ 1+ exp 0 |sc , i 
£0 ns 6 7 W 

et oa, CS 
2Cgns/(nz+ ゃ Cp) は 常に ne より 小さ い 。 トラ z の 1 


に お ける 再 結合 が 無限 に 速く 行なわ れる 場合 
\ RY 


。 押 FR* 
i a | " EE 
We er \ 3 只 


EN 


帯 か ら ア P 側 の 充満 帯 へ 遷移 する 場合 に は , 電子 は エネ 
ル ギ ギ ャ ッ プ 巨 。 に 相当 し た 高 さ の ポテ ン シ ャ ル の 山 
を 遷移 し な く て は な ら な い . その 際 , 接合 内 の 電場 の 
強 き は ? に に 比例 し , 軍 移 確率 は exp)-a( エ + 


A 
3) た 。 | で あたえ た られ る . と と ろ が NN 側 の 導電 帯 の 


電子 が 有 ア 側 の トラ ッ プ に 民 移 する 場合 に は , ポテ ン シ 
| + ャ ル の 山 の 高 さ は (E。-eV) と 減 小 し , 一 方 接合 内 
の 電場 の 強 さ も ( 下 。ー-eV) ソ ? に 比例 し て 減 小 す る か 


ら 大 移 確率 * は 近似 的 に 
計 li cE Pa いり! (8) 
i Pp る i 
| で あぁ た えら れる . < は 合金 の 条件 を 決め れ ば きま る 息 


| で ぁ る . 結局 過剰 電流 は 式 (6),(8) で あたえ られ 
に だ 


「 われ われ は C, の 詳細 な る 性 質 を 知ら な い . それ 
ゆえ 再 結合 速度 が 無限 に 速い 場合 の 過剰 電流 

» 1 和 1/2 
癌 J aN exp\-e(F+2) (Ey-eV)| (9) 


] と 実験 結果 と を 比較 する と と に する . 式 (9⑨ と の 比 
光 は つき ぎの よう で ある . 

翌 SE か ら 明 ら か な ど と く , 過 午 電流 は 
_ し た が っ て 照射 量 に 比例 する . とれ は 実験 結果 と 一 到 
rene 

0 式 ⑧⑪ ょ より, 財 午 電流 は 々 が 小 な る ほど 小 

で あり , また AN, の 電圧 依存 が 小さ けれ ば , 換言 すれ 

ば トラ ッ プ の 分 布 が 比較 的 に 一 様 な ら ば , 印加 電圧 の 

” も な っ て 指数 関数 的 に 増加 し な く て は な ら な 
CO 
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0 > の 
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ーー ご 人 
U, =nzN, 0) きた 印 放電 正 の 大 な る ほど 大 で ある: これ ら 5 の 暫 a 生 
な る 。 すべ て 実験 結果 と 一 致し て いる . 
z は つぎ の よう に あたえ られ る ・ 電子 が 衣 側 の 導電 以上 は 定性 的 な 議論 で ある が , つき に 式 ⑲) i i 


量 的 に どの 程度 実験 結果 と 一 致す る か を 検討 する 。 
式 (9⑨ に 現われ た @ は 実験 的 に も と め ら he 
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図 5 logw7 と VV と の 関係 Cn 


Fig. 5—logioI versus V curves at 77°K. 


で あぁ ある. NN が 電圧 に 無関係 に eo: 


_ 図 5 は logio7。 放し セブ 
図 か ら 明 ら か な よう に 0.4 ボル Mt 


の に 生じ も の と 解き され る . また 
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で あり , 式 (12) に 現われ た 指数 関数 を 々 El 

0 i 較 6: の \ う ck な る 「 で で で は 7 
て 仮定 し た . 図 か ら 明 ら か な よう に 
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『 図 6 (7-7o) 脱 。 の 実験 と 理論 と の 比較 
Fig. 6—Comparision of experimental and 
theoretical 1esult for (Te-Ieo)II » 


か §=4x 放 の (13) 
Cy 了 に 対し て 変化 する 。、 し た が っ て , 
の 3.2x10"( エ + + DY” 
7 lr ER 
2 の °K 付近 の ( Le )fr は 式 U4 か 
] 10™; 表 坦 が がら 印加 電圧 が 0.2 ボル ト の 


0 ⑨⑪ に 基づく も の で あり , し た が 
ら に 詳細 に 検討 する た め に は 式 (6) を 用 いね 
『 い が, C。 の 人 性質 が わか ら な い の で , と れ 以 
議論 は で き ない. 折 散 電流 が 無視 で き ない 兆 度 , 
で は 式 (④ を 議論 せ ね ば な ら な い 。 小数 キ 
導入 が 多く な る と トラ ッ プ を 通し て の トン ネ 
が 明和 [を 受け る よう に な る 。 エ サキ ダイ オー ド 
電 が rhs く 独 立 し て 無関係 に 流れ 


"RN 
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えな い の で ある 2 る. 
4. 結 言 


われ われ は 中 性 子 の 央 射 に よっ て 生じ た エネ ル ギ 準 
位 が 禁止 帯 の 中 分布 し , トラ ッ プ と し て 作用 する と 
仮定 する と と で 過剰 電流 の 式 を 導き 出し た . そし て 禁 7 
止 帯 中 の トラ ッ プ の 分 布 が 禁止 帯 の 中 央 付近 で 密 で あ 
り , さら に Ny/p=10-* へ 10* と 仮定 する と と で 実験 
結果 を 定性 的 に , ま た 半 定 量 的 に 説明 する と こと が で き 
た . し か し , ダイ オー ド に は 中 性 子 を 照射 Re 
も , も と も と 過 午 電流 が 流れ て いる . と の 過剰 電流 が ” 
いか な る 機構 で 流れ て いる の か は 依然 わか ら な い .、 仮 
り に トラ ッ プ に よる と する と , と の トラ ッ プ が 何 に 原 
因 す る の か 不明 で ある 。 た だ つづ ぎの よう な こと と は いえ を 
る . エサ キダ イオ ー ド で は 小数 キャ リヤ の 寿命 は 問題 77 
に な ら な いと いわ れ て いる . 負 性 抵抗 が 多数 キャ リヤ 
の トン ネル 効果 に よる か ら で あ ろう . し か し 過剰 電流 
に K 関 する か ぎり 。 そ の よう な こと は 言え な い . し た が ) 
っ て , 過 午 電流 を 少な くす る た め に は 矢 張 り トラ ンジ 
スタ の 場合 と 同様 , 高 品質 の 結晶 を 必要 と する . 高 不 」 
純 物 濃 度 の 結晶 の 品位 を 定量 的 に 表現 する 手段 を 見 い 9 

こす と と , 結晶 に ひずみ を あたえ な いよ うな 合金 法 を 
A da Ro 
あろ うぅ . ' 


終り に に, 本 研究 に あたり 種々 御 指 導 を 喝 わ っ た 喜安 上 
次 長 , 新 美 半導体 室長 , 中性子 照 射 に 御 便宜 を 願っ た 
寺田 正幸 研究 主 任 に 束 心 よ り 感 誕 の 意 を 表わす 次 第 で 
ある . 
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テレ ビジ ョ ン ペ バル ス AFC (同期 ) の 解析 * i 


ーー 
(日 本 放送 協会 技術 研究 所 ) 


CE 
要約 テレビ ジョ ン パ ルス AFC に つい て 解析 し た も の で , まず サン プル 値 制御 理論 に 用 いら れる < 関数 を 用 い 時 間 
的 に 不 連続 な パル ス 制 御 系 と し て 安定 度 , 過渡 応答 を 明らか と し た . と ょ で 連続 関数 と し て の 仮定 が AFC の 解析 の 手 i 
て 用 い 得 あら れる か に つい て , サン プル 同期 と 低 域 ろ 波 器 の 定数 か ら 理 論 と 実験 の 対比 か ら 確 認 を 行なっ て いる . また パー 
ルス AFC 回 路 で は サン プル 同期 パル ス は ホー ルド 回 路 が 完全 で あれ ば , 情報 量 を さら に 減ら せる 可能 人 性 の ある と と を 
し な た: 

つぎ に 非線形 と し て AFC 回 路 の 引込 現象 を 説明 し , 保持 周波 数 と 引込 周波 数 と の 関係 を 明らか に し , AFC の 利得 ’ 
と 低 域 ろ 波 器 の 定数 の 決定 法 に つい て 触れ て いる . ま た AFC に 対す る ラン ダム な 雑音 の 影 を 雑音 バン ド 幅 か ら 規定 A 
し 雑音 バン ド 幅 が 最小 と な る 条件 を 引き 出し , AFC の 引込 現象 と の 関連 を 示し た . 0 
' 以上 の 解析 か ら バ ルス AFC の 最適 設計 法 が 導 か れ 設 計 図 才 を 作る と と が で きた . ON - 
こと の 外 AFC の 多段 結合 時 に 生ずる 要因 に つい て も 簡単 に 説明 し た . a 


4 Ek 設計 法 を 導き 設計 図表 を 示し 


テレ ビジ ョ ン 同 期 信号 の 伝送 は パル ス に よっ て 行 な 2. テレ ビ パ ルス AFC 動作 原理 
“われ, 水平 同期 の 結合 保持 の た め に は 自動 周波 数 制 パル ス AFC 回 路 は 時 間 的 に 不運 続 な サー 9 
有 御 (AFC) 回 路 が 広く 用 いら れる . と し て 図 1 の よう な Unity feedback を も つづ ブ rT 
| し か し , 現在 まで パル ス AFC に つい て 解析 し た . 線 図 で 表わす と と が で きる . 外来 の 同期 周波 数 を oj 
| も の は な く , また 連続 波形 と し て の AFC の 解析 に つ その 位相 を み , 自 巳 発振 周波 数 を @, 位相 を 4 
いて も 統一 され た 見 解 で 理論 を 導き , 実験 と の 対比 を 。 する と 位相 弁 別 器 は 両者 の 位相 閥 p= み ー み 4 を サ 
有 有 試み た 論文 は ほとん ど な い . 正弦 b 
波 の AFC で は George の が 線 
形 と し て one pole 形 AFC の 
起 中 応答 と 雑音 バン ド 幅 の 考え 方 

を 示 し , Preston & Tellier” 1 ペル ス AFC 回 路 プ ロッ ク 線 図 
” one_ pole 形 AFC で 非線形 な 2 、 ‘ Fig. 1.—Block diagram of pulse AFC circuit. i 
引込 現象 を 論じ , Gruen の の は 給 指 的 に 過当 な 条件 プル 周期 7 ど と に 検出 し , その 層 相 差 に 比 全 
- MAA RT 必 3 が みて パル ス 圧 Ep 一 9p を 発生 する . と と で 実際 の 弁別 | | 
AFC の 設計 理 給 は 判然 と し て お ら ず , 雑音 に 対す る は 図 2 の 回 路 構 成ら も 判る よう (< 低 域 る 波 器 の 
* i AFC の 非線形 と し て の 引込 動作 を 結 び つけ イィ インピーダンス zer に 比 し て 比較 信号 源 の 出力 
A AFC 系 に 含ま れる 低 城 ろ 波 器 の 定数 の 決め te: A RI TR が 充分 に 小さ く , 外来 ペル ス | 

< ee : 層 記 en : 比較 信号 が サン 
eR TE i され る で と に が 
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2 の 人 5 通常 の テ レビ ジョ ン 


- wv の a 、 
8 » / A 
は 連続 関数 と し て 動作 を 近似 で きる と と : の よら て た な の 
ーー Fig. 2—Discriminator. は 雰 次 の 避 


音 に よる 影響 に 路 を 有する サン プル 値 制御 系 と 考え る と と が で き 
ら 5 最適 な AFC の と の ホー ルド され た 電圧 Ep は 通常 C5) な 
AFC Circuit for ろ 波 器 を 通っ て Epa=(O・*Ep」 な る 電圧 と な 
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CO LL 8 
有 | 電圧 に より 直接 ) 周波 数 を 変化 させ る .。 よっ 2 
| て 自己 の 周波 数 @z キ の 5 寺 民 Ep。 は 外来 周波 ゴー Wr 

が の に 結合 する . ZD 
両者 の 位相 差 8p*(*) は 図 1 の ブロ ッ ク 線 図 4 1 の 波形 


E 図 中 Uy) Fig. 4—Modification of tS block diagram shown in Fig. 1 
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| |] シャ ル に ある 定常 値 より 変化 し た と し て , と の 変化 量 

$s の 過 濾 応答 を 調べ て 見 る . と の 場合 ブロ ッ ク 線 図 を 書 
i bp* A RR TE 0 
a ‘ 1+K Kr. a did | き 改 め て 図 4 の よう に 表わす と と が で きる ,. 

FE * 実際 に , と の 状態 は 放送 番組 中 の 同期 の 切替 え , ま 


有 | と な る . と と で KK=K:K。 は AFC 回 路 の 利得 と 呼 。 た ピ デ オ テー プ ・ レ コー ダ の 録画 ヘッド の 切替 わり 
0 に よる イン ディ シャ ル 的 な 位相 変化 (ベネ シャ ン ・ ブ プ 」 
通常 テレ ビ 系 で 用 いら れる 下 ⑤ は 図 3 (a), (b) の ライ ンド な ど ) 等 に 相当 する . また 後述 する AFC の 
うな 低 域 ろ 波 器 で ある . 引込 現象 に 過度 応答 は 密接 な 関係 が ある ; 
ek と の 状態 を 実験 的 に 再現 し , 過渡 応答 , 安定 度 を 理 
| つい て 式 (①) を 求め る と 論 的 考察 と 対応 する た め 図 5 に 示す よう な Gruen ゐ 7 
計 維 半 に よっ て 提案 され た 測定 回 路 を 修正 採用 し た 。 
い i と の 測定 回 路 で は 映像 信号 は 基準 信号 と な り HD 
補 富 Ge : (水平 同期 ) を 成形 細い パル ス と し て 正極 性 に 取り 出 」 


rh, One Pole og’ Za ・ す . 同期 パルス は と の HD パル ス を VD (垂直 同期 ) 「 
¥ いい Fa(8)=- 形 より 作っ た 30 c/s 対称 短 形 波 , また は 任意 の 外部 信 「 
i a dR 号 に より 位相 変調 を 加え , 成形 し て 映像 信号 と 混合 図 「 
、 be or 5(b) の ど と き 波形 と し て 被 測定 の AFC 回 路 に 加 
図 3 AFC 回 路 に 通常 用 いら れる る 波 器 える . て の AFC 回 路 の 出力 回 路 は 含 向 回 路 を 中 動 し 


Fig. 3—Lowpass filter for AFC circuit. ブラ ウゥ ウン 管 上 の ラス タ を 偏向 する . よっ て 位相 変調 を こ UV 


@ te —e ‘7) 


kg- RS 


NS 


(C2) 
)=lim tootCe) = 2 C3) 


3 i る 形 の 電 合 同様 の 結果 を 2 
UY (a) AFC 特性 試験 回 路 
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ミ を 得る ET 周期 
3. 過渡 特性 お よび 安定 度 の 解析 区 
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AFC は 後述 する よう に 非 線 系 で ある が TT 
は 線 系 と し て あつ か い , いか な る 場合 に も Cb) 試験 著 置 出力 波形 。 


‘i 保持 動作 が な され る と 仮定 する .・ 図 5 AFC 特性 試験 回 路 と 出力 波形 
Fig. 5—Test circuit and test waveform for 
ブロ ッ ク 線 図 で 外来 同期 の 位相 が イン ディ measuring AFC est J Cs 


SE 
| 変調 に よる 影 線 を 示し て いる . 30 c/s の 対称 短 形 波 で 
変調 する 場合 に は 垂直 方 向 に 同期 が と れる の で , 過渡 
応答 は 静止 状態 で 観察 で き る. 


astb 形 (one pole, one zero) が a 各々 の 一 


区 伝達 関数 は つぎ の よう に 与え られ る ふ , 
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pe 
_ 式 ④ の 根 和 軌跡 は 
i 2 ee ta (lg 
0 os (6) 


半径 = *+leal+e T(z + 

BN | =2d-aT ra-2aT) 
3 の 円 形 と な る . また 式 ⑤) の 根 軸 跡 も 円 形 で 中 心 
“のみ が 次 式 の ど と i 
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1 の 対比 か ら 全 体 の 系 の 安定 性 が 判定 で きる . 
a _ 加 ! は aT を 変化 させ た と き の one pole 形 AFC 
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oa), z。′ すなわち 円 の 中 心 は 図 7 の 

TT 1 
aT+e“T-—1 より e 
また 円 の 半径 も zp' の 変化 に 
て 小さ く な る の で 6=e つ gag 
と の 場合 の 過 濾 応答 
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と と を 意味 し , 複合 同期 信号 より 水平 同期 を 分 離し 」 | 
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NP 


1 | 
た だ し = 一 (gz- の の 
9, 
で 求め られ る . 


図 8 は き ょ 歯 状 波 AFC 回 路 (one pole 形 ) を 有 7 
する テレ ビ 受 像 機 (=1500) で a を 変化 し た 場合 の 「 
過渡 応答 と 理論 値 と を 示す . また 系 を 連続 関数 と 仮定 
し て 計算 し た 値 も 付記 し た . と の 結果 理論 値 と 実測 僧 
は か な り 一 致し , zg が 瓶 少 す る に し た が っ て 系 は 振動 
形 と な り , オー パ ・ シュート:Mj が 増大 し じ , か つ 行 
きす ぎ き 時 間 (zpx63.5zs) が 大 と な る こと こと が 判る .( 図 
8(b) 参照 ) テレ ビ 受 像 機 の AFC の 過渡 応答 が 定 「 
常 値 に 達する まで の 時 間 は か な り 長 く 10ms (垂直 同 
期 の 55 少 ) に も な る . と れ は 同期 位相 の ィ ン デ ィ シ 
ャ ル な 変動 に 対し て 生ずる 衝撃 の 影響 を 無視 で き な い 


AFC に 加え た 場合 , 垂直 期間 の 水平 同期 の 欠 除 , ま 
た は 垂直 同期 , 等 化 パ ルス の 影響 に より 水平 同期 に 位 」 有 
相 変 化 を 生ずる と き に は , テレ ビ 画 面 に 曲がり を 生 ず 
る 原因 と な る . 

one-pole, one-zero 形 AFC で は 零 点 すなわち 
5 の 値 の と り 方 で 系 の 根 を < 面 上 の 実 軸 上 また は 近傍 7 
に お く こ と と が で き , オー バ ・ シ ュー ト M, を 軽減 で Mn 
さる ( 図 7 参照 ). 図 9 は one-pole, one-zero 形 で 
a=46, 6=460 と し た 場合 の 実測 の 一 例 を 示す . 


be 


(a) one pole-one zero AFC 
a=i6, b=460, K=1500 


(受像 標準 東 て 


A 
(b) one pole 形 AFC NN 
a=i454, K=1500 
図 9 過渡 応答 の 一 例 a 
Fig. 9—Example of transient response. 3 
つき ぎ に 連続 関数 と し て の a AFC に っ 3 
・ いて 成立 する か 考え て 見 る 、 4 


Tire 
御 系 と し て 考え た AFC で , 連続 関数 と し て 導い た 過 
濾 応 答 は 理論 値 と し て ほとん ど 一 致す る と と を 示し て 
いる 。 そ と で サン プル 周期 変化 せ た 場 合 に どの 程度 
の 誤差 が 生ずる か に つい て 検討 する . 図 10 は one- 
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実測 T=2x 63.5 x106 (ホー ルド 回 路 政 善 俊 ) 
2 4x63,5x108 
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Sample 周 期 実線 635x168 
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(a) a=454, K=1500 
a@=757 
の 実 放 T=2 x635 Sample 周期 実線 ----63.5 x108 
理論 値 9 2x63.5 x10° 
x« 4x63.5 %16° 
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x635x108 
(b) a=757, K=1500 
図 10 サン プル 周期 を 変え た 場合 の 過渡 応答 の 変化 


| Flg 10—Transient response while sampling period changed. 
pole 形 AFC で a=454, 757 の 二 つ の 場合 に つい て 
T=1, 2, 4x63.5xs と し た 場合 の 実測 と 理論 値 を 示 
す . と の 結果 理論 値 は ある 程度 の ずれ は あっ て る 低 域 
ろ 波 器 の し ゃ 断 周波 数 «に 比 し て 7 が 短い と と か ら 
と の 程度 の 変化 で は 影響 を 示さ ず , サン プル 周期 に 無 
関係 に 連続 関数 と し て 導い に た 値 に 近く な る . し か し 実 
験 値 は 立 上 が り 時 間 が 長く な り , 長い 周期 の 振動 系 と 
る 

と の 原因 は ホー ルド 作用 が 不 完 人 金 と な り , < 変換 に 
よる 解析 の 理論 設定 が 成立 し な く な る とこ と と を 意味 し て 
いる 。」 と これ は 実験 的 に る 確認 され , ホー ルド 回 路 の 改 
善 に より , 図 10 に 示す よう に 理論 値 に 近づく . ポー 
ルド 回 路 が 指数 関数 的 に 減少 する と し て 式 を 誘導 すれ 
ば , と の 誤差 は 理論 的 に 裏付け る とこ と が で きる . また 
自己 発振 器 の 発振 周波 数 の 変動 は と の 程度 の サン プル " 
周期 (63.5 zs) で は 10 程度 で ある の で , いわ ゆる 
“か げ の 振動 ” の 要素 と は な ら な い . 

以上 の 考察 か ら つ ぎの 結果 が 得 ら れる . 


(1) 現在 の 市 須 受像 機 を 含む テレ ビジ ョ ン AFC 
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(<2) デレ ビジ ョ ン 水 平 同 期 AFC で は 63.5 gs ご 
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と に サン プル パル ス を 伝送 する 必要 は な く " 上 
記 の 考察 か ら 完 全 な ホー ルド 回 路 の 設計 に より 
サン プル パル ス の 情報 量 を 減ら せる 可能 性 が あ 
る . 実験 で は 1/10 程度 まで は さほど 困難 で は 
な い . て この 結果 を 積極 的 に 利用 すれ ば 同期 パル 
ス の 替わり に テレ ビ 局 間 の 自動 制御 の た め の 情 
報 が 挿入 で きる . 


4. AFC の 引込 現象 


前 節 で 述べ た 過渡 応答 は AFC が 線 系 で あ 
る と 仮定 し , また , その 線 系 と し て 考え られ る 
領域 で は 過 濾 応答 その も の % ヵ | 込 現象 を 説明 し 
て いる . し か し 弁別 回 路 の 出力 電圧 Zp: は 

Ep = Kp>0  @, 期間 ) 
=K,%p<0  ⑳。 期間 ) 

と な り , 系 全体 と し て だ >0, <0 の 三 っ の 往 
域 に つい て 考え な けれ ば な ら な い 。 

と の 非 線 系 と し て の AFC の 』[ 込 現象 を 位相 
面 ( 縦 軸 を @, 横 軸 を の 上 の 位相 国道 を 用 い 
て 解析 する ⑳①. 解析 は one pole 形 AFC に つ 
いて 行なう が , one-pole, one zero 形 に つい て 
も 同様 の 考え が 適用 で き る. 

前 項 の 考察 か ら テ レビ パル ス AFC を 連続 関数 と 伯 : 


定 す る と 玉 ⑪=- と し て 


(13) 


$bp+sdpat+tKkagp=0pa (14) 
た だ し 左 は 土 の 両 符号 を と る . 
だ K だ >0 (0, 期間) だ <0 (⑩。 期間 ) 

の 方 程 式 を 得る -. 

定常 状態 で は 

po=Op/K 39 \ 

で あぁ る の で 式 1 の を 変数 変換 し て ツ =?p 一 po と 
すす 


sh+syatKkKay=0 3) 
(⑤⑧ >0 の と き ( 根 は 複素 根 の 場合 ) ! 
Wo ee < 
Yt) = た RR t 
4K 
sin(\/ Ka- Zt+0)| (16 六 語 問 
= RS 
た だ し 0=tan™' “ を 


Nii 


な る 
放 こと こと で sY=op と お く と 式 U1 カ の は 


に +a op+Kayr=0 (17) 
? 
Op aop+Kay (18) 
放 半 る op 


的 に 平 術 状 態 と な る . (絶対 平衡 条件 ) 

紳 <0 の と き 

と の 場合 は 特性 方 程 式 の 根 4, 2 は 実 根 と な り , 媒 
で 著 形 の 不平 衡 状態 と な る 。 よ っ て 積分 曲線 天 は 
I 第 机 象 限 で op=4 ツ Y の 新 近 線 と な り , 

第 華 第 V 人 象限 で @ ぁ =2 ツ Y の 尊 近 線 と な る . 

また 一 =0 の 等 怖 線 は a>0 で ある の で , 第 
象限 を と り , op 一 民 y で 与え られ る . 
レビ の パル ス AFC 回 路 で は >0, K<0 の 2 
条件 は 1 水平 同期 周期 に 与え られ , 2 つの 領 城 が 
が る と し て 図 11 に 引込 (pull in) 現象 を 位相 面 
示す . と た で AFC ヵ 』| 込 む 周波 数 ずれ op= 
61 


度 と 不安 定 近 堪 と 人 ら す 。 安定 領域 で 油 状 的 に 
dsi 


宮 補 
選 (@=0, と = で か な ら ず 垂直 の 接線 を 


0, i 
yo Rs "3 Hg そ /m 芝 。} (19)’ 


7 補 條 確 ー ビ ーー 多 定休 基 ーー ト - 李 客足 債 虹 = 


—Pull in phenomenon of AFC explained in 
' phase plane. 


* 


RE i Cr 


と な り , 初期 値 op が 与え られ れ ば , 位相 軸 道 は 油 状 っ 


“width) B と の 積 で 表わさ れる , と と が George の 5 


| : ( 42 ) r k i nz 


ha 


で な けれ ば な ら な い . 
よっ て 与え そら れ た だ お よび 々 に お いて で て ス a 
満足 する op* (pull in) は 


Op RE 
2 + ra) (20) 
る Op thold in) 2 。 
he 1+M, A) 


た だ し 保持 周波 数 (hold in frequency) : @p*(hold J 
in)=Ko®, 


で 与え られ る . 8 
式 (21) は AFC の Hysteresis 現象 一 度 結 合 す 7 
れ ば , 広い 保持 範囲 を 有する が , 引込 む 範 囲 は 回 路 条 
件 に よっ て 狂 く な る ) を 説明 し て いる . 
one-pole, one-zero 形 AFC で も 式 ⑫②1) は 適応 で 「 4 
きる . た だ し M。 は つき の 条件 で 与え られ る . 
ali+ ). ' : 
K 


a, -4-+ トト 


1 
M,=e 2 


式 (22) で 与え られ た pole a に 対し て , zero 9 
決定 は 後述 する よう に 雑音 に 対す る 考慮 か ら 一 譜 的 に ) 
定め らち れる. 

よっ て one-pole 形 AFC, one-pole, one-zero 形 
AFC に つい て 付図 1 ちよ ょ び 2 の 設計 図表 か ら 所 要 の 
@p “(hold in)/ewp'(pull in) か らち a が 決定 で きる . 

5. 雑音 に 対す る 考慮 。 

AFC を 連続 関数 と 仮定 すれ ば 一 般 に ラン ダム な 雑 

音 妨 害 に よる 系 の 実効 的 な 位相 偏 移 は , 雑音 電力 スペ 


クト ラム と つぎ に 規定 する 雑音 パン ド 幅 (noise band-7 


IC よ っ て 言わ れ て お り 。 と の お を も っ て AFC の 対 条 
音 特性 を 規定 で きる . ; 


a- | $ 


2 ¢ 4 ] 

Go | OU (23 

i f “a 

そこ と で one pole 形 AFC に お いて B を 求め る i 2 1 


A \ 

陸 = $ *+sa+Ka . Ny 
tr __Ka’'do : 3 
Oe 0 


と な り , ラン ダム な 白色 雑音 に 対す る 雑音 パンド 配 


2 A 
RS 2 ks 

0 

sa Rr , ks 4 4 el \、 ~ 江 i? 

A (ee i 


a 


= 
(] 
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は , ろ 流 器 の し ゃ 断 周波 数 に 無関係 に 区 z で 決定 さ 
れる . 

と れ に 対し て one-pole, one-zero 形 の AFC で は 
雑音 パン ド 幅 亡 は 


+o 
"| 


“(ar た ) -2(a+ Kara'+aK 


2 


(s 二 の) で 


* ts(a+ 2K)+aK 


> 1 
(a+ 7K) 
KK +) 
ER (25) 
で 全容 ら れる. 


し に た 対し て ち を 変化 させ た 
と き の 選 の 変化 は 図 12 の よ ょ うな 曲線 で 表わさ れ 極 小 
点 が 存在 する . 選 が 最小 と な る 条件 は 

b=ali+ is A } (26) 


テー 
a 


を 満足 する 6 が 与え られ た 場合 で ある . 

付図 3 は 与え られ た K, ga に 対し て B を 最小 と す 
る め り を 決定 する . 付図 4 メ は 式 (25),(26) か ら 与 えら 
れ た KK,6 に 対し て 雑音 バン ド 幅 万 を 求め た も の で あ 
る 2. 


図 12 雑音 バン ド 幅 万 と % の 関係 
(one pole-one zero 形 AFC) 

Fig. 12—Noise bandwidth B vs. b 
(one pole-one zero type AFC). 


6. パル ス AFC の 設計 法 


以上 の 考 府 か ら パ ルス AFC の 設計 を 付図 1,2,3,4 
の いずれ か を 用 いて 行なう と こと が で きる . 使用 目的 に 
より , 定常 位相 偏差 , 引込 周波 数 対 保持 周波 数 比 , 雑 
音 バ ンド 幅 の 選び 方 が 決め られ る . その 一 例 を 以下 に 
示す . : 


G) one-pole 形 AFC (7. OE A) 


の < 4 


(a) (KK の 決定 ) 入力 同期 周波 数 w ゅ と. 特 己 固 
有 発 振 周 波数 w。 と の 周波 数 最大 偏差 op が 与え られ 
れ ば 許容 位相 差 5 か ら 式 (3) より が 求まる : 

と こと こ で た と えば 2p=0.2z (radian) =613gs 7 三 走 
査 に 対し て 10 必 ), po ゥ =2z ヶ x150 (同期 周波 数 の 6 錠 
の さき 

2x150 
(2 

(Cb) 引込 周波 数 , 保持 周波 数 お よび a の 決定 
周波 数 が 最大 偏 移 し た 場合 で る 引込 動作 が 行なわ れる 
条件 は , op‘(pullin)=op(2z ヶ zx150) と な る よっ で 
保持 周波 数 op ぐ “moa jm) は 引込 周波 数 op pu in) さ 
り 広 く と ちら な けれ ば ば ならない. 

op “ep'=1.2 と すれ #, 


K= =1500 


4 0 Dw ’ 
Op thold in) = 1.2X Op tun in 


=2xzXx180 radian/s 


と の 条件 を 満足 する zg は 付図 1 より, 
a=1l,200 radians/s 


(ec) 雑音 バン ド 幅 こと の 場合 , 雑音 ベンド 幅 刀 
wg lHod) 
wp (Pull a F,(8)= 店 BAFC 
2 


ka - L5Hold) 
wp Pully 


* こ の 場合 の 殖 音 バ ノド 起 , B=KT 


(Ot 0.01 
” i100 500 1000 5000 10000 
—=a (Radians/s? 
付図 1 Appendix 1. 
uCHold) 
(Pulh 
*f 
FaiS) = EE AFC i 
a ww, i0 
.5F0.5 今 え られ た Ka に る PU 


た だ し bUHa に 対し て 雑 首 バン ノド 幅 
業 小 の 条件 か ら 決 ゆら れ て いり る. 


500 \1,090 


' 5090 10000 
—-- で {Radians/8) 


付図 2 Appendix 2. 


る 
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三井 信 誰 : テレ ビジ ョ ン パ ルス AFC 


ツ 株 
a B=K ぇ で ある の で , a に 無関係 に B=1500 ヶ で TD 形 AFC_ と 同じ く 引 込 周波 数 op rt 周 
) 与え みれる. 波数 最大 偏差 wp と 等 し く と れ ば , 


op“jep' は 付図 2 か ら a=100 radians/s 7 と 
1.14 と な る と と る ヵ % 汗 る. 
- す 6) or il os 


(ii) one-pole, one-zero 形 AFC (7 ($) 


: (4) 去 の 決定 Gne pole 形 と 同じ 考え で K =2xzx171 radians/s 
00 と する と な る . | 
; (Pb) 雑音 バン ド 幅 より 5,a の 選定 。 付図 4 より 9. AFC 回 路 の 多段 結合 
_K= =1500 で B=600x ヶ を 希望 する と 6=500 radians 
誠 なる. と の に 対応 する a は 付図 3 より 100 実際 の テレ ビ 放 送 の 場合 に は AFC の 多段 結合 が 
Pp radianss と 決定 され る . か な り 問 題 と な る . すなわち 受像 機 の AFC も 含め て 
店 保持 周波 数 @p ぐ “(hold in) の 設定 one 中 継 番組 で は , 二 段 以上 の 同期 結合 が な され る 場合 が 


a 


bms) 
_ 500 


P23)= 8 刺 AFC で 


最小 讐 合 パ ノド 帳 を 今 える qd,b の 応 何 


One Pole AFC, ~~ 
es 


ツ i . 0 ~ 00 Es 
tt 
> 13 _AFC の 多段 結合 の 過度 応答 上 


i Bb こ Fig. 8ansientreeponre of multistage 
] 2% 相 

We SS NS 92 か な りあ る . と の 場合 最初 の 結合 が 不 完全 に よる 位相 7 

sb 変化 が ある と (複合 同期 信号 の 午 直 , 等 化 パ ルス の 影 

と A 震 が 完全 に 除去 で きず , 60 c/s で と に 位相 変化 を 与え 

eh ! る と と が ある ), 位相 の オーパ ・ シ ュー ト が 増長 し , 

Si 行き すき 時 間 が 長く な り , 画面 に 曲がり を 生ずる 。 \ 
ER 放 と れ は パル ス AFC を 連続 関数 と 近似 すれ ば , 骨 紅 

応答 に オー バ ・ シ ュー ト を 有する 増幅 器 を 多段 結合 し 

た と 同様 の 考え が 適応 で きる の . 一 般 に AFC で は 与 「 

た か ss えら れ た 氏 に 対し て 雑音 バン ド 幅 を 小さ くす る よう 

EE ONC TR ” に 低 域 ろ 波 時 の し ゃ 断 周波 数 を 選ん で ある の で , 一 段 」 

, で 発生 する オー パ ・ シ ュー ト の 量 は か な りあ り , 図 「 

13 の 例 に 示 す よ うに 多段 結合 する 場合 か な り 党 細 


0 * さき に 成長 する . = 
ょ 謀 0 Se と れ か ら 判 る よう に AFC の 多段 結合 の 場合 テレ ビ 
て 所 0U で は AFC 半 全 動作 の 確認 が 必要 で 。 わずか な 位 」 
9 wo な hy 相 ず れ が 末 嵐 の 受像 棋 で 大 さき な 障害 と な る と と を 示 
の て いる . Rg 
0 Ce 50 100. ME EE! S000 - 10000 # KN Pr RN 二 v 0 
BE 同期 パル ス AFC に つい て 放し 


sl & Rk が 


a 過渡 応答 , 雑音 パンド 凡 最小 の 条件 か 
も AFC え の 利得 の 下 定 ね よび 全域 ろ 六 細 の 定 雪 の 
決定 が で きる と と を 示し た.『 付 図 1,2,3,4 ! は どの た 
め の 設 計 図 表 で ある . 

また 同期 パル ス が 時 間 的 に 不 連 続 な 系 と し て 伝送 さ 
れ て いる 場合 に , 一 般 に サン プル 制御 理論 に 用 いら れ 
) る 2 関数 が AFC の 解析 に 有効 な 手段 で ある と と を 示 
し , 連続 関数 で の 近似 と の 対比 を 試み た . と の 結果 通 
常 の テレ ビ パ ルス AFC 回 路 で は 連続 関数 と し て の 近 
似 が 成立 し , 逆 に ホー ルド 回 路 が 完全 に 設計 され れ ば 
サン プル 周期 を 長く し て 情報 量 を 減ら せる 可能 性 の あ 
諾 計る こと を 示し た . 
| こと の パル ス AFC の 解析 に あたり , 市 販 の テ レビ 受 
有 像 機 の 水平 同期 AFC 回 路 を 調査 し た と と ろ , 利得 
お よび 低 域 ろ 波 器 の 定数 z, 6 の 決定 は 実験 的 手法 で 
「 ほぼ 理論 設計 され た 理論 値 に 近い 点 に と られ て いる と 
と が 判っ た . 
震 パル ス AFC で 雑音 に 強い 理想 的 な 回 路 を 得る た め 
「 に は 入力 お よび 固有 の 発振 周波 数 の 安定 度 を 増加 し 
| 利得 K を 小さ く と る と と が 包 ま し い 。 また 話 容 で き 


閑 ~ sh he 

ty, お hp 3 a | 
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い 値 に 近づけ る べき で ある . ' 
終り に と の 研究 の 機会 を 与え られ た . 三木 テレ ビ 研 
究 部 長 , 石橋 副 部 長 , 樋 濾 主 任 研究 員 , 討論 と 助言 を 
得 た 藤村 主任 研究 員 , 福島 職員 , 実験 測定 に 援助 され こ 


た 上 原 職員 に 感謝 する 、 
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(電気 通信 研究 所 ) 
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提案 し た . また 線 返 し 周波 数 の 高い 振動 を 撫 似 的 に 低 


a 


紀 の ろ を 定 必 的 払う 計時 家 り され て いて 
の 周波 数 が 売 分 低く 負 性 抵抗 領 城 を 通過 する に 要 す ^ 
時 間 が 無視 で きる 場合 ER 


a ER: rg _— 
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休 難 と な り , さら に ダイ オー ド で 定まる ある 周波 数 以 
上 で は 振動 波形 が 正弦 波 に 近く な る が , と れ ら の 事実 
は 障壁 容量 を 考慮 し て 負 性 抵抗 領域 に お ける 振動 機構 
の 解析 を 行なわ な けれ ば 合理 的 な 説明 が 困難 で ある . 

と と で は , 無 安定 マル チ の 基本 的 な 回 路 に つい て 障 
杏 容 量 を 考慮 し た 回 路 の 微分 方 程 式 を 導き , ダイ オー 
ド の 静 特 性 を 折線 で 近似 し , 障壁 容量 が 電圧 , 電流 に 
よら な い 定 数 で あぁ る と 仮定 し た 場合 に 無 安定 マル チ で 
発生 する 引張 振動 の 電圧 ・ 電 流 波 形 を 求め た . 解 か ら 
電圧 ・ 電 流 波形 の 振幅 ・ 周 期 は も ちろ ん , 発振 波形 の 
立 上 が り 時 間 等 の 諸 元 を 求め る と と が 可能 で , 解 の 制 
動 条件 が 満た され る 範囲 に お いて 実験 と よく 一 致す る 
と と を 確か め た . 解 の 制動 条件 か ら 回 路 の イン ダク タ 
シス に 対す る 制限 を 明らか に し , と これ に 関連 し て 無 安 
定 マ ル チ に 使用 する ダイ オー ド の 良さ を 表わす 1 つの 
測定 を 提案 し た . 


2. 理 


| 2.1 回 路 と 基本 方 程 式 
ダイ オー ド を 用 いた 無 安定 マル チ の 等 価 回 路 を 図 1 
EL Ls RE Gi ね 上 よび (の ) は: を それ ぞ 
れ ダ イオ ー ド の 飽和 イン ダク タン ス , 飽和 抵抗 , 障壁 
| 容量 お よび 非線形 コン ダク タン ス に よる 電流 を 表 わ 
し , um) 以外 は 電圧 ・ 電 流 に よら な い 定 数 で ある と 
仮定 する . 図 1 に お いて 


外郭 回 刻 


| ダイ オー ド 
| 


l 
| 
| 
| 
| 
| 
| 
| 
i 


図 1 エサ キダ イオ ー ド 無 安定 マル チ 等 価 回 路 
Fig. 1—An equivalent circuit of astable 
multivibrator with Esaki Diode., 


i 
sz の 4 の ) (1) 
Pv dv 
GF + a, —— 4 ーー /(v) + ム , 一 一 = ア +a, (v0) +b,v=k 

"a RO) 

< し 
OR 

CLD 

n R+R, | 

i CY Tof 


C4 


ド 無 安定 マル チ の 解 形 


が 成り た ち , (の を 舞 安 定 マ ル チ の 半 本 方 和 式 と 呼 
で と で 人 す 。 

2.2 静 特 性 の 近似 と 負荷 直線 

uw) は 図 2 の 静 特 性 に 示す よう な 電圧 特性 や る つ 
か ら , と と で は 静 特性 を 特徴 づけ る 4 つの 点 ①, 0); 
(Up;ip), (Up, tp) , (0s; 1p) を 通る 3 つの 直線 に よっ 
て こと れ を 近似 し 基本 方 程 式 を 解く と と に する 。 す な ね 
ち , v の 大 き さ に し た が っ て 


図 2 静 特 性 の 折線 近似 
Fig. 3—Approxiinatiou of the static characte ristic 
by a folded line. 


viv, : flo0=gv, g,>0 
UC FO0)= gCov—V,), 9:<0 
vv: fw) =9:(v— Ks 9g,>0 C33 
の よう に 静 特性 を 近似 し た 場合 を 扱う .(3) に お ける 
v の 範囲 を それ ぞ れ 第 1, 第 2, 第 3 領域 と 呼べ ば 9 
9: お よび gs は 各 領 域 の 巨視 的 コン ダク タン ス に 相 
当 し , 和 倒 2 領域 は いわ ゆる 負 性 抵抗 領域 に 対応 する . 
図 1 の 回 路 で 引 張 振動 が 起こ る た め に は , 安定 点 が 
存在 し な いよ うに 負荷 抵抗 直線 が 第 2 領域 内 の 1 点 だ 
け で 前 特性 と 交わ る と と , すなわち , 


vp (CR NE Rgit Viー や yp) 


<E<v, a: (R +3 R,)g,( Vvs) (0 4 3) 
し た が っ て 
1+(R+R,)g,>0 (5) 


0M り た つと な が 必 表 で っ 全休 の 計 論 で 1 は 3 と 
が 満た され て いる も の と する . 
2.3 境界 条件 

静 特 性 の 折線 近似 に よっ て , 基本 方 程 式 は 3 個 の 2 
階 の 定数 係数 線形 微分 方 程 式 た 居 元 され る か ら , 定常 
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放 的 な 振動 状態 と ち おけ る 解 を 求め る た め に は 各 領 域 の 境 Dt 
界 点 に お いて 回 路 を 流れ る 電流 が 連続 で か つ 周 期 性 を ke 寺 | 
計 = も っ つよ うに 人 各 領域 の 解 を 接続 すれ ば よい . と の た め に が 成立 する 2 る. を じ し 
議 は (1) か ら 境 界 点 に お いて ゃ が 微 係数 を 含め て 連続 < GYD 
本 計 で ろ れ ば 充分 で ある . が 成り た て ば (付録 2 参照 ) ⑦ は 
3 基本 方 程 式 の 一 般 解 は 各 領域 に お いて oT 
! v=K exprt+K'expr ァ t+A A EC 
。 これ を 炊 定 する た め に は 名 領 域 の 境界 点 に お いて 互 い far は a. 
議 に 独 立 な 2 つの 境界 値 を 必要 と する . 1 つの 境界 値 は rh ON 
隊 ] て » また は v。 で ある が , 他 の 1 つ は 隣接 し た 領域 の と と し 
議 解 が 決定 し て いな けれ ば 不明 で ある . と の た め , と と a 
で は 境界 条件 が 2 つと も 明らか な 場合 。 すなわち , 図 ST NE 
1 で SW を 閉じ た 騰 間 か ちら 順次 任意 定数 を 決定 し , と な けり , 堪 界 点 に お いて 
較 振動 が 定常 状態 た 達する まで 続け る 方 法 を 採っ た 。 こ と a 3 do 
: の 方 法 に よれ ば 振動 は 1 周期 と 少し の 時 間 後 に 定常 状 が 成り ns: 
; 態 に 達する と と が 明らか と な っ た (2.7 参照 ). i 
2.4 第 2 領域 の 解 (パル ス 立 上 が り ) 一 般 解 
図 1 に お いて SW を 閉じ た 後 v が 第 領域 の 境界 _ 了 寺 2 ga Vs +k 
値 v» に 達し た と き , 付録 1 た よっ て A ES a29; +b。, 
dv l (11) 
dt Sa ン ル に お いて K。j a KK;。 は (10) を 用 いて 
が 成り た つか ら 。 第 2 領域 の 一 般 解 RA Rd 
a9z V+k + 
v=K,,exp 7 は t+K,,epx 72 + 3 ” 
V0 Kat I nO 
C7) 28, 
半 い て K た /y は た だ し 
a;dsV +k 
Kua CuO: tT), Sz= Vp— i >0 
4 と な りり, (⑧ が 潤 た され て いる と き 
に cp A 
b a Re ru 4 2 (0S 
2 し た が っ て 
- = Oi me Cn RS 0 SR | 
i Cn = (aign +b,), が 成 た つ 
ND ッ が 最大 値 Vmax に 達する 時 刻 な は (11) か ら 
A 、 i Rr 
B=N\ — (a, +b = 2 22 
m a (aigm +b) (a 0) Re 238 sh - | 
は 1 
MN fa2/7a 多 
シー EE 対 una は 
ん = ジジ 0 ’ Tz 
いい 9 +b。 4 ST CS;—K,,) 
]「 で ある . 解 の 制動 条件 で 近似 で きる . 
Db} =0, m=1,2,3 ¢83 dD は 
妃 ENCE 1 exp(=2 8 «1 a2) 
Ta eo 


(4) 


ng 
i = 0 - a 
\ pe u a F a 


CT 


1202 t 


| が 成り た っ つ (付録 2 参照 ) と き 
- 3 a29。 Vk 

v=K ,,expr,,t kr a,9.+6b。 

有る 時 刻 を 。 と すれ ば 

PN 

に Oe. 

Pe A Ta 3 

と な り , 境界 点 に お いて 


2 8,<0 3) 


と 
2 第 2 領域 の 解 ルス 立 下 が り ) 
塵 条件 (13) を 用 いて 一 般 解 


292。 V,, 二 た 
= EXD yu exp Za が eg 
(14) 
. の 寿 意 定数 K ょ お よび KK ょ 。 は 
 ! 放 。 Ea i 
- 0 Bo Cr —7s192), 
‘ Kr Gg Ca: 放 
0 ® ER と き i 


* Er,<0<Ks KSK,, 
: 5 た っ . さら に ⑨ が 成り た つと き ロカ の は 


29。 V』 寺 ん 
Kierp a 穫 二 太 y』 二 ci 
” 后 似 で き て , ゃ が 境界 値 vy に 達する 時 刻 ね, は 


gh U;+K 
i yh 地 灯 准 


ri(U, +K,)<0 (15) 
a 


隊 和 Ks i Fa 


G6) 
TaD し て 任意 定数 : お よび KK,。 は 


Ku sj [raU, traCU,+ KD] 


; " 示 k= a TC + だ 名 
と な り @ が 満た され る と き 
0> 


ー 析 : tA FN 定 マ ル 


i っ て 近似 で きる か ら , v が 再び 境界 値 vy に 達 す 


A f 
” 6 Ca co 
a 


v te Umin まれ る 時 mR a 


rE | 
Fm ™ a 4 


と な り , 2 シタ 1 に 対し vmia は 
vamiaoy + (Ut Kd 
に よっ て 近 仏 で きる A “て 
も し a 
exp(—2 8, カ る 1 (7) っ 
が 成り た て ば (付録 2 参照 ), 16) は ; 


4 
v=K nexp A ‘ 
で 近 ( で き て ャ が の 天界 人 vp に 達する 時 刻 は 
< 、 
Ti = Ee 3 
と な り , 境界 点 に お いて a 
dv | \ 
Te" A ‘ ; a8) 
RR : < 


(18) は 第 2 領域 で ペル ス が 再び 立 上 が る と き の 境 
界 条件 に な る の で ある が 。 (6) と 完全 に 一 致す る る 笠 1 
を 考慮 すれ ば , すでに 述べ た 各 領 域 の 解 で 定 ま る 振 
が 繰 返 す と と に な り , 解 の 周期 性 が 確か め ら れ た と と 
に な る , し た が っ て , すでに 述べ た 解 が 図 1 の 回 路 で こ 
起こ る 中 張 振動 の 定常 的 な 解 で ある と と が 明らか と な 「 


‘| a 
i 


ぁ っ た. 

9. 押 : の 叶 涼 

3.1 解 の 解析 性 。 表 
前述 の 基本 方 程 式 の 解 に よっ et 


電圧 ・ ・ 電 の 下 只 有 i nt 
Fig ‘Theoretical waveforms of ; 
. na the conen, Co 
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れ が, また (1) に よっ て 回 路 の 電流 波形 を 求め る と と 
が で き て , と これ を 図示 し た の が 図 3 で ある . 解 の 近似 
条件 ⑨, 12) , (10) が 充分 な 精度 で 満た され て いる 
と き % は 時 間 に 関 し 常に 連続 微分 可能 な 関数 で あぁ る 
が , 4z お よび 7。 は 静 特 性 の 折線 近似 と 境界 点 に お け 
る v の 高 次 微 係数 の 連続 性 を 仮定 し な か っ た た る め 境 
界 点 に お いて 連続 で は ある が 微分 可能 で は な い . し た 
が っ て , し 。 お よび 太 。 を 無視 し て ダイ オー ド の 動作 
スペ を 


Ng Ct 
で 定義 すれ ば , ya は 境界 点 に お いて 連続 で は な い . 

図 う に お いて 4 と 2 は 第 2 領域 を 通過 する と き 急 
な 変化 を する が , 変化 の 方 向 が 互い た 逆 で 相殺 する 
た め 」 寺 zz が ゆる や か に 変化 する と と は 興味 ある 事 
実 で ある . な お 振動 の 周期 7 は 各 領域 に お ける 所 要 
時 間 の 和 

T=t,+r 十 t。 二 fF 

て よっ て 与え られる. 

3.2 解 の 制動 条件 と 動作 可能 域 

上 述 の 基本 方 程 式 の 解 は (5) お よび (8⑧) が 満た さ 
れる こと を 前 提 と し た か ら , 各 領 域 で 同時 に (5) お 
よび (⑧) を 満た す 回 路 条 件 の 全体 が 考察 の 対象 と な 
る ⑳,. 特に (⑧) が 満た され な く な る と 紅 張 振動 の 波 
形 は 正弦 波 に 近く な り , パル ス 発 生 源 と し て の 機能 を 
失う . この 意味 で (5) お よび (8) を 満た す 回 路 条 件 
の 全体 は 無 安 定 マ ル チ と し て の 動作 可能 域 を 構成 す 
な 表 の イオ ドド に EE 対 D LIL TRIR, 
平面 と お いて 図示 し た の が 図 4 で ある . 

表 1 江崎 ダイ オー ド 諸 定数 の 例 


vp 65mV ty 2.00 mA LL; lmpH 
Us 305 ヶ の 0.40 » RR 
vl 455 7 gi 1/32.5 Gp E42 
Ks 2 gz  —1/150. » 


gs 1/93.8» 


3.3 _ 回 路 変 換 と ダイ オー ド の 優劣 
4 で LL+L。 の 最小 値 は は と ん ど 第 2 領域 の 制動 
条件 だ よっ て 支配 され て いて , と の 関係 は (⑧ か ら 


TA 
RI+R 2 Lil eo 9) 


さる お よび のび "R に は 表 で 示す よう に は 
mm 量 お よび 22 程度 で ある か ら 図 4 で 動作 可能 域 を 
考え る 場合 無視 で きる . し た が っ て , 図 5 に 示す よう 
に ダイ オー ド と 並列 に 外部 容量 C を 接続 し ; を 


会 雑誌 第 44 券 8 号 1203 
103 
7 
5 
1 
GG 
る 
で a 
計 TTTNITTNTTTTTTITTA TT 
10 
人 
5 
3 0 - 
2 LP a 
ダイオード: 天 1) 
0 
g ' 
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3 
芝 


2 の 8 や 2 9 に 0 mS 
+LtLs {HY 


図 4 無 安定 マル チ と し て の 動作 可能 域 
Fig. 4—Domain for astable multivibrator operation, 
L+L, L'+L 
00~ ニー 
まい CG 
a¥f b を 満た まず よう な に 変え を で 
図 5 外部 容量 の 接続 る も (19) が 満た され , さら に 


Fig. 5—Connection of the 


external capaci- C+ Gs 
tance C. ® =?, 2>l 
da 


に 対し C を 擬似 的 に ダイ オォ ー ド の 障壁 容量 と みな する で 

と が で きる . と の 回 路 変 換 た に よれ ば 4, な 7, 人 等 波形 
各部 の 時 間 は ほぼ ば ヵ 倍 さ れ , 振幅 は 変化 し な い . 

(19) は 書き 直し て S 


CET 7 >(1+ VF RIRIG' 
da 


と な る が (⑤) を 考慮 し て ダイ オー ド の gC は 大 
さい と と が 望ま じ く , 無 安 定 マ ル チ に 使用 する ダイ オリ 
ー ド の 優劣 一 一 動作 可能 域 の 広 き ーー を 判定 する 1 つ 
の 測度 と 考え る と こと が で きる . 


4. 理論 と 実験 の 比較 


4.1 測 定 法 

vy ッ を 直接 観測 する とこ と は 不可 能 で ,  。 お よび k。 
を 通し て ダイ オー ド 両 端 の 電圧 を 測定 する と こと に な る 
が . D。 お よび 太 。 に よる 逆 起 電力 は 'v に 比べ で 無 
視 で きる の で , ダイ オー ド 両端 の 電圧 を v と みな し 
て よ ょ よい. 右 お よび 2 は 図 5 で gz, 点 に 佐 抵 抗 を 挿 ) 
入 し その 両端 の 電圧 に よっ て , 十 z は 太 両端 の 電 
圧 に よっ て 測定 で さる . 以上 の 方 潜 に よっ で 観測 ル し た 
波形 の 一 例 を 図 6 示す. 


電流 波形 GD 電流 波形 Gp 

LL*=100 gH E=0.15V R=10 0 

ダイ オォ オード: 表 1 C=100pF 

図 6 発振 波形 の 例 
Fig. 6—Example of oscillation waveforms. 

4-2 電源 電圧 の 変化 に よる 波形 の 変化 
| 図 7 は EE ゃ 変化 し た と き の 波形 各部 の 時 間 を 示し 
有 た も の で , 3000pF の コン デン サ を : 図 5 の よう に 接 
2 ] 続 し て 観測 を 容易 | に し た . て の 回 路 条 件 は 3000 pF 
0 シン デン ジン サザ サ を 取 が 除け ば , 用 が 1.4zH と な り 7E 
が 0.15V の と き 繰 返し 周波 数 が 約 28 Mc の 同 路 条 
NT. 図 ? に お いて 4 を 除き 理論 値 と 実測 
人 は いずれ る も よく 一 致し て いて , 互 が 増加 する と き 流 
「 形 の duty factor が 増加 し , で は 正 が 小さ いと き 最 
大 で , の ある 値 に 対し 最小 値 を 示し て いる . ね , お 
ee R=108 
C=3x108F ダイオード : 表 1 


突 析 : 理 論 値 
次 杏 : 実測 証 


~ tim 
c= sa EB b= ol i 


0) 


電源 直 圧 に 対す る 時 間 の 変化 


_Fig. 7—Bias voltage vs. variation of times, 


es 
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Vmax EN 


ーー 抜 幅 (V) 
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図 8 電源 電圧 に 対す る 振幅 の 変化 
Fig. 8—Bias voltage vs. variation of 
_ amplitudes. 


よび ね ょ は の 増加 に 対し それ ぞ れ 減少 お よび 増加 
し て いる か ら , 立 上 が りお よび 立 下 が り 時 間 は と れ に 邊 
関連 し て それ ぞ れ 減少 お よび 増加 する . 3 
8 は 電圧 波形 各部 の 振 罰 を 示し 理論 値 と 実測 値 ば 7 
いずれ も よく 一 致し て いて , 左 を 変え て も ほとん と ど 変 


化し な い . な お 図 7,8 の 回 路 条 件 に 対す る 発振 可能 

な 戸 の 範囲 は (④ に よっ て 
0.089<E<0.34 (V) 8 

で ある が , 実験 で は 。_ py 


7 § b= i210 C=3x10° F 
E= 0.I5V, タイ オード: 准 ! 


= 叶 向 (Sec) 


0 0 20 3071 40 だ 
er th - “= 。 


図 9 負 鞭 抵抗 に 対す る 時 間 の 変化 


Fig. 9—Load Php vs, variation of times, 


RT に で A 


L= x164p 

- R=108 
E=0.}5V 

タイ オー ド : 表 」 


詞 (sac3 


皆 


CN 突 放 ・ 理 人 徐 侍 
0 mT 宮 線 実測 蔽 
C=3x10° F 料 き 
E=0.15V 5 
1 ダイ オォ オード : 表 1 
10 実 操 : 理論 村 3 
。 天 様 : 実 油 計 
T 4 
Vp-Vmin 


co—ー—ー—ーー— つ ーーーー- ン ーーーーー- ニ ーー 一 一 -? 


" 0 N10 20 30 40 


c = RO) 
J 図 10 負荷 抵抗 た 対す る 振 炉 の 変化 : 
] Fig. 10—Load resistance vs. variation of amplitudes. 2 
0.092 ご E ご 0.35(V) i . 
に お いて 発振 し 。 発振 の 開始 , 停止 に つい て 履歴 現象 る 
ー は ほとん ど 認 め ら れ な い . CESRS 
wl の 4.3 負荷 抵抗 の 変化 に よる 波形 の 変化 , Fig. 12—Barrier capacitance vs. variation of zise a re 
図 9 は 太 を 変化 し た 場合 の 波形 各部 の 時 間 の 変化 i と 


示し た も の で , 太 が 大 きい と さき 理論 億 と 実測 値 の 3 
誤差 が や ゃ 大 きく な っ て いる . 一 般 的 傾向 と し て 太 ーー ーー ーー 
有 | の 増加 が 波形 各部 の 時 間 に 及 ぼ す 影響 は 図 7 で 戸 が 志 * Ueno 
江 少 する と き の そ れ と 同じ で ある . 図 10 は 図 9 に N° FosV 
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将 記 R に 対す る 電圧 波形 各部 の 振幅 を 示 


無関係 に 一 定 で ある . な お 図 9,10 i @ と よ 
が 40.5 9 以下 で 発振 可能 で ある が 実験 で は 
ーーー 以下 で 発振 し た . Py 
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た 場合 の 効果 を 図 11,12,13 K 示 す 、 還 11 
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\ 2 2 。 
5 を 示し , が ある 値 より 犬 きい と き の 変化 
天 2 ん ど 無 関係 で ある . 図 14,15 に お いて em, 
る c=0. Cana sO 動 条件 か ら 定 まる た の 最小 値 は 約 0.35 4 日 で ある : 
a 8 E=0.15V_ . w 
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ェ サ キ ・ ダ イオ ー ド を 用 いた 無 安定 マル チ に お い | 
て , 障壁 容量 を 考慮 し た 回 路 の 微分 方 程 式 を 若干 の 仮 | 
定 の 下 に 解く と と に より , 忠 張 振動 の 動作 機構 を 負 導 
抵 抗 領域 に た お いて 金 躍 現象 を 認め な いで 合理 的 ・ 定 量 
的 に 明らか に し た 。 と と で 用 いた 解析 の 方 法 は , 0 
が 旬 近 に 定 状 態 に 達する 他 の 発 拓 回 路 の 角 巡 に 応用 : 
i 

RR RE 
opr rs 
関係 を 論じ た . また 解 の 制動 条件 か ら , ダイ オォ ー ド の 
良さ を 表わす 1 つの 測度 を 導き , 無 安定 マル チ と し て |] 
mie な 加入 を 筐 し 。 さらに 2 が 導 時 
s に よっ て 高周波 の 振動 を 低 周波 に 変換 で きる と と を 示 
0 817 0 8603 0700 た: また , と の 回 路 変 換 に よっ て 障壁 容量 お よび 非 」 
eg 線形 コン ダク タン ス を 流れ る 電流 を 舞 似 的 に 分 態 し て 9 
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昭和 36 年 8 月 Eo 巡 に 信 に 学会 " 灯 村 第 44 券 8 号 1207 
が 成り た ち , 17) を 考慮 し て (付録 2 参照 ) ひ は 0 
ん ts 8 3 
epx ト yw Ag, 年 コ eK は 2» 0 
で 近似 で きる か ら , 第 1 領域 の 境界 点 に お いて 3 8 
dv =ー ァ 7 $ 4 
dt v=Dp Ld 
が 成り た つ . 人 
2. 解 の 近似 条件 | 
付図 1 は 解 の 近似 条件 9) , 12) , 7) が どの よう een ンー 
な 精度 で 成立 する か を 示し た も の で ある 。 た だ し 第 1 
お よび 第 3 領域 に だ おい て は 
"exp(—2 Bt) <exp(—2 Bt), m=1,3 A RATE 
ml 


が 成り つの で 右辺 に つい て 考え た . 

付図 1 か ら 動 作 可 能 域 の 限界 に 近い 回 路 条件 に 対し 
て も , 第 1 お よび 策 3 領域 に お いて は それ ぞ れ ね お 
よび な の 近傍 に お いて 誤差 は か な り 小さ く し た が 
っ て "4 お よび 4 の 近傍 で は 充分 な 精度 で 近似 条件 
が 成立 する . 第 2 領域 に お いて は 逆 に 時 間 が た つ に つ 
れ 誤 差 が 大 きく な る が , 有 '+ ル 。・ が 最小 値 .0.35 xH) 
に 極め て 近い 場合 を 除け ば 4, お よび な ちょ の 近傍 に 
お いて も 充分 な 精度 で 近似 条件 が 成立 する . 


付図 1 各 領 域 の 近似 条件 


Appendix 1-Approximation conditions in each domain. 
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マイ クロ 波 分 波 器 の 伝送 特性 と その 設計 * 


正 員 河津 元 ^ 
(東京 大 学 航空 研究 所 ) 


正 員 菅原 英 導 


正 員 石井 秀男 
(電気 通信 研究 所 ) 


要約 ハイ プリ ッ ド 回 路 と 2 組 の ろ 波 器 系 と を 組合 わせ た 方 式 の マイ ク r 波 分 波 器 の 伝送 特性 の 諸 性 質 を 詳細 に 解明 
し た . すなわち 遅延 時 間 特 性 , 伝送 損失 特性 , 結合 減衰 量 特性 , イン ピー ダン ス 特 性 , 並び に 結合 線 長 の 周波 数 特性 , お 
よび 2 組 の ろ 波 器 系 の 特性 が わずか 異な る 場合 の 影響 を 明らか に し , 広帯域 無線 中 継 用 分 波 器 の 伝送 特 人 性 を 良好 な らし 


め る た め の 設 計 法 を 確立 し た . 


その 設計 具体 例 と し て , われ われ は マジ ッ ク ア と 2 組 の 方 形 導 波 管 ろ 波 器 と に よる 分 波 器 , お よび その 小形 . 改良 形 
と し て 一 本 の 円 形 導 波 管 内 で 直交 する ろ 波 器 系 と 円 形 ペ イプ リッ ド と を 組合 わせ た 方 式 の 広帯域 無線 中 継 用 分 波 器 を 実 


用 化し た が , と の 実用 化 に あたっ て , 
に 


1 に で (は に 雪が 半 


マイ クワ コ 液 広帯域 FM 無線 中 継 方 式 で は , 多く の 
無線 チャ ネル を 周波 数 ご と に 配列 し , これ を 共通 の 空 
中 線 で 送受 信 し て いる . と と で 述べ る マイ クワ コロ 波 分 波 
RR NE AE 

* Transmission Characteristics and Design Method 
of Branching Filter for Microwave Radio Relay 

System. By SUKEMOTO KAWAZU, HIDEHIKO 


SUGAHARA and HIDEO IsHIll, Members (Electri- 
cal Communication Laboratory, Tokyo). [論文 番号 


3387] 
^ 前 電気 通信 研究 所 . 


こと の 設計 法 を 適用 し , 


と の よう な 分 波 器 の 設計 に 本 理論 が 有益 で ある と と を 実証 


器 は と の よう な 方 式 で 空中 線 と 各 無 線 チ ャ ネル 周波 数 
を 合成 分 離す る も の で ある . 

と の よう な 目的 に 一 般 に 使用 され て いる マイ クワ コロ 波 
分 波 盟 は ハイ ブリ ッ ド 回 路 と 2 組 の ろ 波 器 系 と に よっ 
て 構成 され た も の で あっ て , その うち , ろ 波 器 と し て 
帯域 通過 形 の も の を 使用 する も の と , 帯域 阻止 形 の も 
の を 使用 する も の と に 分 類 で きる . ま た, ろ 波 器 の 減 
喪 特性 と し て は Wagner 形 の も の と Tschebyscheff 
形 の も の と に 分 か れる . 5 

従来 』 マイ クロ 液 分 波 器 に つい て 発表 みれ た 論文 
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は , と これ ら 各 種 の も の に つい て 比較 検討 し な が ら 通 信 
方 式 の 要求 事項 に 合致 する よう に , 合理 的 に 良好 な 設 
計 法 を 確立 し た も の は 見 あたら な い . すなわち , 最初 
に , アメ リカ の Bell 電話 研究 所 の W.D. Lwis と 
L.C. Tillotson と よっ て の いこ と の 方 式 の マイ クコ ロ 液 分 波 
器 の 原理 の 概要 が 述べ られ て いる が , その 伝送 特性 に 
つい て は 単に イン ピー ダン ス お よび 伝送 損失 の 実験 値 
が 示さ れ て いる に 過ぎ な い 。 また 。, 最近 , TJ 方 式 に 
用 いた 分 波 器 の 結合 度 特性 が 示さ れ て いる が ②, ろ 波 
器 設 詩 ど し て は 何 も る 触 れ て いな い . また , イギリス の 
L. Lewin に よっ て 分 波 器 の ろ 波 器 系 と し て 答 域 阻 
止 ろ 波 器 を 用 いて Wagner 形 の 特性 を 持た す 設 計 法 
が 論じ られ , その 後 , フラ ンス の G. Broussaud に よ 
っ て ろ 波 器 と し て 帯域 通過 形 を 用 いて Wagner 
形 の 伝送 特 人 性 が 示さ れ て いる . し か し , Tscheby- 
scheff 形 に つい て は 何 る 触れ て いな い . 
マイ クワ コロ 波 広 帯域 FM 無線 中 継 方 式 の 設計 の うち , 
分 波 器 に 関す る 方 式 的 要求 事項 を 定性 的 に 表現 する 
と , 各 無 線 チ ャ ネル の 周波 数 間隔 を で きる だ け 接 近 さ 
せる と 共に , 帯域 内 伝送 特性 を 良好 に し て , 無線 チャ 
ネル 内 K 収 容 し 得る 通信 量 を で きる だ け 増 大 させ る と 
. と で ある . 
放 】 この 論文 で は 上 述 の よう な 要求 に 沿う 分 波 器 と し て 
| いか な る 形 の 分 波 器 が 適し て いる か , その 構成 に じ つ い 
5 て 検討 し , 用 いる ろ 波 器 の 細部 設計 , 並び に 分 波 器 特 
| 考 を 論じ し , 広帯域 FM 無線 中 継 用 マイ クロ 波 分 波 器 
| の 設計 法 を 確立 し て いる . すなわち , 
’ 1 う マイ クロ ョ 流 分 波 器 を 構成 する 場合 , 帯域 阻止 
md 
ろ 波 器 を 設計 すれ ば , Wagner 形 の 帯域 阻止 お よび 桂 
域 通 過 ろ 波 器 * また は Tschebyscheff 形 の 帯域 遂 過 
、 ろ 波 器 * 候 用 いる より も , 帯域 内 運 延 時 間 特性 , 帯域 
有 | 内 伝送 損失 特性 に お いて 優れ た 伝送 特性 を 示す と と を 
本 穫 か に し て いる . 
で 2) また , 結合 線 長 の 周波 数 特性 を 考慮 し て 分 波 
TCS eS RL CR 
| 噌 の 結合 線 長 の 周波 数 特性 を 考慮 し て ろ 波 器 特 性 の 近 
衣 似 度 に つい て 明り ょ うに し て いる . 従来 , と の 問題 に 
通運 形 の 場合 の み W.W. Mumford に c 
は っ で の 論じ られ て いる が , と と で は 一 般 的 に 厳密 に 
検 対し て いる . : 
(3) 計る と グ 相 の ろ 波 役 特 性 が わずか 異な る 揚 


x + な お , 攻 城 通過 形 ろ 波 器 の 帯域 通過 形 ろ 波 器 の 運 延 特性 に つい て は , eg 
に よっ て 人 述 べら れ て いる . 
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合 , 分 波 器 特性 に 及ぼ す 影 響 を 明らか に し て いる ろ る. 特 
と 。 イン ピー ダン ス 特 性 の 上 に この 影 縮 が 顕著 に 現 わ 
れる が , 従来 アメ リカ に お ける 実験 値 や , お ま よび イィ ギ 
リス STC 製 分 波 器 の 特性 か ちら みて も , 必ず し も る 良好 
と は 思え ず , と の 点 細心 の 注意 が 必要 で ある と と を 人 述 
て tr “ 
(4) 最後 に , この 方 式 の 分 波 器 と に お いて 軍 延 時 間 
特性 , 伝送 損失 特性 , インピーダンス 特性 , 結合 減 誤 
量 特性 に つい て 総合 的 に 実験 の 結果 を 示し , 理論 と 実 
験 値 と が よく 一 致し , と の 理論 の 正しい と と を 実証 し 
で いい + る 3 

以上 , 要する に 分 波 器 の 諸 特 性 を 解明 し , 広帯域 無 
線 中 継 用 分 波 器 の 設計 法 を 確立 し た . 


2. 分 波 器 の 原理 お よび 和 構成 


普通 , マイ クロ 波 分 波 器 は ( 図 1) 選 示 す よ うに へ 
イィ ブリッド 回 路 瓦 ;, 玉 お よび 2 組 の 同一 の 特性 を 
有する ろ 波 器 (すなわち , 反射 係数 7,= ア : 三 『, 透過 
係数 7,=: 三 7) を 用 いて 構成 され , 2 個 の 伝送 路 
系 で ろ 波 器 を 分 波 周 波数 の 管内 波長 42。 の 1/4 だ け 位 
相差 を 持た せ て 配置 する . 


al si R= rg = , neTsaT 
'U Aa HH2: ルイ リポ 回 路 
R: 無 所 船 座 敵 


1 分 波 器 の 構成 図 
Fig. 1—Construction of branching filter, 


いま , 図 1 に お いて PP,B, お よび 太 に 無 反射 終 敵 
器 を 接続 し , 大 き さ 1 の 波 を A より 送っ た と すれ ば ポ ば , 
A に お ける 反射 係数 は 

Ee 3 
Ts=T ee 1 coe oe) tL) 
BB に 落ち る 波 は ' 
dx x 
Ps a ein( の ) RY 
ア P に 抜け る 波 は x 
FE 
T;= Te C39 
で 表 わ せ る . た だ し , 4。 は 任意 の 周波 数 に . お ける 管 
内 波長 , 2 は 入力 側 ハイ ィ ブリ ッ ド 回路 Hl; か ら , 2 、 
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i 4rp, 伝送 損失 偏差 4Lps の 奇数 次 成分 
うに 配列 すれ ば , 伝送 ひずみ を 軽減 で き , 
都合 で ある . 
| 合 , 隣接 周波 数 を 接近 させ る と 共に 広帯域 に 伝送 帯域 
得 ら れる と と が 望ま し い が , FM 伝送 路 と し て は , 
内 で 遅 延 時 間 偏差 お よび 伝送 損失 偏差 が 小さ い 
望ま し く ( 岬 延 時 間 偏差 は 準 漏 話 雑音 。 伝 送 損失 
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いる が , と の 場合 電話 1800~2400 ch を 伝 
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を 考慮 し て , 隣接 周波 数 帯 で 4-B 減衰 量 は 大 体 約 
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4. 分 波 器 を 構成 する 2 組 の ろ 波 器 
特性 が わずか 異な っ た 場合 , 分 


波 器 特性 に 及ぼ す 影 響 
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4.1 St (A-B, A-P イン ピー ダ 
> スズ 
分 波 器 の 反射 係数 は 
ーー * a Ns 7 A,, 
ral= rusin (7 た J) rucos( 2 E ) | 
(18) 


と な り , 不平 衡 分 7 は その まま の 大 さ で , イン ピー 
ダン ス に 悪影響 を 及ば す 故 , FM 通信 路 に お ける 反 装 
ひずみ を 軽減 する た め , で きる だ け 各 ろ 波 器 を 同一 特 
性 に 近づけ る 必要 が ある . 
4.2 空中線 入出 力 対 分 波 入 出力 特性 (4- 選 特性 ) 
空中 線 入出 力 口 か ら 電 波 を 送っ た 場合 , 分 波 入 出力 
唱 出 て 来る 波 は , ( 逆 の 場合 も 同様 ) 
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定 吉 AP=(15*12)x2405*145 x 64cm 
- KE e15412.%2410.5+]45*11961.5cm 
§ ・ ; 0 wae fs *(Light Velocity) 
TE TTT TUTTE 


8 0 127i | Kt 箇 


4140 


NC - 入 J A A A 
6 Ge 帯 超 広 帯域 無線 中 継 用 分 波 器 

Branching filter for broadband 

radio relay system in 6 Ge. 


1 


A OE x MM, x A,, 
ros( 2 x Tusi n( テ た et 
(dB) 19) 


と な り , 2 組 の ろ 波 器 特性 の わずか な 相 異 は ほとん ど 
問題 に と なら な い . 
4.3 _ 空中線 入 出力 対 通過 入出 力 特 性 C4-P 特性 ) 
空中 線 入出 力 口 か ら 通 過 入 出力 口 に と 抜け る 波 は , 
( 逆 の 場合 も 同様 ), 挿入 比 で 


L,=20 leg TF (dB) (20) 
ささ 
4.4 通過 入出 力 対 分 波 入 出力 結合 度 特性 (P-B 特 
性 ) 
通過 入出 力 口 より 電波 を 送っ た 場合 , 分 波 入 出力 
に 結合 する 量 は , GMM も 同様 ) 
Lp_-s= 201ogir= | (dB) (21) 
と な る . 
5. 次 験 


5.1 4Gc 帯 無線 中 継 用 分 波 器 
(a) 方形 導 波 管 を と 用 いた 分 波 器 
ろ 波 器 の 各 素 子 間 の 相互 作用 を 避け る 


た め , 導 流 管 ろ 波 器 の 結合 線 長 を 


と し , 直列 共振 回 路 に 小さ な 並列 L, で 
アド ミタ ンス を 付加 し た 3 素子 の 拭 域 
阻止 ろ 波 器 を 用 いた が , 遅 延 時 間 特 性 
ゃ を 回 線 用 遅延 測定 器 (フル スケ ー ル 
50 ms, 測定 確度 1mxs), を 用 いて 泊 
zee 定 し た 結果 , その 実際 の 大 さ は 図 14 
30 の で ど と く 得 られ た 0», 


4& ーー 4(M) 


14" 4Gc 分 波 器 (方 形 導 波 管 に よる も の ) 遅延 特性 
Fig. 14—Branching filter in 4Gc using rectangular waveguide, 


delay chaiacteristics, 
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ゎ ) 円 形 導 波 管 を 用 いた 分 波 器 
3 素子 の ご 衝 結合 構成 に よる Tscheby 
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x) 
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-50 0 50 100 i159. っ 200. 3 で 250 
Fo — AF (Mc) 


8 ES a 23 号 (No. 20433) =6256,5 Mc (4F=59,303 Mc B=16 Me) 
= (NE (a) 結合 度 特 性 a 
図 15 4Ge 帯 円 形 導 波 管 を 用 いた 分 波 器 Na 
Fig. 15—Branching filter in 4 Gc using § ; 分 波 帯 外 
circular waveguide. " 
| scheff 形 玲 城 限 止 ろ 波 映 を 用 いた も の で , すき a: a 
有 その 習作 の 一 例 を 図 15 に 示す . ろ 波 時 の 
. - イン ピー ダン ス と 分 波 器 の イン ピー ダン ス | 
お よび 4- 結合 減衰 量 を 対応 させ て みれ の 


¥ 
た — af(Mo) i 


ば , 理論 値 に 非常 に 近い と と が わか る . 以 
i 円 形 分 波 器 で ある . 88 論 接 通過 帯域 

5.2 6Ge 帯 超 広帯域 無線 中 継 用 分 波 器 A 
i 4 FF=59,303 Mc で あり , i 
| 影響 お よび 伝送 帯域 を 考慮 し て , 
下 合 構成 に ょ る 3 素子 の RR 形 帯 


muE ろ 本 を 所 いい 4-5 結語 が 4 アー 2 
交 GAD NO 


te の 特性 の 一 例 を 図 16 に 示す . 共振 器 の 無 _ 蔽 接 通過 演 域 \ 4 


i 
に 3 
ona= 0X5 RO 


トト 


\ カム に お ける 損 拓 | 
W = Lj =0.2398 


ーー 4Llpy (dB) 
ーー 4Ttp (mpSs) 
nm 


隣接 通過 淀 域 


天 Qi= Qs=3000, Q,2 倒 2000 程 に 04F- i 3 n=6256.5-59.3Mc 
用 いた が , 伝送 損失 偏差 遅延 きき に お けり る 損失 Re 
差 も 理論 人 る よく 一 致す る 。 前 者 は st 
oi Rs ケー ル 1.0dB, _ | | o ト ---- 
.02dB), 後者 は 6Ge 中 継 器 : 3 
a ルス ケー ル 10 mas, a ti a 
I 測定 し た 伝送 損失 23 号 fo=6256,5 Me 23 号 =6256,5 Mc 
分 波 周 波数 た で 0-518 0 人 拓 導 で EE 


図 16 6Ge 帯 超 広帯域 無線 中 継 用 分 波 器 の 総合 特性 


Fig. 16— Miscellaneous. characteristics of branching filter 9 才 
= broadband radio’ relay system in 6 Gc. 
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ョ 1.62x 10-* の 実験 値 を 得 た 。 ま た , シリ カゲ ル 
も 装填 し て ある . 
86: 結 言 


電電 公社 に 施設 され た マイ クロ 液 中 継 方 式 に 用 いる 
分 波 喘 に つい て は , その 大 要 は 既に 発表 し て 来 た 
が ⑰⑪205, 分 波 器 の 構成 部 分 で ある ハイ ブリ ッ ド 回 
路 の 特性 を 円 形 分 波 器 形 と する と こと に より ほとん ど 理 
想 的 な る の と し , 同調 回 路 素子 の 製作 設計 技術 の 進歩 
と 相 ま ち , より 高度 な 伝送 特性 の 要求 に も 応じ 得る と 
と に な っ た の で , 特に , その 伝送 特性 に つい て 各 面 よ 
り 理論 的 , 実験 的 に 検討 加え, こと に その 設計 法 を 
胃 ちら か に し た . 既に と の よう な 方 針 に した が っ て 4 
Gc, 6 Gc お よび 11 Gc 帯 に おい て 実際 製作 され た も 
の で あり 良好 な 特性 の も の を 得 て い る . 本 論文 は お も 
に 著者 の 一 人 菅原 が と り ま と め た も の で あぁ る が , 実際 
の 製作 設計 等 に あたっ て は 島田 理化 工業 の 各位 に 負う 
と ころ が 非常 に 大 きい . 

終り に , 終始 御 指導 , 御 べ ん た つ , 御 協 力 を いた だ 
いた 通 研 染谷 次 長 , 深海 無線 課長 , 大 橋 研 究 主任 , 増 
田 , 土井 無線 課長 補佐 に 厚く 御礼 申 上 げた い . 
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館 和 形 磁気 記録 の 再生 過程 に 関す る 検討 


正 員 西 


I に 下 So 


(電気 通信 研究 所 ) 


要約 従来 の 音声 録音 に お ける 再生 理論 の 一 般 化 を 基礎 に し て 飽和 形 磁気 記録 の 再生 応答 と 諸 因 子 の 関係 を 解析 し た 
も の で , まず 再生 応答 の 一 般 解 を 媒体 の 磁束 分 布 の 単純 な 平行 移動 則 で 表現 し , と の 法則 を も と に 飽和 形 記録 に 対す る 
磁束 分 布 を 実測 し て その 実験 式 を 示し , また 磁束 分 布 の 反転 幅 と 諸 因 子 の 関係 を 実験 的 に 明らか に し た 、 つぎ に 対応 す 
る 再生 応答 の 性 質 を 解析 し , その 振幅 と 波形 の 鋭さ は 終局 的 に は 媒体 の 磁 東 分 布 の 鋭さ に よっ で て 制約 され る が , 実際 に 


が.。 靖 


* Reproduction of Magnetically Recorded Digital 

{ Data. By MASAAKI NISHIKAWA, Member (Elec- 

trical Communication Laboratory, Tokyo). [論文 
番号 3388] 


えら れる を それら の 特性 値 は 再生 ヘッ ド の 空 げ き 長 と 磁束 分 布 の 鋭さ の 相対 的 な 関係 に よっ て 多分 に 左右 され る と と を 示 
し , と れ ら の 理論 値 が 実験 結果 と よく 一 致す る と と を 述べ た . 


計算 機 用 磁気 テー プ 方 式 の 普 週 的 な 記録 形態 で あぁ っ 
て , その な か に は 周知 の ノン リタ ン ツ ウ ゼ ロ (NR2)j 
リタ ン ツ ウ ゼ ワ ロ (RZ の 。 パル ス 位 相 , 周波 数 変調 記録 
な どり の 含ま 訂 洛 、 

こと の 記録 法 に よる 媒体 の 残留 磁束 分 布 は 基本 的 と 一 
種 の 反転 関数 と し て みな され る が , し か し , その 分 布 
が どの よう な 形式 で 表現 され , また その 反転 幅 が 種々 


(62 ) 
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OE 
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記録 因子 と いか な る 関係 を も つか に つい て は 従来 定 
的 に 解明 さ れ て いな い . Hoagland 氏 ②, Eldridge 
氏 の は こと の 磁束 関数 を 理想 的 な 段階 関数 と し て その 再 
生 応 答 と 諸 因 子 の 関係 を 解析 し た 結果 , 再生 波 の 全 分 
衣 解 能 は お も に 再生 ヘッ ド の 常 数 で 制限 され て いる と 結 
論じ し て いる 一 方 , Miyata-Hartel 氏 ⑭⑩ は 磁束 分 布 を 
放 tan 関数 で 仮定 し 再生 ヘッ ド 空 げき を 無視 し て 応答 
| 特性 を 解析 し た 結果 , 全 分 解 能 は 逆 に 媒体 の 特性 で 抑 
| えら れ て いる と 主張 し て いる 
| 筆者 は まず 音声 録音 の 再生 応答 に 関す る Daniel- 
| Axon 氏 ら の 解法 や を 一 般 化 し て 一 般 の 連続 な 磁 東 関 
数 に 対す る 再生 応答 が 磁束 関数 の 簡単 な 平行 移動 則 で 
| 表現 きれ る と と を 導い た .。 と これから 飽和 形 記 録 に お け 
| る 堪 体 の 磁束 分 布 の 定量 的 な 測定 を 試み , その 結果 に 
| 基づい て 再生 応答 に 及ぼ す 諸 因子 の 作用 を 明らか に し 
た . その 結果 に よる と 再生 応答 の 終局 値 を 支配 する も 
及 の は 堪 体 の 磁束 分 布 の 鋭さ で ある が 実際 得 ら れる 特性 
慎 は 再生 へ ヘッド の 設計 常 数 と 媒体 の 磁束 反転 の 転移 幅 
| の 比 で 規定 され る 補正 項 と よっ て 多分 に 左右 され る と 
と を 示し , 解析 結果 が 絶対 値 的 に も 実際 の 測定 値 に か 
| な り 一 致す る と と を 述べ る . 
連続 磁束 関数 に 対す る 再生 応答 
_ 一 般 解 の 誘導 


NER リン グ 形 再生 ヘッ ド の 動作 に 関 
も の で , 媒体 の 残留 磁化 の 方 向 は 純粋 に テー プ 長 
品 に 向う 長手 記録 の 場合 を 考え る . i 
ま 媒 体内 部 の 磁束 分 布 4。 を 一 般 的 に 
t= の ) Cs) 
の mm は %。 の 振 略 を , 了 プ ヵ は 9 の 妖 休 
に 治 う 分 布 関数 を 意味 し , x) の 穴 頭 
e 1.0 で 規定 する . 一 般 の 磁気 記録 に お ・ 
の 連続 寿 は つね に 保証 きれ る か ら 以 下 こ の _ 


で 再生 応答 の 解析 を 進め る と と と する - な お ね 係数 ーー 


Ca) 再生 ヘッ > ド の 
Nh» 燥 体 に 対す る 相 

A 0 旨 
放 RN 計 中 の 記 
0 本 


A 


磁 東 - る jg は つぎ の よう に 示さ れる . 


池 は 単 流 記 録 な ら ば 1 , 複 流 記録 な らち ば 2 な る 比例 


係数 で ある . 


* nr 


a 


図 1 は と の 4。』 関数 の 再生 過程 を 説明 する た め の 概 7 


意図 で , 便宜 上 媒体 は 静止 し 再生 ヘッ ド が 速度 vw で 
右 方 向 に 移動 し て いる と 考え その 位置 を 空 げき 中 心 線 
の 座標 zp で 表わす . 図 の 記号 6。 は 再生 ヘッ ド の 実 「 


効 空 げ き 長 を 意味 し , と れ は 周知 の よう に 再生 波長 特 で 


性 の 第 1 零 点 波長 に 対応 する 長 さ で 定義 され る . 


ヘッ ド 巻 線 敵 の 開放 再生 信号 は 媒体 か ら 出 て コア を 


時 計 方 向 に 回 り 券 線 と さ 交 する 全 磁 東 を 見 出す と 「 
と で 与え られ る が , 
較 的 遅い も の と し , コア の 渦流 損 , ヒス テリ シス 損 な 
どの 影響 は 無視 し て 議論 する . 


図 1 に お いて を =z~z 二 9 z な る 領域 で 媒体 か ら 外 ek 


に 出る 微小 表面 磁束 8 %。 は 磁束 連続 の 理 か ら 


dd の df(z) 


d= mT 2 


で 良好 に 接触 し また へ ヘッ ド 夏 極 部 の 磁 東 磁 路 長 は コ 


。 ア 背面 を 回 る 磁 路 長 よ り 売 分 小さ いと すれ ば , z> を zy 


+22/2 つま り P。 磁 李 括 城 で 出る 8。 は 直接 a で 
短絡 され 巻 線 と は 交わ ら な い . + 


ot 
の ま * iS Emi ON 


vy 
= 


つき ぎ C zsー bl2c rb//2 すなわち へ テ ド の 3 


補 げ き 領 域 で 出る 8%。 は 有 ア , を 通り コア を 回 っ て Ea < 


に 戻る 磁 路 の レラ クタ ンス 太 。 と , PP に K 直 接 向 うし " 
ラク タン ス RR。 に K 逆 比例 し て 両 磁 路 に 分 流す る . い ま 


磁 路 各部 に お ける 単位 長 レ ラク タン ス お よび 磁 路 長 を 


図 2 の 記号 で 示し , Ltibeck 氏 の 概念 に よっ て Dani-_ 
el-Axon 氏 ⑰ の 示し た と と ろ に し た が うと a は 


’ 近似 的 た 次 式 で 与え られ る . 


CAE 2 : それ ぞ れ の 部 分 の 
単位 長 あ た り の レラ 
, クタ ンス 

A;,4,,4。: それ ぞ れ の 部 分 の 


ーー 末 面 策 
: コア 導 磁 率 
図 2 磁 路 各部 の レラ クタ ンス , 磁 路 長 な ど の 記号 3 


Fig. 2—Constitution of flux path in 
the reproducing head. 
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CG 
1 


LE rd + Ty DriPs ログ 
式 ④ 右辺 の 積分 中 , 括 居 内 の 式 は 媒体 の 表面 磁 
東 の 再生 ヘッ ド 回 り 込 み を 規定 する 磁 東 分 流 関数 を 意 
味 し , と これが zy』 の 一 次 式 で 近似 され る の が Litibeck 
氏 流 の 解法 の 特徴 で ある . 再生 ヘッ ド が 媒体 か ら 分 離 
し た よう な 系 で の 分 流 状態 は ずっ と 複雑 で この 一 次 式 
近似 は 成り 立た な い . 
さて つぎ に , zzjー の 6,/2, すなわち 後 縁 磁極 有 P, 領 
域 で 出る 微小 表面 磁束 で 寄与 され る 全 有 効 磁 束 42 も 
全く 同様 に 求まる が , と れ は 磁束 連続 の 理 か ら z= 
ーー の 62/2 に お ける 媒体 の 内 部 磁束 62.(z=z ぁ ー62/2) 
の 太 /(R,+R) に し た が 3 う 3 分 流 分 に 等 し い . て この 場 
合 RR:, RR。 は それ ぞ れ re。2。+r29, 0p に 等 し く , 分 
流 比 は 式 (5) の ¢& その も の と な る . よっ て 472 は 
ra = MDS (Ly— bg/2) (6) 
再生 ヘッ ド の 巻 線 と さ 交 する 全 有 効 磁束 4 は 式 
(④,(6) の 和 で 与え られ, 再生 ヘッ ド の 位置 z 々 > に お 
ける 開放 再生 信号 ez』) は 巻 線 数 を N と し て 
€e(Z;) = 人 結 gildt) 10°* = Nvu(dg;/dz,)10™° 


C= 


ER eS x df(z) ,_ 
-Kmaz Es 
+ fap—by2) | (7) 
と CC K=Nvl0° C39 


さて , 一 般 に z, & に 関す る 連続 関数 (zx, @ が 
あり , a,6 を 微分 値 の 存在 する @& の 関数 と する と さき 


| hy 


+ (6, の -/(a, の 


な る 関係 が みる の で ee (7) i 
る と つき の 関係 が ん られ る . 


Km a [f(z,+bgl2) —f(z,—b,/29] 


(9) 
すなわち , 再生 信 峡 e(z) の 波形 は 一般に 媒体 の 磁 
東 分 布 プイ (zx) を 土 め 2/2 だ け 平 行 移 動 し , それ ら の 療 
を と る こと で 求まる と と , e(z』) の 振幅 は 上 記 波 形 図 
数 の 振幅 に mc の ,//6。 を 乗じ て 求まる と と が わか 
り , 前 者 の 関係 を 簡単 に 再生 応答 の 平行 移動 則 と 呼ぶ 
と と が で きる . も ちろ ん 式 (9) の 関係 は , すでに 式 
(④ の 説明 で 述べ た よう に 再生 ヘッ ド に 対す る 媒体 の 
磁束 分 流 が ヘッ ド の 実効 空 げ き 長 を 庶 と し た zy の 一 
次 式 で 近似 され る と 仮定 し た 場合 に の み 成 り 立つ の で 


C64 ) 


あっ て , 再生 ヘッ ド が 媒体 か ら 分 離し た 場合 の よ 紀 
複雑 な 分 流 状態 に 対し て は 式 (9) は 適用 で き な い 。 
な お , 上 式 で 6 っ 0 の 極限 を 考え る と 間 M な 林 
値 計算 か ら 
rt =Kmao, (df(z;)ldaz;) 10) 


が 示さ れ , 一 般 の 平行 移動 則 は と の 場合 微分 則 に 収入 
ん する こと こと が わか る . 


3. 飽和 形 磁気 記録 に お ける 媒体 の 
残留 磁束 分 布 


さて , 式 (⑨ か ら e(z») を 計算 する に は 媒体 の 磁 
東 分 布 (x) を 与え ね ば ぱ ば ならない .。 そこ とこ で この 章 で ま 
飽和 形 記録 の 基本 的 な 孤立 磁束 分 布 に つい て その 広 空 
げき 再生 ヘッ ド に よる 測定 法 と 各種 の 記録 因子 に 対す 
る 測定 結果 を 述べ る . 

3.1 #(x) 関数 の 測定 法 

一 般 に 飽和 形 記録 に お ける 和 形 波 記 録 電流 に よう で 
媒体 に 残留 する 磁束 分 布 は 図 3 (3) の よう な あぁ る 有 陸 
の 転移 幅 “a”” を 持つ 単調 反転 関数 の 連なり で 構成 さ 
れ , 再生 応答 の 基本 形 は 各 要 素 反 転 波 に 対す る いわ ゆ 
る 孤立 応答 で 与え られ る . 


(3) が て r) 内 牙 


Cb) x) の 凍 生 潜 利 90x 
図 3 Xz) 関数 測定 法 の 説明 


Fig. 3—Explanating diagram on the measuring 
method of f(x) function, 


そこ と で いま , こと の 孤立 (x) 分 布 を その 転移 幅 よ り 
充分 広い 実効 寂 げ き 長 を も つ 再 生 ヘ へ ヘッド で 走査 する 
すれ は ば, 再生 波 は 式 ⑧ の 平行 移動 則 か ら 図 3 (b) の 
よう に 示さ れ そ の 前 縁 立 上 が り 部 が げ (») 分 布 に 対 庶 
する と と は 明らか で ある 、。、 こ と の 性 質 は と り も 直さ ず 磁 
東 分 布 の 実験 的 な 測定 手段 を 与え て いる わけ で , す な 
わ ち , 6,/a>1 の 条件 を 満足 する よう な 広 空 げ き 再 生 
ヘッ ド を 用 いて 再生 波形 の 前 縁 を 観測 し , その 振幅 寺 
を 規準 化し た も の が 磁 東 分 布 人 (x) 自体 で あ る と と を 
意味 する . 

さて , と の 測定 法 の 妥当 柏 を 述 べ る た め に は 少な く 
と も ある 一 定 値 以上 の 6 値 に つい て 式 9⑲ の 平行 | 
移動 則 が 真 に 成立 つと と , 言い 換え る と 再生 波 の 前 緑 
が 一 定 値 以上 の 6 領域 で 6』 値 に 関 せ ず 一 致す る と 


“oo 


昭和 36 年 8 月 電気 通 「 信 
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bp=64 kg bp=126 


4 広 空 げき 再生 ヘッ ド に よる 再生 波形 


Fig. 4—Reproduced wave forms using wide gap reproducing heads. 


と を 実証 し て お か ね ば な ら な い . と これ を 確か め た 例 が 
鐘 4 た に 示さ れ て お り , 6 値 は 3 倍 以 上 の 範 囲 に 変化 
し て いる が 再生 波 前 縁 の 平行 移動 則 は 充分 成り 立っ て 
導い る . な お 図 で 示さ れ て いる 再生 波 の 右 肩 上 が り 現 象 
は 媒体 の 垂直 磁化 成分 に よる も の と 考え られ る が 詳細 
放 は 省略 する . 
3.2 了 (x) 関数 形 の 近似 
上 記 の 方 法 に よっ て 種々 の 記録 因子 に 対す る 飽和 形 
| 了 珠 立 (x) 関数 の 測定 を 行なっ た . 孤立 波 と し て の 状 
態 を 保つ ため 記 録 の 反転 問 隔 は 充分 広く と り 600 反 
転 問 隔 で 記録 し た . 記録 方 式 は 複 流 記録 で ある . 使用 
し た 再生 ヘッ ド の ら 6, 値 は 126 々 x お よび 2104 の 2 
種 で 測定 し よう と する 了 げ ( ヶ x) の 転移 幅 よ り 充 分 広い る も 


の で ある . 測定 波 の 一 例 は すでに 図 4 で 示し た . 表 1 
| 」 測定 し た 磁気 テー プ 試 料 の 要 目 を 示す . 
4 表 1 磁気 テー プ 試 料 の 要 目 
衣 テ ー プ 計 布 屋 | 兵力 | 東生 
_ 穫 ::2 磁性 材料 k oer line/6.35 
KC mm 幅 
| 3S-59 |r+-Fe:O, | 9.65/(10) | 230/(1.0) |0.6/(1.09 
| S-128 |7r-FesO0; | 16.5/(16.5)| 230/(0.98) | 1.1/(1.66) 
| 3S-109 | 7+-Fes0; | 12.5/(12.5)| 250/(0.98) | 0;6/(1.09 
T3419 | FesO4 A (08 N=:23) 
TT-50# |ry-FesO, | —/(13) | —/(0.94 | —/(0.69) 
Ti8 |r-FesOs | —/GO | —/1.04 | —/0.86) 


gy- * 1 左 は 公称 値 , 右 括弧 内 は 測定 値 
‘ i だ は 右 括弧 内 は S-159 を 1 と し た 実測 相対 
; ; } **: 製造 時 に 磁性 粒子 の 磁場 配列 を 行 な は な か っ た も の 
SS な で いる 図 .3( の rn の $5 な 単調 反転 関数 の 
数 式 和 な 表現 は 図 で 定義 され た 転移 過 Z と 終値 へ の 新 
近 特 性 を 与え る と と で 示さ れ , 後者 を し ら べ る に は 観 
大 洲 の 横 利 を a で 規準 化し xz/a) の 形 を みれ ば よ 
| い . と の 作業 を 種々 の 実験 例 に つい て 行ない 三 の 
近似 関数 形 と 比較 し た 結果 , 
EE るみ 
OD 
な る 双曲線 反転 関数 が 実験 結果 と 5~15 程度 の 
、: と こと が わか っ た . ee > 


bp=210p 


a 


3.3 転移 幅 
つぎ に 種々 の 記録 因子 と 転移 幅 の 諾 ¢ 
係 を 示す も の が 図 5~9 で ぁ る ( 図 
の 記号 で 太 万 は 記録 ヘッ ド 一 略 丹 は 表 : 
2 参照 一 , D, ] 


いい 


q と 記録 因子 の 関係 


は 媒体 / 記 録 ヘッ ド 分 離 
長 , 記録 強度 は 記録 電流 広 と 飽和 電 
流 7s の 比 で 示す . 以下 同 © 〇 ) 図 5 は 
記録 強度 の 影 響 を 示す 実測 例 で , 密着 
記録 (の ,=0) の 
旧 合 , a@ 値 は 飽和 
以後 は ぼ 一 定 の 値 
に 落ち 付く と と が 
わか る . 図 6 は a 
が 記録 ヘッ ド 空 げ 


80 


20 き の 大 小 に ほ は と ん - 
回 7 は 放 休 の 記 氏 


{ 
記録 民度 m/s 

図 5 記録 強度 と 転移 幅 の 関係 
Fig. 5—Effect of recording intensity 
on transition width. 


ヘッ ド 面 か ちの 分 
離 が a 値 を 大 きく 
増加 させ る と と , 
図 8 は 媒体 厚み 8 と a 値 が 図示 の 範囲 で は ほとんど 
比例 的 な 関係 に ある と と な ど を 示し て いる . と れ ら の 
現象 の 内 いく つか は すでに Miyata-Hartel 氏 ① ちご a 
よっ て 指 適 され た 再生 波形 幅 の 関係 を 説明 で きる も の 
で あり , その 物理 的 な 意味 は 記録 過程 の 考察 か ら あ る 
程度 明らか に する と と が で きる 。 ‘a 
つぎ に 媒体 の B 万 特性 の a 値 に 及ぼ す 影響 を みる 
た め に 表 1 の 各 テ ー プ の a 値 を 同じ 条件 で 比較 し た も 
の が 図 9 で ある . 下 半 面 に 50c/s ヒス テリ シス 曲線 
実測 か ら 求 め た 諸 特性 値 を 示し た 。 な お , と の 中 で S 
-128, 1599 テー プ は 塗布 厚 が 他 と 相当 違う の で その 補 
正 を 必要 と する . 記録 過程 の 考察 か ら す る と 媒体 の J 


転生 絡 @ (a) 


0 

7 
+ 
tr" 


715 i00 125 3 
: 2 生 ッ ド を げき 長 0 "8 
図 6 記録 へ ヘ ぁ ド の 空 げ き 長 と 転移 幅 の 関係 0 


Fig. 6—Effect of recording head gap width 
"on transition width. 


hh 
二 
A 


oR 


FR 


図 9 媒体 の B- 万 特性 と 転移 幅 の 
関係 
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転 下 引 a (p) 


湊 / 旬 録 1 ッ ドド 今秋 長 Dr Cw) 
図 7 媒体 / 記 録 ヘ ッ ド 分 離 長 と 
転移 幅 の 関係 


下 


Fig. 7—Etfect_ of medium/recording BH 特性 の 知 形 性 
3 Ein on transi-。 が 3 良い ほど a 値 % 
TS rs 減る る の と 予想 
0 され る が 図 の 結果 
は 必ず し も る 予想 通 


りな で は な くさ て の 
ほか に B,/H。 値 , 
媒体 異 方 性 な ど が 
関係 し て いる よう 
に 見 えさ らち に 研究 
を 要する . 

な お 以上 与え た 
複 流 記録 の 場合 の 
a 値 に 対し 単 流 記 
録 の 場合 の それ を 
比較 し た 結果 , 同 
じ 条 件 で 前 者 の 
1/(1.4~1.6) 倍 程 
放 に 小さ いと と が 
わか 。 っ た . 


4. 飽和 形 記 録 に お ける 白 立 再 生 応 答 


“41 基礎 式 
飽和 形 記録 に お ける 磁束 分 布 の 測定 結果 を 人 述べ , そ 


B,/H,, HH,-HH,。 は S-159 を 1.0 
と し た 本 対 値 で ある 
Eig, 9--Effect of the medium 
B-H characteristics on 
transition width, 


放 れ が 近似 的 に 式 (11) で 与え られ る と と を 示し た 。 を 
有 | こ で 対応 する 再生 応答 は と れ を 式 (9) の 一 般 解 に 代 
火 す る で と で 直ちに つき ざ の よう に 導 か れる . 

| el))=Kma(D,/b,) 


が 62 と 。ー タ 2 
<3 tanh a tanh 2 | (12) 


な お , 6, っ 0 の 極限 で は 式 (10) の 微分 則 を 適用 
区 窟 
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10 5 20 
名 床 厨 み 【( 実 決 値 】 すず () 


図 8 媒体 厚み と 転移 幅 の 関係 
Fig. 8—Effect of coating thickness 
on transition width. 


Ds 1 
ENR TT ke G 4 
(13) 

上 式 で 記録 過程 に 由来 する 記録 パラ 

メー タ は の 2, 再生 ヘッ ド の 設計 

依存 する 再生 パラ メー タ は の 』, 2 で 与 - 

えら れ て いる か ら こ と これら の 値 を 具体 近 

に 代入 する と と で 再生 応答 の 振幅 , 波 
形 は 容易 に 計算 する と と が で きろ る . 

4.2 再生 振幅 

式 12),(13) で 示さ れる 応答 関数 

は 明らか に zs=0 を 軸 と する 偶 関数 

で ある か ら , その 振幅 E』 は 一 般 に 次 式 で 示さ れる ・。 


E,=e(zy=0)=Km a | 14) 


(@,la) 
rar et B=0,./0; (15) 
と と に の ②。 は 媒体 の 飽和 残留 磁束 量 で あっ て , ? は 
媒体 の 飽和 度 を 意味 する . 
以下 , 式 14) の 意味 に つい て 二 , 三 の 吟 味 を 加 誠 
て みよ う .. すなわち , まず , 再生 ヘッ ド の パラ メータ 
6,。, & を 理想 的 な 条件 すなわち 6b, ご つ 0, ¢ っ 1 に 近侍 
け , 媒体 か ら 取り 出し うる 極限 の 振幅 []。, を 証 
人 算 す る と 
[E,]。=Km BO,/a (16) 
また , 逆 と 再生 ヘッ ド の % ら 。 値 が 上 記 の 理想 状態 か 
ら 次 第 に 大 きく な り , 遂に 6,/a>1 の 状態 に な っ だ 
と すれ ば 式 1 わ の は 
E,=Kmapo,b, 
と な る . 


(17) 


式 16), (17) に お いて , mm 69。 は 媒体 の 内 部 磁 東 


の 振幅 を , m 8 の 9。』/a は 磁化 反転 が a な る 幅 で 直線 的 で J 
起こ る と 考え た 場合 の 等 価 的 な 表面 磁気 誘導 の 振幅 を 
代表 し て いる か ら , 上 式 の 関係 を 簡単 に 表現 する と , 
再生 振幅 は 狭 空 げ き 再 生 ヘ へ ヘッド の 場合 , 媒体 の 表面 磁 
気 誘導 の 振幅 に , 広 空 げ き 再 生 ヘ ッ ド の 場合 , 媒体 の 
内 部 磁束 の 振幅 に それ ぞ れ 比例 する と 言え る . 

一 般 の 場合 の 正 , は , も ちろ ん 式 (16) の 理想 値 選 


な る 補正 項 を 乗じ て 示さ れる わけ で , つま りこ と の ?g 
は 実際 に 生ずる 再生 振幅 が その 理想 値 の 何 制 に な る か 
を 示す 項 で ある 。、 こ と の 項 は 式 に 与え られ て いる よう に | 
再生 ヘッ ド の み で 測 立 に きま る の で は な く , その bp 
値 と 媒体 の 磁束 転移 幅 da の 比 と だ け 左 右 さ れる と と な が 


わかる. 図 10 は 
<@=1 と し た 場合 
の ヵ ?』 の 計算 値 を 
示し て いる . 
つぎ ざ に , 最大 の 
再生 振幅 を うる た 
め の 再生 ヘッ ド 空 
げき 長 の 設計 条件 
] を 求め る に は 式 
| GO の < に その 
の 2» 依存 性 を 示す 
半 (5) を 代入 し , 
・ 正 最大 と な る bj 
7 の 値 を 計算 すれ ば 
よい .) その 結果 は つぎ の よう に 示さ れる . 


_ 寝 sinh(2°2) -2°2 +2( et To) 9 


bp/a 


10 7 ヵ 7, 関数 の 計算 値 
た だ し «==1.0 の 場合 
Fig. 10—Evaluated value of 7 
function in the case of @ =1.0. 


Ta 


bp max に 対応 うる 大 値 ) 7p max 


最大 振幅 を 今 える bp 値 bpmax ( 選 ) 


a ' : RN 1 
_ 図 11 最大 振幅 を 与え る , 値 の 計算 例 


EE 11—Calculated values of 2, giving maximum 
4 reproducing amplitude. 


図 9 上 式 を =45 mm, 


れ ら の 値 は 実験 ヘッ ド に 対応 する 値 で ある ) と し コア 

p=5~20x10° の 範囲 と つい て 計算 し た も の 

y CM » 値 は a 大 な る ほど 大 きい . 
再生 小 


広 で ちえ られ る が 。 と れ ら の 回 拓 の 折 則 はるか 
半 半 術中 5427 2 よび 1501 で ある か ら 振 環境 を と 
大 値 で 規準 化し た 波形 関 数 0(z/a) は つき 


いで 
| ” の Ez NS 


電気 通信 学 含 雑話 


剛直 2.8 
k mm, , 前 背面 の 空 げ き 突 き 合 わせ 部 の 深き 0.7 mm (て 


RR Es 


第 44 巻 8 号 


再生 波形 9(zp/a) 


12 再生 信号 の 規準 化 波形 
Fig. 12—Normalized wave forms of 
the reproducing signal,. 


と する . を gla の 個 関 数 と し て 示さ れる も の で , と れ を 培 
右 半 面 に つい て 計算 し た 例 が 図 12 で ある . すなわち 
媒体 を 一 定 (a 一定) と すれ ば 波形 の 鋭さ は 27a 比 
の み に 支 配 さ れる も の で , 言い 換え る と 媒体 の a 値 が 」 
大 きい 場合 に は 再生 ヘッ ド の 57 伯 を 邊 wR 
きく し で も ふろ 同 度 か 5 U 下 で は 流 衝 

6,>0 の 極限 波 は 式 (231) で 表わさ れ , "その 広 
A i 
いま , 問題 を 媒 
許容 記録 密度 と 直 


E(xzp) 


wo いた 接線 の 底 軸 を 切る 長 
13 再生 波 の 実効 占有 幅 の さ Ws 8 夫 oe Ws P 
守 義 


Fig. 13—Definition of the F 
effective pulse width. ら べ る . 


re oo i 
が っ て 計算 する と i 
[Wl,=1.53 a wg 
bglas1.0 orest G0 #5 
- Wi;=a+b; GG 
すなわち , 媒体 自体 の 分 解 能 に よっ て 半周 
され る 極限 の 波形 幅 は 媒体 の a 値 の 1.53 倍 - 
れる も の で あり , 一 方 , 再生 へ ヘッド の 分 解 能 が 媒 人 
それ に K 比 し 著しく 低い 場合 の VW, は 'a と by 
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bp/G 
図 14 ?。 関数 の 計算 値 


Fig. 14—Evaluated value of 74y function. 


5. 実験 値 と の 比較 
表 ユ 1 に 示し た 磁気 テー プ お よび 表 2 の 磁気 ヘッ ド を 
表 い 各種 の 因子 に 対す る 再生 応答 特性 を 測定 し て 理論 
値 ど の 比較 を 行なっ た .。 と と で は 孤立 応答 を 問題 に し 
表 2 実験 用 磁気 ヘッ ド の 要 目 


注 : ト ラッ ク 幅 は 全部 1.2 mm 
| て いる の で 記録 密 


| 朗 は 充分 低く し 繰 
反 波 長 1200, 反 ug 
誌 間隔 600x と 5 
し た 記録 は 複 洗 ょ 
| とし 紀 銀 電流 の 反 “。、 
有 枝 速 さき は テー プ 長 き 
des 54 TET 
】 充分 無視 で きる . 0 
5.1 再生 振幅 RNR be (0) 
| 図 15 の 各 プ ロ 図 15 半年 舞 の 理 陰 値 と 実測 慎 


贈 , 再 生 速 度 v=15 cm/s 


計 て ir ee 


ッ ト は 各種 再生 へ Fig. i between the 

| ッ ド の bj 値 に 対 theoretical and experi- 
tal 1 of 

| する 再生 振幅 の 実 Adartdds Cr 


mm, テー プ 速 度 v=15 cm/s に 換算 し た 絶対 値 で 示 
レレ た も の で , 記録 条件 は 図 に 付記 され て いる 

と の 場合 の 計算 値 は 式 (1 に 諸 元 を 代入 し て 容易 
に 求め られ る . 表 3 は 計算 諸 元 を 示し た も の で , a 値 は 
| 図 7 に 示さ れ た 値 , 飽和 度々 は 広 空 げ き 再 生 ヘ ッ ド に 
よる 人 急 和 特性 測定 ( 狭 空 げ き ヘ ッ ド の 飽和 特性 は 々 だ 
[ec atiatic smas iormEemrs 


隊 ド 巻 数 N=200 了 7, トラ ッ ク 幅 Wr=1.0 


ee 


表 3 再生 振 編 の 計算 庄 元 
D,(p) | a(n) 
0 36 0.895 


0.68 

12 50 0.98 A-25 0.8 
22 56 0.92 A-50 0.89 
A-100 0.94 


記録 条件 : テー プ S-159, RH=A-25, gl;=2, NRZ 

か ら 別 に 実測 され た も の で , な お 密着 記録 (の ,=0 
の 場合 より 分 離 記録 (の D,=12 ) の 方 が 4 々 が 高い 理由 
は 記録 磁界 の 垂直 成分 に よる 長手 磁化 の 減 論 か ら 説 明 
で きる よう に K 思わ れる . < は 式 (5) に K 実験 ヘ へ > ド の 
各 磁 路 常 数 を 代入 し た 計算 値 で 各 常 数 は 図 11 の 場合 
と 同様 で あり コア 導 磁 率 5,000 と し た . と これ ら か ら 
計算 し た 絶対 振幅 が 図 15 の 実線 で な お の 。 値 と し て 
は 表 1 の 公称 値 を 用い てい る. 

図 に と お いて 6。 が 著しく 大 きい 領域 で の 4, 逆 比例 
性 と , 6。 が 著しく 小さ い 領 域 で の a 値 逆 比例 性 は 式 
(17) , (16) に よっ て 直ちに 説明 され る も の で あり , な 
お , 6。 小 な る 場合 の 振幅 低下 は 再生 ヘッ ド の 感度 係 
数 «の 低下 に よる る の で あぁ る. 実測 値 は これ ら の 理論 
値 と 傾向 的 に は よく 一 致し , また 絶対 値 と し て の 一 致 
性 も ほぼ 満足 すべ きも の で あら う . 

つき ぎ に 他 の 例 と し て , 媒体 の 塗布 厚 と 再生 振幅 の 関 


8-!2815-159 テー ブウ 同 生 折 引 比 


Rh RR bp (p) 


記録 条件 : RH=A-25, Tr/I,=2, D,=0 

16 媒 休 塗布 厚 の 再生 振幅 に 及ぼ す 効 果 

Fig. 16—Effect of coating thickness on 

reproduced amplitude. 

係 を 示す た め に S-128 と S-159 テー プ (両者 の 磁気 
的 特性 は ほぼ ば 同一 で 塗布 厚 が それ ぞ ざれ 16.5, 10g 実 
測 値 と 異な る ) の 再生 振幅 比 を カ 。 に 対し て 示し た も 
の が 図 16 で ある . 実線 は 図 に 付記 し た 計算 諸 元 を 式 
(14) に 代入 し て 求め た 計算 特性 で , 6 と,>0 で は 実際 
の 振幅 比 は 式 (16) の 関係 か ら テー プ の 48@。』/a 比 に 
近付き 振幅 は 塗布 厚 に よら な いと と , 逆 と の 』/a 多 1 の 
条件 で は 式 (17) の 関係 か ら 振幅 比 は 2。 比 近 付 
き 振幅 が は ば 塗布 厚 に 比例 する と と が 示さ れ て お り , 
実測 結果 も 理論 値 と か な り 一 致し て いる . 


C68 ) 


A-25 
(tb) 


PH=A125 A-50 


実測 波形 


図 17 gr To tg 


S-159 テー プ , RH=A-25, 
Ixll;=2, NRZ 


記録 条件 : 


| 


=0 


第 所 券 8 号 1223 
EN 対応 する 計算 値 5 は それ ぞ 
れ の zz 値 ( 図 に 付記 ) 【 に 対す る 式 


(22) の [W5]。 に 6/a 比 か ら 
求まる 図 14 の 7? を 乗じ て 直 ち 
に 求め られ る . 
計算 特性 で あっ て , 6。/a が ある 
限度 以下 に な る と Ws は 媒体 の 
分 解 能 に よる 制限 値 1.53zg に 近 
付き 6』 に 無関係 と な る と と , 逆 
に 6/a>1 の 領域 で は 式 ⑫3) 
の 関係 か ちら Ws』 が 6。 に 比例 す 
る むと な ど を 示し で お おり 50 癌 0 
の 結果 は 絶対 値 的 に る 実測 値 と ょ 
く 一 致す る と と が わか る 


0 
2 半 


本村 H す 


Fig. 17—Comparision between the theoretical and experijmental 


waveforms of reproduced signal. 

5.2 再生 波形 

図 17 は 再生 波形 と 再生 ヘッ ド 5。 値 の 関係 を 示す 
計算 お よび 実測 結果 で , (a) の 計算 波 は 図 12 の 各 曲 
線 で それ ぞ れ の 26,/a の 比 に 最も 近い 曲線 を 利用 し て 
求め た . 記録 条件 , 6』/a 比 は 図 に 付記 し て ある 計算 
波 と 実測 波 の 一 致 性 は ほぼ 満足 で きる も の で あり , 流 
形 の 鋭さ は 6,/a 比 が ある 限度 以下 に な る と 一 定 の 


有形 , っ まり 式 2D) の 極限 波形 に 近付く と と , 逆 に 


る が 著しく 大 きく な る と 式 (9) で 示し た 了 プ ( ヵ ) 関数 
の 平行 移動 則 が 明り ょ うに 生じ 広い 頂上 平坦 波 に な る 
と と な ど が 朋 ら か に 認め らち られる. 

つき に K 図 18 の 各 プ ロッ ト は 再生 波 の 実効 占有 幅 
Ws と 6, の 関係 を 種々 の 記録 条件 で 実測 し た 結果 


計算 値 (07=12 gp 


計算 議 元 


a 
10 |S8-i59| 36 | 
[64 | 


[0 [Tt 28 | 
3 188 80 | 
[aa 08 18” 
RE 


60 80100 150 200 


3 30 40 
es 和 再生 ハッ ド 実 将 空 り ぎ 長 bp (Cg) 


10 20 


記録 条件 : RH =A-25, Ig/I;=2 
図 18 波形 占有 幅 の 計算 値 と 実測 値 の 比較 
a と UE 18—Comparision between the theoretical 
"and experimental values reproducing 
i pulse_ width- 


"os 


一 般 化 する と と か ら 出 発し て 飽和 
形 記録 の 再生 応答 特性 に 及ぼ す 諸 因子 の 効果 を 理論 改 


に 解析 し , その 結果 が 実際 の 特性 値 と 定量 的 に る よく 「 


hake 
要素 の 設計 に 対す る 理論 的 な 根拠 を 与え る の みな ら ] 


cw Or プ の 諸 特 性 の 試験 , 較正 な どの 方 面 に つ ‘ 


いて も 適用 で きる も の と 考え る . 


な お , 短波 長 領域 で の 再生 特性 も こと で 述べ た 孤立 


応答 波 の 重ね 合わ せ と し て か な り の 領域 まで 説明 で き 
る も の で あり , また 磁気 ドラ ム な どの 分 離 再生 系 に お | 
ける 応答 と で 示し た 角 陸 6 
えて 近似 的 に 解析 する こと が で きる . 

作り tC) と 指導 を 腸 わ っ た 岡村 , 上 谷 責 次 長 / 人 世 


信 課 長 , 容 田 係長 に , また 熱心 に 協力 され た 電信 課 篠 
岡 , 南 保 , 亀山 の 諸氏 な ら び に 千葉 大 学 学生 ( 現 通 ) 
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培 トン ; 机 
WN 人 
* 励 振 電源 変動 の 特性 へ の 影響 ' DO 

a 正 員 磯 和孝 則 作 | 
rg (富士 通信 機 製 造 株式 会 社 ) 


接 載 凡 器 に つい て , その 励 振 電 源 の レベ ル , 


1.」 序 言 


近 時 ペラ メト リッ ク 増 環 器 が その 研 炊 音 性 の た め に 
| 現 要 祝 され つつ ある が , 本 増幅 器 が 上 便 帯 波 周 波数 談 
換 器 に 使用 され る 場合 を 除き 下 側帯 波 周 波数 変換 器 お 
所 和 び が 直接 増 過 器 と し て 用 いら れる 場合 は 負 性 抵抗 を 星 
| し , 安定 の 点 か ら も 十分 考慮 する 必要 が ある . 
| 本 文 は ペラ メト リッ ク 増 押 器 の 安定 問題 の 内 , 特に 
: の 励 振 電 源 の レベ ル , 同 周波 数 の 変動 の , 利得 , 運 
誕 特 性 へ の 影響 を 検討 し た も の で ある . すなわち , 
幅 器 の 基本 回 中 と し て , ①) 上 側 帯 波 周 波数 変 


| 政司 波数 変換 明 Inverting up-converter (I.U. 
_③ 直接 増幅 器 Direct Amp. (①.A.) の 3 者 
後 括弧 内 の 符号 を 用 いる ) の 単 一 共振 形 回 路 の 場 
いて 上 記 安 定 間 題 を 只 味 し , その 安定 度 改 療 筑 

いて 考察 し て いる が , と れ ら の 結果 が 広帯域 特性 
村 せ し め る 複合 共振 回 路 の 場合 に も 簡単 な 考察 に 
で て 移行 で きる と と を 述べ , パラ メト リッ ク 増 幅 器 
CE 「 す る 場合 の 励 振 電 源 の 必要 安定 度 を 定め る 基礎 
を 提供 し て いる 


2 基礎 的 準備 


1; mi トリ クス 


1 の で と く 励 振 周 波 | ⑤ Me Vv Wed 
信 号 周 波数 な | Qs 


電圧 Vap,Veg。 が 図 1 可変 容量 回 路 
変容 司 に 加え ら の 


co td of Resonant Type Parametric 
Ar nplifiers using Diode. By TOYOSAKU ISOBE, 

4 ember (Fuji Communication Apparatus Mfg. 
Co. . Ltd, Kawasaki). [論文 番号 3389] 


要約 本 報告 は 共振 形 ペ ラメ トリ ッ ク 増 幅 器 の 基本 回 路 で ある , 上 側帯 波 周 波数 変換 器 , 下 側 帯 波 周 波数 変換 器 , 起 
同 周 波数 の ゆら ぎ が , と これら の 利得 , ge 
_ そ の 変動 の 機構 を 明らか に し , と れ ら 変動 を 抑圧 する 方 法 に つい て 述べ て いる が , 本 報告 の 結果 より , と れ ら 
Wt 要求 され る 特性 に 対し , これ ら 増 幅 器 の 励 振 電 源 に 課す 必要 宏 定 度 が 求め あら れる と と に つき 述べ て いる . 
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関係 を 留意 し て 求め あら れる. また 4m は 整数 、 Crm . 
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"変換 で トリ クス 
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Fig. 2—Schematic representation 電源 お ボ び 負 荷 に > r“ 
of parametric amplifier circuit, ダク タン ス Ge Gy 4 


を も 含め た 四 端 子 ア ドミ タン ス を 記入 …。 Yaa と する 

と 次 式 の 関係 "を 得る . + 
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また 式 (5) より つき の 関係 を 得る . 
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し か る に 且 作 利得 は 次 式 で 表わさ れる 。 
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る こと に よっ て 導 か れる . すなわち 
@⑳⑤ NI.U.C. お よび EU.C. の 場合 


RS Wie VY 
rN な 
(C8) 
(b) D.A. の 場合 
VY 7 
RE Cg 0 基 4 


つぎ に 位相 特性 を マト リク タク ス 素 子 で 表示 する に は 
各 伝 達 お よび 入力 アド ミ タン ス の アー ギュ メン ト を 斑 


め れ ね れ ね ば よい いし すなわち 
NER よび 1.C. の 場合 
2 人 a 
0= Arg.— A =Arg OE 3 (10) 
(b) D.A. の 場合 
a= Arg. Ar TY) 人 生 


以上 今後 の 計算 に 必要 な 物理 量 の マト リク ス 素 子 に 
よる 表示 が 得 ら れ た . 


3. 利得 . 位相 角 の 式 の 誘導 


式 (④ で 表 わ 
され る 各 場 合 の 
変換 マト リク ス 
に , 図 3 に 示さ 
れる C。 を る も る 含 


図 3 パラ メト リッ ク 増 幅 器 の 基本 回 路 
rete a 

愉 ド ル 側 の 回 路 アド ミタ ンス Vo=Gie の Dc Ye= 
G2。+26z。 と ど さ ら に それ ぞ れ に 電源 お よび 負荷 コン ダ 
区 0 7 ボド ミ シス で パ 
ラメ トリ ッ ク 増 幅 器 の 表示 を 行なえ えば, つぎ の 諸 式 が 
導ける 、 

(③⑤」 N.I.U.C. (og= の oj†+@g) の 場合 
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と れ よ り 利 得 は 次 式 の ど と く 求 め ら れる . 
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調 周 波数 , Q= ーー = 生 (た だ し 下 便 珠 時 


の アイ ドル 側 で は と の 負 号 を と る ) 
(b) I.U.C. (@g= の jー の 2g) の 場合 
こと の 場合 式 (④ の 共 や く 複素 アド ミタ ンス の 関係 
と , 上 記 回 路 ア ドミ タン ス の 合成 に より 」 同様 レ で 
次 式 が 得 ら れる . 
4G,G; oa 
a CR: Wg 
[oe4 
+27Q248,) (+27Q484) —af 
(c) D.A. (@g= の pj の 2g) の 場合 
式 (9) の 関係 を 用 いて 同様 に し て 次 式 を 得る . 
Eh +2 - 0 5 
た だ し , と の 場合 赤 2, zg は 次 式 の で ど と く 書き 改 ふ 
られ る . 
Y= G+ G+G,,+70,.= GCl+27Q0D 
Yia= Gc+7622 = G,a(l+27Q287) 
以後 式 の 類 雑 を 避け る た め に K 1+e>4(Q,0,4Q207 
範囲 の 近似 式 を 用 いる と と に する . た だ し 複 号 は IN。 
I.U.C. お よび 他 の 2 者 に 同 順 . さて 位相 角 に つい で 
は 同様 に し て 次 式 が 求め られ る . 
a) N.I.U.C. の 場合 


(14) 


G= 


1+¢ 
28~ Ws 16)》. 
a 3 1 a 
(bh "LLU, CO の 場合 
l1—¢ 
06~—tan | ーーー 7 
at 0 ( > 
EID.A DD 場合 
Gian et tah) | 18} 


4. 励 振 レ ベル 変動 に よる 利得 変動 率 
並び に その 周波 数 特性 
前 節 で 定義 し た <〆 量 は 励 振 レベ ル , 同 周 波数 , 信 与 7 
周波 数 その 他 各 コン ダク タン ス 等 に 関係 する た ため 
本 節 の 計算 に 入る 前 に , 〆¢ の 変動 に 対す る 利得 変動 共 導 用 
< を つき ぎの ど と くく 定義 し , これ を 各 場 合 に つき 求め て 見 
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aG dd 
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(a) EC お よび TT.U:C『 の 場合 
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た だ し 複 選 は *N.I.U.C. お よび I.U.C. の 場合 に 同 許 7 


CE 


計 


0 
Ne 


a 226 磯部 豊作 : ダイ オー ド を 用 いた 共振 形 パ ラメ $y ンク 地 
5 4 Pr 
ご (b) D.A. の 場合 8 “ dsSy ーー4c¢" は と < ヶ ^ 
議 2¢(1—@) (21) dwg dog (+ No, Oa 
E に FOR TO 32 &(Q,8,+ Q282) ( 多 Gr Q; a 
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|| さて 本 場合 の 計算 に 移ら う . Sv= ク と / を 定義 ne ーー 
「 する. た だ し V は 励 振 源 の 電圧 振幅 と する . まな た, (2341) B29) 
; (b) I.U.C. の 場合 に 


て の 周波 数 特性 を 求め る と と は 特に 広帯域 特性 増幅 器 
] の 変動 来 の 考 侍 に 必要 で ある . 
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屋 レ ベル が 比較 的 小さ い 場 合 の 取扱 いで , 
を 出る 大 振幅 励 振 の 場合 は さら に 高 次 の 項 を 
れる 必要 が ある が , 本 計算 で は , 一 次 近似 と 
(の 関係 を 以後 の 計算 に 用 いた . 
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以上 Sy は 。 い ずれ の 場合 も 正 で レベ ル の 増減 に 応 
じ て 利 得 も 増減 する ・ ま た , その 周波 数 特性 は Q8 と 」 
と も に , いずれ の 場合 も 右辺 第 2 項 に よっ て 決定 され 
2. ; 


5 励 振 周 波数 導 動 に 対す る 利得 変動 率 = 
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(も) IU.C. の 場合 
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ie +Q QL 
Wa (U0) +4A CQ + QD" 
ye a 
1+4(Q207”* 


“ 8, 
40) 


以上 の 結果 ぶ S; 値 は 同調 点 で は いずれ る も わずか な 
正 値 を 示す が , 同調 点 か ら 離 れる に し た が っ て その 絶 
対 値 は 僧 激 に 大 きく な る . また , その 値 は 各 場 合 と る 
で に 比例 する . な お , その 周波 数 特 作 は 8 る 1 の 血 
囲 で は , 信号 , アイ ドル 両 共振 回 路 の 《 値 の 積 , ま 
た は その 自 乗 に 比例 し , ed に 比例 する . また , そ 
の 傾向 は 両 コ ン ベ バー タ は 同 傾向 を , D.A. は 逆 の 傾向 
を 示す -. 
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遅延 特性 並び に その 励 振 源 に 対す る 
依存 性 
遅 延 特 人 性 は 式 で 16) , 17) , (18) か ら 求 め ら れ , 各 場 
合 に つき と れ ら を 導く と , 9 る 1 の 場合 次 式 を 得る 
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と これ ら の 量 は 前 節 と 同様 , 励 振 源 の 変動 の 他 , 信号 
周波 数 , 各 負 荷 の 変動 に よっ て も 影響 さ れる . し た な 
っ て これら の 関数 で あぁ る & に 対し て a da, 
量 や 求め て お く く と 便利 で ある が , s。 と つき ぎ に 求 め 
る 2 = と は 簡単 な 関係 に ある の で 以下 と れれ 
を 併記 し よう . 
6.1. 励 振 レ ベル 変動 に よる 遅延 特性 の 変動 率 と そ 
の 周波 数 特性 
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励 振 周波 数 変動 に よる 遅延 特性 変動 率 
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と の 変動 率 と し て = 
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以上 の 結果 , 励 振 源 の 変動 に よる 遅延 特性 変動 率 
は , sy が N.I.U.C. の 場合 , 負 値 と な る 点 ; 利得 変 
動 率 の 場合 と 異な る 傾向 を 示す が , 他 は sy,sz 共に 
利得 変動 率 Sy, ぶ Sy と 類似 の 特性 を 示す . また 当然 の 


と と で ある が , 同調 点 の 運 延 時 間 値 % 共振 回 路 の 2. 


値 に 関係 する . し た が っ て 共振 回 路 の 〇 @ を 低く する 
と と が 遅延 特性 の 変動 値 を 下げ る 基本 方 法 で ある . 
7.- ウン コン パー タ に つい て 
と の 場合 は 下 側 帯 波 利 用 で あぁ る が , 周波 数 関係 が 
0g>@p, の g= の g 一 の yg で ある た め , 共 や く 複 素数 マト 
リク ス を 用 いる 必要 な く , 上 側帯 波 の 場合 と 同じ 取扱 
い が で き , 結果 は N.I.U.C. の 場合 と 同一 表示 式 を 
得る . た だ し 前 表記 式 の 中 で , N.I.U.C. の 場合 と 異 
な る 点 は , 上 記 周 波数 関係 の た め に , 既 述 諸 特 性 の 中 
で の © の j の 微分 に 関す る 特性 は N.I.U.C. の 場合 の 符号 
を 変え た る の と な る こと と に 注意 すべ さき で あぁ ある. 


8. 複合 共振 回 路 使用 の 場合 の 考 窒 
さて 共振 形 パ ラメ トリ ッ ク 増 編 器 の 〇 @ の 低下 は , 
広帯域 特性 お よび 安定 上 より 望ま し く と の た る め 複 合 共 
振 回 路 が 使用 され る 場合 が 多い .。 い まこ と の 簡単 な 方 法 
は , 各 の 共振 器 に ,。 い 
8 3 ま ー つ の 共振 器 を 結合 
表 持 させ る 方 法 で , と の 場 
ーー 合 両 空 胴 の 結合 は 誘導 


的 , 容量 的 その 他 い ず 
図 5 誘導 的 結合 複合 共振 回 路 れ の 方 法 で も よい . 今 


Fig. 5—Inductive coupling 
double tuned circuit. その 一 例 と し て 図 5 の 


ど と く 元 の Q»。 な る 共振 回 路 に Q。 な る 第 二 の 共 振 喘 
を 結合 係数 太 に て 誘導 的 に 結合 し た 場合 を 考え る . 
と の 場合 入力 アド ミ タン ス は 次 式 や で 表わさ れる . 


を c,hi + | 


1+P*(2Q,09)* 
さ Ky" 
2 Gr 0 
た だ セ as 


きき て 0? と する と 上 式 は 次 式 の で と 
く な る . 
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し た が 。 っ て 結合 共振 器 を トラ ッ プ 式 に 使用 する 場合 
は , 前 節 ま で に 求め た 諸 式 に お いて Gj っ Gj(1+ の , 


QQ(F す ) の 下 拍 に より 直ちに に 本 場合 の 語 和 
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図 6 励 振 回 路 に 入れ る 傾斜 る 波 器 
Fig. 6—Declined filter inserted in the pumping 
circuit of parametric amplifier 


が 求め られ る . 

た さ ゞ し 整合 度 ¢ も と の 場合 , 各回 路 の Gz» の 変化 に 
より 変化 する と と に 注意 すべ き で ある .。 アイ ドル 回 路 
の ら み が 複 合 共振 器 を 形成 する 場合 も 上 記 考 察 に より と 
の 場合 の 諸 特 性 が 直ちに 求め られ る . 結合 共振 器 を 帯 
筐 通 過 ろ 波 器 に 使用 する 場合 は と これ を 四 端 子 的 に 取扱 
ぅ べき で ある が , その 等 価 回 路 の 直列 素子 を 省略 で き 
る 2 か, な ん ら か の 方 法 で 消去 で きる 場合 も , 上 記 計 算 
法 が その まま 使用 で きる . 


9. 励 振 源 変動 に 対す る 安定 度 改 善 一 対策 


前 節 ま で に 個々 の 場合 の 変動 に つき 考察 し その 改善 
だ つき 考え て 来 た が , いま ーー つの 方 法 と し て は 互い に 
逆 傾 向 の 変動 を 生ずる ど と く 回 路 状 態 を 設置 し , 変動 
を 打 消 す 方 法 が 考え られ る . 本 節 で は とこ の 問題 に つき 
考察 し て 見 よう 広帯域 特性 を 持た せ た 単 一 共振 回 路 
等 , 動作 点 が 信号 , アイ ドル 共 回 路 共振 点 よ り 離 れる 
場合 は , 前 節 で 述べ た ど と く 励 振 周波 数 の 変動 に よ 
る 特性 変動 が 急増 する .。 し た が っ て こと の 場合 の 安定 度 


< 一 改善 対策 と し て 図 6 の ご ど とく, 励 振 回 路 の ろ 波 句 を 


る , に 対し て 同調 点 が た と えば 低い 周波 数 側 に 偏 移 し 


た 状態 に 設置 する と , @p が 増加 の 方 向 に 変動 する と , 
利得 が 増加 する 基本 特性 の も の は , ろ 波野 に より レベ 


ル の 低下 を 来 し , と れ が Sy が 正 の も の で あぁ る と , 


| 利得 の 減少 の 基本 特 竹 と 相まって 利得 変動 を 相殺 す 
OO が 逆 符 号 の 場合 は , ろ 波 器 の 同調 点 を の 
より 高い 周波 数 側 に 選ぶ と と に より 同様 の 効果 を 生 す 


a 0D 
ば 
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る . 本 特性 を 具備 せしめ る ろ 波 器 は , 一 個 の 振幅 平坦 
ろ 波 器 の 場合 近似 的 に 次 式 で 求め られ る . 


LSr 

ルト (58) 
ee 

a ET 59 


た だ し Q@,,Q,' は それ ぞ れ 利得 , 遅延 特性 変動 を 
相殺 する た め の ろ 波 器 の 負荷 Q を 表わす . ⑫ つ ,,Q/" は 
一 般 に 等 し く な ら な いか ら ろ 波 器 の 設計 は 特性 の 要求 
に 応じ て 適当 な 値 を 選ぶ べき で ある . 

と の 他 特 に Sz,sz 等 の 励 振 周 波数 に と よる 変動 を 抑 
和 評 す ずる 方 法 と し で っ て れ ら が NIU:C: お まま びび 
C. と D.A. と で 変動 が 逆 傾向 で ある と と を 利用 し , 
と れ ら の 終 続 接続 に より 変動 を 相殺 する 方 法 も 考え ら 
れれ に 


10er 数 っ て 件 名 


本 節 で は 前 述 の 諸 特 性 を 図示 し , 具体 例 を 示 そ う . 
図 7 (Ga), もち) , (ce) に Q8( た ゞ し 本 例 で は Qg。=Qa=Q 
と する ) に K 対 し, ¢=0.9, 0.8 お よび Q=100; 50 の 
場合 の 単 一 共振 器 使用 の 場合 の 各 素 子 の 諸 特 性 を し め 
し た . た だ し 同 図 で 横 軸 Q8 の 8 は , いずれ の 増 凡 
忠 も , その 出力 周波 数 が 増加 する 方 向 を 正 に と っ て い 
る . また と れ ら と 比較 の た め , Q=50 の 場合 に Qs。 三 
250 の 共振 中 を 太 =0.0017 で 結合 させ た 複合 共振 器 
を 使用 し た 場合 の 特性 を , I.U.C. お よび D.A. の 場 
合 に つき 求め , と れ を 鎖線 で 示し た . な お , と の 場合 
複合 結合 と よる «の 低下 は 励 振 レ ベル を 上 げ 補 正 し て 
いる . 

つき に と れ ら の 特性 より 単 一 共振 形 の TU.C.。 の 場 
合 に つき 励 振 源 の 必要 安定 度 を , 要求 され る 特性 か ら 
具体 的 に 求め て 見 よう . 

要求 特性 : 4000 Mc に お いて 下記 の ど と くす る . 

利得 許容 変動 : 中 心 よ り 3Mc の 点 で 0.2dB 

| 以下 : 

遅 古 特性 許容 変動 : 中 心 よ り 3 Mc の 点 で 1 mxs 
以下 


と れ を Q=50, ¢=0.8 時 に 満足 せしめ る 励 振 レベ 
ル お よび 周波 数 の 必要 安定 度 は Q80.0375 の 点 よ り 


利得 特性 要求 より 遅 夏 特性 要求 より 
タク 答 2 7 
gy =0.0028 y=0.0007 
EB 1 A 0 
Op Op 

と 求め られ る 


J 


磯部 豊作 : ダイ オー ド を 用 いた 共振 形 パ ラメ トリ 


ル 変 動 に 対し て は 同調 点 に お い " _ 
大 変動 を 得る の で , と の 点 で 変動 を 
抑え る と と に し た . 


11. 結 言 


以上 非 直線 容量 素子 を 利用 する , 「 
パラ メト リッ ク 増 幅 器 の 基本 回 路 に 
つい て , その 励 振 電 源 変動 に よる . 7 
利得 遅延 特性 の 変動 を 検討 し 。 励 振 
電源 の 必要 安定 度 を 定め る 資料 を 求 」 
め た . また , と れ ら の 変動 に 対し 
特性 変動 を 軽減 せしめ る 一 二 の 方 。 
法 に つい て も 考察 し た . 本 研究 は ーー 
応 計 算式 の 誘導 に と どまり , 実験 と 7 
の 対比 を 行なっ て いな い が , 結果 は 
一 応 パ ラメ トリ ッ ク 増 幅 器 の 設計 に 
役立つ も の と 考え る . - 

終り に 本 研究 に 御 べ ん た つ を 賜 わ 
っ た 当社 新 部 長 , 山崎 課長 に 感謝 す " 
る . - 碧 
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付 録 て 


ニー 式 58)(59 の 誘導 0 
に Cc) D,A (Direct Ampliter) 本 る 流 器 に 単 一 共振 形 の 
。 図 7 利得 , 遅延 特性 お よび 励 振 源 変動 素 と Q8 と の 関係 ー 用 いる と すれ ば , と の 共振 点 oe を 
Fig. 7—Relations betw in, delay and these s " 
” ST eee ie: 通過 する 電力 PP ts 周波 数 
fluctuation and Q8 of it. . 点 を 通過 する 


3 


» 


To Os ろ 波 器 の 負荷 Q 
」 図 6 で @。,@p,@p 十 46, 点 の 通過 電力 を それ ぞ れ 


PP PP と する と し た が っ て @j の 変動 に よる 利得 の 変動 を ろ 波 器 に よ 「 
0 6 @。 | a る レベル の 変動 で 相殺 する た め に は a a 
RN Ny 0 に (A5) の 関係 を 代入 し , と れ を 満た す の 。 を 求め 
RR Op + Ao, 0 : る と 次 式 を 得る . 
‘a Ey ~| (oi の 。 opt ds )| “a Q Wt 2 Ox # - a 
これ を 電圧 比 で 胡 わ す に は (AD A LE Sy(eres) +2s(o2 :® 
(を th (A 
実際 の 場合 , 一 般 に 上 式 の 右辺 の 分 母 第 二 項 は 省略 
SV ts @。 ) で Ss 0 i 
2 V, 2 % 0,+ do, ES (の 層 
ーー @ @, . 
SS) (A-4) 同様 に し て 通 邊 特 作 章 相 殺 の ろ 波 咽 も 次 式 の 関係 を 
"0 ; 2. OR 
os 点 を 通る 電圧 V。 が 4 周波 数 が 変動 し た た の 
や な V; と その 変動 量 で 表わす eT 2 


の 
; UDC 621.395.9 : 621.382 " 
= 621.396.962.029.63 2 


LL バン ド ・ レ ー ー ダ に お ける パラ メト リッ ク 増 幅 器 の 応用 * 


正 員 小 叉 朝 男 正 員 山 持 六 夫 
CB 技 条 Mf2LWP) 


小 


2 
es 。 の 雑音 指数 改善 を 行 う と と が で きた 。 と の 方 式 は s 
2 RN EAS お _ 


| ク 環 因 品 の 代 吉 作 に よっ て レー タダ の る と と に より , 構造 や 調整 の 簡易 性 。 現用 レー ダ に 
を 延伸 す a 加 す る 際 の 容易 さ な ど K 宣 点 を お いて 設計 し た も 

ある ・. 今回 の 方 式 で は 縮退 の 近傍 で 動作 せしめ る 
員 形 増 3 。 その 炊 背 指 族 は 6dB 程度 が 限度 と 考え られ る 
。 定 値 と し て それ を 裏付け る デー タ が 得 ら れ た . 


2. 迎 財 空 胴 形 増幅 器 の 理論 汐 考 察 の の ④ 0 


Ma- maemEINMO ERAT cM Oe 2 
、 Et Cis RRR RE 


が 得 ら れる . 


1232 小 又 朝 男 , 山岸 文夫 : エバ ンド ・ 
の 内 部 コン ダク 
タン ス , G。j 信 
号 回 路 の 損失 , 
Gz ; 負 荷 コ ンダ (7) 非 共 板 時 
NN Re gs ! 
ko i | #° 
> | 
損失 , 有 。; 信号 9 
共振 回 路 の イン 図 1 退 過 空腸 形 増幅 器 の 等 価 回 路 
0 Fig. 1—The equivalent circuit of the 
transmission type parametric 
で C。; 信号 共振 回 amplifier. 


路 の キャ パシ タン ス , ; アイ ドラ 共振 回 路 の イィ ンダ 
0 ジア イオ ドラ 共振 回 路 の キャ パシ タン ス , 
G; 共振 時 の 等 価 コ ンダ クタ ンス を 表わす . 
図 て に お いて , C a + の 2; な る ポン プ 角 周 
波数 で 励 振 さ れ た 場合 , C を 通じ て みた 共振 回 鷺 の アァ 
ド ゃ タン ス は 式 ①) a 
WwW;C” (1) 
4G;[l+7283(2,/N,;)Q;] 
CT, ws;=Q,;+dw, wi;i=N;—dw, $6=dw/N,, 
お よび Q 〇 ;; アイ ドラ 回 路 の Q=2;C,/G; を 表わす -. 
「 つき ぎ に , と の 回 路 の w。 に お ける 電力 利得 を g(w。) 
と すれ ば ポ ば , 


Ylw,) Ee 


Ylw;) = @ < GG 2 
(Gx 計 還 +428 3 
3 GN;/IN,Q; 3 
(GQ,+ + 2 0, } 
(2) 
C7 Gr=G,;+G;+Gr, Qs 信号 回 路 


の 負荷 時 の Q=N,;C;/Gr を 表わす . 

式 (② か ら g(w。) が 共振 時 (6=0) より 3dBdown 
に な る 周波 数 性 万 (こと れ を 帯域 幅 と 定義 する ) を 求め 
Tir 


(Gr—G)N, 


Q,;[Gr 4 GN,Q;IN;Q,)] 
と な る ろ る. 式 (2) お よび (3) か ら , 


培 20,0,(G,Gr) 
Vw B= TO. 0.0,G 


(C3) 


(4) 


語 で で で , 02, 人 = で あり , 各 Q が 十分 に 犬 で 共振 
同 路 は 他 の 周波 数 に 対し て 十分 短絡 と みな せる と 同時 
で QQ, が 成立 つも の と すれ ば , 式 (4) は 
vg(w,) B=N,/Q; (C4) 
な る 7 た 73 し Gz 生 G と し た 上 式 か ら 5 N=1,300 
Mc Q;=200 の 場合 に は , Vg(w)・B は 6~7 Mc 程 


レー ダ に お ける バラ メト リッ ク 培 里 の 応用 


度 と な る と と が 予想 され る . パル ス 幅 4xs の 信号 を 
増幅 する に は 300 kc 程度 の バン ド 幅 が あれ ば よい . 
し た が っ て と の 増幅 方 式 で は 約 25 dB の 利得 が 利用 
で きる は ず で ある : 

一 方 , 本 方 式 で は サー キュ レー タ ,。 ア イソ レー 交 な 
だ を 使用 し な いた め に 入力 , 出力 端 の 整合 が 悪い と 不 
安定 に な る お それ が ある. 利得 g な る 増幅 器 の 出力 
の 一 部 を 入力 側 に 帰 本 す る 場合 , 発振 を 起こ と さ ぬ た め 
に は 帰還 ルー プ の 損失 選 を , と L(dB)>g(dB) な る さよ 
うに せ ね ば ば ならない. し た が っ て こと の 増幅 器 が 利用 し 
得る 利得 の 上 限 は 入出 力 端 の 不 整 合 の 程度 で 決ま っ て 
し まう . た と えば 20dB の 利得 で 使用 する に は : 不 整 
合 に よる 透過 損 は 20 dB 以上 で な けれ ば ば ならない. 
と れ は SWR=1・22 以下 に 相当 する .、 逆 ご 1・2 程度 
の 不 整 合 が ある 場合 この 増幅 器 が 安定 に 動作 し うる 利 
得 は 約 20dB 程度 と な る . 

後段 に 使用 され る 主 受信 機 の 雑音 指数 が 12 dB 程 
度 で あぁ あれ ば 利得 は さほど 大 で な く て も る よい こと) おま 
び 入 出力 端 の 整合 を 1・2 程度 以下 に 抑え る と と は 可 
能 で ある と こと な どか ら , サー キュ レー タ お よび アァ イフ 
レー タ な し で る も 比較 的 安定 に と の 方 式 を 使用 し う る も 
の と 考え られ る . 

つき ぎ に 図 1 の 回 路 の 雑音 指数 だ は つぎ の よう に 求 
め ら れる . 
yh 


CR 


Ci 


he 


CT 


1 Ns ee 
KTBG, [i + > で | 


F=1+ 


Si glw,) G 

i i ” 

G; nN, 2 GG A, 

| 
SE 


と と こと で, Si/N;; 入力 に お ける 有 能 S/N, S/N。; 出力 
に お ける S/N, K; Boltzmann’s constant, 了 ;」 標 江 
雑音 温度 (290°?K), ins; 可変 容量 で が 源 と な る 角 周 
波数 A。 な る 雑音 電流 :; 可変 容量 で が 源 と な る 
角 周 波数 An; な る 雑音 電流 , 々 C; 可変 容量 で の 振 坊 
の 角 周 波数 wy な る 乱 弾 変動 , 7C; C の 振幅 の 29, 
な る 乱 講 変動 , & で ; C の 振幅 の 29, な る 乱 弾 変動, 
を 表わす . 

ポン プ 電 力 が 十分 大 で ある と すれ ば , 017 お + が ee 
は る 1 な る 関係 が 成立 し , ま た 4KTBG,\ < ご n>) 
ご > が 成立 する も の と 仮定 すれ ば , 
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に ーー = + = 
a 9 Tg i 
と な る . G。 る そる G。 か つ G ょ z=G。 で ある 場合 , 縮退 の 
近傍 で は 三 4(6 dB) と な る と と が 予想 され る . 普通 
ル バン ド ・ レ ー タ 受信 機 の だ は 12dB 程度 で ある か 
ら , これ を 6~7 dB に 低減 で きれ ば S/N は 5~6 dB 
改善 され る と と に な り , 探知 距離 は 従来 の 約 40 履 伸 
延 で きる ご ざと に な る . 以上 の 考察 に も と づい て 設計 し 
た の が 本 増幅 喘 で ある . 
3. 増幅 器 の 模造 
信号 周波 数 が 比較 的 低い た め に 空 胴 の 小形 化 を 考え 
て , 図 2 に 示す よう に 半 同 軸 形 空 胴 を 信号 回 路 に 用 い 
た . また こと の 空腸 は TR (送受 切換 ) 空 胴 と 共用 させ る 
た め に , 共振 周波 数 は TR 管 の gap を capacitance 
世 aBE ど し で て 寺 い 2 て や を 加減 すろ て と と に より 1310 + 
0 Mc の 間 可 変 と な る ろ る よう に し た .. アイ ドラ 回 路 は 
詞 軸線 路 を 用 いて 形成 し , 記号 回 路 と は 図 2 に 示 し 


(8) 


| ポ ノ プス 入 カ 


1300+50MG 
要 筆 導 寂 念 


バイ アス 
1 


同調 用 Cap Gap 


図 2 増幅 器 の 構造 
Fig. 2—Sketch of parametric amplifier. 


こよ うに 結合 され る ポンプ 電力 は アイ ドラ 回 路 の 内 

部 導体 を 通じ て 容量 的 に ダイ オォ オード に 加え られ る . 使 

用 し た ダイ オー ド は Hughes 社 の HPA-2810 で あ 

る . 入力 端子 に は 標準 導 波 管 と 結合 する window を , 

また 出力 端子 に は 50 2 同軸 線路 と 接続 する ルー プ 結 

合 を 用 いで ある . 試作 し た 器材 の 写真 を 図 3 (と の 写 
A 


\ Ne 


人 F ま カー gs 


Local 08C 入 カ 


2 こ に TR 管 な 入る アイ トラ 回 路 


図 3 試作 増 嘱 空 胴 部 の 写真 


Fig. 3—Picture of the amplifying cavity. 


図 4 レー ダ 装 置 に 取付 けた 状 熊 


Fig. 4—Installation of the amplifier to the radar set 


to Ant. 
{ 


に EE お は 届 


RR 枯 0 図 

Fig. 5—Block diagram -of the system. 
真 に は 入力 側 に この 増幅 器 を レー ダ に 取付 ず な い 状 態 
で 実験 する と き の た め の 半 同軸 半 円 形 空 胴 を 取付 け て で て 
ある) に , また レー ダ に 取付 けた と き の 写 真 を 図 4 
に , そし て こと の 場合 の 系 統 図 を 図 5 に 示し た. 


4. 実 験 結果 


信号 回 路 の 共振 周波 数 と ア ィ ドラ 回 路 の 共振 周波 数 
と の 和 に な る ご ど と く ポ ンプ 周波 数 を 調整 すれ ば 1310 
+40 Mc の 範 囲 内 で 任意 に 増幅 を ゃ 行なわ し め る と 
が で きた . バイ アス 電圧 が 負 に 高 す ぎる 場合 で は ポ シ 
プ 電 力 を 十分 入れ た 場合 に Zener 効果 に よる 逆 坊 向 
の 電流 が 流れ , また 低 す ぎる 場合 に も 順 方 向 の 整流 電 
流 が 流れ る た め は に, 中 間 の 1.0~ー1.5V 付近 た に セッ 
ト し て 用 いた . 最良 の 特 性 は 約 1.2V で 得 ら れ な た 
4.1 ポン プ 電 力 に 対す る g お よび 刀 特性 

図 7 に 利得 , バン ド 幅 対 ポ ンプ 電力 の 関係 を 示 し 
た . \g・B と し て 約 6~7 Mc が 得 ら れ た . 図 6 に お 
いて 右側 の 曲線 辞 は アイ ドラ 回 路 を 共振 か ら ず らし た 
場合 に 得 ら れ た 諸 特 性 で , 同一 利得 を 得る の に 必要 な 
ポン プ 電 孝 が 増加 する が , ポン プ 電 力 レ ベル の 変動 に 
対す る 利得 の 変動 が ゆる や か に な る と と , Vo・B が 多 
少 減 少 す る と と な どの 傾向 が 生ずる . 


ED) 


1234 ; 


き Ea= =1.2V 

< Fs=1321 Mc 

# に:] Fi=l324 * 

A 80 fp=2645 *% g 

3 を 人 ldling ckt ¢ Detune E 

了 6 (LOW) し を 場合 & 員 
E 2 
19 ョ 
EE 2.0 家 


-80 4 
“Tnput Signa! Level in dBm 
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1,0 Fig. 8—Gain vs. input signal level characteristics-_ 0 
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図 9 雑音 指数 お よび 利得 の 測定 、 4 
Fr Fig. 9—Measurement arrangement for 
noise figure and gain. 
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た . と の 場合 の 4。 と し て は ' AN/SPS-12 レー ダ の 
2 ポン プ 周 波数 に 対す る 利得 特性 2 


受信 機 部 を 使用 し た . 図 9 で L の 減 誤 量 を お よび 」 隊 
L。 と し た と き の 総 合 雑音 指数 を それ ぞ れ Fr お よび 


流 数 の 変動 を 3. 84x10" 以内 に 抑え れ ば よ Rl nr 


rie 


と れ は 通 党 の 発 折 昌 (た と えば レー ダ 受 信 機 の 局 = Rab 名 - 3 0 
P) に お いて 可能 で ある . Ta 2 
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A L の 各 値 に 対す る 議 を 測定 し , 式 ⑥,(⑰⑦ か ら 
0 お よび 9 を 求め た 結果 を 表 1 に 示し た 。 と の 場合 
回 7 利得 対 ポン プ 周 波数 特 人 4 の 容 域 幅 は 300ke, 4。 の 雑 府 指数 包 は 12.4 
3G. in vs. pump frequency characteristics. dB, その 各 域 幅 は 300 kc で あっ な お と の 他 に i 窒 
入力 信 号 レ ベル 対 利 得 特 性 人 退 に 非常 に 接近 し た 状態 すなわち both side band 
す 。 図 8 よ り わ か る よう に 1 


1310Mc に お ける A の 内 失 数 お よび 人 ー- 6 


用 を 有する が , と の AGC 作 
に レー ダ を 動作 せしめ た 場合 
が か ら の 反射 信号 レベ ル を 抑 
る の で ? PP スコ ー プ 上 の 喘 像 を 
きせ る 働き が ある . 
雑音 数 お よび 利得 

散 お よび 利得 の 別 定 は 図 9 の 
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受信 栃 は AN/SPS-12 レ ー ダ を 朗 用 dBm まで MDS Et 
t より B= 3400 ut 
議 を 計算 する と 2.2dB Re 
Ee 程度 と な る が , と れ は ほ 
と ん ど 縮 退 で 動作 させ た 
て: と (BISB 胡 本 28 : 之 
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v Fr =1360 » Fp =2640 4 Fp=3010 # 方 =1332* 
る i RR a | PAI 人 よび 眼 の 網膜 に お け る 
の 受信 4 
3 4 integration 等 の た Yk bh 
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: 3 a (Mc 
放 を 変え (同時 に ポン プ 
- : 図 10 レー ダ に 取付 けた と き の 総 合 雑音 指数 変え (同時 周 . 
* Fig. 10—Overall: noise figure of the radar receiver with parametric amplifier, 波数 を 変え て ) 安定 に 動 2 


| ちり ける 測定 値 わ か ら 約 34B と いう 結果 が 得 ら れ て い 作 し て いる 状態 で MDS を 測定 し た 結果 を 図 12K 示 
電 | る . な お 図 9 の NG 法 に お ける ア ィ ソレ ー タ は 雑音 す . 図 に お いて ポン プ OFF の と き の 値 と 付加 し な い _ 
出力 の ON, OFF に より NG の 出力 イン ピー ダン と き の 値 と の 差 が 挿入 損失 で ある . こと の 図 か ら 分 か る 
ー ス が 変化 する (SWR=1.3 程度 ) の で , その 影響 を よう に 本 坦 柱 徐 に の MDS は 約 5~6 dB 改 涯 され ー ; 
i 本 - KN 
tt : つき ぎ に レー ダ タダ 装置 (SPS-12) に 取付 け , TR, 100| 3 < 


8 8. 3 2 


ATR 等 の 損失 を 含め た 総合 の 雑音 指数 を NG 法 =iz90Me 
ーー タタ の r= =2630 » 


お よび SG 法 の 両方 と よっ て 測定 し た 結果 を 図 10 

3 J "と 示 も た 図 10 よう 雑音 指数 が 5.5~7dB 改善 

きれ て いる と と が わか る 

最小 受信 感度 と ポン プ 電 力 と の 人 
SPS-12 レー ダ に 付加 し て , 最良 の 状態 に 調整 し sf 

ポン プ 電 力 に 対す る 最小 受信 感度 (MDS) の 関係 

= し た 結果 を 図 11 に し めす . と の 図 は 同一 信 ; 

数 に 対し て ポン プ 周 波数 を 変え て 測定 し た も 1 i 生 肖 要 (V6) 0 

| DP tv 4s, 繰返し 周波 数 4000 pps の 図 12 名 周波 数 に お ける 最小 受信 感度 

上 盆 人 な 等 押 多 5 tt Fig. 12—MDS vs. signal frequency. 
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RN 13 お よび 14 た ポ b し 人 の 
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) ボン プ 電 力 を 過大 に 加え 発振 させ た と さき 


(=) 付加 し た と き (レン ジ 約 60NM) ( ホ ) 付加 せ ず に 受信 機 の IF 利得 を あばた > 、 
図 13 PPI ス コー プ 像 図 14 A スコ ー プ 像 
Fig. 14—A scope displays. 


Fig. 13—PPI displays. 
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区 15 PPI 上 の 移動 エコー 強度 に よる 比較 ( 涯 美 浴 を 中 心 と を し て 行なっ た も の ) 
Fig. 15—Air-craft plottings on PPI displays. 
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加え 増幅 喘 を 発振 させ た と き で あ 
る を. ( ホ ) は て イ ) に お いで 受信 機 
の IF 利得 を 増加 し て 弱い 信 号 を 
増幅 し ょ うと し た 状態 で あり 信 
号 と と も に 雑音 も 大 きぐ な り 
S/N は 良く な な いる 2 
し た も の で あぁ ある. (=m) の 場合 ば 
挿入 損失 の た め に 信号 が 若干 減少 
性 て いる ・ な お ズー テラ 
は 70 NM で あぁ る . また 縮退 の 状 
態 で 増幅 せしめ る と 4 スコ ー プ 衝 
で 反射 パル ス の 頂部 に ビー ト が 重 
ね 合せ る の が 認め られ る が , PPI 
スコ ー プ 上 の 指示 に は ほとん ど 影 
統 あ 及ぼ ば さ な い . 
つき に 本 増幅 器 を 甲 型 警 備 盤 
(いそ な み , し き な み , いずれ も 
2,100) に 取付 け , 泥 美 溢 に お い 
て 付近 を 航行 する 航空 機 を 対称 と 
し て PPI スコ ー プ を 使用 し 専 
任 の ォ オペレータ に より エコ ー を 記 
録 し た 結果 を 図 15 に 示す . 図 に 
お いて (イィ ) は 本 器 を 使用 し な い 
合 , (mm) は 使用 し た 場合 を 示 
じ て あ る 、 て) だ お いで 
タ に よる 目標 の 捕捉 は 著しく 増加 
し て お り , まな た 探知 距離 も 20 一 
40% 増加 し て いる と こと が ね わかる. 
4.7. 安定 度 に つい て 
実際 に レー ダ に 使用 する 場合 
安定 度 が 問題 どど な うた が 凍 2 
ト ョ ン の 発振 周波 数 は 5J26 
(SPS-12 レー ダ に 使用 の も の ) の 
場合 , 動作 開始 後 約 10~20 分 で 
動作 安定 と な り , 周波 数 の 変動 は 
T1155 X10- 生 以内 と な っ 0 きま 8 
ポン プ 発 振 器 は 安定 化 電源 を 使用 
ルレ クタ ライ スト ロン 6B 臣 6 名 用 い NY 
て 発振 さき さ せ た が, 動作 開始 後 約 
10~20 分 で 安定 し , 周 波数 変動 は 
3000 Mc 帯 に お いて 3x10* 以 
内 で あっ た それ ゆえ を , 4.27 に し 
めし た 結果 より AFC を 使用 し な 
く て も 比較 的 安定 に 増幅 を 行なわ 
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せる で と が で きた また >, と れ ら の 装置 を 用 いて , " 形 パ ラメ トリ ラク 増 罰 器 Kk より 
4.6 に 示し た 泌 美 浴 に お ける 実 入 実 験 の 期間 ( 昭 35 kt 3 
3.21 こ 27) 中 , 侍 日 約 16 時 間 連 続 動 作 さ せ た が , 一 と の 方 式 は 比較 的 簡単 な 構造 を 持ち スペ ー ス も と らち な 
度 調 整 を 行 な な ば ほとん ど そ の 後 の 調整 は 不要 で あっ い の で , 容易 に 現用 器材 に 取付 けら れ , か つっ 調整 も 容 
た な 本 器 を さら に 2 人 台 製 作 し 。 本 年 (昭和 35 。 易 で ある ど と な どの 特長 を 持 き て いる な お お 庄 さ 5 

年 ) 5 月 8 月 に わた っ て 行なわ れ た 遠洋 航海 に 使用 。 低 雑音 性 を 十分 に 利用 する た め に は , ポン プ 周 波数 を 
3 し た が , 同様 に 良好 な 成績 が 得 ら れ た .・ た だ し , AFC 高く する と と な ど が 考え られ る が , と れ ら に つい て は 
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を っ つけれ ば 調整 を さら に 容易 に する と と が で きる と 思 さら に 実験 を 行ない 検討 の 上 報告 する 予定 で ある .」 


5 われ る 最後 に 本 実験 に 御 協 力 い た < いた 当 の 用 4 
4.8. ダイ オー ド の 型 焼損 能力 感謝 の 意表 する. a 
) 送信 電力 の 漏れ に 対す る ダイ オー ド の 庫 焼 損 能 力 に いな 放 な 
つい て は 定量 的 測定 を 行なっ て いな い が , TR 部 を 非 光 


(1) H. Heffner & G. Wade : ‘Gain, bandwidth & 
同 責 と し て 数 分 間 放 置 し た 程度 で は 影響 が な く , Pre- noise characteristics of the variable parameter 2 


| TR 管 を と り 外し 鶴 バ イィ ァ ス に お いて 8 時 間 連 続 運転 amplifier’”’, J.A. Phys. 29, 9, p 1321, Gri 
1958). 
し た 場合 に も 全然 影響 が な か っ た . と の と き の 送 信 出 EE を 
」 カカ は 和束 出 カ 500kW, パル ス 幅 4 々 s, 繰返し 周波 数 J ッ タ ク 増幅器 の 応用 に 就 い て ”"。 電気 学会 ベラ メス トリ ‘3 


300p な わら ち 平 均 電力 417 W) で あっ た . ッ ク 増 編 器 委 ( 昭 35-04-2D). 
に OR 0 (3 う 「 小 文 L 許 : [ 打 誠 失 お よび 科 介 の お k に 
隊 で くも ” 0 結 ご 言 就 い て ”, 昭 35 連 大 1282. 
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短 ご < 抽 人 ※ 素 、 


ョ , 弄 区 。 マイ クロ ホン と スピ ビ ピー カー 吾 浴 者 仲 丸 由 正 (日 本 電気) 
月 」 A5 判 202 ペー シ 定価 290 円 [本 会 員 は 1 割 呈 〒 50 円 


。 本 書 は 電気 関係 の 技術 者 を 対象 と し て 執 築 され た も の で 電気 音響 学 の 専門 的 理論 は 
1 省略 し 実用 的 に 重要 な 事柄 に つい て 系 統 的 に , し か も 平易 に 述べ られ た も の で ある . 


貼 に ここ 要 や 志す 箕 j 

a 音波 と 振動 議 波 一 一 誠 動 体 一 一 薄 波 の 放射 一 一 受 倫 ; 
| 2. 意 声 と 聴覚 聴覚 一 一 替 声 一 一 楽 只 の 音 一 一 伝送 ひずみ と その 台 響 } 
3. 電気 音 摘 変換 ebi gg Re 電気 音 終 変換 員 一 一 交 上 拉 の 半 本 覆 一変 半 
= の 動 

4 制御 方 式 と 樽 城 音響 素子 引 性 , 抵抗 , 慣性 制御 一 一 音響 機 ! MOR の 所 一 押 っ 
と 諾 と 所 動 板 一 一 音 細 素 子 
5. 送 話 句 お よび マイ クロ ホン 動 電マ イク ロホ ン 一 一 電磁 送 思 呈 お よび マイ クロ ホン ーー 一 

前 電 マイ クロ ホン 一 一 圧電 マイ クロ ホン 一 一 内 素 送 隆 器 お よび マイ クロ | 

1 ホン 一 単 一 指向 性 マイ クロ ホン 一 一 集 彰 器 一 一 その 他 の マイ クロ ホン 
1 Py 受話 器 お よび スピ ー カ 季 電 受 思 距 お よび ス ピー カー 一 世 磁 受 蜂 器 お よび スピ ー カ ーー ・ 
FT 前 電 受 話 間 お よび スピ ー カ ー 一 圧電 受話 路 お よび え ピー カー 一 複合 スピ を 

te ー カ ーー キャ ピ ビ ネ ッ トー その他 の 受話 喘 お よび スピ ー カ 。 
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電気 通信 規格 調査 会 , 
昭和 36 年 第 1・ 四 半期 業績 報告 


第 17 回 本 委員 会 


3 日 時 昭和 36 年 6 月 7 日 ( 水 ) 午後 5 時 30 分 8 時 20 分 
場 所 電気 通信 学会 会 議 室 
出席 者 (会長) 丹羽 
(幹事 ) 東 , 横井 武市, 岡 登 
(委員 ) 高木 , 佐藤 ( 代 三 宅 ), 鳴海 , 和 田 , 今 幡 
( 代 島 ) 中 村 ( 代 二 条 ), 新川 , 三木 , 武 
田 , 武藤 , 穴沢 , 森脇 ( 代 下 村 ) 


本 


tt (学会 ) 肥 土 , 
} 議 事 
1. 前 回 議事 録 確 認 下記 の と お り 訂 正 な ら び に 確認 の 
上 , 承認 


1.1. 1 ユ 1 ページ (1) 項 TT.C. 50 担当 委員 会 の S.C. 
50 B 関係 の 委員 構成 に 関し , 抵 抗 , ュ ン デ ン サ な どの 回 
0 路 部 品 関係 者 と メン バ が 異な る の で 委員 長 よ り 関 係 の 
: 。 向 ヘ へ アンケ ー ト を 出し その 上 で 処置 する こと と する . 
間 1.2. 2 ペー ジ 3) 項 TT.C. 48 担当 委員 会 は 委員 長 が 
末 決 定 で ある た め , 目下 従来 どおり TT.C. 40 相当 の 回 
間 路 部 品 専門 委員 会 で 処理 し て いる . 
- 3 2 ペー ジジ (4) 項 穫 選 .53 担当 の 答 員 会 に つい て 
は , 山下 教授 より 情報 処理 学会 で 大 Y 非 引受 けた いと の 
要請 が あっ た の で , 審議 の 結果 , 当 調査 会 で は 取扱 わ 
8 ず , 情報 処理 学会 に て 扱う こと を 本 承 し た -. 
較 “4. 2 ペー ジ 「⑤5) 項 .) 「 ま た 委員 会 を 変え る とこ と ゃ も 考 
る て) を 「 ま た 委員 会 名 を 通信 用 伝送 線 専 門 奏 
員 会 と 改称 し 」 と 訂正 する . 
な お S.C. 46A, 46B は 当 専 門 奏 員 会 で 処理 し , S. 
C. 46C お よび 46D と の 46D が 取扱 う 事項 に つい 
_ て 若干 の 意見 が 出 て いる が ) に つい て は 電線 工業 会 へ 
審議 方 を お 願い する と と と し た 覧 , 専門 委員 長 よ り 報 
が あり 承 じ た 
1.5. 2 ペー ジ 4. 用 語 委員 会 の 件 に つい て は 当 調査 会 


の 規定 の 第 1 条 (目的 ) を つぎ の よう に 改め る と と を 


_(€( の 他 は この 議事 録 の 6 項 参照 ) 
’ 第 1 条 こと の 調 想 会 は 電気 通信 お よび 電子 応用 に 関す 
る 正 C (国際 電気 標準 会 議 ) の 国際 標準 規格 の . 
es 審議 を 行ない , また 必要 に 応じ JIS (日 本 工業 
に 規格 ) の 原案 作成 な ら び に 学術 用 語 の 調査 作成 
ど を 行ない , も っ て 電気 通信 お よび 電子 応 用 
に 関す る a 寄与 する こと を 目的 と す 


の er 8 線 本 が ) の 説明 あり , 


RL 
ac 


次 し, 6 月 23 日 の 学会 理事 会 に は か る と と と し た :_ 


; " と の 委員 会 の 次 回 まで に 発足 せしめ る こと と と する . 
4 月 1 日 ~6 月 5 日 まで ) の 本 舌 中 - る 


a 者 は 当 調 夫人 0 
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穂積 英夫 (松下 ) 青井 三郎 ( 沖 電気 ) 

戸田 白 雄 (三菱 ) 
T.C. 40 (回 路 部 品 ) 高原 靖 ( 通 研 ) 

小野 _ 脅 ( 指 月 電機 ) 梶川 敬 ( 有 本 通信 工業 ) 

千葉 筐 (日 本 コン デン サ ) 三船 英雄 (松下) 
T.C. 46( 通 信用 伝送 線 ) 喜連 川 隆 (三菱 ) 

河津 祐 元 (東大 ) 松本 正夫 (古河 , 在 英 ) 
T.C. 47 (半導体 ) 岡部 雄治 (東芝 ) 

中 村 純 之 助 (日 立 〕 “池原 典 利 ( 卓 電 ) 

岩田 三郎 ( ツ =ー)〉 柳井 久義 (東大) 

鈴木 茂 ( 日 立 , 在 チ ェ ュー リッ ヒ ) 

NGL51 て テニ ライ オト う が 和 人生 池 百 央 (東京 電気 化学 ) 
3.2. 1962 年 了 .C. 47 日 本 開催 の 件 0 
.C. 47 を 日 本 で 1962 年 4 月末 に 4 
が Graham 氏 (委員 長 ) より 提案 され で いる の で , 

これ に 所 要 の 経費 予算 を 一 応 幹 事 で 作成 し た . (別紙 配 「 
布 〉 最小 限 379 万 6000 円 と 見 積 っ た が と れ を 修正 し 
て も うぅ 少し 増し た 案 で IEC 委員 会 へ 提出 する と と が 0 
本 承 さ れ た . i 
4. JIS 関係 委員 会 設置 の 件 き 
4.1. 「 水 卓 振 動 子 を 使用 する 推奨 回 路 」 原案 作成 2 3 
工業 技術 院 で クリ スタ ル 専門 委員 会 高原 幹事 と 打 合 わ お 。「 
せ た 所 , これ の 作成 は まだ 無理 な の で , 「 水 卓 振動 子 。 


5 と れ を 受託 する と と と し クリ スタ ル 電 中信 で 
メン バ を 構成 の 上 , 原案 作成 に か か る と と と し た . 
4.2。 「 ゲ ル マ ニ ウツ ム ダイ オー ド 試 験 方 法 」 原案 作成 の 
件 , 和田 委員 の 意見 も る ある の で , 同氏 と 相談 し て 委員 
長 を 決め て (幹事 は 委員 長 一 任 ), 原案 作成 と に か か る と 
た: 
5. 本 調査 会 に 対す る 工 技 院 より の 依 託 費 の 件 9 
本 年 度 は 工 技 院 より の 信託 具 と し て 35 万 円 うち 25 万 円 は kd 
LE.C. oo 
し て 規格 協会 か ら 交 付 さ れる と と た な っ た . = 
6. 用 語 委 員 会 の 件 : 4 
今 幡 委員 より 電気 学会 の 電気 用 庁 標 江村 別 委員 会 に つい て 
つぎ の よう な 説明 が あっ た . (資料 配布 ) ・ 
@⑰④ 文部 省 の 学術 用 語 ER 『 統 一 の 事業 へ 
の 協力 の 形 で 行なっ て いる 


た り , それ を 刊行 され る の も よい が , る 
込ま れ た ら 刊 行 に つい て 御 協 力 し た い . ; : 
丹羽 会 長 の も と へ 各 委 員 よ り 用 語 委員 会 の 委員 長 に ぶさ わ 
し い 方 の 候補 者 を お 知ら せ し て , 会 長 ま り 変 渉 の 上 決定 じ , % 


7. 委員 お よび 幹事 交代 の 件 oe 
委員 会 名 新 委 貞 旧 委 員 


本 委員 会 三宅 正男 犬 谷 3 二 の 
iR 岡 登 博美 (幹事) 新堀 達也 

通信 用 伝送 線 高須 田 土井 博之 > 
や スイ トー 朴 了 ( 六 加 〕 3 


56. を そ の - 他 _ 


1240 報 


た の で 解散 すべ きか どう か 提案 あり , 
会 長 よ り 感 謝 の 椅 が 述べ られ た . 
また 電子 管 の 規格 の 今後 の 訂正 , 追加 は 工業 会 で 行なっ て 
も よい か の 提案 も 了承 され た . 
、 導 4 回 10 月 10 日 ( 火 〉 午後 5 時 30 分 於 学会 


各 専 門 奏 員 会 報告 
電子 管 専門 委員 会 CT.C. 39) 


委員 長 近藤 厚 実 幹事 原島 治 

と の 期間 に それ ぞ れ 3 回 ずつ の 委員 会 , 試験 法 分 科 会 , お 
よ ょ よび マイ ク r 波 管 分 科 会 を 開催 し , 本 月 6 年 に 開催 され る 
TEC 総会 に 対す る 進 備 に 関す る 審議 を 行なっ た . 

1. T.C. 39 へ の 派遣 代表 の 決定 . 本 年 度 派遣 代表 と し て 
田村 (東芝 う 穂積 (松下 ) 青井 直 ) 戸田 (三菱) の 4 氏 を 
決定 し , 後 2 者 が 本 委員 会 , 前 2 者 が 構造 寸法 分 科 会 に 出席 
すろ こと と に な っ た . 

2. マグ ネト ロン 試験 法 の 提案 ロン ドン 会議 で わが 国 が 

) 原案 作成 を 担当 し た 本 件 に つい て は , 既に 39 (Japan) 101 

ど し て 提案 文書 を 提出 各国 に 配布 し た が , その 後 さ ら に 詳細 

ご 検討 の 上 一 部 改訂 文書 39 (Japan) 101A を 提出 し た . 

3. MT 管 外 形 標準 値 規格 設定 の 提案 39 (Japan)103) 

従来 電子 管 外 形 規格 に は 最大 , 最小 値 の 規格 は ぁ る が 標準 
1 値 の 規格 が 無い た め , 昨年 の 許容 限界 値 の 変更 問題 等 で 混乱 
を 生じ た の で , この 標準 値 規格 の 設定 を 提案 し た も の で ある . 

4. 電極 間 絶 縁 関係 文書 (39 (Japan)104 め 
」 本 件 に 関し て は 日 本 が マドリ ー ド 会 議 で 原案 作成 を 担当 39 

1 (Japan) 16 の 文書 を 提出 し て あっ た が , 本 文書 に 対し て 
39 (Netherlands) 103 の 意見 文書 が 配布 され た の で , 同文 
書 に 対す る 回 答 文 書 を 発送 し た . 

5. 電子 管 三 定数 の 測定 法 (39 CJapan) 105) 

本 件 に 関し て は 独 が 原案 作成 39-1 (Germany) 15 の 文書 
が 配布 され た が , 同文 書 内 容 は わが 国 の JIS と も 相当 異な る 
の で , 改訂 希望 を 申し 入れ た 文書 を 提出 し た . 

6. 板 極 管 試験 法 に 関す る 件 (39 (Japan) 106) 

本 件 も 独 が 原案 作成 を 担当 39 (Germany) 106 と し て 本 
衣 布 され た が , 同文 書 は LLE.C. 標準 形式 に な っ て お ら ず また 
内 容 的 に も 問題 点 が ある の で , と これ ら の 点 を 指摘 し た 文 妊 を 
章 出 し た . 

. 7. 会 議 出 席 者 へ の 準備 資料 の 作成 

本 年 会 譜 に 参加 する 上 記 4 名 は いずれ ゃ も 従来 本 委員 会 委員 
と し で 参加 し て いな い 上 に , 今 次 会 識 に お いて わが 国 で 発言 
討議 し な けれ ば な ら な い 事 項 が 非常 に 多い の で , 参加 代表 が 


提案 どおり 承認 され 


これら の 任務 を 果 し 得 る よう に 各 項 目 に つい て の 審議 経過 , 


有 | わが 国内 容 の 意見 等 に つい て の 説明 用 資料 を 各 項 目 担当 雪が 
月 作成 , さら に 会 議 出 席 者 打 合 会 を 開い て 詳細 な 打 合 わ せ を 行 


補 次 た. 


ソケット 専門 委員 会 CT.C. 39/48) 
委員 長 近藤 厚 実 ・ 幹事 三矢 一 次 


LE.C. の 電気 通信 お よび 電子 応用 関係 の T.C. が 昨年 の = 
= ーー デリー 会 議 に お いて 改組 され 機構 部 関係 が 独立 し て T.C. 
139/48 と な っ た の で , 国内 に お いて も と れ に 対応 し て 機構 部 


| 品 専 門 委 員 会 を 発 中 し , ソ ケツ ッ ト 専 門 委 員 会 は それ に 合流 する 


と と が , 前 回 の 規格 調査 会 で 決定 され た の で , と の 委員 会 の 
終始 末 と し て つぎ の 事項 を 行なっ た . スズ 
(1) 5 か 月 文書 の 回 答 


有 有 1 御 に 記 見 を 出す べき 文書 は 無かっ た が , 全文 書 に つい て 栓 


下 


討 し た . 
(2) 文書 の 整理 
既 配布 の 全文 書 に つい て カー ド を 作成 し , 


第 33 回 委員 会 36 年 4 月 17 日 17.30~20.00 
第 34 回 委員 会 。 36 年 5 月 9 日 14.00~17.00 
第 35 回 委員 会 36 年 5 月 29 日 17.30~20.30 


第 4 回 ュ ョ ン デ ン サ 小 委 員 会 36 年 4 月 28 日 17.30~20.30. 

本 年 6 月 中 旬 か ら ス イス , イン ター ラー ケン に お いて 開か 
れる TT.C. 40 委員 会 の 準備 を 主として 上 記 の 通り 会 議 を 開い 
た . 同 会 議 へ の 出席 者 は つぎ の 通り で あり 各 分 担 を 定め た . 


i 4 梓 備 考 
高 原 靖 氏 抵抗 TT.C. 全般 統括 
TAFFY YY 
梶 川 加 氏 特に セラ ミッ ク , お よび 雑音 
ささ ッッ テア すず 
小 野 勇 氏 特に 紙 ュ コン M.P. フ ィ ル ム 
コ ュ コンデンサ 
千葉 科 氏 特に 電解 コン デン サ 
ey 
三船 英雄 氏 特に 電解 コン マデ ン サ : 
すでに 当 委 員 会 で は 数 回 に わた り Sec. 文書 その 他 を 審議 し 
その 結論 を 得 て 通 告 ザ み ふ で ある が , 各国 の 意見 共 出 揃っ た も 


の も あり , これ ら 各 国 の 意見 を 見 た 上 で 改 ふ て 考え 直す 点 が な 
ある か 否 か を 検討 し 国内 委員 会 の 意見 を まとめ て その 結果 を 
代表 に 持参 し て 行っ て 頂く と と に し た . 

1. コン デン サ 関 係 

40-1 (S) 45, 47, 49 に つい て (S) 45 に つい て は 日 本 
と し て は 絶 緑 抵抗 値 5.000 MQ を 1,000MQ に , 3;000 MY 
を 500 MQ に 修正 し , (S) 47 に つい て も 同様 絶縁 抵抗 値 の 
修正 , (CS) 49 に つい て は 前 に 当 委 員 会 で 決定 し た 通 ザ が と する 
と と を 確認 し , また 40 (S) 101 は 事務 局 案 に 没 成す る と と 
に し た 

つき ぎ に 40-1 (S) 48, 50, 55 は すでに 意見 を 出し て ある 通り 
で ある が , 場合 に よっ て は 次 年 度 に 日 本 案 を 提出 する も よい 
と 考え られ る が どう 3 提案 する か 代表 に 一 任 ま る と と に し た . 

40-1 (S) 52 日 本 か ら も 40-1 (Japan) 17 で 意見 を 出し 
て ある が スエ ェ エー デン , スイ ス , ノル ウツ ウエイ な どか ら ゃ も 意見 疾 
出 た の で 再 検討 し た 上 で 日 本 の 大 見 を 確定 し た . 

40-1 (S) 48, 50, 55 に つい て 各国 か ら 出 た 意見 を 検討 
し た が 各国 と も 意見 が 区 * 々 で 用 途 別 の も の あり 材料 別 の も の 
あり 統一 され ない . と の 際 わ が 国 は か ね て 提出 し た 意見 の ご 
と くす 4 種 に 分 類 し た も の が 最も 適切 で ある と 考え る の で その 
点 力説 し た いと いう と と に な っ た . 

40-1 CS) 56 に つい て は 再 検 討 の 結果 つぎ の ご と く 態 度 を 
きめ る と と に し た . 

1. 高 信頼 形 の 件 Energy Storager な ど を ふく め る こと 
と は 反対 で 一 般 用 より も 長寿 命 が 期待 で きる 形 と する と と ょ 
し Energy Storager は 別 規 格 と する と と . 日 本 と し て は つ 
ぎの よう な 規格 の 構成 を 妥当 と 考え る . 


(a) General use for smoothing, coupling, de- : 


coupling rectifier. (JIS C 6411) 


(Cb) Professional use for smoothing, coupling de- 


coupling rectifier. (JIS C 6440) 
(cec) Transistor 回 路 用 CCES-RC-605) 
(d) Energy storage 用 (CES 立案 中 ) 


(C86 ) 


従来 の 審議 経 
過 , 国内 委 の 意見 等 を 記入 し て , つぎ に 発足 する 委員 会 へ の 
引継 を 満足 に 行なう よう に 努力 し た . 
部 品 専門 委員 会 CT.C. 40, T.C. 48) 
委員 長 武藤 時 雄 幹事 田部 井 秀 護 


= Motor 起動 用 (JIS C 4905) 


議 】 2 イン ビー ダン ス 。 に つい て は 日 本 は アメ リカ と 同様 な 
規格 を と っ て いる が 多少 不便 で は あぁ ある. スエ ェ ー デ ン 案 は と の 
点 合 理 的 で は ある が 温度 特性 の 標準 化 が 問題 と な る の で 会 議 
で の 討論 に 待つ と と ょ する . 適宜 の 処置 は 代表 に 一 任 す る . 

3. Maximum Ripple Current. 日 本 で は と りあ え ず アテ 
メリ カ と 同様 の 方 法 を と っ て いる が 最高 使用 温度 より も 低い 

罰 温度 で 使用 し "リッ プル *^ を 多く 流す と き に 今 の 方 法 は 不便 で 

ちる. “リッ プル の な いと き 使 用 し 得る 温度 を 最高 使用 温度 

と 定め 発熱 量 , 放熱 量 か ら 許 容 リ ッ プ ル を 算出 し 得る 方 法 を 

と っ た ら ど うか を 各国 答 員 の 意向 を きく と と に し 適宜 の 処置 

老人 氏 表 に た 一任 する と と に し た , 

2. 抵抗 器 関 係 

40-1 (S) 46, 40 (S) 102 巻 線 抵抗 器 関 係 は JIS C 6401 

の 披 鞭 を 回 答 し た が その 線 で 行く : また 40-1 (10) 34, 35, 

S (53) に つい て は 大 し た 問題 で な い の で 特に 意見 は な く S 

GD に つい て は 宇 包 の 訂正 だ け と する 。 また 40-1 (S) 57 

の 抵抗 器 雑 音 に 関す る も の で NBS, IRE 形 の よう な 狭 帯 域 

計 の 測定 方 法 に よる 再現 人 性 の よい 正確 な 測定 値 の 必要 性 , な ど 
に つい て 討論 し 目下 の 所 は 試験 中 な の で そう し た 態度 を と る 

とくし, また 特に ドイ ツ と も 打 合 わ せる と と に た に した: 

。 3. TT.C. 48 関係 
S.C』 40-4 は 今回 か ぢ TC 48 と し て 独立 する こと に な っ 

店 た が , 国内 委員 会 が まだ 発足 し て いな い の で , と りあ え ず 発 
足 ま で 旧 組 織 の ま ょ で , 文書 審 議 な ど を つ x ゞ け て お く こ と と に 

計 た 審議 中 の 文書 は つぎ の 通り で ある . 


8 CO: 1,.3 Mcls 以下 の 周波 玲 用 コン ネ ク タ の 振動 護 験 


に 関す る も の 
RO グル スネ ッ チ に 関す る も の , レバ ー を 動か 
す 力 な ど , と れ に 働く 力 の 試験 


48 C:0..3 ラジ オ 受 信 機 や 音 紋 機器 に 用 いる コン ネ ク タ 
i に 必要 な 条件 な ど re" 
: 以上 3 件 審議 中 
4 co 4 ラジ オ 受 信 機 , 音響 機器 用 コネ クタ に 関す る 


a (CEO も 芝 14A の 訂正 に 関す る も の で = ニュ ェ ュー デリ 
会 識 で の 意見 で 修正 の も の で あり , 当方 と し て 人 は 特に 意見 

。 "ない 

(ri 


通信 用 伝送 柏 再 門 委 員 全 CT.C. 46) 
和 夫 . 


R 


| 舌 長 鳴海 武雄 幹事 畑 


目 27 日 う , お よび イン ター ラー ケン 会 識 議 願 を 中 心 と する 
会 (4 月 18 日 ) を 各 1 回 導 波 管 分 科 会 を 2 回 (4 月 27 


1 ( 詞 周 波 ケ ー プ ル の 加 部 試験) : る 
( 交 周 波 ケ ー プ ル の 加 熟 収縮 試験 ) : 
3 (セル ラー PE 高周波 ケー プル ) : 
G0 オー ム 平 行 二 心 ケ ー プ ブル ) : 工 成 
4 草 化 樹脂 ケー プル ) : 洗 成 
(r.f. コネ クタ ) : 意見 な し 
2 i 同軸 ケー プル ) : 着 成 
8 よび パーテ ッ ド に 関す 


- の 間 専 門 委 員 会 (5 月 29 日), 二 記 疲 ケ ー プ ルル 村 員 会 


& 
5 月 12 ED 開催 し つぎ の 文書 を 審議 し た . 46A 高 周波 ケ " 


2 a 0 は = 
会 雑誌 第 44 券 8 号 0 
最大 減衰 量 に つい て 意見 を 出す 
46B (S) 3 GU:4 局 平 半 波 管 ) : 付表 を 訂正 する ・ 


46B (S) 4,5 (リッ ジ 導 波 管 お よび フラ ンジ ) : 意見 な 詳 


46C 通信 ケー プル 
46 (S) 9 PVC 局内 ケー プル の 試験 法 


46 CS) 10 , 
この 2 件 に つい て は 審議 期間 が 短く 日 本 仕様 と の 相 異 点 の Pp 


同上 仕様 書 


者 


指摘 は で きる が 符 瑞 の 回 答 は 出 て いな い . 
46D 巻 線 


46 (S) 6,7,8 ( 巻 線 試験 法 , 巻 線 仕様 書 . 


一 応 意見 な し で ある が 回 答 


その 他 . 


46 (S) 5, ( 巻 線 の 規格 ) : 
に つい て 未 議 する よ 
CSA HET = EL 


el 


46 (S) 12, (T.C. 46 の タイ トル お よび 範囲 ): 


る が 態度 保留 . 


46 (S) 13. (T.C. 46 の 運営 
イン ター ラー ケン に て 開催 の 柳井 (東大) 河津 
( 航 研 ) 喜連 川 (三菱 ) es (電線 工業 会 ) 松本 で Rs 
5 氏 が 出席 する 予定 で ある 


半導体 専門 委員 会 T.C. 4 


委員 長 武田 


会 を 開催 し , 
議 に 対す る 提案 事項 の 検討 を 精力 的 に 
略 次 表 に 示す よう に 本 専門 委員 会 の 態度 を 決め る とこ a 


es 


Working 
group 


| TEC 予定 議題 


うぅ 意見 を 出す : 


は 出さ な い . 


別に T.C. 


: 箕 成 


行 松 幹事 新装 達也 


今期 間 は 本 委員 会 を 4 回, 小 委員 会 を 19 回 , 計 23 回 委員 
6 月末 に Interlaken で 開か れる EC 国際 会 「 
行なっ た 。 そ の 結果 補 主 


内 窒 


種々 問題 点 は ある が 意見 7 


巻 線 用 リー ル 》 0 


和洋 ‘0 


間 題 は あぁ 。 


ey 


4 


WG 


_W.G, 2 


47 (C.0.)_10 
47 (©.0.) 11 
39-2(S.C.) 27 
39-2(8.C.) 28 
47 (S.C.) 33 


47 (S.C.)33A 


39-2 (S.C.)20| 


3 (C.0.) 443| 


EO 


TE 2 


47 (8.C.) 29 


47 (S.C.) 30 


47 (S.C.} 35 


| parametric amp- 


ratings 
testings 


practical term の 
definition 
letter symbol 


practical term の 


» - 
diode 特性 の defi- 
nition な ど 

Swit. transistor 
特性 の definition 
引 衣 

engineering term 
の definition 
graphical 4 


essential ratings 
の introduction 
お よび low power 
small signal dio- 
de の ratings 


zener diode, 


power transistor |_ 


の ratings 


power rectifier 
diode の ratings 


switching trans- 


istor の ratings 


high frequency 
parameter 


1i 折 er diode の 


お よび | 


一 部 意見 提出 
日 本 案 を 作成 提案 ) - 
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~ tunne) diode の | 日 本 案 を 提案 
ratings お よび 
testings 
~ forward voltage | 日 本 案 を 提案 
reference diode の 
ratings お よび 
testings 
W.G. 3 147 (C.O.) 9| testings に 関す る oK 
jntroduction 
47 (C.0.) 13| testings. general OK 
か ら break down 
voltage まで 
47 (S.C.) 36| low power small | 一 部 意見 提出 
signal diode の 
testings 
47 (S.C.) 37| hybrid x ヶ x para- | 一 部 意見 提出 (Rth. 
metet から noise | NF, x« parameter 
の testings まで な と ど ) 
47 (S.C:) 34| BVCE から Damp- | BVCE に つい て 日 


ing factor の 


本 案 を 提出 


testings 


47 (S.C.) 


た | 


WwW.G. 


47 (S.C.) 3 一 部 意見 提出 
人 に A 0) OK 
47 (S.C.) 39 一 部 意見 提出 


47 (C.O.) 14| marking に つい て 


な お ぉ 本 委員 会 か ら は つぎ の 6 名 の 方 が 日 本 代表 と し て 
Interlaken に 行か れる と こと に な っ た . 
団 長 柳井 氏 ( 東 大 ) 


副 ヶ 々 中 村 氏 (日立 う 
代表 団員 池原 氏 (上 日電), 岩田 氏 (ツン =ー), 岡部 
氏 (東芝 ) う , 鈴木 氏 (日 立 ) 
また , 1962 年 度 I.E.C. T.C. 47 委員 会 (半導体 関係 ) を 
日 本 で 開催 する 件 が 検討 され 承認 され た . 


クリ スタ ル 専 門 委 員 会 CT.C. 49) 


委員 長 高木 昇 幹事 高原 靖 
第 37 回 (4 月 26 日 ) (1) ニュ ェ ュー デリ ー に お ける 40-3 
| 委員 会 の 資料 並び に = ュー デリ ー 会 議 の 議事 録 に も と づき , 
幹事 並び に 紙 本 委員 が 分 担 し て ニュ ェ ュー デ リー 会 議 40-3 委員 会 
の 詳細 を 説明 し た . (2 ) 新着 文書 5 件 の 紹介 分 坦 を きめ た . 
(3) 電気 試験 所 河原 井 氏 (森川 委員 代 ) は 電気 試験 所 田無 分 
室 で お いて 水 卓 振 動 子 の 試験 , CI メー タ の 較正 を 正式 に 受 
付け る と と に な っ た 和 拒 発 言 し た . 手続 の 詳細 の 説明 は 第 38 回 
に 行なわ れ た . 

第 38 回 (5 月 26 日 ) (1) 今回 は 5 つの 小 委 員 会 並び に 
電子 機械 工業 会 水 唱 振動 子 技術 委員 会 が 分担 し て いる 調査 事 
項 に つき , 昭和 35 年 度 の 進行 状況 の 説明 を 各 小 委員 会 の 主査 
か ら う けた . その 結果 unwanted response に 関す る 小 委 員 
会 と 標 准 測定 法 に 関す る 小 委員 会 は 現在 調査 が 進行 中 で ある 
が 仕事 に 共通 点 が 多い の で 1 つの 小 委 員 会 に まとめ る と と と 
じ , 主 在 に 小松 委員 を 依 嘱 し た . 周波 数 ェ エージング に 関す る 
小 委 員 会 は 一 応 の 結論 を えた の で 終了 する と と と し た . 環境 
条件 試験 並び に トラ ンジ スタ 水 卓 発振 回 路 小 委員 会 は いずれ 


” や 仕事 が 進行 中 な の で 引 続 いて 進め る と と と し た . し た が っ 
て 昭和 36 年 度 は 3 つの 小 委 員 会 を 設け て それ ぞ れ の 調査 を 進 


め る と と に な っ た . また 電子 機械 工業 会 水 卓 振動 子 技術 委員 
会 は 恒温 和樹 の 規格 の 中 通則 の 原案 を ほ さ 完成 し た の で , 昭和 
36 年 度 は 恒温 構 の 個別 規格 と 水晶 発振 回 路 の 推奨 回 路 を 検討 
し て も ら う 予定 で ある . (2) 工業 技術 院 か ら の 依頼 が あれ ば 
恒温 槽 の JIS の 中 , 通則 の 原案 を 作成 する と こと が で きる 段階 


有 に ゎぁ る と と を 当 委 員 会 と し て 確認 し た . 


小 委員 会 この 期間 中 に unwanted response に 関す る 小 


| 和 ネ 員 会 ( 主 在 小松 委員 ), 周波 炒 ェ ー ジ ング に 関す る 小 委員 会 


告 


(主査 高原 委員 )》. 標準 測定 法 に 関す る 小 委員 会 ( 宇 査 尾上 委 
員 ), 環境 条件 試験 に 関す る 小 委員 会 (主査 森川 委員 ), トラ ン 
ジス タメ タ 水 卓 発振 回 路 に 関す る 小 委 員 会 ( 宇 査 三宅 委員 ) が 1 
回 ずつ 開か れ , それ ぞ れ の 調査 分 担 事 項 に つい て 報告 , 討論 
が 行なわ れ た . 


基本 的 試験 法 専 門 委 員 会 <T.C. 50) 


委員 長 高木 昇 幹事 森川 貞 重 


1. 委員 の 改正 交代 

6 月 9 日 の 第 11 回 専門 委員 会 か ら 委 員 の 改正 を 行なっ た . 
今回 か らち は 部 品 関係 を 強化 する と こと に し , 紙 ユ ュ ン デン サ , 電 
解 コ ュ コンデンサ , 固定 抵抗 , 可変 抵抗 . 機構 部 品 , マネ ク タ 各 
関係 の 代表 者 お よび 防衛 庁 技研 の 部 品 関係 代表 者 が 新た に 参 
加 す る と こと に な っ た . 

2. aー デ Fy 一 報告 

ニュ ェ ー デ リー に 40-5 の 代表 と し て 出席 され た 日 電 の 友 成 氏 
が 持 帰 られ た 議事 録 と , 1960 年 10 月 付 の 幹事 国文 書 (Seco) 
42 を 参照 し て 幹事 か ら 決 定 事項 その 他 の 説明 が あり , きら に 
友 成 氏 よ り 補足 説明 が あ っ a 

決定 事項 は 下記 の 通り 

(1 う 6 か 月 規則 で 回 覧 する も の . 

部 品 分 類 法 , カビ 試験 , 温度 の 急変 化 試 験 , 塩水 噴 


霧 試験 . 
(2) う 2 か 月 規則 で 回 覧 する も の . 
ハー メチ ッ ク シ ー ル 試験 . 
(3) 現行 通り の も の . 
低圧 試験 . 
(4) 決定 延期 の も の . 
鹿 草 試験 ハンダ 付 試験 の 追加 事項 . 
(5) working group に 回 す も の . 
衝撃 試験 バンプ 試 験 , 振動 試験 , 腐 触 試験 . 
(6) 幹事 国 が 原案 を 作成 する も の . 
Philosophy お よび guidance, Artificial Sunlight, 
Radial lead の torsion test 標準 温度 の 作成 法 . 
(7) 将来 の 問題 
Nuclear Rediation に 対す る 問題 、 
3. 12-7 と の 関係 


ニュ ェ ュー デ リー 会 議 以後 40-5 は 12-7 と joint committee 
と な り , 50A お よび 50B と し て 再発 足し た の で 本 委員 会 も 
と れ に 対す る 対策 を 考え る た め 12-7 の 委員 長 と 協議 する こと 
紀和 氷 み 氷 。 

4. Publication 68 の 翻訳 

40-5 の Publication 68 の 正式 な も の は 昨年 9 月 に 到 落 し 
た の で 、 こ と これ を 委員 に 分 担 赤 訳 する と こと に な っ た . 


フェ ライ ト 専 門 委員 会 CT.C 51) 


委員 長 和田 弘 幹事 徳江 哲 夫 
本 期間 中 4 月 19 日 第 18 回 委員 会 を 開催 し , 下記 の 各 交 
見 を 提出 する こと に し た . 
(1) 409—6(S)10 

(@) 非 直 線 ひ ずみ を 基本 波 電 圧 と 第 3 高調 波 電 圧 V。 
の 比 で 表わす . 

(b) ヒス テリ シス 損 は parallel resistance factor を 
磁 東 密度 の 関数 と し て 表わし た と き 動作 温度 内 で の 最 
小 値 と する . 

(2) 40—6(S911 

(a) 試験 バル ス の 形状 の 中 , 

案 を 支持 する . 
(C3) 51(S1 
(a) disaccomodation factor の 項 に 関し , 24 hour 


パル ス 幅 等 に つい て CO 


C88 ) 


和 36 年 8 月 電 気 通信 


殿 
取 
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variability を 副題 と する . - ま た D.A factor は ペー は な か っ た . 
セ ャ ント 表示 を し な い 方 が 望ま し い . 


Fe 
(5) 測定 条件 と し て ヒス テリ シス 損 が 混入 する と と の 赴 子 邊 JI へ 
な いよ う , 微少 民 束 才 度 で 測定 する . 電子 管 JIS 専門 容 員 会 
Pe 4 SE びび RR flux d SR 共 2 
- 3 emanent flux density の ーー 1 ー \ 表 員 会 司 還 爺 > 
' (ODINST i GI os 剖 格 の 者 議 昨年 度 ド は & 終っ た テレ ビ 用 12 
本 で つ プイ ズ 30 の 吉相 の 春 を 是 始 する こと , お ょ びな pL で 
。 ER 3AU6, 6BQ7A, 5J6, 5U8, 6AW8A, 9A8 
® 赴任 お よび 長き の 詳 合 箇 を 人 和仁 の 上 下 に 電 等 k ae いい en CE eS 
3 ty RT に 測 囲 を 庶 ば る 、 と が 起こ っ た り , ある い は 新しい 品種 を 追加 する 必要 が お と 
4 (e) 直径 6 お よび 8 っ た 場合 に は , つぎ の よう な 手 つ ヾ k き に よる と と に 意見 が 一 
1 mm の も の に 関し 長 さ それ ぞ れ 60 致し た 。 
1 お よび 80 mm の も の を 規格 化す る . RR 13s, 
な お 51(S)5, 51(S)6, 51CS)9, 51CS)10 た 関し て は 意見 nd ta eg El 
» ea 
、 還 
3 
3 Sain 
’ と で TOIT TE 
3 = eg rt re } 最 近 の 電気 通信 工学 の 解説 
坦 き の ーー 導 体 NB パ 前 編 A5 判 304 貢 上 製 定価 400 円 〒〒100 円 
原 A5 判 166 貢 上 製 定価 330 円 〒60 円 後編 A5 判 328 頁 上製 定価 450 円 〒100 円 
3 り 執筆 者 高橋 秀俊 外 9 名 } 執筆 者 大 谷 薫 外 6 名 
= en \ 電 ーー = ミル 
ジフ メト ロン て その 応用 電 信 電話 専用 設備 
4 滞 ゴ A5 判 230 貢 上 製 定価 450 円 〒80 円 A5 判 218 頁 280 円 〒60 円 
新 し い 通 信 測定 
電 波 伝 は ん A5 判 186 貢 250 円 〒60 円 ‘ 
0 A5 判 376 頁 上 製 定価 550 円 〒120 円 引 半 トド トラフ RN? ク 理 論 
到 才 人 束 間 re 220 貢 300 円 〒40 円 


通信 線路 伝送 理 議 ( 画 路 図 ) 
i to Bo Sule 加入 者 宅内 装置 回 路 図 


執筆 者 高 和 健 次 郎 他 11 名 
ポケ ッ ト 判 上 製 250 円 ” 宇 40 円 


RE “上 脆 機 回 路 図 


A5 判 164 頁 上 製 定価 280 円 〒50 幅 SS 
執筆 者 高 移 健次 郎 外 9 名 
を あか 手動 電 語 交 < 換 機 回 路 図 
OT I 2 ン 技 術 0 〒30 円 | 

A5 判 上 製 228 頁 320 円 〒90 円 = 動 二 っ 四 回 路 多 
執筆 者 川上 正光 他 18 名 Ty 200 円 守 40 円 | 
最新 の パル ス 技 術 a iE 

A5 判 330 貢 上製 定価 550 円 〒100 円 私 設 電 話 区 換 機 回 路 ! 図 


周 250 円 〒50 円 


" dn a 7 a l : i : i 
a ショ ンズ ・ リ サー チチ Nh 自 賠 較 
判 上 製 274 貢 定価 550 円 形 動 交 換 機 路 
500 円 ] 〒90 円 改訂 中 
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最適 利得 帯域 幅 を 持つ 受動 トラ ンス 
デュ ー サ の 構成 技術 に つい て 

H.J. Carlin : “Synthesis Techniques for Gain 
EOE Optimization in Passive Trans- 
LR.E. 48, 10, p 1705, (Oct. 1960). 柴山 
ER [次 料 番号 5242] 

本 論文 は 負荷 が 単に 純 抵抗 で な く 抵 抗 お よび リア クタ ンス 
より な る , より 一 般 的 な 任意 の 負荷 に 電力 , また は 電圧 信号 
を 伝送 する た め の 広帯域 等 化 器 ま た は 整合 回 路 の 設計 方 法 に 
つき 述べ た も の で ある . 
すでに こと の 種 の 問題 に つい て は R.M. Fano が 研究 を 行 な 


ER NIR ACE Suan 


SA, 
さ 
ペ 
ペ 
NN 
さ 


っ て いる が , 負荷 が 若干 複雑 に な る と 解 を 得る の が 困難 と な 
っ て 来る . 本 論文 は この Fano の 方 法 の 改良 を 試み た も の と 


3 

すなわち 本 論文 で は , まず 負荷 に よっ て 課せ せら れる 拘束 を 
考慮 し な が ら , 理想 化し た 全体 の 系 の 振幅 関数 の パラ メー タ 
を 決定 し , さら に H.W. Bode に よっ て 与え られ た 位相 と 拓 
幅 と の 間 に 成 立 す る 関係 式 か ら 上 記 の 振幅 関数 に 対す る 位相 
関数 を 決定 し , つぎ に あら か じ る め 規定 され た 負荷 特性 を 引き 
出す こと に より , 数 値 的 に 決定 され た 伝送 関数 か ら 等 化 器 の 
特性 を 計算 し , つい で 実現 可能 な 有理 関数 で 数 値 的 に 上 記 の 
等 化 器 の 伝送 特性 を 近似 し , 最後 に 近似 され た 有理 関数 を 基 
に し て 回 路 網 と し て の 等 化 器 を 構成 する と いう 手順 に よる 方 
法 を 提案 し て いる . 

So die dda 6 


想 等 し い 反 復 イ ン レン ピー ダンス を 持つ rn 個 

の 相 異 な る 非対称 四 端 子 回 路 の 縦 続 回 路 

網 に 等 価 な 四 端 子 回 路 綱 に つい て 

W. Herzog : “Ersetzen der Kette von n ungl- 
eichen unsymmetrischen Vierpolen gleicher Ke- 
3 ttenwiderstande durch einen Vierpol":;- N.T:Z. 
13, 10, p 475, (Okt. 1960). 


非 可 逆 四 端 子 回 路 網 の 縦 続 接続 
W. Herzog : “Die Kettenschaltung nichtum- 
= kehrbarer Vierpole”’, p477, 柴山 博 訳 [資料 
番号 5243] 
前 春の 論文 は 図 1 の よう な 相 等 し い 反復 イン ピー ダン ス 
太 :, Rs を 持つ が , じ か し , 四 端 子 行列 は 各々 相 異 な っ て いる 


非対称 形 の 可逆 系 四 端 子 回 路 を 図 。 
2 記 示す より うり にゃ ヵ 個 縦 続 接続 し た |m 隔月 Jve 
と き , これ と 等 価 な 四 端 子 回 路 綱 
を 求め る 方 法 に つき 述べ た も の で 図 1 
0 
3g ‘ 
i 9z2 hs. 4 gn 
F 二 計 ! 
ああ る. 


途中 の 計算 過程 は 省略 し て 結果 の み を 述べ れ ば , つぎ の 通 


※ 
立 - 超 ーー 


紹 旬 


示す よう な 四 端 子 形 の 等 化 器 に つい て 上 述 し た よう な 設計 法 
を 適用 し , 二 端 子 形 の 等 化 器 の 場合 に は この 方 法 の 基礎 と な 

る 設計 公式 を の せ , 具体 的 に トラ ンジ スタ を 負荷 と し た 場合 
の 等 化 器 の 設計 例 に つき 述べ , さら に 四 端 子 形 の 等 化 器 の 場 
合 に は , スキ ャ ッ タ リン グマ トリ クス を 用 いた 構成 法 ほ つい 
て 詳細 に 説明 を 行ない , 最後 に 四 端 子 形 の 等 化 器 に 対す る 奉 
体 的 な 設計 例 が の せ て ある . (柴山 委員 ) 


り で ある . 
すなわち 図 2 の 右側 の 終 続 四 端 子 回 路 網 中 の 任意 の 1 つっ; 


[みみ ] の を 行列 を ( 寺 記 。) と すれ ば 同 図 の 左側 の 四 端 
回 路 細 の < f(r" mp,) は 次 式 で 与え られ る . 


i CAE YVANIY 
k=1 

Wu=R 
sl (Ast YVAN 


Vana St 


Hl Cast VA 1 


0 ee ンー を 
ca VAD 


7 (A』 土 AFー1》* 
+R 
(At VAR—1D'—1 
CRI+ RS) 1 (At “vV Ar—1) 


n 
2 CA YVAN—1Y»—1 - 
ed < 
A WintWen 


2M; 
で ある .. 
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本 文 で は 1 例 と し て 対称 形 の テラ チ ス 回 路 の 場合 の 結果 が の 
せ て ある . 
後者 の 論文 で は 前 者 の 論文 の 結 。。』! 


12 
果 の 拡張 と し て , 図 3 に 示す よう rd I 
な 非 可 逆 系 の 場合 に っ つき, その 四 Pr 
図 3 


端子 行列 は 相 異 な る が 反復 イン ピ 
ー ダ ンス は 相 等 し い ヵ 個 の 四 端 子 回 路 を , 図 4 に 示す よう に 
ヵ 個 終 続 接続 し た と き , と れ と 等 価 な 四 端 子 回 路 綱 の ぇ 行列 
を 求め る 公式 に つい て 述べ て ある . その 結果 は と ここ と で は 省 
する が , 前 者 の 論文 の 結果 より 若干 その 形式 が 複雑 に な っ た 


程度 で うま く 式 が まとめ られ て いる . 


川 


EC 
40 
| 92 9 に 7 

図 4 
( 控 山 委員 ) 


細い 導線 を 多数 券 い た 厚い 円 筒 状 多 層 
コイ ル の 自己 イン メ ク タ ンス 
R. Cazenave : ‘“‘Inductance Propre de la Bo- 
ine Cylindrigue Circulaire Epaisse 8 un Trés 
Grand Nombre de Couches @' 
Nombre de Spires de Fil Fin”’, Ann. Télécom., 
15, 7-8, p 150, (Juil., Aout, 1960). 小野 田 真 穂 樹 
訳 [資料 番号 5244] 


表 1- xー=2 R27 お よび y= 選 / 選 2 の 関数 と し て 表わし た 


に 


iiiiiiiisiilits 


= 
に 
3 
4 
QQ 
8 
さ 
a 


ut 


Gh,, F2) 


細い 導線 を 非常 に 多く 巻 いた 円筒 状 の 厚い 多層 ュ イ ル 世 至 
いて , その 層 数 が 十分 大 き な 場 合 に その コイ ル の 自己 イン 


クタ ンス を 寸法 と 巻数 と か ら 計 算 す る 式 を 求 


Sg < 


さる る る 以 る る る る さる 


Seoccoccccceccesccoecse 


め , さら に その 結果 を 利用 し 克 い よう に 数 表 
に し た も の で ある . 

図 1 た 示す よう に , 内 径 (半径 う Rs, 外 径 
Rs:, 長 さ 7 の 円 筒 状 に ュ イ ル を 多層 に 巻き 
一 層 あ た り の 軸 方 向 の 巻数 を NN, 層 数 を mm 
と する と どの と き ユイ オル の 自記 R282 区 
ンス を 

167 mN*R? 


0 k2) 


RS+R”+ RiR, 
a 
TE t= ーー 


0,8686 
0,7873 
0,7653 
0,7579 
0,7560 
0,7568 
0,7588 


| 
0.95 
[05 
lo 
| 0:80 
| 07%5 
loo 
| 0:65 
{| 0'60 
|| 0,55- 
| 05 
| 0.45 


ececess 
に お 


ここ 
に に] 


の よう に 表示 する と G(k&, kk:) は 寸法 だ は 
の 関数 と な る の で , その 形 を 式 で 表現 し て い 
る る.。 さら に 麦 1 に 示す よう に に) z=2RIIL 8 
y= ム A/R。 の 関数 と し て きま る GC(k, kk の 
値 を zx ミ 1 で 成立 つ 精 度 の 高い 近似 式 に よっ 
て 計算 し , 寸法 か ら た だ ち に イン ダク タン ス 
が 求め られ る よう に な っ て いる . 

また , コイ ル が 十分 長い 場合 と , 巻 線 の 断 
面 が 正方 形 の 場合 に つい て も 論じ られ て い 


EE 


C0 (上 近 山 答 員 う 


= ミ 面 の あら さ , お よび 球 の 反射 散乱 

上 断面 積 へ の その 影響 

TR.E. Hiatt, T.B.A. Senior and V.H. Wes- 
Eton:: ‘A Study of Surface Roughness and itss 
る on the Backscattering Cross Section of 3 


Spheres”, LR.E. 48, 12, p2008, (Dec. 1960). 


曲率 半径 が 波長 に くら べ て 十分 に 大 きい 完全 導体 面 が , 波 


の 表面 イン ビー ダン ス を 考え , これ を 微小 凹凸 を も っ た 粗 天 
面 の 反射 散乱 断面 積 の 算出 に 適用 し , S,X,KK 各 帯 域 で の 実 
験 と 比較 し て いる . 

を z==0 を 平均 的 な 平面 と する 微小 凹凸 導体 面 を z=C(z,%) 
で 表わし , Ct の 標準 偏差 を ど 。, 相関 関数 を 也 と する , 凹凸 
の 寸法 に 対し て 面 上 の 2 点 間 距 離 ? が 大 きく な る と き 了 了 
が 急 だ 0 に な る と 仮定 で きる 場合 に は , 《 が な め ら か で ある 
限り <1 (k==2z/2), toe ぐ 7 に 対し て , 表面 イン ピー ダン 
ス が NT 


E1248 2 

C a £ + (wy ( 淳 )) ー0.10, 0.12,10. 20dB を ee 

2 gS "72 の よう な も の で ある . oi が 玲 

c -- 訪 EI (BE Ve ap] (1) は , 各 波 長 に 対し て , それ ぞ れ つぎ の 通り で ある . 
p 


「 と な る こと と を 計算 の 根拠 と し て いる . と と に 2Z は 自由 空間 の 
固有 イン ビー ダン ス で ある . と れ は Senior に よっ て 別に 与え 
られ た も の で ある が , か れ に よれ ば , と の 式 は 最小 曲率 半径 & 
” を も っ た 曲面 に お いて も , そ れ が 強 机 性 休 で な く , kd>| Im 7 


】 
\ 

" 

rn 


な ら ば 成立 する . 
と の 結果 を 粗 面 を も っ た 導体 球 の 反射 散乱 波 に 適用 し て , 
kal な る 平均 半径 gd を も つ 球 に , < 方 向 に 電界 の 偏 波 し た 
党 電磁 波 が 入射 する 場合 , 中 心から 太 写 は け は な れ た 点 に お け な 
電界 を - 


A roca 
3 NR- wl Ast 2 +0((ka) "1?) 


ES、 2i(R—a): 
et Ra 27) 十 ラ っ iD? (2) 


* 水 あ て いる た だ し ee の 場合 , 実験 は ア 
: 補 ニウム 製 の 次 表 の 粗 ・ 滑 2 球 を 用 いて , 波長 10. 5 
ER で 行なわ れ た . 各 波 長 に 対し て ヵ 7 を 計算 する と , そ 
も か 組 球 滑 球 
12.857+0.013 12.697 +0.010 


Radar Cross Sectiori (db) Relatiye to 
the Smooth Sphere 


7x10 つ 3x10-* 


2 <10°, お よび 10»aB だ け 場 大 する と と が わか る 3.1 x10 1S T4107 の 
5x10* 2x10~ , 


ts 
飽和 し た メー ザ を 回 復 さ せる 技術 : に 変わ る . 0 
hl nter K. Wessel : “Recovery Technigue fors し た が っ て 1 と 2 の 間 の 移 和 が 較 三 し た と と に な っ て Dy 
turated Masers”, Trans. I.R.E. ED-1, 4, ps ー ザ 作用 が 回 復 す る . 0 
297, (Oct. 1960). 井上 久遠 訳 [資料 番号 4246] ヨミ CW pump を 調整 し て , excess population を ルス と 
メー ザ を 実際 に 応用 する 際 に 。 し ば し ば メー ザ 物 質 の satu 。 = パルス の 間 一 定 に する と と は 可能 で ある か ら 、, 利得 は 一 定 
ion の た め に , ある 期間 メー ザ 作 用 が 失わ れる . た と え 保てる .。 ま た 1 と 4 の レベ ル 間 の 和 飽和 を お と す の に 十分 な ビ 
計 滞 と 同じ 周波 数 v, tA: recei- ーー ク ・ バ パワー の バ パルス を 加え さえ すれ ば , effective な 
オ , saturation を お と し て し まう (Ni:=N:=N,). 間 (1 と 2 の 間 の ) は desaturation aos avy 
ー ザ 物質 に つい て その 回 復 時 間 は , Fost: ス に よっ て 与え られ る の で , 0.5 msec ぐら い K に 短縮 で ミ 給 nr 
タダ ) 応用 に 使え な い . 固 復 し た population の 差 4N は , desaturation 
は , effective な ライ フタ イム を 短 か く する 技術 に し の 周波 数 い 。 に よっ て 変わ る 。 


ls 


で 
。 あらい 計 算 で , 
"4AN=12(N® NS) 
を 求め て いる が , 
NG Ne 次 
は 図 2 

図 ts 2 

i dno smee 
二 し て 回 短縮 
する と と , お よび extercmomesrs 
映 に 確か め て よい 結果 を えて いる . 


| 子 密 度 の 下 に ある こと と か ら 説 朋 さ れる . また 


| 正規 の E 層 反 射 の も の より 小さ く , 大 よそ 


_「(o) 太陽 天頂 角 の 関数 と し て の 変化 こ 
の 関係 は 図 1, 図 2 に 示し た が , それ と 同じ 
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一 定 周波 数 電波 に 対す る 電離 層 
吸 収 の 研究 ( 完 ) 

G. Pillet : “Contribution a PEtude de PAb- 
sorption Ionosphérigue sur une Fréguence 
ste (fin), Ann. Telecom. 15, Pp 198, (Sept/Oct. 
= 1960). 柴田 久 訳 [資料 番号 5247] 

前 号 だ お いて 説明 し た 通り , 装置 に よっ て 定まる 定数 有 7 と 
1 固 反 射 エ ュー の 強度 と を 比較 する と と に よっ て 求め られ る 
LZ の 値 は , 電波 が 電離 層 を 通過 する 際 に 受け る 総 吸収 量 を 示 
す も の で , 電波 の 強度 の 弱まる 量 は この 値 に 走行 距離 す な わ 
ち 反 上 射 高 の 変化 に 基づく 減衰 量 の 補正 を する こと に よっ て 求 
め ら れる . この 総 吸収 量 記 は な D 領域 を 通過 する と き に 受 
ける 「 無 偏 佑 吸 収 」 と 反射 する 層 高 に 近い 電 
子 蜜 度 を 有する 付近 で 受け る 「 偏 億 吸収 」 と 
の 2 種類 の も の を 含ん も で いる の で ある . この 
偏 佑 吸収 は 使用 周波 数 が 臨界 周波 数 に 近い 場 
合 に 特に 大 きく 重要 で ある . 

(a) 吸収 の 日 変化 図 1 お よび 図 2 に 総 
吸収 量 の 日 論 化 の 代表 的 な 例 を 示す . 図 1 は 
春の も の で こと の 場合 の 測定 周波 数 (3.4 MH?) 
は 終日 7o 戸 より 高く 反射 は 層 で 行なわ れ 
る . 正午 付近 で は 7 選 が 測定 周波 数 に 近 づ 
く の で 偏 億 吸収 が 特に 大 きく な っ て いる . 図 
1(b) は 吸収 性 を cos x の 関数 と し て 表 わ 


の そ モード 別に 分 け て 違っ た 種別 の 点 で 区 別して 究 い た . とれ 
ら の 点 は 各 月 ご と に 吸収 量 と cos xz と が 直線 相関 を な し て い 
る こと を 示し て いる . その 直線 の 傾斜 を 々 と すれ ぼ ば 有 は (cos 
そう " に 比例 する は ず で ある 

(d) 吸収 の 季節 変化 1 月 の 吸収 の 最大 値 を 知る た め 
1100h か ら 1300h まで の 観測 値 全部 の 中 央 値 を 求め 図 3 選 
示し た . 図 か ら 明 ら か な よう に 吸収 量 は 夏 大 きく 鐘 小 さ ぐ 交 


っ て いる . 図 中 点線 は 太陽 黒点 数 の 月 平均 値 で あり , 吸収 内 
太陽 活動 度 に も 関係 し て いる と こと が よく わか る . 


(Ce) 冬 の 異常 現象 


ら お し て , 人 冬 は 夏 お よび 春秋 か ら 予 想 さ れる も の より ゃ も 異常 
に 吸収 が 大 きい : と の 異常 に つい て は 既に 多く の 研究 者 が 指 
摘 し て いる の で ある . 


も た も の で と は 対数 値 に と っ て ある . つい 
で に こと の 観測 を 行なっ た Domont の すぐ 近 
くに ある Poitiers 電離 層 観 測 所 の foE を 


表わし て お いた . 図 か ら 解 る よう に , 吸収 も 
イナ E. 同様 cos x の ベ キ に 大 体 比 例 す る こと と 


foB ( Poitiers ) 


が 得 ら れる . 図 2 の 方 は 夏 の も の で 正 層 反 
射 , 互層 反射 , 下層 反射 の 3 つの 場合 が 考え 
られ 図る も 各々 の 場合 に 分 け て 表示 し て ある : 
と の 場合 も 7 の 近く で は 特に 偏 佑 吸 収 が 
大 きく な っ て いる . , 層 反 射 の 場合 に は 吸 
収 は 格段 に と 小さい. それ は 互 。 層 が 薄い 層 で 
電子 密度 の gradient が 強く , 層 の 最大 電 


周波 数 が 7E か ら 充 分 離れ て いる 場合 , 偏 
椅 吸 収 は 了 層 に 対す る も の より 正 層 に 対す 
る も の の 方 が ずっ と 重要 で ある こと も 解る . 
(b) 月 間 変 動 。 1955 年 9 月 か ら 1958 年 
3 月 まで の 毎月 に 対す る 減衰 量 民 の 値 を 示 
す 図 (訳文 図 省 略 ) か ら 毎 日 の 日 に よる 変動 
幅 は か な り 大 きく , 毎日 の 定時 刻 に 対す る 
の 値 の バラ ッ キ は 1 か 月 約 15~20 dB に 達 
し て いる . と の 場合 で も 万 , 層 反 射 の 吸収 は 


12 dB 位 の 差 が 認め られ る . 


形 に 各 月 の 観測 値 を 全部 プッ ド し て 見 た . 
その 場合 も を は り 互 .F. お よび 正 , 層 反 射 


15 JUIN 1956 


cosx 最大 に 対す る 各 月 の 吸収 圭 が 


MI Um Rr MMR HN A NY MMM I HN 
1935 1356 


1957 195¢ 
3 士 の 曲線 は 34MHz で Domont に お いて 調 定 し た 総 吸収 量 
下 の 曲 線 …… 太 陽 黒点 Wolf 数 の 月 平均 値 . 
ーー 一 同上 12 か 月 移動 平均 値 . 
中 収量 の 季節 変化 


5. 偏 人 科 吸収 と 無 偏 俗 吸収 と の 分 離 
総 吸 収量 記 を 
エ =B(( 了 ナチ ナ 1? 填 NN・4(7) た だ し ?=fE/ げ (38) 
な る 形 で 表 わす . 式 中 第 1 項 は 無 偏 佑 第 2 項 は 偏 佑 吸収 を 示 
す . と と で 更に 前 節 で 述べ た 方 法 に よっ て 決め た ヵ の 値 を 使 
ろう て "B=cosrz _ と お け ば 今 の 場合 は つぎ の よ ょ うに 表 わ 
され る . - 

L= Pcos"z/(3.4+1.2Y? +NAC fsE/3.4) (40) 
と こと で 偏 誠 吸収 と 無 偏 佑 吸収 と と 。 
分 ける た め に は 図 4 の よう に 横 軸 0) 
に 縦 軸 に アア を 座標 軸 と し そ 
の 軸 上 に それ ぞ れ 3 

N。=/L4 お よび 
P;=L(3.4+1.2)*/cos"x 

計 | | を と り / 図 の よう に その 2 点 を 結 \ 

用 直線 を いく つか 取り , それ ら の TOL CE 

変 点 の 重心 の 座標 を 読む と と に よ 図 4 バラ メー タ ア P お ょ よび NN 

りり NN お ド お ょ よび 有 ア の 値 を 求め る と を 求め ゅ る た め の 図 

ど が で きる 。 こ と の よう に し て 求め た 値 を 図 5 に 示し た . 


| 


\ どの よう に し て 求め た PP お よび NN の 値 を 使っ て 計算 し た 
衣 表 収 総量 と cos z 最大 お よび cos z=0.3 の 時 期 に 対す る 実 
区 の 尼 収 頃 と を 比較 し た と と ろ , 前 者 に 対し て は 非常 に よい 
議 間 一 致 を 見 た 』 また 後者 に 対し て も か な り よ く あ っ て いる が , 
| た だ その 数 か 月 だ け は 数 dB の 開き が 見 られ た 。. 

k 

親 

Ee 


| M.M. Newman, J.R. Stahmann, J.D. Robb 

jsand E.A. Lewis : “Sea-Going Lightning Gene- 
| rator”, electronics, 33, 30, p 53, (July 22, 1960). i 
| 5 秋山 忠 訳 [資料 番号 5248] H 
有 有 ペリ ュ プ タ で 吊り 上 げた 10000 フィ ー ト の アンテナ を も 
有 有 ちち 、 ス クー ナ 船 に 設置 し た こと の 空 電 発生 器 は 空中 放電 と 同様 
| の 高 電 力 , 低 周 波 の パル ス を 発生 する と と が で きる . と の パ 
|】 ルス に より 低 周波 数 の 遠 距離 伝 ば ん 特性 に つい て 研究 し , 達 
| 正 通 信 お よび 航海 の 分 野 に 実用 化す る とこ と を 目的 と し た も 
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図 5 パラメータ MN お よび P の 変化 
第 VI 章 急 ピ ッ チ の 振幅 変動 に つい て の 研究 
2. 変動 を 表わす 指数 
変動 を 表わす 指数 を つぎ の よう に 4 段階 に 定め る . 
指数 0 : 静か な 場合 
指数 1 : 振 編 が 大 きく 変動 し 1 分 間 に 2~5 回 最大 値 が 現 
われ る 急 ピ ッ チ の 座 化 の ぁ る 場合 . 
指数 2 : 1 と 似 た タイ プ で , さら に K 急 ピッチ の 場合 、 
指数 3 : 非常 早い ピッ チ の 座 動 の 場合 (1 分間 10 回 以上 ) 
と の よう K に K 定 め た 変動 指数 か ら 毎 月 の 平均 指数 を 求め 比較 し 
た 結果 , 変動 は 冬 大 きく 夏 小さ いと こと が 解っ た .。 ま た だ 層 反 
射 の 電波 は か な り 安 定 し て お り 正 , 層 の 出 た 場合 に は 変動 は 
非常 に 激しく な る . また 1 日 の うち で は 正午 頃 が 最大 の 変動 
を 持っ て いる と と も 解っ た . 
地磁気 じょう 乱 の 際 の 変動 に つい て も 種々 検討 し , 地磁気 
の 指 救 か ら 求 め た ざた と 毎日 の 振幅 変動 指数 と の 相関 図 
等 を いく つか 作っ て 見 た が , 振幅 変動 は 地磁気 じょう 乱 に は 
あま り 関 係 は な さそ う で ある 。 た だ ょ >5 の と き 日 没 付 近 の 
値 を 取っ た 場合 の 相関 は 非常 に よく な っ て いる . そし て 磁気 
じょう 乱 は 非常 に 急 ピ ビッ チ の 振幅 変動 に は 非常 に 重要 な 影響 
を 与え て いる と と が 結論 で きる の で ある . 
、 (柴田 委員 う ) 


の で ある が , 現在 は お も に VLF の 伝 ば ん すなわち 電離 層 の 
測定 お よび ホイ ッ ス ラ の 研究 に 使用 し て いる . 

と の 空 電 発 生 器 は 3000m の アン テ ナ を 用 いて 約 30 MW 
の 拓 頭 電力 を 発生 し , 発生 器 電 圧 を 増 せ ば 100MW まで 増 
加 さ せる と と が で きる . 失 頭 電圧 百 万 V の 20kce パル ス に 
よる 1000 km の 地点 の 電界 強度 計算 値 は 約 20mV/m で あぁ 
り , 距離 10000 km で は 約 100 xV/m と な る . 図 1 は 送受 
信 機 の プロ ッ ク ・ ダ イヤ グラ ム で ある . 

"アン テ ナ は 10000~12000 フィ ー ト の ワイ ヤ で ヘ へ リコ プ タ 
か ら 有 呈し , 端末 は スク ー ナ 船上 の 巻 要 に 取付 け , 巻 李 は ウイ 
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、 内 と な る よう 巻き 

< VIMP 

~ 券 き 戻 し が OI 
いい 


る . アン テ ナ 上 端 
| は 100~200 フィ 
| ーー ト の ポリ エチ レ 
RS で へ リリ) コ 
、 プ タ を 絶 錠 し て や 
| る ・ ま た 非常 の 場 
合 に は , ヘリ ュ プ 
タバ イセ ドット は 
イヤ を 落す こと が 
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式 す な わ ち 逆 し 形 , 半 円 形 の 使用 例 を 図 2 に 示す -. 
較 伝 ば ん パルス の 周波 数 お よび 減衰 率 は お も に 発振 器 定 数 


| = Scatter from Rain”’, Trans. 
= ミ p414, (July 1960). 秋山 


ザイ ヤ の 寺 法 末 庄 び 
ささ, 負荷 容量 等 に 
よる が , 図 3 の パル 

(A) ス 波 形 は 110 km の 
= Exar ニー 地点 で 受信 され た 25 


kc パ ルス の 代表 的 

OA, な も の で ある 。 こ と の 

失 頭 振幅 値 は 約 200 
y 3 mV/m で , 推定 値 


に 近い 値 で ある 
PS また gr ケット を 使 
用 する こと に より 
に の テン テイ 
ヤ ・ ロ ー プ ) を 高 高 
の 帯電 雲 た 打上 
・ 空中 放電 に よる 
a ( 
と も で きる . 
G 池 上 委員 ) 7 


雨 に よる 前 方 散乱 
L.A._ Doherty_and S.A. Stone : 
RA 
忠 訳 [資料 番号 5249] 


“Forward 


" 
と の 実験 は カナ ダ の National Research Council が 
の ③ttawa-Montreal 間 90 マイ ル の 伝 ぽ ん 路 で , 1958 年 6 月 
- 


| から 年 末 近 くま で 雨 に よる 散乱 を 測定 する た め に 人 行 
の で ある. 周波 数 は 2720 Mc 1.5 zs の パル ス を 用 いた 

1 つの アン デ ナ は 水平 偏 
| 波 と し 大 円 伝 ば ぽん 路 に 指向 させ ,, 他方 の アン テ ナ は 垂直 偏 波 
と し て 南 へ 10° 向け た . 受信 アン ジテ ナ は 1 つっ を 大 円 伝 ば ば ん 路 


信 電 力 を 2 つの アン テ ナ に 分 岐 じ , 


用 , 他 を 8 南 に 向け 偏向 伝 ポ ん 路 用 と し 
| た これ は 雨 に よる 散乱 信号 が 散乱 角 に 無 
| 関係 で ある と と か ら , 大 円 伝 ぽ ん 路 の 信号 
- を 対流 園 散乱 成分 tad と た 分離 
EE た , 受信 点 近傍 に Mc 
< Gill’ 大 学 の ot Wheather Group 
 c ょ うり 気象 用 レー ダ を 設置 し , 半径 100 マ 
| イル 以内 の 降雨 = ュー を 写真 撮影 し た . 
| 図 1 は 2 つの 伝 ば ぽん 路 の 電界 記録 例 で , 
| レベ ル の 立 上 が り と 落 込 み は ア ン テ ナ ・ ビ 
議 の が 大 家 汰 内 の 雨 の 降り 始め と 終り に 
| 一 致し て いる . また , 大 円 伝 ば ん 路 の 電界 
SOR る 上昇 し , 降り 止ん だ 
| 後に 下降 する 例 も 観測 され た . と の 場合 の 
LA に よる 散乱 で は な く , 正 
気 散乱 に よる も の と 思わ れる . 雨 と 
の 関係 は 上 記 の 2 形式 以外 に , この 
を 組合 わせ た 場合 , 雨 が 降っ で も 電界 
うな 変化 が 現われ な い 場 合 。 お よ 


な っ た ゃ も 
計 村 


が 観測 され た -. 


大 円 お よび 偏向 伝 ぽ ん 路 の 受信 電界 最大 値 を 比較 し た も の 


が 図 2 で ある . 図 の 斜線 は 低 電界 の 境界 線 で 両 伝 ぽん 路 の 差 
ょ 5dB で ある . 境界 ms よる 散乱 が 優勢 な 
場合 3 境界 線 以 上 の 点 は 正常 散乱 電界 の 場合 で ある .- し た が 


っ て , 両 伝 ぽ ん 路 の 信号 強度 の 計 第 他 邊 は 8dB で ある か ら , 


ある . 


雨 に よる 散乱 が 正常 の 大 気 散乱 に 比較 し 無視 で きる 程度 の 
場合 で も ,。 フェ ー ジ ング 速度 は 散乱 領域 内 を 通る 雨 の 通路 に 
より 増加 する 
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イタ 2 


る 散乱 電界 記録 例 


図 1 雨 に " よ 


雨 に よる 散乱 は 無 指向 性 で ある と いう 仮定 を 裏付け る RT 導い 


また 降雨 散乱 成分 が 優 規 な と き は フェ ー ジ ンジ 」」 


グ ・ ス ペク トラ ム に は 非常 に 高い 周波 数 成分 が 現われ る -. ずる ひずみ と 大 き < 相 二 する 回 3 に その 一 例 を 示す 1 
降雨 散乱 と に よる パル ス の ひずみ は 正常 の 大 気 散乱 回 線 に 生 の 送信 パル ス は と き に より 3 一 4gps と な り , 極端 な 場合 は 
へ ~20 xs に も な る . これ は 散乱 通信 回 線 に 対し 重要 な ン 析 で 

与え る で あろ う . 員 ) 
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400 c/s 帯 の チュ ー ニ ング ・ 

クーク フッ ルル タ 
John J. O’Connor : “A 400-cps Tuning Fork 
< 5 Filter”, I.R.E. 48, 11, p 1857, (Nov. 1960). 対す る 周波 数 変動 を 除く こと が 重要 な 問題 で ある る が , この 占 
MN 柴山 博 訳 [資料 番号 5250] こつ いて は チュー ニン グ ・ フ ォ ー タ クタ ク を = ニッケ ル 鋼 と 談 素 鋼 の 』 
" か i 本 論文 は . 397.5 c/s か ら 402.5 c/s の 周波 数 帯域 内 で 各々 は り 合 わせ に より 作り , 一 50°C か ら 100°C の 純 団 に ち わ たり 
oc oaB rim を っ ょ うな っ ュ ム ・ ラ フィ ル タ を 者 成す 周 洲 天 動 を 上 50 PPM に 抑え る こと が で きた と 報告 し て い 
s 5 ため の チョ ュー= ン グ ・ フォ ー ク に 関す る も の で , 5 章 よ り る . その 他 、, 本 章 で は チュ ー ニ ング フォーク の Q@ の 調整 
成 づ て いる . と と で は 本 論文 の 主要 部 分 で ある 第 2 章 の フィ 法 , お よび 共振 周波 数 に 関す る 問題 点 に つい て も 言及 し て 


イン ビー ダン ス の と き に は , 約 26 dB 入力 側 を 低 イ ン ビ ピー 
ンス に すれ ば 12 dB で あぁ る と いっ で て いる. さら に どの よう 店 
帯 域 の フィ ル タ で は , チュ ー ニ ング ・ フ ォ ー ク の 温度 ta 


0 


mu 


es ル タ の 概略 。 第 3 章 の フィ ル タ の 伝送 特性 を 中 心 と し て 簡単 a 間 で は 
に 8 し て みょう. os 
| 免 2 評 で は ます : s [| 
と の ュ コム ・ フ ィ ル ター ーー ニー s. 
に 用 い た テ チョ ュー ニン COPPER COLLARS 環 
S33 
キー ー タ の 構 作 . ポト の ; 
た っ いて 信 べ て い hep Ca ENE 
i 上 光男 回 到 表 回 電導 四 加 上 連 記 天 ぶ 
mY 400B 400,/ 4002 A003 400.4 A 


1 に 示す . と の 図 か 
ちゃ も 明らか な よう 
るー 
PC の 4 


Rk in cps. 
図 2 
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一般に と の よう な トラ ンス ジュ ー サ を 用 いる と 。 
i 結合 が 生じ , そ の 周波 数 特性 が 劣化 する る 
" 衝 れ が ある し た が っ て , | と の よう な 結合 を さけ る た め 各 々 ーー. 
コ イル は 王 い に 直角 に な る よう に 配置 され , さら に ビッ ク 
¢ プ コ ョ イル の 両端 に 0.01 xF の ュ コンデンサ を 接続 し て , 約 
4 pd: の 弁別 比 が 得 ら ちら れる と と が 述べ て ある . つぎ に 本 論文 
で は , と の チュ ー ニ ング フォ ー ク の i 損失 が 條 冊 力 供 が 放 


ELATIE Can In Oe 


(C96 ) 


が 単 同調 回 路 の それ に 一 致す る こと に つ き 江 べ , その 伝送 特 
性 の 実測 値 が た と えば 図 2 に 示す よう に な る こと が 述べ られ 


る つっ ざさ ざ に ちの チュ ー ニ ング ・ フ ォ ー ク グ ・ フ フィルタ の 
周波 数 応答 に つき , 10ce/s か ら 600kc/s の 範 閉 に つい て 実 
! 暗 民 た 結果 に つき 述べ 図 3 に 示す よう な 応答 を 得 て い る . と 
の 図 で 曲線 1 は 0.01 kxF の ュ コン デン サ が な い 場 合 , i 上 21 

還 詳 志 ジ テン サ を 接続 し た 場合 を 示し て いる . な お 本 文 で は , と 
きき で 得 ら れ た 結果 に つい て の 詳し い 検 討 が 行なわ れ て いる . 


昭和 36 年 8 月 電 気 通 信 学 会 雑 旋 第 44 券 8 号 1251 
に ニニ ーー ニー ニーー ニ ーーー ャ ユー ユ ユ ーetSーeーb ュ ャ ュ ユ eadー ニ バ -+-+{}ー*<b よ ーー rr 上 r 上 上 


最後 に 本 章 で は 本 フィ ル タ の 直線 性 お よび 空間 位置 に よる 共 
振 周 波数 の 変動 に つき その 実験 結果 が 信 べ られ て い 
な お 同 閉 者 に よる 本 チュ ー ニ ング “フラ ォ ー グ に 箇 0 る 仙 品 
紹介 が 下記 の 論文 に の っ て いる か ら 参 照 
J.J. O'Connor : “Tuning-fork audio filter tunes electrically. 


Adjustment of frequency is accurate to 50 parts per mil- 
lion”', electronics, 33, 19, p66 (Dec, 2, 1960) 


(柴山 奏 員 う 


され た い 


AM 放送 帯 に お ける コン パチ ブル 
レオ 方 式 
J Avins, L.A. Freedman, F.R:; Holt, J.H. 
‘Connell, J.O. Preisig & R.N. Rhodes : “A 
onmpatible Stereophonic System for the AM 
REA Rer "21; Bp 299; 
放 = (Sept. 1960). 吉田 順 作 訳 [資料 番号 5251] 
請 AM 放送 に ち お ける ステ レオ 方 式 と し て , 本 質 次 に ステ レオ 
較 情報 で 搬送 波 を FM する 形 の 諸 方 式 と に つい て 検討 し た 結 
が 述べ られ て いる . ステ レオ 情報 に も と づく 側帯 波 が モノ ホ 
ニッ ク 情 報 に より -AM され て いる も の を multiplicative 方 
式 ) し か ら ざ る も の を additive 方 式 と 呼び , と の 両者 に 大 
別して 考え 得る . 図 1 は 前 者 , 図 2 は 後者 の 送信 機 の 例 を し 
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図 3 4 方 式 の 特性 比較 


§ db Good |Complex cireuits| Negligible 


めす -. 
代表 的 な 4 つの 方 式 に つい て , コン パチ ビリ ティ , 帯域 丸 
放射 , ステ レオ 特性 , SN 比 お よび 受信 機 の 簡単 さ な ど の 評 


に 光 ~~ 
4 “ 
i 
™ 
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(a) AM SIGNAL + (b) QUADRATURE = {c}ADDITIVE SIGNAL 
SIDEBANDS 


fi(L,R) 
eg (LiR) 
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BALANCED 
(d) THE TRANSMITTER 
2 Additive ステ レオ 方 式 送信 機 の 例 


fa (LR) 
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価 比 較 を 行なっ た の が 図 3 で あぁ あり, AM-FM 方 式 ( プ . 


リエ ン フ ァ テン シン ス さ れ た , エ - 以 信号 で 搬送 波 を FM し 
と れ を + 太 信号 で AM し て 合成 信号 を 得る 方 式 う 
が 優位 に ある と こと が ね わかる. WNBC 放送 局 よ り AM 
FM 方 式 の 電波 発射 を 行なっ て 実験 し た 結果 , 従来 の 
モノ ホ ニ ッ ク 受 信 機 で の コン パチ ビリ ティ と 簡単 な 議 計 
の ステ レオ 受信 機 で 良好 な ステ レオ 受信 を 行なう と こと が 
さき 夫 


(吉田 ( 順 り 委員 ) 


ミ 広帯域 磁気 テー プ 記 録 装 置 3 
ミ JT.P. Pritchard : “Instrumentation Wideband : 
3 Magnetic Tape Recording”, Electronie Engng. 5 
32, 394,p 762, (Dec: 1960).、 谷 衝 洋 也 EE 


= 5252] 
デン ペッ クス の テレ ビジ ョ ン 用 VTR を 応用 し て 広帯域 の 
録画 機 を 製作 し た -. 帯域 は DC か ら 4Mcls まで で , 回 転 
| へ > ド を 用 いて 2 イン チ テ ー プ 幅 に 垂直 方 向 に 録画 し , テー 
有 プ 速 度 は 12 イン チ / 秒 と 25 イン チ / 秒 の 2 種 あ り , 25 イ 
| ンチ / 秒 の 場合 に は トラ ッ ク グ は 2 本 に な る . トラ ッ ク の 配置 関 
に Rr に 示す ・ ei ドラ ンジ スタ 化 きれ , 録画 用 


と 再生 用 の 装置 が 別々 た に な っ て お り , 録画 用 は 飛行 機 に 積ん 
で 地上 で こと れ を 再生 する . 全体 の 系 統 図 を 図 え に 示 す .。 と こ 
で 点線 の 部 分 は 再生 用 の 回 路 で , その 他 は 録画 再生 共通 で あ 
0 
録画 に は FM を 用 いる . 搬送 波 の 中 心 は 6Mc で 4Mc 
を 変調 する た め に ビー ト の 問題 が ある の で 図 3 に 示す よう に 
36 Mc で 変調 し , 変換 し て 6 Mc に する . MR:MR: は 可 話 
容量 ※ イ キー ニー ド で どれ 匠 より LFM が 行 な ち あれ る - どれ 秘 地 


ー プ に 録画 する に 当り タイ イミ ング パル ス を 挿入 する 必要 が あ 


る の で 。, 図 ぎ に 示 す ど と 第 1 の ヘッ ド が テー プ ブ か ら は な 
れる 直前 で , か つ 第 2 の へ ヘッド が テー プ に 付い た 直後 に 信号 
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を 20 grs の 幅 だ け ゲ ー ト し て TAPE TRAVEL _—————~ 
録画 する . 再生 の 場合 は この 、 i ey EDGE OF TAPE 
バルス の 中 間 で スイ ッ チ する ー ーー F 


の で 波形 は 連続 し て 再生 され 


< 
el 


録画 する 場所 が 飛行 機 の 上 

に ある の で 温度 が か な り 低 下 

し て いる た め , テー プ の 伸び 

が 変化 する の で テー プ が へ ヘッ Bc NR oo me oO CO 

ド を 通る 所 で は , 熱 制御 を 加 | | I 

えて 60°C に 一 定 に 保っ ぅ て い 

る . 再生 の 場合 も 同様 で あ : UU | IIILI HN 

0 ts ーー MHIIIILBI RESTATE | | 
ー ボ は 先 に 録画 し た - ーー ーー ーー 

gs の パル スズ ス を AM 検波 し w ーー ーー 

て , 再生 の 標準 遅 

延 線路 と 比較 し て 

録画 , 再生 の タイ 
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飽和 域 に お ける トラ ンジ スタ の 新しい 
理論 と ス イ { な Gg ング の 諸 問 題 
M. Carbonel : “Nouvelle Théorie du Trans- 
istor en Régime Saturé. Probléemes de Commuta- 
ion’”’, Ann. Radioelec. 15, 59, p 78, (Jan. 1960). 
| = ミ 垂 井 忠 明 訳 [資料 番号 5253] 
 - トラ ンジ スタ の 和 飽和 域 の 特性 を 論ずる に は , 通常 一 次 元 模 
' 形 に より 順 方 向 お よび 逆 方 向 ト ラン ジス タ の 重ね 合わ せ に よ 
ララ て いる 著者 は これ で は 実際 上 不 充 分 で ある と し , 飽和 ト 
3 ラン ジ ズ 旭 を 図 1 ユ の よう な ご 二 次 元 模 形 で 考え て いる . す な わ 
3 ち 中 心 部 は べ 
隊 菩 ーー ス 電流 0 の 
理想 トラ ンジ 
スタ (こと の 仮 
3 定 は bulk の 
衣 再 結 合 に ょ る 
衣 «の 低下 は 無 


【。 


NAA 


™ 


TTT 


視 で きる の で 


™ 


エミ ッ タ 注入 図 . 1 メ 
能率 が 1 な ら ば よい ) と し , その 周辺 部 は 単なる ダイ オー ド 


新 
: 高 入力 イン ピー メダ ンス トランジスタ 回 路 
3 I.Levine: “High Input Impedance Transistor 
Circuits”, electronics, 33, 36, p 50, (Sept. 1960). 
垂井 忠明 訳 [資料 番号 5254] 
トラ ンジ スタ 増幅 器 の 設計 に お いて 高 入 力 イ ン ピ ー ダ ンス 
か つっ 低 雑 音 の 増幅 器 を 用 いた い 場 合 が 多い - と これ に は た と え 
ば エミ ッ タ フォ ドア を 二 段 直結 し て (super-« トラ ンジ スタ ) 
得る 方 法 も ある が と れ で は せいぜい 数 十 MQ 止 り で あっ て 
3 トラ ンジ スタ の 澤 択 や その バイ アス 点 の 設定 に 難 お ある . こ 
| 、 で 館 べ て いる 方 法 は ニテ ミッ タ フ ォ ビ アベ ー ス パイ アス 抵抗 
| 各 点 , テ エミッタ 抵抗 帰 点 , お よび コレ クタ に 全て 入力 電圧 と 
| 亡 邊 で や ゃ ぃ 小さ い 帰 還 電 圧 (Vz=4Via 4 く 1) を 与え て 
本 還 所 オン ピー メダ ンス を 向上 し て いる ; と の 帰 泊 電 圧 は 図 ! に が 
5 + 
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TT 
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INPUT RESISTANCE IN MEG 


トラ ンジ スタ の 電荷 制御 パラ メー タ 

ミ 関 8 る 考 和 窟 衝 人 ” 
5 a: “A Study of the Charge-control- 
ters of Transistors’”’, I.R.E. 48, 4, 
1960). 垂井 忠明 訳 [資料 番号 5255] 
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で あっ て 後者 が ベー ス 電 流 に 寄与 する と 仮定 する . と の よう s 
に 仮定 する わけ は , 和 飽和 域 で は (て エミッタ ダイ オー ド の ) 犬 | 
き な ベ ー ス 電流 に よる 自己 電圧 降下 が ベー ス 内 に 発生 , る 
の 電位 差分 に 対応 する キャ リア 密度 差 が コレクタ 中 心 部 と 周 | 
錠 部 の 間 に 生 じ て 無視 で きぬ 効果 を も た ら す か ら で あ る 一 
ミッ タタ 接合 面 お よび コレ クタ 接合 面 で の キャ リア 比 密 度 を 
変数 に と っ て 回 路 解析 を 行ない , トラ ンジ スタ の 静 特性 名 求 
め 。 実測 の 飽和 域 で の 静 特 性 と 比較 し 良く 一 致し た 結果 を 得 7 
て いる つぎ に 図 2 の よう な 等 価 回 路 を 導き ; トラ ンジ スズ タ 
の スイ ッ チ 特性 を 計 
算 し て いる . いわ ゆ 
る transient 8 や 5 
storage time 等 を ’ 
求め あて いる が これ 
\ ら の 算出 に あたっ て 
特に 目 新 ら しい 所 論 ) 
は 見 られ な い . な お ベー ス 城 内 に 蓄積 する 電荷 の 計算 に は 
コ ュ レ クタ 周辺 部 の 寄与 も 考慮 に 入れ る た め , 正方 向 と は 別に 7 
逆 方 向 の し ゃ 断 周波 数 wr を 導入 し て いる . て 
(垂井 答 員 ) 


され る よう に 三 段 の エミ ッ タ フォ セア プ 増 則 器 の 終 段 エミッタ 
より 得 て い る が , か くす る と と に より 入力 イン ピー ダン スズ 7 
は 1/(fー4) 倍 に な る - * 補 
図 1 の 回 路 に シリ コン トラ ンジ スタ を 適用 し て =50°C よ りー 
+100°C の 動作 範囲 で 2,000 個 の 製品 に つき 30MQ 以上 の 
入力 イン ビー ダン ス を 得 た . また 入力 換算 雑音 は 上記 温度 男 和 7 
還 で 750 gEV r.m.s- 以下 と で きた 。 な お エミ ッ タ フォ ョ アプ は 
癌 結 に な っ て いる の で 温度 変化 に よる 動作 点 の ズレ を 補償 すず 


る た あめ 図 1 の Rr に は サー ミス タ 六 挿入 され て いる ・. 
ch 
初 臣 二 ミッ タフ オロ ア の コレ クタ 電流 に 対す る EO 


ょ び 雑 音 電圧 の 変化 は 図 2 に 示さ れ て いる . , 


本 路 は 出力 イン ビー ダン ス 1,000pF の アク セレ セス メー 
に 用 いる も の で , と の 後に 5cp-20 ke/s 帯 城 の 3 段 帰 思 増 


( 秋 井 委員 ) 


器 が 接続 され る . 
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間 年 興味 を 持た れ て きた トラ ンジ スタ に 対す る 電荷 制御 
考え 方 の 現 段 階 に お ける 成果 を まとめ , と の 理論 に お 
相 な パテ メー タ を 定義 ピ , これら パ ラメ ー タ の 動作 点 に 
座 動 を 論じ し 。 と れ ち の 測定 法 と その 測定 結果 を 検討 し 


る .・ どの 理論 は 結局 ペー ス 内 の 電荷 を 求め この 電荷 の 缶 
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より 特性 を 説明 し ょ うと いう も の で , トラ ンジ スタ の 解 折 に 
お いて 当然 取り 得る 一 方 法 で ある が , その 具体 的 取扱 い に お 
いて 余り に も 簡単 な モデ ル よ り 出 発し て いる 嫌い が ある . し 
か し その 反面 一 応 現 段 階 で まとまっ て は いる 』 また 著者 は と 
と で 電荷 制御 の 考え 方 の 限界 に つい て も 二 , 三 論 じ て い る . 

さき て スイ ッ チ パラ メー タ と し て つぎ の 諸 量 を 定義 する ・ 

1、 reCrco; Vcs=0 の と き ) コレ クタ 時 定数 Qs=Icrco 
トラ ンジ スタ を ON と し た と き ベ ー ス 域 に 流入 する 電信 と っ 
クタ 電流 7c と の 上 比 


海 外 論文 紹介 


5 Qss こ Qs から 8s=rsfreo "(説明 省略 う 

つい で 各 パ ラメ ー タ の 細か い 検討 を 行なっ て いる が ,。 こく 
で は トラ ンジ スタ を 一 次 元 均一 模 形 で 考察 し , extrinsic な 
抵抗 分 は 一 応 除外 し て いる . と の よう な 条件 の も と で ペ バラ ヲ ラメ 
ー タ の 動作 点 に よる 変動 を 論じ 特に コレ クタ 時 定数 "rc に つ 
いて 詳し い . re は 微少 電流 で は エミ ッ 空 乏 層 容量 の た だ ため 
と な り , 高 電 流 レベ ル で は ベー ス 域 の conductivity modu- 
lation の た め 減 少 す る わけ で , これら の 影響 を 理論 的 に 考察 
し て 二 三 数 値 計算 を 行ない . 実際 と 比較 し て いる - Qy;rs に 


2. Qy コレ クタ 接合 部 容量 の 充電 電荷 (コレクタ に 負荷 つい て も 一 応 の 表 式 を 得 て い る . 
が ある と き ) Qs,Qy に つい て は 図 1 参 照 

3. Qox=Q 〇 s+Qy=Zcrco+Qy _ トラ ンジ スタ を 丁度 
bottom まで 達せ し め る に 必要 な 電荷 

4. 8. (Bo; Veg=0) 直流 電流 増幅 率 

5. rr,. 飽和 時 定数 
箇 和 電荷 は ベー ス に 蓄積 し 再 結 合 で 失わ れ て ゆく . と れ は 余 
分 の ベー ズ 電 流 7ss で 補充 され る . 図 2 参照 

全 ベ ー ス 電荷 =lcrco+Qy+Qss 


全 ベ ー ス 電流 =Ic/6o+lgs rs=QnaslIss es gece um Eg nu muts oecree cuecmons 
OFF する に は Qss†+Qor を 除 か ね ば な らら. 図 1 図 2 
6. ‘on demand” current gain As (いわ ゆる transient (垂井 委員 ) 


10 万 ビッ ト の も の は , や は り 同 様 に な っ て いる が 専用 の 機 
械 を 用 いて 自動 的 に 情報 を 変え られ る よう に 工夫 し て あり 
フェ ライ ト 棒 (lmm@ 長 さ 3 mm) は 倍 長 の 管 の 中 に 馬 れ 
て , その 管 の ど ちら か か ら 和裕 気 を 送り と ん で セッ ト す る . 
100ms で 104 ビッ ト を 同時 に 行なう と と が で きる . 

読出 時 間 100 mxs, サイ クル ん 時間 200 mms と いう の は ぼ 
と ん で ど 読 出 増幅 器 の 帯域 で 決め られ て し まっ て いる . 最高 ス 
ビー ド は 駆動 電流 の 立上り,、 フェ ライ ト の 高周波 で の 人 退 磁 
率 , 信号 の 装置 内 で の 伝 ば ん 時 間 等 と よっ て 制限 され る . 

こと の 装置 は プ ョ グラ ムラ イプ ラリ の 命令 や 電 要 数 値 の 記憶 
に 使え る の で 大 形 計算 機 の 高速 化 に 役立つ と共に, 固定 プ r 
グラ ム の 小形 特殊 計算 機 に は 有用 で ある ろう. 


FERRITE ROD 


非常 に 速く 読取 れる 記憶 装置 

T. Kilburn and R.L. Grimsdale : “A Digital 
Computer Store with: Very Short Read Time’”, 
B 36, Pt. B, p567, (Nov. 1960). 
= 神田 泰 典 訳 [資料 番号 5256] 

電子 計算 機 の 永久 あぁ あるいは 半永久 記憶 用 と し て 好適 な , 読 
放 】 取り の アク セス 時 間 の 極め て 短い (100 mgs) 記憶 装置 に つい 
BR て 述べ て いる . 
; 2 生類 試作 され , 一 つ は 20 万 ビッ ト の 永久 記憶 装置 で 、 プ 
i 
" 


" 
— 
FH 
i 
ーー 
一 】 
ーー 
ee 


ログ ラム ライ プラ リ 等 に 使用 せら れる も の で , 他 の 一 つ は 10 
放 万 ビッ ト の 半永久 記憶 装置 で 約 1 分 間 で 全部 の 記憶 内 容 を 変 
還 更 し うる . 
3 原理 は 図 に 示す よう に 記憶 素子 と し て 一 次 巻 線 と 二 次 巻 線 
| で トラ テン ス を 模 成 し , と の 中 に リニア な フェ ライ ト 桂 を 入れ 
4 て 西 巻 線 を 結合 させ る か 否 か で , 1 か 0 か を 表わす . 読出 f 


” じ は 一 次 巻 線 た 電流 を 流す と こと に より , 並列 に 二 次 巻 線 よ り 
| 情報 が 得 ら れる . 世 動 線 RR に 電流 を 流せ ば , 読取 り 線 3 と 5 SECONOARY, 3 
"| DRIvE b ' 


| 出 力 が あり 1 と 判定 され る . 
NIRE S$ 
。 OE 
拉 語 科 い ) 6 て 補 
A 6 


PRMARY 


この 方 法 は 普 通 の 磁 心 記憶 装置 に 比べ て ビッ ト あ た り の = 
スト が り iー リ 7 と 推定 され , また , く 形 履歴 を 使っ た 磁 心 
| の よう な スイ ッ チ ング 時 間 は 本 質 的 に 必要 と し な いか ら 高 速 
| 度 と な る . EDSACIT に 使わ れ た 永久 記憶 納 置 に 比べ て も , 
| 作り や すさ , 情報 の 変え や すさ , 読出 時 間 , コス ト の 点 で 優 
る 5 


"4 


| 20 万 ピッ > ト の も の は , エナ メル 線 を 編ん だ も の で , 大 き さ RE ¢ 

有 | は 54inch x8 ft に < なり, と と へ 保持 の 役目 も する 磁束 の 帰 *! $ 
朋 6 用 の 柏 と 情報 用 の 株 (1 mm ゅ 長き 6 mm) を 治 具 を 用 い 。 革 i 3 
ths ’ (和田 金 ) 委 員 ) 
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サイ クル 時 間 の 速い フェ ライ トコ ア メモ リ 
D:.B.G. Edwards, et al : “Ferrite-Core Memory 
3 Systems with Rapid Cycle Times,” P.I.E.E. 
ミ 107, 36, Pt.B, p 585, (Nov. 1960). 白鳥 英 一 訳 
: [資料 番号 5257] 

現在 使用 され て いる , く 形 履歴 の カ の フェ ライ トコ ュ コア を 使っ て 
サイ クル 時 間 を 2 gs 以下 に する た め の 色 々 の 方 法 に つい て 解 
説 し て ある .。 1 ビッ ト 当 り 2 個 の コア を ペア に し た 語 選択 の 
方 法 を 主として 述べ て ある . こと の 場合 に partial-flux swit- 


READ (A) READ, (B) READ (xX) 


図 1 基本 的 な シス テム の 結線 図 


ching を 用 いる と 最も 有望 で あっ て , 1024 語 (1 語 は 52 ビ 
ッ ト ) で サイ クル 時 間 が 約 1.6 gxs. 100 語 位 の 小 容量 の る の 
は サイ クル 時 間 が 0.6 gs 以下 に する と と が 可能 で ある . 図 1 
の よう I に 1 ビッ ト に 2 個 の ュ ア を 使っ で = ミア ga が 下 で ミア 
2 が 0 の と き A ビッ トド ト は “1* を 表 わ ら 。 コア 60 る 
プ 6:=] の と き 万 ビッ ト が “0? を 記憶 し て いる で ご と GF する 
こと の よう に 2 個 の コア を 組 に し て 1 ビッド ト を 表現 する と 1⑧e 
逆 起 磁力 が 記憶 パタ ー ン に 無関係 に な る の で 虹 動 回 路 ゐ 設 放 
が 容 克 に な る . (b) 読取 り の S/N が 大 きい . (の 半 選 択 の 
語 か ら の 炉 害 が 小さ い . (d) Partial fluxswitching 方 法 を 
採用 で きる . 等 の 利点 が 生ずる . Partial fluxRswitehing 方 
法 で は ュ ア の 一 つの 飽和 状態 を 基準 状態 と し て 読取 り サ イタ 
ル で 二 つ の コア と も , この 基準 状態 に 駆動 する . 書込み サイ ク 
ル で は 両 コ ア と を 4 磁化 され る けれ ども , 一 方 の プア は 他 の き ラ 
アプ より も る も 少し し か 磁化 され な く , し か も 大 きい 方 で も 完全 な 
反転 の 約 25 史 の 磁束 変化 し か 起こ と こら な いよ うに 磁化 を 制限 チ 
る . 読取 り 信号 は 両方 の コア の 相対 的 の 磁化 状態 に だ け 関 係 
. し て 絶対 値 に は ょ ら な い : と の 方 法 に 
に 拉 よる と 虹 動 電力 が 少な く て 高速 で 動作 
させ る こと こと が で きる . 温度 に 敏 感 な の 
で スイ ッ チ ュ コア, ヌメ モリ コア 導 ie 
waire は EAD 大 れ る こと こと が 望ま し いい 区 宅 り の 容 業 
こと 対 する 制限 は ュ コア の 性 質 に よる の で 
は な く , 葬 動 する トラ ンジ スタ の 性 能 
に よっ て 決まる. 近い うち に 4096 
語 , サイ クル 時 間 1 rs の も の が 可能 で ある と 思わ れる 
(吉田 ( 金 ) 委 員 ) 


図 2 Partial flux 
swithing の 動 
作 ル ん ルー プ 


不 均一 減速 電界 の ある 反射 形 
クラ イス トロ ン の 理論 
K.H. Kupferschmidt : Zur Theorié des Reflez- 
= klystrons mit inhomogenem Bremsfeld,” AEU 
ミ 14, 11, p 477, (Nov. 1960). 末松 安 晴 訳 [資料 
ミ 番号 5258] 
単純 化 さ れ た 反射 形 ク ライ スト ドン の 理論 で は 多く の 仮定 
が 用 いら れ て いる が , 共振 グ 
リッ ド と リ ペ ラ 間 の 減速 電 界 
が 一 様 で ある と する の も その 
ーー つ で ある . こと の 論文 で は , 
空間 電 某 効 果 を 無視 し , 減速 
電界 の 分 布 を ECz)=Eoe"* 
と 仮定 し て (z は 管 還 方 向 の 


ライ スト セン の 特性 の 検討 を 
ES 

正 記 の 電界 分 布 か らち 7 とい 
う 係 数 を 導き , これ で 減速 電 
界 が 不 均 一 で ある と と の 効果 


わら 0 0 0 5 
集 群 係数 と 電子 アド ミタ ンス 


倍 に な り , 発振 開始 電流 と 電子 効果 率 は 7 分 の 1 倍 た な る 
本 文 で は g>0 と a<0 の 場合 に つい て 7 を 求め て 電子 アド 
ミタ ンス を リベラ 電圧 の 関数 と し て 計算 し で いる . . 
図 1 は 高周波 電界 が な い 場合 の 電子 走向 角 9 と 7 の 関係 
(6.。。 は 一 様 減速 電界 の 場合 の 最大 電子 走向 角 ) に つい て 求 
め た も の で あり , 図 2 は 電子 効率 ? と 速度 変調 度 A と の 関係 
を 示す . gz>0 で は 電子 効率 は 均一 電界 の 場合 に 比べ て で て 大き! 
く , 出力 も 大 きい .。 し か し 発振 開始 電流 も 大 きく な る . 有 7 
反射 形 ク ライ スト ドン 6 BM6 (シル バニ ヤマ 製 ) の 電子 ア 
ドミ タン ス を , 電流 を 下げ ば て 空間 電荷 効果 を 少な くし て 測 開 
し た 結果 に よれ ば , 理論 的 検討 の 結果 が 裏付け られ た と 述べ 
で て いる - (末松 委員 ) 
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td Quadrupole 増幅 器 


A.E. Siegman : “Th DC Pumped Quadrupole 
Amplifier—A Wave Analysis”, I.R.E., 48, 10 
sp 1750, (Oct. 1960). 大 越 孝 敬 訳 [資料 番号 5259 
Gordon, Buchsbaum, Feinstein ら に よっ て 提案 され た 
直流 励 振 形 の Quadrupole 増幅 器 の 解析 で ある . これ は 思 
想 的 に は . Adler 形 の パラ メト リッ ク 増 幅 器 か ら 派 生 し た も 
の で , ボン プ 波 (高周波) で 励 振 を 与え る 代わ り に , Quad.- 
rupole た 段階 的 か ち ぁ ある い は 連続 的 な "ひね り ^" を 与え る も の 
で ある . 増幅 は いわ ゆる Slow Cyclotron 波 と Fast Cyclo- 
tron 波 の 間 の 結合 に よっ て 起こ と り , DC 電界 と の 間 に は エネ 
Electron Beam 


i 


Input PumpVoitage Output 


|Beaw QUADRUPOLE | | BEAM 
COUPLER | SECTION H coUPLER 


Magnetic Field B。 
図 & 


100 お よび 256 素子 の 陰極 線 ス イッ チ 管 
R. Kalibjian and G.F. Smith : “Cathode-Ray 
5 Switch Tubes with 100 and 256 Elements”, 
i Trans. I.R.E., ED-], 4, p189, (Oct. 1960). 
= 小田川 喜一 郎 訳 [資料 番号 5260] 

ビー ム ス イ ッ チ 管 は 従来 も 数 種類 発表 され て いる が , と 
で は 100 お よび 256 素子 を も つ ス イッ チ 管 に つい て 設計 理論 
や 構造 特性 な ど を 記し て ある . スイ ッ チ 管 は 多数 の チャ ネ 
< から 信号 を 選び 出す の に 使用 ざさ れる. また , と の スイ ッ チ 
管 を 用 いて 計算 機 の フェ ライ トコ ア の マト リク ス を や 。 エレ ケ 
FP ル ミネ セン ト 表 示 板 の 水平 , "垂直 の マト リク タス な ど に 信 
号 を 供給 する と と が で きる . 
管 の 構造 を 図 1 に 示す. ビー ム ス イ ッ チ 管 ば , 人 簡単 な 定 電 


| 流 分 配 喘 で あり , 電子 ビー ム は ター ゲッ ト 内 の 任意 の 素子 へ 


SECOND ANOOE 3 & 
0 A eat 


go 


図 1 険 極 線 ス イッ チ 管 の 構造 


静 電 的 た 偏向 され る . サ プ レ ッ サ マ スク は , ター ゲッ ト に 比 
べ て で て 負 の 電位 に 保 た れ て お り , ター ゲッ ト か ら の 一 次 電子 の 


| 后 分 布 を 防止 し て いる . グリ ッ ド を 変調 し て ビー ム 電流 を 変 


化 じ た り , も どり の 期間 カッ ト オ フ し た り で きる . 
設計 に 当っ て は 低い 電圧 を 用 いて , で きる だ け 小 さい スポ 
ッ ト で 大 き な ビ ー ム 電流 を 得る と と を 目標 と し た . ある ビー 


(102) 


. その 意味 で 原理 的 に は 速度 跳躍 増幅 管 に 類 
る パラ メトリック 
全体 の 構造 を 図 1 


ル ギ 授 受 が な い ' 
似 し て お おり, 良く 使わ れる 「 直 流 盛 振 に ょ 
増幅 器 」 な る 名 称 は 誤解 を まね きやすい . 
に 示す . 

まず , ① 小 信号 理論 , ② 増幅 度 が ある 程度 より 小さ い , 人 等 
二 , 三 の 仮 定 の も と に 波動 的 な 取扱 い に よ る 解析 を 行ない , 
増幅 度 の 理論 式 を 導く と 同時 に その 機構 を 明らか に し た . 詩 
算 の 結果 に よれ ば 増 編 度 G Rt は 


G=A+8. 6 [dB] 


で 与え られ る . (4: ers 7=e/m, @。: サイ クモ 
ト r ン 角 周 波数 , ue。 : 電子 流 直 流速 度 , K : Quadrupole に 
与え られ る 直流 電位 差 に 比例 する 量 , 選 : Quadrupole の 藤 
さき ) 4 は 入力 ビー ム 結 合 器 を 良く 設計 すれ ば 0 に で きる が 
一 般 に は 負 の 値 と な る . 

論文 の 後半 で は 設計 数 値 例 が 示さ れ , また 本 増幅 器 の 一 変 
形 で 雑音 変換 器 に 使え る 装置 に つい て 述べ られ て いる . さら 
に 雑音 の 問題 に 言及 し , この 機器 は 通常 の Slow Wave 増 
四 器 な み の 雑 音 特性 し か 持っ て いな い が , Cyclotron 波 の 雑 
音 に 対し て は 有効 な 軽減 法 が 別途 に 考え られ る の で , その 点 
で も 持 来 性 が ある こと が 述べ られ て いる (秋山 委員 ) 


ム 電 流 に 対し て スポ ボット の 大 き さ は 補間 電荷 に よる 広がり 
偏向 に よる ぼけ , 集束 レン ズ の 収差 , クビ ドス オー バ の 大 きき 
お よび 捧 大 率 な ど に より 決定 され る . また クス オー ババ の 大 
き さ は 電子 銃 の 寸法 , 空間 電荷 , 初速 度 分 散 な ど に より 決め 
られ る . 

集束 レン ズ と ター ゲッ ト 面 の 間 の 領域 に お いて , 空間 電荷 
と 偏向 に よる ぼけ を 考慮 し て 計算 を 行ない , 最大 電流 を 得る 
た め に は , な る べく 菅 の 寸法 を 小さ くし た 方 が よい こと が 示 
され て いる . し か し 多数 の 取り 出し 線 を も っ た ター ゲッ ト 部 
の 構 和 壮 や 。 クス オー バ の 寸法 が 有限 で ある と こと な どか ら , 
実際 の 管 は ある 程度 より も 小さ く は で き な い . 

ター ゲッ ト 部 は 0.12 イン チ 間 隔 で , 縦横 10 本 ずつ 合計 100 
本 の 出力 端子 を も っ た も の と , 0.075 イン チ 間 隔 で 縦横 16 宋 
ずっ 合計 256 本 の 出力 端子 を も っ た も の が つく られ た ( 図 2 


図 2 256 端子 の スチ ム 


と れ ら の 端子 は コパ ー ル で で き て お り , その 管内 側 に は 各 要 
索 ご と に アル ミニ ウム の 小さ な ター ゲッ ト が 蒸 落 され て い 


RR RE RE 


る 、 管 径 は 両方 と も 2/。 イン チ で , 管長 は 前 者 が 9 イン チ , 
後者 が 11 イン チ で あり , 加速 電圧 は 2kV で , 最大 出力 電 
流 は 前 者 が 3mA, 後者 が 0.75mA で ある . “1 

GR 委員 ) 
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集束 形 ピ アス 電子 銃 の グリ ッ ド レン ズ 効 果 

D.W. Shipley : “The Grid Lens Effect in 
Convergent Pierce Guns”, Trans. I.R.E., ED-7], 
54, p 195,(Oct. 1960). 川村 光男 訳 [資料 番号 5261] ミ 

普通 の 集束 形 Pierce 電子 銃 で は , 陽極 孔 の た め に 陰極 陽 
極 間 の 電位 分 布 が 理想 的 な Langmuir 電位 分 布 よ り 小 さい 
値 と な る . 隆 極 近傍 の 電位 分 布 を Langmuir 分 布 に お さえ る 
こめ に , 陰極 近傍 に 等 電位 線 に 浴 っ て 球状 の メッ シュ ・ グ ゲ グリ 
ッ ド を 設け る こと でき る. いま と の グリ ッ ド の 電位 を その 
位置 に 相当 する Langmuir 電位 と する な ら ば , と の グリ ッ ド 
の 両側 の 電位 傾 度 が 互 に 異な る か ら 各 メッ シュ 素子 が ボー つの 
放 志 ンズ と がり 実際 の 電子 江 が どれ に よっ て 変 欄 を 逐 
ける . 本 論文 は この よう な メッ シュ ・ グ リッ ド が が 存在 する 場 
合 の 電子 和 道 を Cutler-Hines の 理論 を 拡張 し て 理論 的 に 計 


算 し , その グリ ッ ド ・ レ ンズ 効果 を 論じ た だ たせ の で ある . 電子 
軌道 の 計算 は 二 つ に 分 か れ , まず 電子 が グリッ ド を 通っ た と 
き に 受け る 軌道 の まがり , すなわち 焦点 距離 を Davisson き = 
Calbick の 式 を 作っ て 計算 する . つぎ に と の よう に グリ ラド 
の 位置 で じょう 乱 さ れ た 電子 が 理想 ビー ム の 流れ の 中 を 動 で 
と き の 電 子 軌 道 の 変化 を , Cutler-Hines の 理論 を 用 い て 計 
算 し て ある . グリ ッ ド レン ズ は 発 前 レン ズ で ある か ら 」 陽極 
たり 先 の 任 鶴 の 位置 で の アリ ラド 
層 流 の 場合 より 大 きく な り , し た が っ て 電流 分 布 古 理想 ビー 
ム の 場合 と は 異な る . 本 論文 の 後半 は 各 グ リッ ド ・ レ ンズ の 
効果 を 軍 ね 合わ せる と と に よっ て 電流 分 布 を 計 筑 する 方 法 記 

つい て 六 べ , 最後 に 具体 的 な 電子 鉱 設 計 の 例 を あぁ あげ て グリ ラッ 
ド ・ レ ンズ の 効果 が 電流 密度 分 布 に 及 ! ます 影響 に つい て 述べ 
て いる . (末松 委員 ) 


電位 最小 面 の 高周波 雑音 へ の 影響 

J.R. Whinnery : “High Frequency Effects of 
= the Potential Minimum on Notse”, Trans. I.R. 
EED-7。 4 p 218, (Oct. 1960)。 小山 次 郎 訳 
ミ [資料 番号 5262] 

"電子 ビー ム を 使用 する マイ ク ァ ャ 波 管 て た と えば 進行 波 管 う 

の 雑音 源 の 特性 を 明らか に する た め , カソード 近傍 の 電子 流 
中 の 雑音 が 多く の 研究 者 に よっ て 理論 的 に 解析 され て きた . 
し か し この 部 分 の 電位 分 布 は きわ め て 複雑 で , し か も 電子 は 
熱 的 な 速 護 分 布 を も っ て いる の で . 研究 者 に よっ て それ ぞ れ 
異な る 仮定 の も と に 解析 が 行なわ れ , し た が っ て 得 ら れ た 結 
果 ゃ も 多少 培い が ある . と の 論文 で は 比較 的 簡単 な 仮定 の も と 
に , 空間 電荷 制限 状態 に ある カソード 近傍 の 電位 が ショ ッ ト 
雑音 に どの よう に 影響 する か を 解析 し た . 

と の 解析 で 使用 し た 手法 は , まず 雑音 の 原因 と な る 電子 群 
が ある 速度 で カソード を 出発 し , 電位 最小 面 を 通り ケア ノード 
に 向かう 間 に , 他 の 定常 な 電子 流 の 内 臨界 速度 の 電子 (電位 
最少 面 を や っ と 通過 で きる 速度 の 電子 〕 に お よ ぼ す 影響 お よ 
び , その ご 次 的 影響 を 計算 し て , 最初 の じょう 乱 電 子 に よっ 
て 起 と る 補償 電流 の 時間 的 変化 を 算出 し た . これ に よっ て 電 


3 


it 
a i 


ゲル マニ ウム の 表面 トラ ッ プ と 雑音 の 関係 

L.S. Sochava and D.N. Mirlin; “The Rela- 
tionship between Ezcess Noise in Germanium 
Eand Surface Traps”’, Soviet Phys:.-Solid State, 2, 
ミ 1, p18, (July 1960). 

ホー ル 一 起 電力 探 針 の 電圧 感度 に つい て 

V.V. Galavanov ; ‘““‘The Voltage Sensitivity 
sof Hall-EMF Probes’, p 55, 阿部 訳 [資料 


第 1 の 論文 
ゲル マニ ウム の 過剰 雑音 に つい て は _ McWhorter ら の 理 


論 お よび 実験 が ある が , 本 論文 で は この モデ ル を 電場 効果 の 


局 厳 数 特 伺 と 過 穫 雑 斉 の スペ クト ラム を 同じ 試料 に つい て 比 


較 検 討 を 行 な I 
規格 化 さ れ た 渦 午 雑音 強度 スペ クト ラム は 


の cn 


位 最 小 面 を 通過 する 全 雑 音 電流 (最初 の じょう 乱 電 子 に ょ る 
雑音 電流 と 補償 電流 を 加え た も の ) の 周波 数 特性 を 求め , 従 
来 の 結果 と 比較 する の に 用 いた 


お も な る 結論 は つぎ の よう な も の で ある . 


・ と の 解析 に よっ て 得 ら れ な だ 


) 臨界 速度 の 電子 に よる じょう 乱 だ け を 考察 し て も で 


の 雑音 現象 を 相当 よく 説明 で きる .(② アノ ー ド と カソード 層 
が 無限 大 の と き は , 外部 回 路 が 高周波 的 に 短絡 され て ゃ も 開放 
され て る も 同じ 結果 が 得 ら れる. (3) Tien-Moshmanr に よう っ 
て 得 ら れ た 雑音 電流 の 周波 数 特性 に 現われ る いわ ゆる Tien- 
Dip は , か れ ら が カソード と アノ ー ド 間隔 が 有限 で 短絡 きれ 
て いる た め に 現われ た も の と 考え る と こと が できる. アグ ー ド 


と カソード 間 が 有限 の 場合 は 雑音 電流 の 周波 数 特 性 に 周期 的 衣 


変動 が 現われ る と と か ら , この と と が が 推定 で きる . (④) カッ 
ー ド へ 引 返 し て し まう 電子 は その 往復 に 要する 時 間 が +/# サ イ 
クル に な る と 重要 な 影響 を お よ ぼ す . 

以上 の 理論 は 上 の 計算 に 用 いた 平行 平板 電極 の 場合 だ け で 


な く , M 形 電子 銃 の 雑音 へ また は 新しい 雑音 の 低減 方 法 な ど 


を 考え る 場合 に 役立っ つっ. そし て 一 層 正 確 な 計算 と 実験 と に よ 


っ て , さら に 妥当 な カソード 近 億 の モデ ル を 作り 出す と と が 7 


必要 で ある . (沢山 委員 ) う ヽ 
と か ける が , と ょ で ヵ <1 で ある . と の と き 緩 和 時 間 分 布 密 


度 は , (dr=const. a 


と な る 一 方 GG) の 区 間 に こわ た る 緩和 時 間 領域 が 存在 すす 


る 場合 の 電場 効果 周波 数 特 任 は , 分 布 密度 が gC) の と き , 


sr / 
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te | " 力 で あり , uz は 電子 の 提 動 度 で ある .「 て ドナ ー 形 不純 物 を 含 
Re | 隊 Tio: む 場 合 ) Ge, InAs、InSb に 関す る デ タ ー を つぎ に 示す . 
で 与え られ る Mt ル で は 9g:(*) と g(r) と は 同じ 表 1 
て の で な けれ ば な ら な い . 実際 の 実験 と 理論 の 比較 は な , 図 1, ーー 
図 2 の ご と く で 両者 の 対応 は な く 。 沿 弄 好 音 は Me Whor。 egau | [mmew? i 2 ty a hes bee 
ter の モデ ル で は 説明 で き な い こと が 示さ れ て いる . - hn ーー 
Ge ss 2 9.7.10s. EN 1.25 - 10*| 1.3 - Jos| S00 360 | 13 175 
a 
inAs , ,| 80 Fix 1414-10%|32.10 23%0 25000 | 00086 | 93 
で ぁ 
nSb . .| 490 に 10%. x 4-10% |28.107 26 | e000 | 000| ts 
se 


第 2 の 論文 
ホー ル 起 電力 探 針 の 電圧 感度 7 は, 


7= a =R;jd-10VJ/oersted 


で 定義 され る . と こと こ で jj は 探 針 を 流れ る 電流 密度 (amp/cm?*), 
は 探 針 の 幅 (ホー ル 電 極 間 距 離 ) で R は ホー ル 係数 で あ 
る 所 で ホー ル 起 電力 が 大 き な 温 度 依存 性 を も っ と き に は そ 
| の 補償 は 容 易 で な く , 磁場 測定 に 用 いる 場合 に は 温度 係数 と 


最大 感度 の 両方 を 考 上 載 し た 探 針 を 選ぶ ぶ 必 要 が ある . 探 針 の 温 
| 度 変化 に よる 許し うる ホー ル 起 電力 の 変化 を 仮定 し 
Vasa(T)— VmaxCT) _ R(To)— RE =1—e, 


Vas RCTo) 
i る と , ボホール 係 数 の mixed conduction 領域 に お ける 
| 理論 式 か ら 不 純 物 濃 度 の 最小 値 が 次 式 で 決定 で きる . 
2 ヵ 7;(T) 


4 
DT 


"0 


I TA 
i i 
補 A 

Nai 
b; 0 A : eonst. 
3 に 関し じ て は , 


" 1= VAuR,,P,,* d10°*V/oersted. 
の 形 の 方 が 便利 で ある . 過 =24 ajt は , 探 針 の 最大 消費 電 


注入 に よる 悪 輸送 

2 VI. Stafeev; ‘Jnjection Heat Transfer”*', So- 
viet Phys.-Solid State 2, 3, p 406, (Sept. 1960). 
pn 寛 沢 [資料 番号 5264] 


F 


| 合 の 種々 の 条件 の 4 と や ペル = ェ 効 果 が 発生 する メカ ニ 

半 ム を 検討 し た も の で ある . 順 方 向 に 電流 が 流れ る と き 半 吉 
林 と 金属 と の 接 衣 の うち 一 方 で は ホー ル の , また 他方 で は 電 
子 発生 が み ら れ , この 接触 間 で は 両者 の 再 結 合 が 行なわ れ 


= が うっ で て こと の よう な ダイ オー ド で 順 方 向 に 電流 が 迎 る と き 


以上 の ほか , 本 号 の 半 導 関 係 の 論文 と し て 特徴 の あぁ る も の 
を 取り 上 ば げ る と , まず 第 1 に CdTe で 作っ た ヵ ゎ -? 接合 
photocell や ⑦ に つい て その V-Z 特性 , 太 吐 電 池 と し て の 
エネ ル ギ 変 換 能 率 (4 , 紫外 線 , X 線 に 対す る 感度 の す 
ぐれ て いる と と が の べら れ て いる . また As:Ses-As:Te; の 系 
の が ガラ ス 状 半 導体 の 本 性 と 活性 化 テ ネル ギ に 関す る 論文 , 低 
温め に お ける ゲル マニ ウム の thermal-expansion 係数 が 貧 
に な る と いう anomalous な 温度 依存 性 に 関す る 実験 (< 
48°K), ZnSe-CdSe 系 に つい て その 組成 に よっ て 結 品 が 
Zinc blend 形 か ら Wurtzite 形 に 構造 変化 を お こし て 行く 
と き の 内 部 光電 効果 の スペ クト ラム 分 布 , 格子 定数 。 エ ネル 
ギ ギ ャ ッ プ の 変化 の 実験 考察 等 が あり , 実に 広い 領域 に わた 
っ て 落 実 な 研究 が す ぇ > め ら れ て いる こと が 良く わか る . 


(1) Yu.A, Vodakov, G.A. Lomakina, G.P. Naumor, and “ 


Yu. P. Maslakovets; “A pn junction photocell mode 
of cadmium telluride.” p 1~ 

(2) Yu.A. Vodakov, G.A. Lamakina, G.P. Naumov, and 
Yu.P,. Maslakovets; ‘'‘Properties of pn junctions in 
cadmium telluride photocells”. 

(3) B.T. Kolomiets and V.P. Pozdnev; “Vitreous Semi- 
conductors. 7. Viscosity of vitreous semiconductors of 
the AssSey-As2Te, system"". 

(4) S.I. Novikova; “Thermal expansion of germanjum 
at low temperatures"". 

(5) B.T. Kolomiets and Chun-min gLin; “spectral distri- 
bution of the internal photoelectric effect in the ZnSe- 


CaSe System”. (三宅 , 阿部 , 垂井 委員 ) 


出 が お こる. 放出 され る エネ ル ギ Q,。 は 。 
Qp=E,—-aVet+A4kT+aVs 
=E,+ E+4kT+aV, 


で , と いで ST 


=AT in 本 FkT ln 


mm 
Es=kT i 3 kT ln—, 
27 mkT 
ーー 


m=2( 


Na.Np : ホー ル 領 城 の アタ セ プ タ , 電子 領域 の ドナ ー 江 度 ! 


mn が 有効 ホー ル , 電子 質量 お よび 自由 電子 質量 . 


で ある . ER SR Pe 
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な ら ば ヵ っ 2 ヵ 接合 で 冷却 が 起こ る わけ で ある . 
= ェ 係数, 微分 熱 起 電力 «が 


これから ペル チ 


z= = 
各 接 触 に お ける キャ 

リプ の 答 送 と 再 結 合 
を 考慮 する と , dL 
<0.5 の ダイ オー ド 

E> 1 の FA 
オォ オード に 比べ て 燈 は 
逆 方 向 に 輸送 され る 
と と が わか り , dL 
>1 で は 順 方 向 電流 
は , 金属 接触 を 准 
却 , か - ヵ 接合 を 熱 す 
る が 2/L«<1 で は 
か - ヵ 接合 は 冷 さ れ 
金属 接触 は あたため 
られ る また.N』> 
の 場 信 記 は , 電 
流 は ホール 成分 の み 
まこ 
の と き ヵ - 領 域 の 冷 
却 と zr-M 接触 で の 熱 の 放出 が み ら れ る . 
も と で の 温度 差 の 最大 値 を ゲ ダル マニ ウツ ム に と っ て みる と , 

4 T=6=0.4Q(Q, Watt の 単位 となり, と き A で Q。 
は , Mr- ヵ 接触 以外 か ら 計 こと び 込ま れ た 熱 で ある . し た が っ 
で て で ゲル マニ ウム シリ コン の よう な 高い 熱 伝導 を も つも の で 
は 冷却 系 と し て の 実用 性 は な い が , 材料 を 適当 に 探す こと に 
より 十分 実用 に 供 さ れる も の と な ろう . その 他 注 目 す べき 半 
導体 関係 の 論文 と し て は , TlsSe の ・As。 (Se,Te)。 系 の ホー 
ル 効 果 に 関す る 論文 , 遷移 金属 の 合金 半導体 に 関す る 基本 
的 な 論文 , 磁場 の ある 場合 の 半導体 に お ける プラ ズ マ の 理 
論 」 ゲ グル ゆ や マニ ウム 単 結 品 か ら の 一 次 電子 放射 と 電子 の 弾性 
反射 に 関す る 論文 等 誰 あ る . 


分 子 単 結晶 の 形状 
D.H. Renker and P.H. Gell : “Morphology of 
Polymer Single Crystal,” J.A-Phys. 31, 11, 
sp 1916, (Nov. 1960). 小林 駿介 訳 [資料 番号 5265] 
Polyethylene, お よび polyoxymethlene の 結晶 を , 各々 
tetrachlorethylene, お よび dimethyl phthalate を 溶媒 と 


と し で て で それぞれ 写ら ちら れる. 
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(1) は , 電流 キャ リ プア 易 動 度 の 考え 方 を vitreous semi- 
conductor に 適用 する と き に は , その 伝導 メカ ニ ズ 六 が ば ラ 
きり し て いな いた め は に 注意 を 要 し , も し , 不純物 伝 導 を 無視 
する と する と , 結晶 半導体 の 真性 伝導 と の 類似 が ※ き で ホホ 潜 
ル 効 果 か ら 得 た 易 動 度 は 実は 易 動 度 の 差 と な る と と が 指摘 き 
れれ て いる . 


⑤⑫) は て この 系 に お ける 半導体 phase を 
形 造る 2 つの 磁界 条件 を 示し て いる . 1 つっ は 遅 移 金属 原子 の 
d- 電 子 の エネ ル ギ ス ペク トラ ム の 変化 の 可能 性 と 結び つく 
RR 第 を は 合金 内 で 金属 | 京子 が ハイ プリ ッ ド な ds か リボ ジ 


ド を 形 造る こと で これ を も と C8 信金 の 伝導 の 
性 質 を NiAs, NaCl, CrSis, Mo・Si。, FeS; 形 に 分 ば で 説 | 
朋 し て いる . 

(3) は , Green 関数 の 方 法 に よっ て 定常 磁場 中 に お ば げ る 非 
縮退 電子 プラ ズ マ の ふる まい を 記述 し て お り , プラ テラ ズ マ 振動 
の スペ クト ラム , 磁場 に よる 外部 電場 の スク リン へ の 影 技 等 
が 取り 扱わ れる . 

(4 の は , 入射 電子 の エネ ル ギ が 1~50eV に わた る slo 凍 
な 場合 の 二 次 電 子 放射 お よび 弾性 反射 を と りあ っ か っ た ちの | 
で , 単 結晶 で は フィ ルム の 場合 と 放射 の 性 質 が と と な る さ ご 

と , 二 次 電 子 放射 係数 は 一 次 電子 の エネ ル ギ に 対 セ て 微細 構 
造 を も っ て いる こと と , ンー 
が 8eV の 付近 で 最大 と な それ か ら 以 後 一 様 に お ちる こら 

と が 朋 ら か に され る . 


(1) B.T. Kolomiets and T.F. Nazarova ; “Hall effect ini 
vitreous materials of the Tl:Se, Ass(Se,Te)s system_ 
I.p 369~ 

(2) L.D. Dudkin ; “‘Crystal-chemical characteristics of 
semiconducting compounds of transition metals’”’, p, 
371. 

(3) V.L. Bonch-Bruevich and A.G. Mironov ; “On the' 
theory of electron plasma in a magnetic field.”, p 454. 

(4) A.R. Shul’'man and D.A. Ganichev ; “Secondary elecT 


tron emission and elastic reflection of electrons from. 


germanium single crystal at small electron energies”. 
p 495. 


(三宅 , 阿部 , 算 井 名 委員 ) 


し て , . 恭 発 法 に よっ て 作る と と が で きる . 
結晶 は 大 き さ 数 x で , 成長 の 様子 や 構造 は 
び , 電子 顕微 鏡 , 電子 回 折 で 調べ られ た . 
図 1 に polyethylene 結 品 の 光学 顕微 鏡像 を 示す , これ 也 
成長 速度 を 遅く し た 場合 で ピラ ミッ ド 形 を し て いる .. 遠 度 敬 
速く し た と き は 薄板 状 の も の が 重なっ た 形 で 得 ら れる .( 現 ) 


光学 顕微 鏡 お よ 
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2). と この よう な 成長 の 様式 の 解釈 と し て , 束 状 の 分 子 が 非 同 
一 平面 的 に 積み 重ね られ る 構造 を 提案 じ て い る . 


図 3 に polymethylene 結 品 が , ちせ ん 転位 を 中 心 と も つ 
渦巻 成長 を し た 例 を 示す .: (青木 委員 ) 


高 電 流 密 度 注 入 の 時 の ゲル マニ ウム お よび 

シリ コン トラ ンジ スタ の 散 射 お よび 熱 雑音 

B. Schneider and M.J.O. Strutt : “Shot and 
Thernmal Noise in Germanium and Silicon Tran- 
sistors at High-level Current Injection”, I.R.E. 
= 48,10, p 1731, (Oct. 1960). 垂井 忠明 訳 [資料 番号 
ミ 5266] 

ゲル マニ ウツ ム お だ お よび シリ コン トラ ンジ スタ , ある い は ダイ 
オー ド の 散 射 お よび 熱 雑 音 は , 小 電流 密度 に お いて は 理論 と 
実験 の 良い 一 致 が 見 られ る. (M.J.O. Strutt 一 派 と Van 
der Ziel の 論文 ).。 ダイ オー ド の 平均 自 乗 雑音 電流 は 


js=[4AATRAY)—201]4 f G1) 
ドラ ンジ スタ で は 雑音 指数 F は 
a 2 
TRR=2 I tl 2 gplRs+Z (2) 
た 


シリ コン の 場合 は 散 射 雑音 の 項 (第 二 項 ) を ある 係数 m で 割 
ら ね ば な ら ぬ .。 (これ は 空乏 層 h で の キャ リア の 生成 - 再 結合 の 
影響 に よる.) 

し か る に 高 電 流 密度 の 場合 の トラ ンジ スタ 雑音 を 実測 し て 
児 る と , 低 周波 に お いて は 式 (2) より 求まる 雑音 指数 と 良く 
一 致す る が , 高周波 で は 実際 の 方 が 相当 に 大 き な 雑音 と な っ 
て いろ る . と の 理論 と の 喰い 違い は 高 レ ベル 注入 で の 雑音 理論 

の 不備 と ム う より も 低 周波 で よく 一 致す る と ころ から 見 て , 
主 と じ て 高 電 流 レベ ル 注 入 で の 接合 部 の 等 価 回 路 が 間違っ て 
る た め と 考 を た. 事 峰 ダイ オー ド に お いて 高 レ ベル で は 誘 
痢 性 に な ちご と が 知ら ち れ て いる . し か し , 高 電 流 レベ ル で の 
| 接合 部 の 等 価 回 路 の 
完全 な 理論 的 導出 は 
な い . 幸い 対称 接合 
の 場合 ピ モ つ いて , E. 
| Spenke の も の が あ 
る の で これ を 一 般 
の 非対称 ダイ オー ド 
だ 付き 拡張 し 図 1 の よう な 等 価 回 路 を 導い た . この 等 価 回 路 
の 示す イン ビー ダン ス は 実際 の (試験 用 ) ダイ オー ド を 非常 
に よく 説明 で きた . 
CA MND NR he 
3 拡散 形 Si お よび Ge ダイ オー ド の 
= _ な だ れ 破 壊 電圧 
¢ し D. Root, D.P. Lieb and B. Jackson : “Ava- 


: lanche Breakdown Voltage of Diffused Silicon § 


and Germanium Diodes”, Trans. I.R.E. ED-7, 

4。 p 257, (Oct. 1960). 山口 率 夫 訳 [資料 番号 5267] 
* | だ れ 破 才 電 圧 Vs は 。 少 し 電圧 を 増し た ら 急 激 に 電流 が 
MnF tHE る . その 条件 は | T aCE) dz=1 
| で ちえ られ %. «(EE) は イオ ン 化 率 で 電界 の 関数 で ある . 
有 2,・z/ は 空間 電 某 領 城 の 境界 で ある. と の 論文 で は , Si I に 


| つぐ て は McKay の デー タ ゆ の ( 正 孔 と 電子 の イオ ォ ン 化 率 を 等 
| いと 仮定 し て いる ) Ge で は Mitar: の デー る を 用 いて 


そこ と で こと の 等 価 回 路 を も と と し 接合 部 ( 図 1 の R;,C)) に 
つき 式 1) が 成立 する と し て の 雑音 抵抗 の 計算 と その 実測 と 
の 比較 を 図 2 に 示す . 低 周 波 で の プレ は フリ ッ カ に よる と 見 


られ 記 く 一 致し て いる . つぎ に トラ ンジ スタ の 接合 部 に つい 
て も 高 電 流 レベ ル で 同様 な 等 価 回 路 が 成立 つと し て 雑音 指 炒 
を 求め 実験 と 比較 し た と ころ, 高周波 に お いて も る も 今 ま で より 
も 非常 に 良い 一 致 を 見 た . 図 3 の ご と く で 点 が 実測 , 線 が 計 
算 で ある . (な お こと の 高 レ ベル 等 価 回 路 の 各 素 子 の 値 は アナ 
コン を 用 い 実測 の アド ミタ ンス 値 と よく 合う よう に 定め た と 
いう .) 


いる . 

不純 物 を 拡散 させ る と き の 条 件 が 定 ま れ ば , Gauss の 誤差 
関数 を 用 いて ダイ オー ド の 不純 物 分 布 CCzx) が わか る . し た が 
っ て ポア ソン の 方 程 式 を 解い て (z) が 知れ る ( 図 1 う . «(E) 
は McKay, Miller の デー タ に より わか っ て いる か ら , 上 の 
積分 を 行か な うこ と が で き て 。 その 値 が 1 に な る よう に 正しい 
を の 値 を 選べ ば Vus が 決定 で きる . 

上 の 過程 を を その まま 計算 する の は 相当 複雑 な の で , 傾 倖 形 
接合 の 場合 に 近似 し て 、 IBM-650 計算 機 を 用 いて 実際 た 解 


き , 種々 の 拡散 パラ メー タ 々 の 値 に 対し て , Va』 の 値 を 直読 で 


きる よう に グラ フ に 示し て いる て 一 例 と し て 図 2) と と で XN。 
は 人 母体 の 不純 物 濃度 , xz。 は 捧 散 の 深き さ , C。 は 表面 で の 不純 
物 注 度 . 


* 
計 (106) 


A VOLTS (RMS VALUES) 60CP§ AT 25C 
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と の 論文 は 全く 理論 的 な 取扱 い を 示し て いる も の で , 実験 (1) K.G. McKay : Phys. Rev. 94, p 877, (1954). 
と どの 程度 一 致す る か に は 全く ふく れ て いな が , 興味 深い . (2) S.L. Miller : Phys, Rev. 105, p. 1246 (1947). 


Ca) 


WA- AVALANCAE BREAKDOWM VOLTAGE ( VOLTS) 


= 


る . 信頼 度 に 関し て は 図 2①, 図 3① に 電圧 と 温度 の 故障 率 
に 及ぼ す 影 響 が 示さ れ て いる . 


Ta コン デン サ に 関す る シン ボ ジ ウ ム 
W.M. Allison, et al. : “Symposium on Tan- 


talum Capacitors”’, Trans. I.R.E., CP-1, 3, p 表 1 
= 88, (Sept. 0 佐々 木 再 訳 [資料 番号 5786] Frequency Derating Temp Derating 
in cps | Factro (“EC | Factor 


120 0.655 0.865 
間 和 ジン の 暫 朱 で 。 一 和 MU 司 提 上 あお て た る 00 OE 0 
事項 が 多々 丸 べら れ て いる : Ta コン デン サ に は , (1 邊 形 10000 0.034 1 


Ta 電解 コン デン サ , (2) 湿式 焼 結 Ta 電解 コンデンサ , (3) 
固体 Ta 電解 コン デン サ の 3 形式 が ある . 最高 使用 電圧 は 秒 
形 が 150V で 最高 , 静 電 容 量 は 固体 形 が キ 5 久 まで 可能 で 
あり , 最高 使用 温度 は いずれ ゃ も 125°C まで で ある が 固体 形 は 
さら に 期待 し 得る . 寸法 は 湿式 焼 結 形 の 能率 が 最も 良い . 

条 形 Ta 電解 コン デン サ は 巻 回 構造 を 持ち , 長 時 間 使用 し 
て も Tg 酸化 物 誘電 体 は 電解 液 た 不動 で あっ て , ケー ス 密 封 
材 に お いて 透 や 拡散 に よる 電解 液 の 損失 が な い 限り 長寿 命 
人 が 保証 で きる . 脈動 電圧 許容 値 は 図 ! ポ よび 表 1 を 利用 し て 
来 め , 高 信頼 度 が 要求 され る 場合 に は 得 ら れ た 値 を 0.3 倍 す 


10000 
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= 
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FAILURE RATE IN PERCENT, PER IDO0 HOURS 


. PERCENT, OF 85"C FATLURE' RATE 


計 ミ 
A 
由 吾 
{00E—p= 
洋洋 ee 6 
世 有 る 860] G8 146 
EE TEMPERATURE IN DEGREES CENTIGRADE 
LE 20 50 00 O40 
PERCENT, OF RATED YOUTAGE AT 85T 図 3 
= ミミ si 2 
er 
HH HH 湿式 焼 結 Ta 電解 コン デン サ は 漏れ 電流 は 最も 少な く , 1 


年 間 無 電圧 で 室温 放置 後 定格 電 を 印加 し , 漏れ が 規格 値 以 
下 に な る に は 0 秒 を 要する に 過ぎ な い .、 逆 電圧 に 弱く , 無極 
柱 の いわ ゆる 背面 合わ せ 構 造 の も の は 使用 に 耐え な い . 散 障 


ーー 


CE 


NE IN OS 
図 1 Maximum Permissible ac Voltage (rms) 
- 
(107) 
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VARIATION OF FAILURE RATE IN (PER CENT) 


= 


CIRCUIT EE (onMs/voLTs) 
図 4 
は 電解 液 中 の 揮発 成分 が ケー ス 密 封 部 を 通し て 蒸発 する た め 


の 劣化 に よる こと が 多い . 図 2②. 図 3②⑨ た 印加 電圧 な よび 
温度 の 故障 率 及 ぼ す 影響 を 示す . 

固体 Ta 電解 コン デン ザ は 金属 ケー ス に 組込ま れ , 最も 適 
酷 な 使用 条件 に 耐え, 宏 定 度 極 め て 高く 紙 ・ ポ リエ ステ ルル 
等 他 の 静 電 的 コン デン サ に 比肩 し 得る . 静 電 客 量 の 温度 係数 
は 大 体 1500 x 10*PC(6 V.WV で は 300x10* ア FC) で 上 
列 抵 抗 分 が 他 の 二 者 の ご と く 低 温 域 で 増加 し な い . 無 電圧 で 
125°C に 数 千 時 間 放 置 し て も 悪影響 の あぁ る 変化 は 見 られ な いい. 
逆 電 圧電 流 に 対し て も 強く , 無極 性 構造 の も の に 一 方 向 の み 
に 定格 電圧 を 加え , ある い は 一 定時 間 ご と に そ の 電圧 極性 を 
反転 し て も 特に 目立つ 劣化 は 見 られ な い 。 ペル ス に 対し て ば 
リー ド 線 等 の イン ダク タン ス の 影響 も あり , 許容 サー ジ 電 正 
値 を 可 分 越え て も 良い よう で ある が 詳し い 解答 は 得難い . 信 
頼 度 に 関し て は 図 2⑨, 図 3③⑨ に 示す 通り で ある が , 特に 回 
路 の 直列 抵抗 値 に ょ っ て 故障 率 が 変化 する か ら 故障 率 の 推定 


コン デン サ の 漏れ 抵抗 測定 に お ける 
過渡 現象 の 影響 に つい て 
R. W. France: “The Transient Effect in 
Capacitor Leakage Resistance Measurements™", 
. 1960). 


TTT 


. a ? ? ’ 


ミ 佐々 木 和 責 訳 [資料 番号 5269] 

近 時 ユン デン サ 使 用 に [ 際 し , 時 間 の 関数 と し て の 漏れ 抵抗 
の 値 を 考慮 する 必要 が 起 っ て 来 た . し か し 従来 の デー タ は 以 
下 に 述べ る 理由 か ら 必 ず し ゃ 信頼 で きる も の で は な い 。 す な 
わ ち 誘電 体 吸収 等 を 老 え な い 場合 に だ お いて も , メー タ 々 の 入力 
抵抗 値 が 大 きい と 過渡 現象 を 起こ すか ら で あ る . 
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Es;=test potential 
C=Capacitance of test capacitor 
Ry = meter input resistance 
Ry=insulation resistance of test capacitor 
Eg= Ell-e—TIR Mc) 
図 1 コン デン サ の 細 縁 抵抗 測定 回 路 


| 通常 図 1 の よう な 回 路 で 測定 され , 漏れ 電流 は 式 (1①) で 示 
され る . 


NS 
i Rut+kR: Ct 
じ か し 回 路 方 程 式 か ら 計 算 す る と 
A 
: Rit RRuCRy + RD TRM+RI/CRMR: 
(2) 


どなり 第 2 項 は 式 (1) で は 無視 され て いる . と の と き ュ コンデ 


ン サ の 端子 電圧 は 


E.= El1—s-T/RMC) (C33 


は 図 2, 図 3 よ り 得 られ た 値 を 図 4 で 修正 を せ ね ば な ら な い . 
(吉田 ( 金 ) 委 員 ) 
と な る . すなわち 端子 電圧 が 電源 電圧 と 等 じ く な る の は RjC 


の 数 倍 の 時 間 が 経っ て から で あ る . メー タ の 入力 抵抗 は 10* 
ー10“Q で ある か ら 1gF の ミン デン サ の 場合 時 定数 は 100 
ー1Xx10*sece と な り , え メータ の 入力 抵抗 に 対す る コマ デン ササ 
端子 電圧 の 変化 は 表 1 の よう に な る . 
表 1 メー タタ 入力 抵抗 の 絶縁 抵抗 測定 へ の 影響 
( 静 電 容 量 1 zxF) 


Ratie o: pacitance Voltage to 


Meter Input Re- Charging Voltage in Percent 


sistanec in Ohms harge Time Charge Time 
10 sec (percent) 2 min (percent) _ 


10s 9.52 69.9 

10° 1.00 8 

1010 0.103 1.20 

10u 0.0110 0.124 
10" 0.00112 0.0131 
103 0.000120 0.00133 
10% 0.0000130 0.000143 


回 路 の 時 定数 を 減ら す た め に 図る 2 の よう に し て 』 充電 後 s 
を 開け ば 1000 xF まで 1sec 以下 の 時 定数 故 端 子 電圧 の 謀 


差 は 少な く な る . こ の と き の 回 路 方 程 式 を 解く と 
EF 宮 
a py RE i TRMNI+RDICRMR, (4) 


と の 結果 、 逆 に 絶縁 抵抗 値 が 実際 より 高く 指示 され る . 


2 改良 きれ た 絶縁 抵抗 弄 定 回 路 


と れ ら の 現象 か ら 明 ら か な よう に 入力 抵抗 の 高い メー タ で 」 


大 容量 の ュ コンデンサ の 正しい 絶縁 抵抗 の 測定 は 不可 能 で あ 


(C108 ) 
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る . と の た る あめ 被 測 定 容量 と メー タ の 入力 抵抗 の 積 よ りな る 時 
定数 は , 測定 時 間 の 5 を 越え な いよ うに えら ぶ と と が 推奨 
され る . 本 法 に より 各種 コン デン サ を 種々 の 温度 に つい て 測 


定 し た と と ころ, テフロン が 最も 良い 絶 組 を 有 ず る と と が 分 か 
(吉田 ( 金 ) 答 員 う 


電子 機器 お よび 素子 に お よ ぼ す 核 放 射 の 

影響 に つい て の 研究 

E.T. Hunter, L.L. Kaplan and A.L: Long : 
“Signal Corps Studies of Nuclear Radiation 
Effects on Electronic Components and Materi- 
als”, Trans. I.R.E., MIL-4, p 419, (Oct. 1960). 
ミ 鬼塚 武郎 訳 [資料 番号 5270] 

核 放射 の 電子 機器 に お よ ぼ す 影 響 に つい て の 実験 結果 を 説 
朋 し て いる . 

こと の 問題 は つぎ の 順序 で 研究 さや な けれ ば な ら な い . 

(2) 種々 の 電子 機器 お よび 素子 に つい て , 核 放射 に 対す る 

感度 を 実験 に より 観測 する . 
(②) 核 放 射 の 影響 を 実験 室 で 再現 する . 
(3) 核 放 射 に より 機器 の 動作 が 妨害 され る 機構 を 研究 す 
る . 
( わ の 核 放 射 に 耐え うる 電子 素子 を 開発 する . 

と の 順序 に 従っ て , 最初 は 電子 機器 を 核 爆発 の 放射 線 に さ 
らし , その 受け た 影響 を 調査 し た が , と の 場合 は 永久 的 な 影 
鑑 し か 観測 不能 で あっ た . 

その 後 , Transient の 影響 を 観測 する 方 法 が 考 えら れ , 
Los Alamos Scientific Laboratory で , Godiva-IT と い 
う 述 放射 実験 装置 と 記録 装置 を 用 いて , パル ス 状 の 核 放射 が 
電子 素子 に お よ ぼ す 影響 を 測定 し た . 以下 に その 二 , 三 の 実 


験 結果 を 説明 する . 


TIME (MILLISECONDS)}) 


! 

(1) Ceramic pentode の 発振 出力 に お よ ぼ す 影 響 : 図 1 
で は 10kc の 発振 が Godiva pulse に より 500 gs の 間 停 止 
し , その 後 完全 に 回 復 す る まで 10 ms か か っ て いる . ほか の 
電子 管 に つい て も , 回 復 時 間 は 8 一 20 zs で ある. と の 記録 
は 高速 磁気 テー プ に よっ た -. 

(2) 4 種 の ゲル マニ ウツ ムタ トラ ンジ スタ の Z.。 に 対す る 影 
響 : 図 2 は 2N 537 の ご ど と き 落 い ベ ー ス 領域 を も っ た トラ ン 
ジス タ は ほとん ど 影 細 を 受け な い が , DAPT の ど と き 大 電力 
用 トラ ンジ スタ は か な り の 影響 を 受け る こと が わか る . MA- 
IDT」』 お よび 2N 601 は その 中 間 の 影響 を 受け る . と の 記録 
吾 磁 気 テ ー プ に よる も の で ある . 
(3) 炭素 皮膜 抵抗 に ちあ た える 影響 : Godiva pulse の 影 頃 
を 高速 磁気 テー プ に 記録 し た も の と , オシ r ス コー プ と ポー 
ライ ドカ メラ で 記録 し た も の を 示す : 
(4) フェ ライ ト 材 に お よ ぼ す 影 響 : 図 4 は Godiva pulse 


RR 
瓶 ill 


が フェ ライ ト の イン ダク タン ス に お よ ぼ す 影 繕 を 3 種 の 素子 
に つい て 観測 し た も の で ある . (中 山 委員 う ) 
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図 4 


(109) 


ラム で 行なわ れ , 


有 入 側 と 出口 側 を 取扱 
うぅ 装置 で ある . 入出 力 
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人 工 衛星 タイ ロス に 使用 され た 狭 帯域 
ビデ オデ テー ブル レコ ー ど 
Joseph A. Zenel : ‘Narrow-Bandwidth Video- 
s Tape Recorder Used in the Tiros Satellite”, J. 
ミ ESMPTE, 69, p818, (Nov. 1960). 横山 克哉 訳 
ミ [資料 番号 5271] 

打上 げに 成功 し た タイ ドス 1 号 術 星 に 措 載 され た ビデ オォ テ 
ー プ レコ ュ コーダ は 体積 ・ 宣 量 共に 制限 を 受け た 条件 で , 非常 な 
高 性 能 を 持つ テー プ 了 駆動 機構 を 有 し て いる . 取扱 われ た 信号 
は 2 秒間 で 走査 され る (500x500) 画素 の テレ ビ 画像 (帯域 
0~62.5kc) を 85kc の 搬送 波 で 変調 し た FM 信号 ( 黒 レ 
ペル 100kc 白 レ ベル 70 kc) で あり , 第 一 次 の 側帯 波 の 最高 
周波 数 が 充分 再生 され る よう に テー プ 速 度 を 50 in/sec に 選 
た ん で いる . 

再生 信号 の 時 間 軸 の 変動 は 瞬間 的 な 画素 の ずれ と 雑音 と の 
原因 と な る の で , テー プ ブ 駆 動 は 非常 に 消 ら か に 行なわ ち わ れ ね ば 
な ら ず 』 この ビデ オ テ ー プ レコ ー ダ で は , 図 に 示す よう な 特 
殊 な テー プ 了 駆動 機構 て により, フラ ッ タ を 0.5250 c/s の 範囲 
で 0.0322 rms テー プ 速 度 の ドリ フト を 土 0.5 多 に お さえ て 
いる . テー プ 駆 動機 構 は 400c/s 同期 ヒス テレ シス モー タ で 
枢 動 され る キャ プス タン , アイ ドラ 」 お よび スプ リン グ で 結 


合 さ れ た 同軸 の リー ル か ら な り , 」 図 の よう た に テープ が 掛け ら 
れ , キャ プス タン で 引か れ た テー プ 
が 供給 リー ル を 駆動 し , これ が さら 
に 巻 取 リー ル を 駆動 する よう に 動作 
する . 

この 機構 の 最も 大 き な 特 徴 は リー 
ル 間 の スプ リン グ 結 合 機構 で あり , 
と れ に より 一 定 の テー プ デ テンション 
が 保 た れ , か つ 非 常に 小さ い 世 動 電 
力 (12 Wac) で 動作 する た め , テ 
ー プ 時 動 の 安定 性 を 非常 に 高め ある と 
と が で きる . 本 論文 に は 主として こと 
の スプ リシン グ 結合 機構 の 設計 上 の 庄 
問題 に つい て 述べ て ある .。 ま た こと の 
ビデ オォ テー プレ コー ダ は , 高 さ 4inch, 直径 12 inch, 6 ポン 
ド の 小形 軽量 で ある ば か り で な く 衛 是 発射 時 の 衝撃 や , は ば げ 
し いい 振動, 大 き な 温 度 変化 に 充分 酎 えら れる よう に 設計 され 
て お り , 衛星 打上 げ 後 の ビデ ォ テ ー プ レコ ュ コーダ の 動作 か ら 設 
計 お よび 評価 試験 の 良かっ た こと が 示さ れ た と 述べ て いる 

(吉田 ( 順 ) 委 員 ) 


図 1 


Ts le a si 

“Magnacard’’ eine Synthese aus Magnetband 
und Lockkarte’”’, Elekt. Rundschau, 14, 7, s 283, 
(June 1960). 浮 津 憲 訳 [資料 番号 5272] 

マグ ナカ ー ド は 磁気 テー プ と さん 和 孔 カ ー ド の 利点 を 合わ せ 
た も の で 記録 密度 高く , 比較 的 短い アクセ スタ イム で 動作 さ 
を る と と が で きる . と この シス テム は 大 容量 の 記憶 に 適し 約 
1/3 m* の 空間 に 300,000,000 の 符号 を 貯え , 毎秒 100 枚 の 
速度 で 向 理 し , 直接 アク セス タイ ム は 35 秒 で ある . 情報 は 磁 
気 的 な イン デック スカ ー ド に 記録 され て いる 電気 的 な 機能 
を 果たす 部 分 は 既成 の デー タ 処 理 シス テム で 使用 され る も の 
と 同一 で ある が , 機械 的 部 分 は 全く 新しい 装置 が 作ら れ て い 
る . 1 すなわち 文字 変換 機 , カー ドミ キサ , カー ド 箱 , カード 
箱 調 査 装 置 で ある . 磁気 カー ド の 移動 は 平面 上 を 回転 す る ド 
ドラ ム の 吸入 ノズル が 回 転 の 際 に カー ド を 
保持 する .。 1 つの ドラ ム か ら 他 の ドラ ム へ の 移動 は , それ ぞ 
れ の ズル 吸入 空気 の 開閉 に よっ て 行なわ れる . 

磁気 カー ド は 25x75 mm の 大 き さ で , 1000 数 字 あ る い は 
600 アル ファ ベッ ト と 数 字 を 記録 する と と が で きる .。 ベー ス 


eeeeeee ents 
CIID) 


| 厚 & 0.125 mm の マイ ラ , 酸化 物 層 , 保護 層 ょ より 成っ て い 


る . カー ド 速 度 は 毎秒 100 枚 で 最高 毎秒 100000 数 字 の 本 録 
"消去 ・ 読 出 を する とこ と が で きる . 
文字 変換 機 は 情報 の | Rs 


装置 と し て は タイ プラ : 
用. テープ お よび ヵ Zien 

ー ド さん 孔 装置 , 計算 Schreiben Lesen 

機 , 高速 印刷 機 等 実用 i 較 


| され て いる すべ て の 閑 置 を 使用 で きる . 図 1 は 動作 説明 図 で 


ある . ドラ ム の 回 転 ど と に 記録 され る 情報 量 は 入力 装置 の 速 
度 と 中 間 記 憶 装 置 の 大 き さ で 定まる . テレ プリ ンタ に は 1 字 
分 の 中 間 記 億 が 必要 で あり , 光電 的 読取 装置 に は 20 字 分 の 記 
憶 が 必要 で ある . 

カー ドミ キサ は こと の 
シン ステ ム の 主 装置 を 種 
々 な 機能 に 使用 で き 
る . 図 2 に 動作 方 法 を 
示す . カー ド は カー ド 
ケー ス か ら ド ラム 人 A に 
移り , た だ ち に 読取 ら 
れ 、 そ の 情報 が 望ま れ 
て いる コー ド を も つか 
どう か 比較 され る . 一 
致し な い 場 合 は ドラ テム 
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避 D を 介し て え タ ッ ク に 積 重ね られ る . 一 致し た と き は 自動 的 

に カー ド の 導入 は 終わ り , カー ド は ドラ ム B か ら C に 移さ 

れ , そこ と で 読取 記録 に 従っ で データ が 処理 され る 。、 コラ ム に 
よる 分 類 の 場合 , 速度 は 毎 分 1000 枚 で ある . 

カー ド 箱 は 51 個 の カー ド ケ ー ス より 成り , 各 ケ ー ス に は カ 


通信 路 帯 域 幅 を 異 に する 新 ら し い トト ラン 
ジス タタ 化 搬送 電信 装置 「Funk WT」 
E. A. Fuchs : “Funk-WT’”’, ein neues Telegra- 
Ubertragungssystem in Transistor-Ausfth- 
Erung mit Kandlen verschiedern Bandbreite”, 
ミ ミ N.T.Z. 13, 9, p 419, (Sept. 1960). 江頭 誤訳 
ミ [資料 番号 5273] 
ジー ヌン ス で 開発 し た Funk WT- System は FS 方 式 を 
| 用 いた 音声 周波 多重 搬送 電信 装置 で ある が , 特に 無線 電話 回 
| 線 に 使用 で きる よう に ダイ バー シ チ な どの 考慮 を 払 っ た 設計 
衣 有 が 行なわ ち れ て いる . 本 方 式 に は WTK 170, WTK 340 お よ 
び WTK 680 の 3 つの 形式 が あぁ あり , それ ぞ れ 通信 速度 を 異 
に し て いる . 以下 に 3 形成 の 内 容 を 略記 する と , 


ER 


~~ 
= , 
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WTK 170 | WTK 340 | WTK 680 
計 通信 路 数 18 4 
。 周 渋 数 間 陣 170 c/s 340 cls 680 c/s 
周 液 敷 偏 移 幅 | 42.5 cls +85 c/s +170 c/s 
標準 速度 75 ポ ボー 150 ボ ポー 300 ポ ボー 
」 。 3 % 栓 の 速度 | 50 ポ ボー 100 ボ ー 200 ボ ー 
10% 下 の 速 度 | 100 ポ ー 200 ボ ー 400 ポ ボー 


と な っ て いる . re G2 SIE ので; 
有 | ] いずれ る ゃ も 102% の ひ ず 
みろ を 発生 する 速度 以上 
に な る と 急激 に 劣化 し 
3 る . も ちろ ん FS 

5 式 で ある か ら レ ベル 
放 に は 強く 約 40dB 


| 00 Fer - 
蘭 SiN a 10dB 程度 で あり , 非常 に すぐ れ た 特性 を 示し 


FSK 継 電 器 

: “Relais mit Flach-Schutzkon- 
NT 7 13, 8, p375, (Aug. 1960). 

| 展 ラ チエ ッ ト 継 電器 

" EP “4 i 1 Ra- 


近 < CS 5 5274] V 
is N OEE EY, 


i ーー ER 到 了 チ 拉 上 
人 cas i a 


ー ド 3000 枚 が 納まっ て いる . カー ド の 選択 動作 は 35 秒 で 行 
な われ る . イン デック スカ ー ド 運搬 装置 が 垂直 ・ 水 平 の 両方 
向 に 変位 し , カー ド ケ ー ス を 選ぶ た め に 5 秒 か か る . 図 3 に 
と の 部 分 を 示す , ; 


( 培 上 委員 ) 


て いる . 座 調 器 は 図 2 に 示す ど と く ト ラン ジス タ 3 本 を 使用 1 
し た FS 変調 回 路 で あり , 同調 回 路 の イン ダク タン ス を 変化 < : 
せしめ て いる . 受信 回 路 は 図 3 に 示す ど と く , 受信 増幅 , 振る 
幅 制 限 お よび トラ ンジ スタ リレー を 含め て 7 本 の ト テ ンジ ズ i 
タ を 使用 し て いる . 本 装置 は 全 ト ラン ジス タ 化し て あぁ る の | 
で , 電源 と し て は AC 110 また は 220V より 整流 する か ©©V©§§ー 
ある い は 電池 を 使用 し て 一 12 V で 動作 せしめ , トラ ンジ スー 
タリ レー の み 士 30V の 電源 を 使用 し て お り , 約 lkQ の 負 : 
荷 に 土 20mA の 通信 電流 を 供給 し うる . ダイ バー シ チ は 2 
ch の 周波 数 また は 空間 ダイ バー シ チ お よび 4 ch の 周波 数 と こ 
空間 ダイ バー シ チ を 可能 と し て いる ( 培 上 委員 ) 


は 半 当 な 火花 消去 に まり 10~10%, まま 228 接点 の も の で 


62 アン ペア ター ン , 感動 電力 200mW, Se 半 


ーー 
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ン 18, 動作 復旧 時 間 共 に 3 ms. 図 3 は 接点 数 と 感動 アン ペ 
アタ ー ン の 図 で ある . 

第 二 の 論 文 は 英国 に だ お いて 新しく 実用 化し た ラチ エッ ト 継 
電器 に つい て 述べ た も の で , 構造 と し て は 特に 新規 性 は な い 
が , 価格 の 点 , 取付 面積 の 点 等 に お いて いま だ この 種 の も の 
が 有用 で ある 点 興 味 が ある . 市 外 度数 登 算 等 に 多く の 継電器 
群 や スイ ッ チ を 使用 する か わり に , より く , より 小形 に し 
よう と し た も の で , こと の 継電器 は 3000 号 継 電 喘 1 個 分 の 取 
付 面積 で コスト は 3000 号 2 個 分 以下 で ある . バッ クア ク テ 

Os, , Taw 

130 


人 代り 選 議 大 度 」 


図 3 接点 数 に よる 安全 率 を アン ベア ター ン , (a) 48 形 線 電 回 , (b) F.S.K 継 器 


Gan tn 


0 


ング で 2 組 の カム や 接点 組 を も ち 33 と 36 teeth の も の が あ 
る . 接点 ばね 駆動 は comb で な し バッ ファ プロ ッ ク を も っ で 
いる . 抵抗 は 375, 310. 235Q の 3 種 あ り 7 watt ” 以下 で 動 ' 
作 す る . 寿命 は 数 百 万 回 以上 で 取付 は ば プラ テラ ゲイ ン 形 , 特に き 
の 継電器 は 自己 の 振動 に より 他 の 継電器 の 接点 接触 に 悪影響 
を お よ ぼ さ な い よう に 取付 方 法 に 注意 を は ら っ て いる る: す な 
わ ち ネオ プレ ン で で きた 人 防 震 板 を 間 に 入 れ て 取付 け て いる. 
ネオ プレ ン は 接点 の よど ご れ に 関係 し な いた めで ある . 図 4 巡 
外観 図 で ある . 


厩 性 薄膜 シフ ト ・ レ ジス タ 
K.D. Broadbent: “4A Thin Magnetic Film 
5Shift Register”’, Trans. I.R.E.; EC-9, 3, p 321, 
= (Sep. 1960). 岩上 利 秋 訳 [資料 番号 5275] 

と の 論文 は 磁性 薄膜 連続 体 中 の 磁 壁 の 転移 を 利用 し た シフ 
・ レ ジス タ に つい て 述べ た も の で ある . 

連続 体 だ か ら セ ル 間 の 結合 回 路 は 不要 と な り 生産 の 自動 化 
に 有利 で , 情報 記憶 密度 大 , 消費 電力 少 , 動作 速度 比較 的 大 
な ど 多 く の 特 徴 を も っ 
て いる . 

図 ユ に レジ スタ の 構 
造 , 図 2 に 磁 区 移動 の 
様子 を 示す . 磁 区 移動 
は 磁 忌 の 転移 | よる も 
の で , 磁性 連続 体 中 に 
ある 磁 区 を 作る に 必要 
な エネ ル ギ と , 磁 忠 の 図 1 レジ スタ の 構造 
転移 に 必要 な エネ ル ギ と の 間 に 差 が ある た め , 最初 の 磁 区 構 
造 を に わす と と な く 周 期 的 な 4 拍 の 外部 磁界 を 加え 一 方 向 に 
伝送 する こと が で きる . 
磁性 薄膜 は , 752 Ni-25% Fe パー マロ イ を , 磁界 を 加え 


磁 民 散 
kt 


トラ ンジ スタ 使 用 の TV 伝送 搬送 方 式 
L.G. Schimpf : “Transistorized Carrier Sys- 
item for TV”, Bell ‘Lab. Rec., 38, 7, p253, (July 
ミ 1960). 貝塚 博 訳 [資料 番号 5276] 日 

最近 TV 回 路 に トラ ンジ スタ が 導入 され ぞ の 特徴 を 発揮 し 
つつ ある が , 本 論文 は TV 中 継 回 線 の 一 環 と し て 同軸 ケー プ 


Canzer tin 
5 
Gs (3 
Cartin 
Keatektzant fo) 図 4 ラチ エニ エット 継 電 用 
(富田 委員 ) 
土 ーー = ー 5 チ ゎ 必 理枝 な が ら 蒸 落 し て 
a rr 作ら れる . 厚 さ 
= 革 衝 央 。 900A, 四 0.0 を 


KRG Tt \ イン チ の も の で 
1 イン チ 当 り 50。 
4 ビッ ト の 密度 , 


= が 全容 量 は 300 ビ 
a ッ ト で ある 」 ウジ 
ジス タ 現 動 電力 
は 1Mc で 8W, 
薄膜 表面 の 磁界 


強度 は 3.7 oe, 100kc で 
2W,7.4oe で ある . また 
読出 信号 出力 は , 1Mc で 
lmV 程度 と な る . 

磁 区 の 構造 は 寸法 , 材料 
等 の 要素 に よっ て 大 きく 変 : 
わり , 最も 高密 度 な レジ ス . 
タ で は 図 3 の 情 円 形 磁 区 , 


図 3 磁 区 の 棒 造 
他 の レジ スタ で は 情 円 形 の 集合 体 , ある い は 長方形 胡 区 と な 


る と と を ケル 効果 に よっ て 調べ て いる . ( 洋 上 元 委 員 う ) 


ル を 使用 する 際 に 採用 し た 伝送 方 式 を 説明 し た も の で ある . 

図 1 に 示す よう に 端末 引込 3 マイ ル お よび 0.5 マイ ル に 同軸 i 
ケー プル が 使用 され て いる が , と こ で は 両側 帯 波 伝送 方 式 が : 
採用 され て いる . 同軸 ケー プル に よる テレ ビ 伝送 方 式 と し て 
は , ゼ デ オ 伝 送 , 両側 帯 波 伝 送 お よび 残留 側帯 波 伝 送 方 式 等 
が 考え られ る が , ビデ オ 伝 送 方 式 は 比 帯 城 の 大 きい 変成 器 あ 
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る い は 線路 損失 特性 の 著しい 変化 に 対応 する 等 化 器 に 問題 が 
ある こと と , また 残留 側帯 波 伝 送 方 式 を 使用 する ほど 長 距 離 で 
な いと と を お も な 理由 と し て , - 端 局 装 置 が 科 克 で ある る 両側 帯 
波 伝 送 方 式 が 採用 され た . 周波 数 配置 は ビデ オォ 信号 漏れ を 避 
け か つ 線 路 損失 の 少な いこ と を 条件 と し , 干渉 に 対す る 余裕 
を 見 て 搬送 周波 数 15 Mc/s, 伝送 帯域 10 一 20 Mc/s が 決定 さ 
れ た . _」 送信 装置 は 低 域 ろ 波 器 , 水 呈 制 御 搬送 周波 発振 器 お よ 
び 次 調 器 より , 受信 装置 は 復調 器 , 低 域 ろ 波 器 お よび ビデ オ 


増幅 器 よ り 構 成 さ れ て いる . 線路 損失 を 補償 する 中 継 
器 は 平坦 な 周波 数 特性 を 持つ 2 区 間 の トラ ンジ ズ スタ 帰 
培 増 幅 器 で その 間 に 等 化 器 を 挿入 し て ‘る が , 直筆 
0.25 イン チ の L また は 変成 器 が 使用 され フェ = ライ 
コア に より 所 望 の 特性 を 得 て い る . また 中 間 中 継 器 に 
対す る 電力 供給 は DC に よっ て いる . 水晶 発振 喘 ば 
拡散 ベー ス 形 トラ ンジ スタ を ベー ス 接 地 で 使用 じ た も 
の で , 中 継 器 に 使用 し て いる も の と 同じ 変成 器 だ に より 
5mW の 出力 を 得 て い る . 変調 器 と し て は デー ルド 
ボン ド ダ イオ ー ド を 使用 し た 平衡 変調 回 路 を 採用 じ 信 
号 漏 れ を 防止 し て いる が , キャ リヤ レベ ル は 変調 後に 搬送 波 
を 責 株 絡 合 する る に よっ て 調 整 じじ 良好 な S/N お ょ び 低 いひ 
ずみ 率 を 得 て い る . マレ ー ヒ ル 研 究 所 分 宏 に て 本 方 式 に より 
イル の 天 戦 団 中 を 作 天 し た 組曲 マ Osc 
劣化 で あり , 直接 画像 と の 比較 試験 を 展示 し た 結果 ほとん ど 
その 差 が 認め られ な か っ た . (中塚 元 委 員 ) 


対称 ゼナ ー タ イオ ー ド 使用 の 制限 器 
R. Dallemagne : “Limitation par Emploi de 
= Diodes Symétrigues, Dites a Effet Zener”’, Cable 
ミ & Trans. 14, 4, p 275, (Oct. 1960). 飯田 隆 訳 


itt 


同軸 方 式 の ど ご とき 多重 回 線 の 搬送 装置 で は , 各 通 話 路 に 伝 
送 さ れる レベ ル を 制限 する 必要 が ある . この 場合 音声 回 線 
で レベ ル を 制限 する 方 法 が 技術 的 と 望ま し い 方法 で ある が , 
シリ コン の 対称 ゼナ ー ダ イオ ー ド を 用 いて , こと の 問題 が 経済 
的 に も 解決 され た . 

使用 され た ダイ オー ド は , NW タイ プ の シリ コン 板 に アル ミ 
線 の アノ ー ド を つけ た 図 1 の ご とき 構造 で ,. 特性 は 

ploquette de silicium 

de type N 

onodes en fil d ‘aluminium 
図 + メタ ルケ ー ス を 除い た ダイ オー ド の 構成 


一 直流 1mA に お ける ゼナ ー 電 圧 U<1l0V 
ー( リ ゾー1) ボル ト の ダイ オー ド 電 流 <50 2£A 
=6V D.C. に お ける 電流 DelerA 
=4 VD.C. に お ける 電流 Be<l107 A 
ーA.C. 1.V で 測定 し た 端子 間 容 量 CE150 pF 
ー1mA D.C. に 対す る 非対称 <0.3 V 


ー 最 大 電流 10mA 以下 
で ある . ゼナ ー ダ イオ ー ド は 相対 レベ ル 一 1.50 ド ネー* 宮 
に , 低 周 波 変成 器 で 昇圧 し 二 次 側 に 挿入 され る . と これ に より 
発生 する 高周波 は , つぎ に つなが る 音声 低 域 る 波 器 で 除 さ と 
と が で きる . ゼナ ー ダ イオ ー ド を 入れ た こと と に より 通話 路 変 
調 器 の 出力 に 2 , 0.2~0.3 ネー パ の 改良 が 見 られ る . ( 図 2 


Nivegu obsolu apres 
(N) modulotion de voe 


Niveou cbsoly BF ovont limitotbon 
一 一 制限 叶 の ある 場合 ーー……… な い 場 合 
図 2 対称 マナ ー ダ タイ オー ド 和 制限 特性 
(飯田 委員 ) 


レゾ チン ド ・ ト ラン スズ ファ を 使っ た 
時 分 割 多重 系 に お ける 信号 送出 
W. Jacob : “Signal Injection in Time Divi- 
sion Multiplexz Systems with Resonant Trans- 
= fer”’, Ericsson Tech. 16, 2, p 245, (No. 2, 1960). 
ミ 松本 學 介 訳 [資料 番号 5278] 
Resonant transfer を 使っ た 時 分 割 交換 機 に お ける 信号 送 


| 品 の 問題 が , Resonant transfer と 類似 の 方 法 に よっ て 解決 
‘STNE. 


Resonant transfer の 原理 は 図 1 と より 説明 され る . 加入 


| 用 回 路 の = ン デ ンチ C に は 1 標本 周期 の 問 の 通話 ニ ネ ル ギ が 


低 域 ろ 波 器 を 通し て 蓄積 され て いる . パル ス 導 通 時 間 z と 紀 
お よび C の 関係 を <= ヶ VLC に 選べ ば , パル ス 導 通 時 間 
中 に 全 デ ネル ギ を 相手 加入 者 回 路 の コンデンサ C に 伝達 で き 
る 。 こと この よう に し て 2 線 式 交換 が 可能 で ある . 共通 路 の 浮遊 


容量 の 影 細 は 共 漠 路 同調 (highway tuning) に より 除去 され 


dB で ぁ る . また 入力 イン ビー ダン ス は 対称 ケー 


放 ] 48V の 交換 才 電 源 よ り 作 られ た 60V の 電圧 を 
TMGzsit を 所 し て か えて いる 中 能 品 導電 正 

a 

且 二 詳 回 線 の 位相 ひずみ の 補 代 に 関す る 研究 
: i R. Benoit-Gonin : “Etude et Correction de la 


kT の 


の 


” 
% 


« 


: tetorsion de Phase sur Voies Téléphonigues” 
; ty &T.14° A, 4, p284, (1960). 名 古 昭 訳 


を 
* 衣 
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る . と の た め に は 共通 路 の 容量 を 人 為 的 た Cror 三 2/(4 が ーー1) 
( ヵ は 整数 ) に すれ ば よい . 4 本 の 共通 路 を 有する 共通 路 同 
調 を 行なっ た 回 路 を 図 2 に 示す ・. 

Signol injection Signal injection 


cA B68 A t、 


Tc Es “TF a〒 


x ii 


図 2 Ca, ca= 2C4+2Cp= 
信号 送出 回 路 は 多数 の 加入 者 の た め に 多重 的 に 使用 され る 
の で , その 構成 は 一 般 加 入 者 回 路 と こと な る . 図 3 に と れ を 
示す 低 域 る 波 器 の か わり に 太 ,L, お よび 8S。 が ある . 信号 
送出 器 の コン デン サ C,。. は 信号 送出 の た び ご と に 8S。 を 通し 
て 信号 電源 に より 充電 され る 外 , 加入 者 会 話 パ ルス に よっ て 


高周波 電話 回 線 の た あめ の ト ラン ジス タ 化 
広帯域 中 継 器 
K. Schmutz, F. Ogay : “Ein Breitbandver- 
s stilrker mit Transistoren-fiir dem hoch frequenten 
ミ Telephonrundspruck”, Bull. Tech. PTT, N°12, 
sp 420, (1960). 田畑 晴男 訳 [資料 番号 5279] 
最近 各国 の 間 で 対称 ケー プル 搬送 方 式 の 中 継 器 
の トラ ンジ スタ 化 が 行なわ ゎ われ つつ あり 数 件 の 論文 
が 発表 され て いる が , わが 国 で も すでに 短 搬 方 式 
用 の も の が 発表 され て お り , 1.3 Mc 帯域 の 中 継 
器 が 商用 化 さ れん と し て いる 状況 で ある . と これ は 
スイ ス に お ける 対称 ケー プル 搬送 電話 方 式 の 中 継 
器 の 一 例 で ある が , と の 中 継 器 の 伝送 帯 若 は 175 
kc~340ke で , 標準 状態 の 利得 ほな 33 dB で 10 
dB の 利得 調整 が で きる . 無 ひずみ 最大 出力 レベ ル 
な 24dBm, 非 直 線 ひ ずみ 漏 話 減衰 量 は 出力 レ 
ベル 十 24 dBm の と き 65 dB で 負 帰 層 量 は 約 45 


プル を 使用 し て いる た め , 反射 に よる 遠 端 漏 話 を 
軽減 する た め 不 整合 滅 衰 量 を 24.3 dB 以上 と し て 
いい る, 中継 喘 へ の 給電 は 自己 伝送 路 対 の 両 線 間 に 


[資料 番号 5280] 
電話 回 線 に お ける 位相 ひずみ は , 伝送 周波 炒 に 対す る 群 伝 


) ぱん 時 間 の 相 異 に より 生じ る .* 位 相 ひ ずみ は 人 間 の 耳 で は 感 
」 左 が 悪い の で あま り 問 題 と な ら な い が , 波形 を 伝送 し た 場合 


に は 問題 と な っ て 来る . 
本 文 で は , これ ら の 位相 ひずみ の 原因 と な る 群 伝 ば ん 時 間 
だ つい て その 測定 法 , 測定 の 実例 を 示し , と の 群 伝 ぽん 時 間 
差 を 補償 する 方 法 を の べ , その 実際 例 を の べ さて いる .、 
| 妊 伝 ぽん 時 間 の 実測 値 の 一 例 を 図 1 に 示す . と と で ゃ 』 は 
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CA 
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も 充電 され る . も し 
と の 電荷 が 隣接 する 
バル ス 問 の 時 間 で 溢 
去 マ くき さき さ ない な ら ば ば , 
とれ は 隣接 加入 者 へ 
の 漏 話 に な る : この 
符 電荷 の 消去 は LC, 
お よび RR より な る 
振動 回 路 を 使い , 残留 電荷 を 完全 に 放電 し た 上 間 + に 5S。 
を 開く と こと に より 行なわ ゎ われる. と の と き C。 の 電圧 は 信号 電 
源 の 電圧 と 等 し く な る . 有 L, の 最適 値 は 臨界 制動 の 場合 の 2 
の 1.1~1.2 倍 で ある と と が 示さ れ て いる . 
原論 文 は さら に 4 線 式 の 場合 の 信号 送出 お よび 信号 電源 
つい て 簡単 に 言及 し て いる . (沢田 委員 う 


電流 は 無 ひ ずみ 最大 出力 +24 dBm を うる た め に は 57 mA, 
26 V, 約 1.5W の 電力 が 供給 され て いる .。 回 路 は 図 1 に 
示す よう に 3 段 ニ ミッ タ 接 地 加 路 で 出力 段 を 駆動 する た め 特 
に 邊 間 に 結 合用 変成 器 を 用 いて いる . 帰還 は 電圧 帰還 に よっ 
て いる . 


(沢田 委員 ) 

伝送 周波 数 帯 の 中 心 周波 政 に お は 
た 四 る 群 伝 ば ん 時 間 で あっ て , 4r は 
un 測定 周波 数 に お ける 和 群 伝 ぽ ん 時 間 
UH + ト rt と rm と の 差 で ある . 位相 ひ ず 
和則 - み を 補償 する と と は こと の 曲線 を 周 
‘ 軸 & 波数 に 対し て 平坦 に する と と と な 

る . 

| 

上 いま 図 2 の 回 路 の 群 伝 ば ぽん 時 間 
| と 周波 数 の 関係 を 調べ る と 図 3 の 
の 風 ホホ うに な る : 
" と の よう な 回 路 を 補償 回 路 と し 
Tongs de prepagation de grospe。 て 数 個 を 電話 回 線 に 押入 する と と 
関 ET に よっ て 位相 ひずみ が 補償 され る 


} 


る 3 
ミ : 長 距離 用 通信 ケー ブル と し て 標準 化 
放 = ミ 、 され た 1.18/4.43 mm の 同軸 ケー ブル 
mH R. Belus : “La Paire Coaziale De 1.18/£.43 


Cr sr Normalisse Pour Cable a Grande Distan- 
O14 に A 4 作 - p294, (1960). 名 古 照 訳 
A [次 料 番号 5281] 

最近 フラ ンス の マル セー ユエ と ツー ン の 間 に ト ラン ジス タ 
中 継 器 を 使用 し た 細心 同軸 ケー プル が 布設 され , 長 臣 離 用 の 
2 通信 ケー プル と し て 標準 化 さ れ た 。 

トト x 本 論文 は , と の 同軸 ケー プル の 伝送 方 式 。 ケー プル 構造 , 
光 製造 方 法 電気 的 特性 等 に つい て 述べ た も の で ある . 

<“ と の 細心 同 納 ケー プル の 伝送 帯 城 は 45 kc~1400 kc で 300 
話 回 線 を 収容 し て いる . 中 継 喘 は トラ ンジ スタ 化 さ れ 
{ km 間隔 で 挿入 され , パイ ロッ ト 周 波数 1364 kc で 約 37 dB 
を ゃ もち , eg に よっ て 油 度 補 貸 を 行なっ て いる ・ 


i 


OT 


mm am の 理名 外部 導 価 内径 は 4.43 mm で , 絶 
on 形 ポ リ 0 el paidk が 


模様 を 図 4 に 示す . 
(1) の 曲線 は 電話 回 線 の 群 伝 ぽん 時 間 の 特性 を 示す . 
(2) の 曲線 は 数 個 の 補償 回 路 の 群 伝 \ ば ぱん 時 間 特 性 を 示す 
(① (2) の 曲線 か ら (3) の 補償 され た 特性 が 得 ち られる.」 


ー プ は 厚 さ 0.09 mm の 鉄 テ ー プ 2 枚 を ギャ ッ きき 
の 上 を ボ ポリエ テ チ レン テー プ で 抑え 巻 ざ きじ し て いる こさ で 
ゃ ヘ へい テ ー プ を 巻く 際 上 巻き と 下巻 き と は 互 に 逆 ca 
攻 V る ? 


RA 1 
a : 隣接 コア 間 , と : 非 障 拉 コア 間 

(た だ し 460 m) 

図 2 近 端 漏 話 周波 数 特性 
イン ピー ダン ス は 75 92, 減衰 量 は 5.3 dB/km で あ \ 
ピー ダン スネ 不 均 等 性 は , 0.1 ks の パルス を 用 い 
dB, 静 電 容 量 は 49.30 nF/km, 実 効 詳 電 率 は 1 
て いる ; ' 

。 漏 話 特 性 を 較 2 に 示す . ot 


IC EE TA N92, 1960; En i 


と し て 外部 休 ) と 絶縁 休 が 障 間 的 に 離反 し , 庫 
和 呈し, とれ が 終端 抵 近 (Rr) を 通る と き に 雑 者 電 
知 さ れる . 外部 導体 が 振動 に より 離反 する と き に 
は , ヨード の 軸 方 向 に 円 重 座 標 の xz 軸 を と る と ァ フ 
NDA も で と が で きる が , a 
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離反 に よる 変 貸 の 外 に 導体 と 絶縁 体 と の 摩擦 係数 に も 関係 す 


る 


C2 Insulotor 


eendhotor 
図 p 
従来 の 低 雑 音 同軸 ュー ド で は 絶縁 体 上 に 低 イ ン ピ ー ダ ンス 
皮膜 を 塗布 し て 電荷 の 発生 を 減ら す と と も に , 発生 し た 電荷 
に 対し で も それ が 終端 に 至る まで に 図 2 の 等 価 回 路 か ら も わ 
か る ご と く 途 中 で leak させ て いた . 皮膜 の 抵抗 が 小さ けれ 


- a ng 
C2 Insulator 
に ここ ニ = こ ここ ここ ここ ニニ ニニ ニニ ーーー ニー 
conductor 
図 2 
電話 エコ ー の 測定 


D.L. Richards, G.A. Buck : “Telephone Echo 
Tests”’, P.I.E.E., 101-B, 36, p 553, (Nov. 1960). 
ミ 山 口 善司 訳 [資料 番号 5283] 

電話 網 は ごく 小 数 の 呼 以外 は エ ュ ー に よる 不都合 が 起ち な 
いま うに 計画 され な けれ ば な ら な い . エコ ュー の 許容 限界 に っ 
いで の 従来 の デー タ は 設計 に 不 十分 で ある の で , と と で は 


LT 
LCE 


| = 一 減 誤 量 と 時 間 遅 れ に 対す る 許容 値 の 変化 の 外 に , 被験 者 


間 の 許容 値 の 分散 も 考 えら れ た . 実験 は 送 話 試験 (talking 
test) と 会 話 試験 に 大 別 さ れる が , いずれ も オピニ = オン に K 重 
点 が お か れ た . 


| 送 話 試験 は , 被 輸 者 が 擬似 = ュー の 発生 する 電話機 に 向 か 


AIR ~ TO ~AIR SENSITIVITY OF OVERALL 


っ て 送 話 し た 後 で , 送 話 中 の ェ ュ ーー 感知 状 態 が 3 つの カテ ゴ 


導 ( 刻 知 し な い ・ 不 知 す る が 邪 訂 に な ら な い ・ 邪 磨 に な る )〕 


PERCEPTIBLE 
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ば 小さ い ほ ど 太 z を 流れ る 電荷 が 減る わけ で ある . し か し こ 
の 形 で は 施 反 を 防ぐ た め に 外部 導体 編 組 を 十分 締め で うつ の 
で 静 電 容 量 は 多く な る し , 導体 と 低 イ ン ビ ピー ダン ス 皮 膜 の 接 
触 お よび 低 イ ン ビ ピー ダン ス 皮 膜 の 抵抗 が 高温 と か 長期 使用 だ 
より 悪化 する と いう 欠点 を 有 し て いた . 

こと の 文献 で 紹介 し て いる の は 導体 と 絶縁 体 間 の 離反 を 阻止 
し て 摩擦 電荷 を 発生 せしめ な いよ うに し た も の で ある か ら , 
生じ る 電荷 は 分 子 内 摩擦 に より 生ずる も の だ け と な る か ら 非 
常に 小さ いも の と な る . と の コー ド と し て つぎ に 述べ る 三 つ 
の 形 に つい て 検討 し て いる . (1) テー ド の 絶縁 体 を 熱 じ て 外 
部 導体 編 組 を 十分 絶縁 体 に くい 込ま せ , 振動 の さい に も 導体 
と 絶縁 体 が 離 友 し な いよ うに する . (2 外部 導体 編 組 と 絶縁 
体 間 に silicon oil の ご と き 低 摩擦 係数 の 油 を 挿入 し て 摩 探 
を 減ら す . (1 う , (2) の コー ド を それ ぞ れ 18 イン チ 程 切り と 
り , 12 イン チ 離 し た 2 点 で 固定 し その 中 間 を 振幅 土 0.214 オイ 
ンチ 振動 数 '30 c/s で 振動 させ た と ころ , 雑音 電圧 は 前 者 で 
18 dB, 後者 で は 30dB 減少 し た . 以上 の ご と く と の 方 法 で 
は 従来 の 方 法 に 比 し て 製造 も 容易 で あり 使用 条件 の 影響 も 受 
け に くい が , 前 者 で は 静 電 容 量 は 増加 する し 可 と う 性 も 悪く 
な る の で , 後者 の 方 が 好ま し いよ ょ よう で ある . (中 村 委 員 う 


の いずれ に 属す る か を 答え る も の で ある . 一 連 の 結果 が 図 1 
に 示さ れる . すなわち エコ ュー 路 の 感度 が 上 が る に 従っ て *“ 感 
知 * か ら 邪魔” に 移り , また 遅れ が 増加 する に 従っ で * 感 
知 ” や “邪魔 * の 起こ る 感度 が 減 小 する とこ と と が 分 か る . また 
被験 者 の 許容 値 の 分 布 は ガウ ス 分 布 を な し , 標準 偏差 は 訓練 

・ 末 訓練 者 を 平均 し て 10d8B で あっ た . 

図 2 は 上 記 の 標準 偏差 を 適用 し て , - エ ュー を 邪魔 と 感ずる 
被験 者 の パー セン テー ジ を 算出 し た も の で ある 、 と の 図 に よ 
っ て エコ ー の 観点 か ら み た サー ビス の 度合 を 明り ょ うに させ 
る と と が で きる ゃ る. 


ATTENUATION OF ECHO PATH 
BEYOND LOCAL ExXCHANGE, ¢b 
s 


ROUNGQ ~ TRIP DELAY, 


2 a:50%,b:20%, c¢:10%, d:5%, e:2% 


また 電話 機 の 側 音感 度 の 変化 に よっ て エコ ュー の * 成 知 * が 
どう 変わ る か に つい て も 。 一 部 の 条件 に つい て 実験 され た 」 
し か し こと の 結果 は 他 の 条件 に は あて は ま ら な い . 

以上 の 送 話 試験 は 目的 を も つ 会 話 に 結び つか な い の で , 鶴 
音 50 dB を 入れ た 実際 に 近い 条件 で , エコ ュー 減 誤 量 お よび 
時 間 遅 れ に 対し て 会 話 試験 が 行なわ れ た . と れ は 絵解き 問答 
を 会 話さ せ た 後 で , 通話 の 感じ を 5 段階 の カテ ゴリ (excel: 
lent* good・ fair* poor・bad) の いずれ か に 判定 させ る も の 
で ある .、 


MILLISEC 


| Mean opinion score (m.o.s.} Percentage of subjects giving 
i opinions ‘poor’ or ‘bad’ derived Percentage of subjects finding 


from m.o:5. for i0d echo Sk ctionable\ 
Junction loss, 10 dB Junetion loss, 20 4B junction los. = (fro 


Echo-path 
attenuation 


| 40ms 3 40ms | 10ms | 
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計 舎 ク テ ゴ リ に 順次 4・3・2・1・0 な る 評点 を 与え て , 各 条 に 与え る 影響 が 検討 され た . 
件 に つい て 平均 評点 を 計算 し た 結果 が 表 1 に 示さ れる . 
で エコ ー の 条件 と 不都合 さ は , 前 実験 と 同じ 傾向 で ある 
ー が 分 か る . 
と の 外 , エコ ュー が 送 話 音量 お よび 読み 時 間 (reading time) 


相互 校正 法 に よる 測定 用 マイ クロ ホン 
の 音 圧 校正 

A.N. Ririn and V.A. Cherpak : 
"=Calibration of Measuring Microphone by thes 
補 = Reciprocity Method’’, Soviet Physics-Acoustics 5 
2 0 = 565, 2, p. 246, (Oct.-Dec. 1960). 兵頭 崇 治 訳 [資料 ミ 
: 澤 番号 5284] 


すなわち 遅れ が 30msecWDD 下 

E で は , エコ ュー 路 の 感度 が 高く な る と 送 話 音量 が 減少 する ま 

2 た 遅れ が 30m sec. 以上 で , ニュ ー 路 の 感度 が 高く な る と 読 
み 了 時 間 が 増加 する 傾向 を 持つ と と が 分 か っ た 。. " 
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] この 方 法 は 標準 マイ クセ ホン の 校正 の た め 研究 開発 され た 
も の で , その 感度 を 0.1 dB の 確度 で 抵抗 減衰 器 か ら 直 接 読 
| と る と と が で きる . 

現在 各国 で 採用 され て いる 標準 校正 法 は , 同一 形式 の 3 個 
の ドン を を 用事 し 。 測定 し た 結果 得 ら れる 3 組 の 電圧 

上 比 か ら 間 接 に 求 あ て いる 

EM j ; 
| こと こと で 述べ ょ うと する 方 法 も , 同 理論 論 の 応用 で ある が , 
き “の 特徴 を も っ て いる カプ ラ に 結合 され て いる 1 ot 

る 2 『 アロ ョ ホン が 音 圧 を 受け る と き 発生 する 開放 電圧 と , と 


「 れ を 音源 と し て 働か せる と き 音 圧 ヵ を 発生 させ る に 要する 入 ・ 


SE 圧 と の 比 か ら 直 接 に 感度 を 決定 で きる こと で ある . 
。 図 1 の 回 路 で 可 逆 マイ クミ ホン (2) を 音源 と し て 働か や せ カ 
- 内 に 斉 諾 を 発生 させ る と さき マイ クセ ロホ ン ①) に 生じ 
碑 電圧 は 計器 (7) に , ある 指示 を 与え る . も し 音 圧 る に 
hi 


号 分 析 に お ける 基礎 信号 の 選択 

LD insky : “Choise of Base Signals in 

8 hgnal Analysis’ ’ Trans. NR.ESAU-B,5 
Nov. 0 松田 亮一 訳 


ts 


i ペク トラ ム が 求め 
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ーー 


周期 で の 波形 は 


に れ 季 相 柱 短 給 人 拓 か れる も 


る と すれ ば , マイ グロ ホン (2) に つい て の 開放 電圧 ど 入 
圧 と の 比 は , 抵抗 減衰 器 (の 〇 に ょ っ て 直接 読み と る と こと が で 
きる . また 同じ 指示 を 与え る よう に する た め に は , カプ ラ の 7 
壁 を 作っ て いる 圧電 磁器 を 音源 と し て 働か せ , 同じ 指示 を 基 
す よ うに Amp(5) を あら か じ め 調 整 し て お け ば ょ い tat 
圧電 磁器 が 音源 と し て 働く と き , その 振動 が 直接 マイ 
ホン に 伝わる と と を 防ぐ た め , 磁器 円 筒 は スポ ンジ ゴ 、 
か せ て ある . また この と き は 円 座 に 比較 的 高い 電圧 が が か 
れる た め , 漏れ 電流 が 生じ る . これ を 防ぐ た め 円 筒 嘆 
ラン デッド シー ルド を 施し で ある . : を 
校正 に 使用 する カプ ラ の 大 き さ に つい て も 種々 検討 され , 
測定 周波 数 の 上限 を 高く する た め の カ プラ の 直径 と 高 さ の 最 
適 比 が , 各種 の マイ クセ ホン に つい て 求め あら れ て いる . 
; p 了 


v a 
必ず し も 同じ に は な ら な い , と いう 由 か ら 間 上 の 術 
0) を , = 3 A sexpls: it) 


な る 減 座 折 動 関数 で 近似 する CS は 複素 周 2 
Mk を さら に その 吐く 避 の を っ くっ て 
(⑦ で ぁ あらわし, _ 
= cgi 

で 近似 する . 今 も し , その 単位 衝撃 波 応答 9g4 〇 ⑦ が 直 
お り , か つ 減 衰 振動 を 基礎 関数 と する よう な る ろ 波 器 , 
理 的 に 実現 され て いる と する と , 式 ⑫ の 係 牙 cu は 

= fi OD で ある が ら , 


pi Ec * 
1272 海外 論 文 紹介 さ ポ 
n= | hu—Og(u) du 声 5 名 に よる 5 坪 音 i 6, a, 2, U, を 分 析 し , その 
0 果 を 用 いて <Aik SR AMET 
旋 お いて , cs は t=0 の と き の es に 比例 する 値 と な る . 
と と に A ぃ ⑦ は 音声 信号 の 1 基本 周期 の 波形 . gu① 〇 ①) は を 番 
目 の ろ 波 器 の 単位 条 加 ンー と か ら 音 声 
信号 を 時 間 的 に 逆 に 再生 し た 波形 を 上 記 の 直 変 ぁ 波 器 群 に 加 
’ え , その z=0 に お ける 出力 電圧 を 測定 すれ ば , 求め る 係数 
| c= が えら れ , 1 基本 周期 で 式 (2 う の 意味 の 分 析 が で きる と 
と に な る . . 
と の 論文 で は , 上 記 の 分 析 の 理論 と 直 変 る 波 器 の 特性 お よ 
び 詳 細 な 回 路 に つ CR さら に 音声 波形 を フォト ホ ボー マ S 
S で 時 間 的 に 逆 に 再生 し 、 ci, ca,…crs まで 求まる よう な ろ 波 図 1 計 戸 革 形 (5 母音 ) と 合成 波形 | 
| 更 閣 に 加え る と いう 分 析 の 具体 的 方 法 を 述べ て いる . (富田 委員 ) 


EE 一 例 と し て 基本 周期 を 100c.p.s. に な る よう に 規制 し た 和男 


~~ 


« 


30 Mc 帯 発振 器 の 周波 数 を 480 ノッ ト に 相当 する シフ ト 1.4 
kc だ け 毎 分 6 回 (アン テ ナ の 回 転 6r.p.m: KK 相当 ) 変化 せこ 
し め て お き , その 出力 を トリ ガバ ルス か ら の お くれ 時 間 を 変 
化し うる ゲー トミ ルス に て と り 出 すこ と に より 作成 され る . 
electronics, 33, 49, p 58, (Dec. 2, 1960). 赤松 移動 目標 の 反射 波 は 固定 目標 の 反射 波 の バル ス 繰 返し 周波 数 
上 生 所 が が [ 催 料 香 き 号 5286] を 半分 に する だ け で 作ら れる . つま り 移 動 目 標 の 検出 は 各 ペ 
」 機 上 レー ダ に お ける 移動 目標 指示 器 で は , 自己 の 位置 が 動 . ルス 波 を 記憶 し , つぎ の も の と 比較 する 方 式 を と っ て いる か 
| いて いる の で , まず 地上 の クラ ッ タ を 其 誰 に し て 自己 の 対地 ら , スイ ー プ の 1 回 お き に 信号 が 消え れ ば , 比較 器 は 移動 目 
| 速度 を 知り , それ を も ゃ と に 固定 反射 を 打 消 し て , 移動 目標 を 標 と 判定 する . 
放 指示 する 方 式 を と と どっ て いる . ジョ ン ソ ン 雑 音 は シリ コン ダイ オー ド I1N23B に 逆 バ イア テ 
| | た 税 文 な と れ を 試験 する た め の 反 射 流 ン シミュレータ の 試作 ス を か けた 雑音 発生 器 に て 作ら れる . 
有 有 報告 で トリ ガバ ルス より 任意 の 時 間 だ け お くれ た 固定 目標 クラ ッ タ は 固定 反射 の 位相 と 同相 し て いる か ら , 適当 な が 
また は 移 呈 目 休 の ペル ス 波 , ジョ ン ソ ン 雑 音 , ドブ プラ シフ ト \ ーー ト を と お っ た 前 述 の 30 Mc 発 振 中 出力 で , 周波 数 が 30 稼 
. Ri dn i tai: kc ずつ 離れ た 10 Mc 帯 の 水 卓 片 を 励 振 し て 減衰 振動 を 生 ぜ 
A し め , その 3 倍 の 高調 波 の ま ざ っ た も の を 取出 し て 1 Me の 
Ce 男 定 目標 の 反射 波 は , 飛行 機 の 移動 に よる ド プ ラ シ フ ト 幅 を も つ ク ラッ タ と し て いる . 
| を うけ , し か も とれ が ア ン テ ナ の 回転 に より 増減 する の で , 


移動 目標 指示 器 試験 用 レー ゲ 
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通信 電力 の た め の 半 導体 と 
エ ェ エネルギ 変換 技 訂 * 


に MB 信人 


が さき 


市 内 局 に お ける 全面 的 な 浮動 方 式 の 採用 , マイ クワ コロ 
・ 同 軸 等 市 外 局 に お ける 交 直 流 無 停電 電源 方 式 さら 
に クロ スパ バー 交 換 機 ・ 電 子 交換 機 ・ 各 種 コ ンピュータ 
用 電源 は , その 規模 に お いて も 機能 た に お いて も 願 著 な 
発達 が あり , その 経済 性 の 事業 に 及ぼ すす 影響 は まこ と 
に 大 きく , 一 層 の 経済 化 ・ 安 定 化 が 要望 され て いる . 

ヵ かつて, 電動 発電 機 を 用 いた 整流 方 式 は 静 的 ・ 小 形 
* 高 性 能 な セレ ン ・ ゲ ル マ ニ ウム ・ シ リコ ン 整 流 器 等 
の 半導体 に 移行 し つつ あぁ る . また , 電源 用 各種 制御 系 
・ 信号 電源 ・ 断 続 機 ・ 電 源 電圧 変換 器 へ の 電力 トラ ン 
ジス タ の 導入 に よる 小形 ・ 能 率 化 が 検討 され て いる . 
と ぐに , 米 国 に お いて 実用 化 さ れつ つ あ る 固体 サイ ラ 
ト ョ ン は 整流 ・ 制 御 の 統 一 的 素子 と し て 有望 で ある . 

最近 , 宇宙 飛 し ょ う 体 用 電力 と し て , 従来 の 回 転機 
な いし は 電池 以外 の 新しい エネ ル ギ 変 換 方 式 と し て , 
太陽 ・ 化 学 ・ 熱 な いし 原子 エネ ル ギ 等 の 電気 エネ ル ギ 
へ の 直接 変換 技術 が 種々 の 角度 か ら 検 討 さ れ て いる . 

将来 , 新しい エネ ル ギ 変 換 技術 の 実用 化 に よっ て , 
通信 電力 は その 容量 に よっ て は 必ず し ゃ も 和 電力 会 社 か ら 
の 買 電 が 有利 と は いえ ず , むし ろ そ の 特殊 性 か ら 自 立 
化 が 推進 され る と こと と な ろう ・ 

か よう に , 通信 電力 の 現在 の ベク トル を 規定 する も 
の は 半導体 で あり , 明日 の ベク トル を 規定 する も の は 
新しい エネ ル ギ 変 換 技術 で ある と いえ よう . 


2. 半導体 の 開発 と 通信 電力 の 


通信 電力 に お ける 整流 装置 (現用 の 電圧 調整 用 リア 
クト ル ・ サ ー ボ 等 を 含む ) の 構成 比率 は 負荷 の 状態 ・ 
寺 計 の 条件 に より 異な る が , ほぼ ぽ 40~80 必 で , その 
正 め る 比重 の 大 な る と こと が わか る . 

と れ に 用 いる 整流 方 式 と し て は , 電動 直流 発電 機 , 
水銀 整流 器 , セレ ン ・ ゲ ル マ ニ ウム ・ シ リコ ン 整 流 器 


を あげ る と と が で きる . 通信 電力 の 大 部 分 を し め , か 
i 


* Semiconductors and Energy Conversion Tech- 


(電気 通信 研究 所 ) 


つ 大 容量 を 必要 と する 比較 的 低 電 圧 に お いて は で ご で 
数 年 間 飛 躍 的 に 進歩 を と げた ゲル マニ ウム , シリ コン 
は 低圧 に お ける セレ ン は も ちろ ん , 高圧 に お ける 水銀 
整流 器 ・ 電 動 発電 機 に と 比 し は る か に 高 能率 で , 整流 器 
は こと の 種 半 導体 に 移行 し つつ ある . 

また 電源 用 各種 制御 系 ・ 信 号 電 源 ・ 断 続 機 ・ 電 源 和 電 
圧 変 換装 置 へ の 大 電力 トラ ンジ スタ の 導入 に よる 小形 
能率 化 が 検討 され て いる . と くに 米国 に お いて 実用 化 
され つつ ある 固体 サイ ラ ト ロ ン (SCR と 略称 する ) は ぱ 
整流 ・ 制 御 の 統 一 的 素子 と し て 最も 有望 で ある 
SCR は 三 端 子 Pm カ か 々 スイ ッ チ ・ ト ラン ジス タ で ;j 
Thyristor (RCA), Silicon Controlled Rectifier 
(G.E.), Trinistor (Westinghaus) と 各種 の 商品 名 で 
呼ば れ て お り , 電流 容量 も 数 A~ 数 10 A の も の が 


図 ! SCR の 代表 的 な 電圧 電流 特性 


市 販 ミ され て いる . 
と と で , SCR 形 整流 装置 と アア クト ル 形 ・ ゲ ル マ 
ニウム 整流 装置 に つい て 対比 する . 各 効 率 は 概略 つぎ 
の よう に 与え られ る . cy 
| 直列 リア クト ル 形 

効 率 90% 95% 
と と で , ゲル マニ ウム , SCR と も 素子 自体 の 効率 
99, 出力 容量 100kW, 効率 の 差 は 主として 制御 リ 
ァ ク トル の 有無 で ある . 

また , 38・100kW リア クト ル 形 整流 装置 の 価格 ・' 
容積 を 構成 要素 別に その 分 担 比率 で 示す と 


TE 和 放 硬 EE 
| サテ トル そ の 他 | 整 流 句 


So CR 


niques for Communication Power. By DENROKU 司 衝 上 | 1 1 95 
KUMAGAI, Member (Electrical Communication 容積 比 | 1 1 01 
= Laboratory, Tokyo). [資料 番号 5287 | 
。 (119) 


1274 
し た が っ て , SCR の 量産 後 の 見 通し と し て , 価格 で 
約 20 必 , 容積 し と ちい て 40%, の 低減 が 期待 で きる . 
ざら に SCR を 用 いた も の で は , 大 容量 整流 装置 に お 
で 。 1 イン シディ シア ル ・ レス ポン ス は 10 ms 程度 に 
高速 化 さ れる . 

SCR は 原則 と し て 開閉 スイ ッ チ で あり , その 制御 
は 開閉 周期 の 制御 で ある . し た が っ て , その 点 制 
御 , 消 弧 制 御 , 直 並 列 接 続 , 保護 方 式 等 将来 に た 多 く の 
| "研究 課題 を 残し て いる . 
2.1 SCR の 基本 特性 
点 引 特 人 性 : SCR の ゲー ト 特 性 , 点 弧 特 性 を 図 と し 
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天 線 の た ゅ の 混 度 別 最小 ゲー ト 電流 
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図 2 SCR の ゲー トド 特性 


| の し た . SCR の 牙 損 を 防ぐ た め の ゲ ー ト ・ カ ソー ド 
衣 間 ピー ク 正 電圧 10:V, ピー ク 正 方 向 ゲ ー ト 電流 2 A, 
放 ゲ グー ト の 和 許容 ピー ク 電 力 5W (許容 平均 電力 0.5 W) 
が 与え られ る . 確実 な 点 弧 を 行なう た め に は , 終 線 部 
より 大 な る 電圧 ・ 人 電流 値 で , 負荷 曲線 と 最大 ピー クタ 電 
圧電 流 の 限界 内 に 求め ああ られ る. 点 弧 最小 レベル は 接合 
| 将 温 度 125*C, 0.25 V で , 点 弧 回 路 で の 漏れ 電流 の 
講 民 に よる 観点 弧 防 止 に 注意 する 必要 が ある . ゲー ト 
ie5V 以上 の 逆 電圧 が 印加 され る と きき は, ダイ オー 
有 ド に よる 制限 が 必要 で ある . アノ ー ド に 逆 電 圧 が 印加 
有 され; ゲー ト に 正 電圧 が 加え られ る と 漏れ 電流 は 増加 
し 激しく 接合 部 は 加熱 され 熱 月 解す る と こと と な る の 
用 で ゲー ト 電圧 は と の 間 0.25 V 以下 に 制限 され る 
(に だ し , ゲー ト 信 号 が 全 サ イク ル の 1 必 な いし 150 
2s 以内 の と き は 別 ). 最小 限界 以上 の ゲー ト 信 号 を 逆 


| (120) 


〔【 展 望 〕 熊谷 伝 太 : 通 信 電力 の た め の 半 導体 と エネ ル ギ 変 換 技術 


サイ クル 期間 加え る 場合 は 。 ク ラン プ 回 路 が 必要 と な 
る . 

加 線 用 パル ス は 図示 し た ど と く 最 小 3 V, 80mA で 
6zs 以上 の 幅 が 必要 で ある . 0.3gs 程度 の パル スズ で 
も 点 引 し うる が 電流 は 直線 的 に 増加 する 必要 が ある . 

ゲー ト 和 電流 パル ス の 立 上 が り と アノ ー ド 電流 波形 の 
10 導 値 間 の 時 間 差 を SCR の 点 弧 遅れ 時 間 zz) と い 
い , ゲー ト 電 流 を 増し 負荷 電流 を 小 と すれ ば , 減少 ず 
る が , ゲー ト 電 流 を 500mA 以上 た し て も 0.2~0.5 
々 zs 以下 に は な ら な い . アノ ー ド 電流 波形 が 10 少 か 
ら 5 90 必 値 と な る 時 間 を 立 上 が り 時 間 (を ) と いい , 
ゲー ト 電 圧 の 増加 , 負荷 電流 の 議 少 と と も た 減少 す 

e 
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距 回路 は 点 弧 電 
圧 の 安定 性, 点 
弧 電 流 の 極め て 
小 な る と こと と? 温 
度 範 囲 が 一 55 
CC~175°C と 
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図 4 UT の 点 弧 特性 
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(5) Vg 印加 


昭和 36 年 8 月 電 気 通 信 学会 雑誌 第 44 券 8 号 9 
0 お v 度 了 て が ます と も ます. (2) 消 弧 前 の 負荷 電流 友 と 
a その 減衰 率 . 7r, 減衰 率 が 増加 する と 4 は 増加 する ・ 
UT の ェ ミ が RE Vt 
0 マー ニー ニー は 減少 (4) Vr 印加 時 の 回 路 イ ン ピ ー ダ タダ ンス. イン 
ビグ 電圧 Vp ER EN EN EC RR, 
ーー 4 後 の 正方 向 電圧 の 振幅 と 増加 率 . 正方 向 電圧 と 増加 率 
Re 0 図 5 "UJT の 基本 的 トリ ガ が なら が 増 せ ば w は 増加 する . 
ピー ク 電 流 7p びに 纏 張 発振 回 路 逆 電 圧 印 加 後 , 電流 は 2~3 zs 流れ キャ リャ は 各 接 


より 大 きい と , UJT は 点 弧 する . Vp は ベー ス 間 電圧 
Vgsg, 等 価 エ ミッ タ ・ ダ イオ ー ド 電圧 Vp, intrinsic 
stand off ratio 7( パ イア ス ・ 温 度 に 無関係 な 定数 0.51 
へ 0.75) に より 

Vp =7 Vas+ Vp 
Veg の 温度 に よる 変化 は 主として Vp に よる も の で , 
抵抗 R。 を R ょ 0.7・Rgg/7 V+ (ユー の R:/7 に 選べ ば 
Vpz は 温度 に 無関係 に 

Vs=7.V; 

UJT の トリ ガ が 回 路 は 簡単 な 敢 張 発振 器 で , 振動 周 
期 は 

T= RrCr 品 ( ニー ) 

消 特 人 性 : SCR を 流れ る 電流 を , 保持 電流 以下 に 
減少 する か , 逆 電流 を 用 間 流す と SCR は 消 弧 する . 
電流 零 で 約 100 gs 後 正方 向 電圧 の 阻止 能力 を 令 復 す 
っ て 約 12 ks 
に 愉 復 時 間 は 減少 する . 消 統 時 間 で x) は ,・ (1 接合 部 温 


A ZA TS 
正方 向 電流 Amps 


。 図 6 イン パー タ 用 SCR (C-40) の 消 弧 特 性 
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合 端 か ら 拡 散 す る . C-40 シリ ー ズ の も の で , 逆 パ バイ 
アァ ス 時 5~20 A の 電流 を 許容 し て いる . 逆 電 流 増 加 
率 は 最低 5 A/xs で ある . と と で 再 結合 時 間 を 考慮 
し て C-40 シリ ー ズ で , 接合 部 温度 125°C, 初期 正方 
向 電流 10 A と し て 最高 12 xs と な る . 12 gs は 再 包 
加 さ れる 正方 向 電 圧 が 20 V/zs を 越え な いと ど を 条 
件 と し て いる . 

消 弧 回 路 : SCR の 消 弧 に 最も 広く 用 いら れる 方 
法 は 充電 され た コン デン サ を , カッ ツ デ 下 が デ デジ 全 Rt@ 
た いし て 正 よ な る よう 3._SCR に 接続 する も の で ある 
充電 され た コン デン サ は 低 イ ン ピ ー ダ ンス の 導電 圧電 
源 と な り , 5 A~20 A の 逆 電 流 を 流し て 最小 時 間 内 
に SCR を 消 引 する . 

直 ・ 並 列 接続 : SCR を 定格 電圧 以上 で 使用 する 

合 , 直列 接続 る お と な う .。 と の と き , 各 SCR' に 並 


を 


15) - 
(1) フリ ッ プ ・ フ ロッ プ ⑫ カソード ・ パ ルス 消 弧 (3 負 革 
電流 に よる カソード ・ パ ルス 溢 綴 (4) モル ガン 回 路 5) 変形 
カソード ・ ペ パル ス 消 示 (6) チョ ー ク 中 央 利用 の 消 線 
図 7 着 流 電流 し ゃ 断 GE 列 キャ パシ タ Re 
転 流 ) 回 路 
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’ 


二 


< 寺 統 する HE の 0 要 で , 抵抗 の 最大 値 は 
0 

Vg は 連続 定格 最大 値 , Vpx は 直列 回 路 に 加え られ 

| る 最大 正方 向 電 圧 , 々 は 素子 数 , は 使用 SCR に 

RE まぁ きま る 定数 . 

直 列 回 路 の 点 


i 


* 「 吉 方式 と し て は 
a 


各個 に 独立 な ゲ 
ー ト 信号 を 与え 
| る る の , 従属 点 
」 想 に よる も の が 図 8 SCR の 直列 動作 回 路 
ある . 従属 点線 (従属 点 弧 ) 

; ) 正弦 波 回 路 で の CQ, の 最適 値 は 
TfRIVa SC, に 


、 a 
電源 周波 数 (c/s), Vmax は 個々 の SCR の 最大 be 和 0 A 


Cb)  - 

11 位相 制御 形 AC スイ ッ チ と その 波形 

の エミッタ 接地 電流 利得 , は @ の intrinsice 
stand off ratio と する と 1/2 f RC,>4 と で : 
tp>V,(1—n/AR,; 


の と き UJT は 点 弧 せ ず 負 荷 を 生 し も な い 。 Pd a 
DC-AC 並列 イ ン パ バー タ (一 定 ・ 抵 抗 負荷 ) : と k "| 
正方 向 電 圧 ( の 回 路 は 対称 的 に トリ が を 行ない , 電源 電圧 , 周囲 温 
9 SCR を 並列 動作 させ る た め 度 の 変動 に た いし 周波 数 安定 度 が 高い 、 UIT2 は f | 
: の アノ ー ド 電圧 電流 関係 。 UJT1 の 1/2 ょ り 若 干 低い 周波 数 で 動作 し UJT1 
を 印加 する . と れ を さら に 確実 と に する た め 小 、 乱 弧 する と き 常 に 同期 パル ス を が a ms 
| ャ パシ タ 。 , 0 


DC-AC 並列 イ gt ( 変 呈 負 な いし 請 生 


い な tt: 作 護 回 由 に つい て 特長 
。 図 117 じ お いて , SCR の 点 編 角 
% 9, の ベー ス 和 電流 7g を 調整 する と と : や 
する . V。 を CR。 の な だ れ 電 圧 , タ を Q。 2 DC-AC cts 
i を 
3 SA hy if Os 4 
a 


A 
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某 ) : 転 流 キャ パシ タ 
は 特定 の 負荷 と の み 適 
合 す る も の で , 軽 負 荷 
で は 和 手形 波 と 著しく 暴 
守 も SCR 加わ る 
最大 電圧 も 電源 電圧 の 
倍 に 引 昇 する . 図 
13 は 広い 負荷 状態 と 
くに リア クティ ブ 負 荷 
に お いて も 畠 形 波 出 力 
と な り 軽 負荷 , 無 負荷 
で も 高 電 圧 を 発生 し な い . 帰 選 ダイ オー ド 用 ,, 用 。 は 
電源 電圧 以上 の 電圧 の 発生 を 抑え , リア クティ ブ 電 力 
を 電源 に 帰還 し , 負荷 の 力 率 の 進み 遅れ を 補償 し 転 流 
キャ パシ タ を 小 じ す る と と が で きる . 

保護 回 路 : と この 回 路 は た と えば 装置 の 入力 に 直列 
挿入 し て 半 サ イク ル 以 内 に 限 流 ・ し ゃ 断 を 行なう も の 
で 基本 的 に は 並列 キャ パシ タ 転 流 形 の フリ ッ プ ・ フ コロ 
ッ プ 回 路 で あぁ る. と の 回 路 の 停止 ボタ ン を 閉じ れ ば , 
SCR。 点 習 し て , SCR 1 消 弧 し 回 路 を 開く . また R; 
の 電圧 が 過電圧 と な る と SCR。 点 弧 し て 過 負 荷 ま た 
は 故障 電流 を し ゃ 断 す る . 


図 13 変動 負荷 な ら び に 誘導 
負荷 と た いす る 短 形 波 
発生 イン バー タタ 回 路 


図 14 隣 時 過 電 流 し ゃ 断 回 路 


3. 新 し ト エネルギ 変換 技術 と 通信 電力 


通信 機器 に 電力 を 供給 する 通信 電力 の ェ エネル ギ 源 は 
磁 石 局 の 一 次 電池 を の ぞい て , 現在 すべ て 商用 電力 に 
依存 し て いる . 商用 電力 は 全 活 線 工 事 が 困難 な 状態 で 


| は 多く < て 月 1~2 回 , 少な いと と ろ で 年 1 回 , 最大 
| 10 時 剖 程 度 の 停電 は 避け えな い . と れ ら の 点 か ら , 
| 矛 借 = ネル ギ 源 と し て 10 時 間 は 自己 = ネル ギ ま た は 
7 エネ レギ 持つ と と と な ら て いる .。e こ で, 
| 本 用 電源 の 変動 , 停電 等 の 質 が , 通信 用 と し て の 有 所要 
有 規格 に まで 向上 する と と を 期待 する と と は 今後 と も 困 
| 難 で ある . ツ 

有 を そ と で 新しい ェ ネ ル ギ 変 換 技 術 に よる 直接 電気 発生 


機関 に よる 電力 の 自立 化 が 考え られ る . 自立 電源 と し 
て は 古く か ら 使 用 され て いる 一 次 電池 , 太陽 エネ ル ギ 
を 利用 する 太陽 電池 , 化学 テ エネルギ を 直接 電気 エネ ル 
キ と する 燃料 電池 , 熱 エ ネル ギ ま た は 原子 エネ ッ ル レギ な 
電気 エネ ル ギ に 変換 する 熱電 気 (Thermoelectric) 発 電 
器 。 熱電 子 (Thermionic) 発電 器 , 熱 磁 気 (Thermo- 
magnetic) 発電 器 , 磁気 流体 力 (MHD) 発電 回 等 が 
ある . 

3.1 太陽 電 池 G の Gn 

現在 太陽 電池 は 宇宙 飛行 体 に た と っ て は 必須 の 電力 源 
な っ て いる . その 他 無 人 気象 観測 所 ・ ラ ジオ ・ 標 示 
灯 ・ ブ イ な ど 広 い 範 囲 と 応用 され て き て いる . 通信 電 
力 と し て も 1955 年 以来 ベル た におい て. P-1 形 抜 送 方 
式 用 電源 と し て 10 W の 太陽 電池 が Amercus. Ca. 
に お いて 実用 に 供 さ れ て いる . わが 国 で も 1958 年 ) 
日 本 電気 が 製作 し た , 東北 電力 ・ 信 夫 山 項 ・ 超 短波 無 
人 中 継 所 70 W 太陽 電池 は よく 知ら うれ て いる 。 し か 
し , 一 般 通 信用 , さら に は 家庭 用 電力 へ の 普及 の た め 
に は , 根本 的 な 能率 の 向上 策 と , 価格 の 低減 が 必要 で 
ある . 

シリ コン ・ セ ル の 理論 的 変換 効率 は 21.6 必 で 現 
在 最高 の も の で 効率 14 必 , 一 般 に は 8~12 タ な い 
し , それ 以下 で ある . シリ コン ・ セ ル の 最大 の 損失 は 
電子 , 正 孔 対 の 不 完全 収集 し に あり, これ の 上 改善 方 法 と 
し て 定 エ ネル ギ ・ ギ ャ ッ プ 単 一 PN 接合 セル に た い 
し て は , (1) 形状 の 変更 , (2) シリ コン 以外 の 新しい 材 


ーー 光子 エネ ル ギ _ Epp 
2181614 1211 10 09 08 


4353/ 0Q7 06 055eV 
14 A Eg=225 ev(6eP) 
人 A へ 58.10 対 
寺 Rg 異 エ ネル ギ ギ ャ ッ プ 半 導 信 中 て 電子 正 編 対 
© NN|/ 施 生 に 用 いら れる 太陽 エネ ル ギ 
ID バン NV Eg=148V eV 
NH EE 
08 に 人 科 一 /ー ポ ーー 太陽 の エネ ルキ スパ グ ト ル 
き RN Eg=107 eV (S}) 
Ko8 NN 28.107 革 私 
HR Eg=0.68 ev (Ga Sb Ge) 
NS |/ 42.07 対 / 紗 
4 RN ) Eg=0.34eV 
HN : メ 
[NS 
02 HR 
I パ 
0 \ 
5 


(0 13° ES TE ES 
波長 


図 15 水平 線 位置 で の 晴天 日 に お ける 太陽 ニテ ネル 
ギ ズ ペ クノ トル で 二 ネ ルル ギィ ギャ ッ プ 2.255 
1.45。1.07, 0.68,,0.34 eV の 半導体 に お 
ける それ ぞ れ の 電子 - 正 孔 対 発生 に 利用 さ 
れる 部 分 を 示し ,。 この 場合 の 電子 - 正 孔 対 
発生 の 数 を あげ た . こと で は 完全 吸収 と 無 
反射 を 仮定 し て ある . 


(123) 


| 陽 ニ = ネル ギ の 73 
「 る 以上 ( 単 一 接合 


有 | 層 の セル で は , 電 
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料 の 検討 が な され て いる . 

形状 の 変更 は セル の と くに 長 さ 対 幅 の 比 に 関連 する 
る も ので, 0.5cmx2cm の セル の 変換 能率 は lcemx2 
cm に 比 し 20 必 増加 する と と が 矢 Ij ら れ て いる . と れ 
は , 正 孔 電流 と 低 電流 
密度 に た いし 平均 行程 
を 短縮 する と こと と な 
る . また 表面 抵抗 の 減 
少 方 法 と し て Contact 
Grid の 適用 が 検討 さ 
れ て いる . とこ と れ ら 和 形状 


ee 
N 
! 
\ 


の 変更 に よっ て 15~ (CS+TM 
16 必 の 変換 能率 が 可 図 16 接触 格子 構造 の 形状 
能 な こと が 報 ぜ られ て いる . 


シリ コン 以外 の エネ ル ギ ・ ギ ャ ッ プ の 大 な る 材料 と 
し て indium phosphide, gallium arsenide, cadmium 
telluride 等 が 検討 され て いる が , ジリ コン に 得 ら れ 
る 以上 の 変換 能率 は 期待 で き な い 模様 

新しい 方 法 と し 
て , 多層 CMulti- 
layer) 太陽 セル ・ 
Graded Energy 
Gap セル , Multi- 


(@’ 


上 H ド 


transition セル カ が え 
董 場 し て き で い 、 二 ーー 

| | 
スペ クト ラム を , FN EE A 
者 いら れる 半導体 Ld EN や 
物質 に 最も 適し た 一 3 | = 
各自 の 異な っ た 帯 | | KN 
域 に 割り ふる も の eS た A 計 
で 1.82eV, 1.24 (a) pn- ゃ 7 配列 (電子, 正 孔 電 
eV, 0.68eV の 3 流 に た いす る 障壁 ) 


Cb) ?- ヵ - ヵ -? 配列 ( 両 接合 それ ぞ 
れ よ り 受 ける 光電 流 ) 
(c) か - ヵ - 接 続 金属 - か -n 剖 8 列 


図 17 二 層 配列 の 場合 の 3 っ の 
可能 エネ ル ギ レ ベル 図 
定 ネ ネル ギ ・ ギ ャ ッ プ セル で 最大 46), 最大 変換 効 
率 38.2 必 が 得 ら れる . さら に , 太陽 ニ ネ ル ギ ・ ス ペ 
トラ ム に 完全 に 合う よう , エネ ル ギ ・ ギ ャ ッ プ を 変 
化 さ す Graded Energy Gap セ ル が 研究 され て いる . 
Multitransition" セル は 禁止 帯 内 部 に トラ ッ プ ・ レ 


子 “ 正 孔 発生 に 太 


| 有 | ベル を 導入 し て , 高 収集 効率 を あげ よう と する も の 


2K スラ ラプ ・ レ ベル 。; 


A 


1 トラップ ・ レ ベル に つい 


C124) 


: 通信 電力 の た め の 半 導体 と エニ ネル ギ 変 換 技 術 


て 理論 的 結果 が 
報告 され て い 
了 e ろ ー 款 ホラ 2 
2 ・ レ ベル の 挿入 
K で 光 エ ネル ギ の 
| mk ルッ で | 利用 効率 は 73 
5 還 園 6 園 に 直感 詞 代 こう 
半 四 攻 細 加 本 
* 40 トド 提 入 レイ ル な し て ル ギ スペ クタ 
- J ラム に 良く 適合 
前 語 朱 険 団 還 還 Ne 
トト も | 
に に に おお 評 Ss 
。 i 4 料 が 用 いう る 点 
図 18 禁止 帯 に 挿入 レベ ル な い 理想 的 な る の と 
場合 , 1. 挿入 レベ ズル お よ 言え る . 
び 2. レベ 合 
の 場合 の 1 | 価格 の 人 減 選 
て 利用 され 得る 太陽 ニ = ネ つい て 笛 味 ある 
が 問題 は シン リコ ン 


’ et da 20 は 現用 セル ーー キャ リ 


2 1 軸 還 還 記 ー き 還 
“ 庫 国 司 了 2 全店 溢 際 お 
や ポ 


din 
生生 
= 
細 隊 時 還 N 


05 1 


25 2 I EN 

エネ ルキ Gap Eg 

図 19 禁止 帯 に 挿入 レベ ル の な い 場 合 , 一 挿入 レベ ル 。, 
お よび 二 挿 入 レ ベル の 場合 の 最大 変換 能率 


T= © 


鑑 合 に よっ て 集め う 刀 を キャ リヤ 数 
太 叶え パフ トル 中 の 光隆 粗 


セル の 厚み (cm) 


20 シリ コン ・ セ ル の 厚 さ と 接合 部 で 捕 集 さ れる 
キャ リヤ の 相対 量 


i 7 
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ャ の 平行 寿命 10* 秒 ・ 厚 さ 4x10-? cm 一 が 変換 効 
率 に 関係 な く 厚 さ を 10 づ cm 【 で と と を 示す . 
セル の 厚 さ を 10*~10-*cm と し , . (1) 材料 価格 は セ 
ル の 厚 さ に 比例 する . eg bog A 
の 現用 セル の 1/10. (3) 薄膜 セル に お ける 材料 費 と 
賃 と の 比 は 現用 セル と 同一 , ry sath 
価格 の 低減 一 一 360 ドル /ft? が 20 ドル ピピ ーー が 可能 
と な る 

3.2 燃料 電池 (Fuel Cell) G3 

熱 サ イク ル に よる , 燃料 の 化学 ェ エネ ル ギ を 電気 エネ 
ル ギ に 変換 する 現行 の 石炭 燃焼 に よる 発電 の 場合 

の 変換 効率 は 熱 力 学 的 制限 に より 制約 され る . 熱 が 他 
の エエ ギル ギ の 形 に 変換 され る と さき, 絶対 温度 7 二 か 
ら 5 Tc に 低下 し , 理想 状態 に お いて 変換 最大 効率 は 
Cn eT ある. 

燃料 電池 は , 燃料 の 化学 エネ ル ギ を 電気 化学 的 手段 
に よっ て 直接 電気 エネ ル ギ に 変換 する る も る ので, 熱 を 仕 
事 に 変換 する 過程 を まっ た く 含 まず , し た が っ て , そ 
の 過程 は 等 温 的 で あり , カル ノ 効率 の 制約 を うけ な 
い . と こと で , 電池 反応 に お ける 自由 エネ ル ギ の 変化 を 
GN エン タッ 2 ビ 変 化 を "4 刀 。 エ ジ シ ト ドロ ロビ 変化 を 4S 
と する と 熱 力 学 的 法則 か ら 

4AG=4G—T4AS 

すなわち , 電池 の 可逆 的 動作 状態 に お いて , 最大 可能 
の 電気 的 仕事 量 は 4G に 等 し く , と これ は 自由 化学 ェ 
ネル ギ の 変化 を 表わし て いる 

理想 状態 で の 全 ェ ネル ギ か ら 和 電気 エネ ル ギ へ の 変換 


イオ ノン 交換 
( 水 未 イオ ン 形 ) 
肪 


ty 水素 一 酸素 CKO 了 L) (2) イオ ン 交 換 有 誰 (3) 溶融 載 (4 Redox (酸化 選 元 ) 
i 図 久 各 種 燃料 "電池 


(125) 


CO sn し 
他 の 旋 素 系 燃 桂 


効率 a は , 
Tia=4G/ARH=1—-TAS/A4AH 

最大 可能 変換 効率 は 消費 され る 熱 な よび ェ ン トロ ピ 
の 相対 値 と その 符号 に よる . 幸い 宣 要 な 燃焼 反応 に お 
いて は 48 二 0. か くし て 燃料 電池 系 で は . す ぐれ た 理 
論 効 率 が 得 ち られる. 燃料 電池 系 に お いて , と の 反応 に 
あぁ あずかっ た 電子 の 数 を rx, ファ ラ デ 定 数 を 瓦 到 ? な 
その 理論 的 開路 電圧 と する と , 自由 エネ ル ギ は 

ーー4G=n EF 
また , と の 系 の flow rate factor を %, 出力 の 電圧 ・ 
電流 を 到 cei1, Zeel と する と 自由 エネ ル ギ 効 率 は 
Ectcen 
—ー4G.¢$ 

か よう に , 燃料 電池 は 本 質 的 に は 効率 100 必 と いう 
顕著 な 利点 を も っ て お り , 電気 エネ ル ギ の 蓄 積 の み 行 
な うう 従来 の 鞭 電 池 と は , エネ ル ギ の 生成 源 と な る 点 
で , まっ た くそ の 性 質 を 異 に する を の と 言 だ る 2. 

燃料 電池 の 分 類 は 大 体 つ ぎ の 2 種 の 方 法 で 行なわ れ 
第 一 の 分 類 法 は 反応 を 対象 と し て , (1 直接 形 燃 料 電 江 
(2) 間接 形 燃料 電池 . (3) 酸化 還元 形 燃料 電池 . 図 2 
は その 基本 回 路 で あぁ る. 第 二 の 分 類 方 法 は 主として 電 
池 の 温 度 を 対象 と し た も の で ある . 

すなわち , (1) 低温 形 10*~65°C 低圧 3atm 以下 , 
水素 一 酸素 また は 空気 燃料 電池 , 米国 Standard Oil, 
National Carbon, G.E., Electrical Storage Battery, 
Allis-Chalmers, 独 国 の Ruhr-Chemie 等 . (2) 中 温 形 
200~300°C 25~60atm 水素 ・ 酸 素 電池 , 英国 E.T. 
Bacon, 米国 United Aircratft, 
Lesona Corporation. (3) 低温 
形 岩 化 水素 お よび 酸素 な いし 空 
気 電池 , 米国 Allis-Chalmers, 
National "Carbon, Standard 
Oil, Lesona Corporation, 独 
国 Ruhr-Chemie. (4) 高温 形 
300~800°C 内 化 水素 お よび 空 
気 燃料 電池 , 一 般 に 座 融 塩 を 電 
解 液 と する . 米国 G.E., Curtis 
Wright-Lesona, United ‘Air= 
craft, Pittburg Consolidation; 
和 園 Ketelaar, 英国 Sondes 
Place Research Institute, ソ 
ビ ェ エット , (5) その 他 の 電池 
Lockheed, RCA, Dow Chemi- 
Gulf Oil, 


cals, Koppers, 


I 
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Chrysler. 

高温 燃料 電池 は CO あぁ るい は 天然 ガス の よう な 安 
価 な 燃料 を 直接 使用 で きる 点 将 来 が 期待 され て いる 
と の 形 の 電池 は 燃料 と 電解 質 と の 接触 。 応物 の 除去 が 
問題 と な る . Ketelaar は マグ ネ シ ヤ 制 の セラ ミッ ク 
円 板 の 細 孔 内 に 溶融 Na。CO。, KCO。 混合 物 を 電解 
質 と し , 円 板 の 両 側 は 薄い 金属 で お お っ た ガス 電極 で 
家 ・ 鉄 ・ ニ ッ ケ ル , な いし 白金 粉末 を 燃料 極 と し , 大 
気圧 , 500~800°C, 11 A/dm?, 9~30 W/dm? で 6 か 
月 損失 な く 動 作 し た と と を 報告 し て いる . 

中 温 燃 料 電池 は Bacon Cell と も よ ば れ , 純 HL。, 
〇 , を 使用 する . 両極 は 多孔 性 の Ni で 電解 液 側 6 々 ;, 
ガス 側 30x と し , 電解 液 は 27 必 KO 了 I の 水溶 液 で 
ある . 最近 3EW で 6 時間 使 用 の 電池 が 145-725 
WH/kg, 175 WH/dm? と 報 ぜ られ て いる . 

低温 燃料 電池 の 代表 的 な る の と し て National Car- 

」 bor= の 水素 一 酸素 電池 が ある . 陰極 は 電解 液 に 接 す 

る 作用 面 を 白金 黒 を 含む 多孔 性 活性 炭素 の 水素 ガス 電 

極 , 陽極 は 多孔 性 炭素 の 酸素 ガス 電極 で , 電解 液 は 

| 12-15N KO 耳 . 試験 用 電池 は 軍用 テレ ビ 電 源 に 使用 

され た と と が 報告 され て いる . 

] GE. の イィ オォ オン 交 換 膜 燃料 電池 は イオ ン 交 換 膜 を 電 

| 解 質 と し て , 膜 の 両側 か ら 金 属 納 また は 金属 簿 を 電極 

有 】 と し て 押し あて , 構造 の 簡単 ・ 小 形 化 を は か っ た も の 

| で ぁ る ろ る . 電流 密度 は 非常 に 小さ く (1.6~3.8 A/dm?), 

寿命 も 75 時 間 の 使用 が 限 度 の よう で ある . 軍用 の 通 
「 信 電源 に 試用 され て いる と と が 発表 され て いる . 


表 1 各種 液 料 電池 の 比較 


3.3 熱電 発電 器 (Thermoelectric Genera- 
tor) (14), (15) 
】 二 っ の 異 竹 の 金属 の 接合 点 を 熱し て 起 電 力 を うる と 
有 有 | と は , すでに と こと 一 世 期 の 間 良 く 知 られ て きた . 1847 


| 年 ご で ろ と は すでに ZnSb-PbS を 用 いて , 5 履 程度 の 


熱 か ら 電気 へ の 変換 能率 が 得 ら れ て いる . 近年 この 種 


1 (C126 ) 


A RM 


熱電 対 を 用 いた 熟 一 電 
気 変 換 器 が 注目 や を あび 
て きた の は , 最近 の 半 
導体 技術 の 急速 な 進歩 
に よっ て , 熱電 変換 身 
材料 と し て 高 能率 な ,7 
特殊 の 半 導 電 材料 セミ 「 
図 22 熱電 子 発電 器 の 回 路 メタ ル が 開発 され で き 

た と と に よる . と の 熱電 対 材料 は ある 種 の 半 導 電 結晶 
か ら つ くら れ , 半導体 に 比 し 高い 導電 率 そ も つっ 一 方 , 
金属 に 比 し 非常 に 熱 伝導 率 は 低く , 実質 的 に は 高い 起 
電力 を 示す . 

熱電 発電 器 の 基本 ユ ュ ユニット は 有 ア 形 お よび NN 形 素子 


- より な り , 各 素子 は 図 22 の どど くく 電気 的 に は 直 列 


に 熱 的 に は 並列 に 配置 され る . ア 形 素子 に ある 温度 色 
配 を る た せる と 正 孔 の 移動 た よっ て 冷却 点 が 加熱 点 に 
た いし , 正 の 電位 を し めす . NV 形 素子 で は 電子 の 移動 
に よっ て 冷却 点 が 加熱 点 に た いし 負 の 電圧 を 示す . 

一 般 に 熱電 発電 器 の 効率 は 2 種類 の パラ メー タ の 紺 
合わ せ の 関数 で ある . 

(1) 発電 器 の 熱電 対 に 作用 する 温度 、 こ れ ら の 温 訟 
は 通常 熱源 の それ と heat sink の それ で ある . 

(2) 熱電 対 に 用 いら れる 材料 の 3 つの パラ メー タ . 
すなわち Seebeck 係数 ・ 電 気 比 抵抗 ・ 熱 伝導 度 . 

上 記 の 3 つの パラ メー タ は 一 般 に Figure of Merit 
Z に 結び つけ られ る . 


SS 
RS 


熱電 対 を 形成 する アア 形 , NOR 
1S。 は S| 

( pop + v 等 

と と で 8S: Seebeck 係数 (volt/'C), = 熱 伝導 麻 
(watts/cm/*°C), = 上 比 抵抗 ohm・cm) 

発電 器 と し て の 熱電 対 の 最適 効率 は 

TT Mi 
a 


M= V1+ テ ーーZ(T + TD 


a 効率 を 導入 する 7opt 王 ce*7carnot と しめ 
す と と が で きる と と で 4 は 温度 7 7。 の 間 で 働 ” 
く エ ンジ ン に より 得 ら れる 最高 理論 効率 で あぁ る. 一般 9 
に と れ ら 材料 の ペラ メー タ 8, 2 を 2Z は 温度 に 依存 サー 
る . ゆえ に 発電 喘 の 広範 囲 な 温度 幅 を カバ レ , カル フ ノ 


a 


A 
A 3 


“ 


Ff 


+ 


~~ 


h. 
PF 
. 


相殺 する . 居 移 金属 混合 体 が 1000°C の 
Zener が 明らか に し た . た と えば ニッケ 


: いよ y mixed valence compound Li 
| NiztNi-z サ HO kK 変化 し 抵抗 の 大 きき 


8 結 


: 誌 第 紀 券 8 号 1281 
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図 23 N 形 材料 
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効率 を 高く する た め に は , 異な っ た 温度 で 最高 の 
字 igure of Merit を も た ら せ う る 多く の 異な っ た 熱電 
材料 を 利用 する 必要 が ある . 図 23, 図 24 は 々 。(T) 
を 遂 形 ・ ア 形 材料 と た いし て 1000°C と 300°C 間 で 
理論 効率 18 履 と し て 示し た も の で ある . 効率 は 回 路 
の 抵抗 ・ 外 部 熱 伝導 路 ・ Chimney 損失 に より 一 般 に 
©⑥~7⑳ に 減少 する . 
現在 Semimetal (Pb, Sb, Bi。 Te 等 ) と その 二 元 
: 化 合 物 な いし 三 元 化合 物 , 半導体 , mixed valence 
compounds, 液体 熱電 気 材料 に 多く の 研究 実用 化 の 努 
力 が な され て いる . 
半導体 お よび Semimetal は 25°C~ 
600°C の 発電 温度 に 用 いら れる . 600°C 
以上 の 温度 一 intrinsic_condition 一 に お 
ふい ハ いて. 電子 と ホー ル の Seebeck 効果 は 


高温 領域 で 良好 な 熱電 特 性 を 示す と と を 


Rts の 付加 こ 


二 


[Ce] 


は 付加 し た 1ithium の 割合 に より 変化 する : 0 必 
の lithium は 数 10 Qecm が ら 10-2Q・cm 記 抵 抗 を 変 
化す る . また 稀 土 混合 物 に は 耐火 性 熱電 材料 の 高 能率 
な も の の 多く の 例 が ある . 
現在 , 記録 的 な も の と し て は , 5kEW の も の が 
Westinghause か ら 発 表 さ れ て いる . 宣 量 比 出 力 る 当 
初 の 4 W/kg が ら 30 W/kg と 改良 され て き て いる 
1965 年 に は Z=3x10-C の 材料 を 用 いて , 総合 効率 
20 刀 , 出力 1000kW 程度 の も の が 期待 され で て いろ. 
3.4 熱電 子 発 電器 (Thermionic Energy Con- 
verter, Thermoelectron Engine, Ther- 
mionic Generator) 0 09 
熱電 子 発電 器 は 普通 , 真空 また は 低圧 の ガス 中 に 電 
子 放出 する 熱 陰極 と 電子 を 捕 集 す る 冷 陽極 と を 相対 立 
させ て 配置 し た 二 極 管 構造 もつ. と の 発電 器 を その 
動作 原理 か ら 表 現す れ ば 「 陰 極 の フェ ルミ ・ レ ベル が か 
ら 熱 的 に 放出 され た 電子 が 陰極 に 対し て より 負 の フ 
ルミ ・ レ ベル に ある 陽極 に 達し , 陰極 一 陽極 間 に 両 者 
の フェ ルミ ・ レ ベル の 差 に 等 し い 電 位 差 を 形成 する 』 
と いう こと こと が で きる . 陰極 一 陽極 間 に は 一 般 に 空間 電 
荷 が 形成 され る が . いま と の 空間 電荷 が 除去 され た 場 
合 , 図 35 は と の と き の ポ テン シャ ル * 二 ネル ギ 図 で 
あぁ る. 陰極 表面 で の 電子 の も つ ポ テン シャ ル ・ 補 少 
ギ ed?。, 電子 が 陽極 表面 に 達し 伝導 電子 と な る と き に 
失う ポテ ン シ ャ ル ・ エ ネル ギ 9?eg。 し た が っ で 陰極 か 
ら 陽 極 に 移 き れ た 電子 は , 陽極 に と た いし el(?。 一 22) 人 = 
eV の ポア デン ee ルム テニ ネル を CE ON 多 
部 回 路 に 負荷 を 接続 すれ ば 仕事 が な され る . 大 な る 出 
力 電 圧 を うる た め に は %。 多 ?。 が 必要 で , 大 な る 出 
力 電 流 を うる た め に は 空間 電荷 障壁 を 除去 する こと が 
本 質 的 に 重要 な 問題 と な る . また 温度 制限 領域 の 電子 
放射 7 は 仕事 関数 % と 


J=AT* exp(e¢/kT ) 


ぁ g* 陰極 の 住 事 関数 6g : 陽極 の 性 事 関 数 
図 25 熱電 子 発電 喘 の ポテ ジン シ ャ ル エ ネル ギ 図 


(1279 


1282 


民 ) 熊谷 伝 六 : 通 


な る 関係 が ある 、 と と で A は 一 定数 .。 よっ て $a «Ge 
な る 条件 か ら J。 7。 な る た め に は 4 は 充分 に 低 
いこ と と が 必要 と な る . 

と の 発電 器 を 実現 する 具体 的 方 法 は , 空間 電荷 を 除 
去 す る 方 法 で 大 別 さ れる . (1) 険 陽 両極 間 の 距離 を 接 
近 さ きせ る. ⑫②) 正 イ オン に よっ て 中 和 す る . (3 電磁 
界 を 用 いる : (④ 有 加速 グリ ッ ド を 用 いる . 実用 的 に 可 
能 人 性 の あぁ る も の は (①), (2②) で ある . 

陰陽 両極 間隔 を 接近 させ る 方 法 は 両極 間 が 高 真空 
に 保 た れる . 両極 間 の 距離 は 実用 的 な 発電 器 を うる 
た め に は 0.001 cm 程度 まで 小 と せ ね ば な ら な い . 
宛 問 電荷 が 除去 まれ た 場合 , 最大 出力 Pmax 三 J:(%。 
0) で 与え そ られる. た だ し (%。-%2) > kT cle, Js 
は 陰極 温度 で 。 で えら れる J。 の 最大 値 で 陰極 の 飲 
和 和 電流. 
高温 加熱 体 の 仕事 関数 だ ガス の イオ ン 化 電圧 (Vj) 
まり も 高い 場合 に は , 加熱 体 の 表面 で ガス が イオ ォ オン 化 
さき れる. 加熱 体 と し て W(e%=4.5eV), Mo(4.2eV) 
Ta(4.3 eV) 等 を 用 いる 場合 , 上 の 条件 を 満た す も の 
と UL し て T Cs(leV;=3.88 eV), Rb(4.16 eV), K(4.3 eV) 
な どの 燕 気 を 用 いう る が 。 実際 に は ほとん ど Cs が 使 
用 され る . Cs は 空間 電荷 を 中 和 さ せる は ほか に , 低温 
の 陽極 に 収 着 し て その 仕事 関数 を 下げ る . 陰極 に も 付 
着 し て 電子 放射 を 増大 させ る 利点 が ぁ る . Cs の 蒸気 


左 が ある 程度 高く な っ た 場合 , 険 陽 両 極 間 げき が 伝導 
護 の 大 き な プ ラズ マ で 充満 され て いる と みて よく , 険 


極 一 プラ ズ マ 接触 面 が 高温 接点 , 陰極 一 プラ ズ マ 接触 


4 
mn 


a. 


2 


a 


と re (0 
a 
| 


¢ 


面 が 冷 接点 で ある 熱電 対 と みな せる . 湖 字 1, 2 は そ 
れ ぞ れ プ ラズ マ , 金属 を 表わす と すれ ば , 負 蒼 抵抗 の 
両端 の 電圧 4。 は 


dd 
(Fr) Te- To 
た 7 に し 実用 の 範囲 で (d 0/dT), $(d0/dT)。 と し た ・ 


| 。=3000K, プラ ズ マ 中 の 電子 濃度 , 10"/cm* で , 


(a 0/dT), = 1.5x10°V/°K, 険 陽 両 極 間 温度 差 2000 
KK) と どす れ ば Seebeck 起 電 力 と し て 約 3 V の 電圧 が 


有期 邊 され る 損失 ェ ネ ル ギ を 電子 放射 冷却 の み と し た 


場合 の 効率 を 電子 的 効率 7。, ほか に 放射 , 伝導 , 対 


) 流 等 の 熱 掴 失 , リー ド 線 で の 電圧 降下 を 煮 し た 効率 


訂 1s ーー 
2 1 0) 


Temax — 


し じ いい - で 実用 の 範囲 で 7 半 
8 と けけ" で 17 maz は Carnot 効率 の 90% に 達する . 


通信 電力 の た め の 半 導体 と エネ ル ギ 座 換 技術 


熱 放 射 損失 (Pg), リー ド 線 熱 伝導 損失 (Hw), 電 . 
圧 降 下 (Vw) を 考慮 し て , 7。 が 充分 低い と き 
JCVi— Ve= VD 
PtH, + V+2 kTle) 
と 示さ れる . 
基礎 的 実験 で は 変換 効率 10 包 以下 , 最大 の も の で 
16.8 必 と 報告 され て いる が , G.E. で は 図 26 の どど 


き 開 発 の 予想 を 発表 し て いる . 


商 空 変換 慎 


100 w/eme 


20 


NN 


で 材 妹 改良 sec すく 初期 プラ ズ マ 損 究 標 
江 a を 人 人 
26 G.E. に お ける 熱電 子 発電 器 の 開発 の 予想 
3.5 熱 磁 気 発電 器 CThermomagnetic Generaー 
tor) (9,9 

熱 エ ネル ギ の 電気 エネ ル ギ へ の 変換 に , 熱 磁気 的 変 
換 器 が 利用 し うる と と は , すでに し ば し は ば 提案 され で 
きた 、 図 27 は 変換 器 の 概要 で , 永久 磁石 , ギャ ッ プ ' 
材 と し て の 強 磁性 体 コ イル , 
熱源 , heat sink より な る . 

強 磁性 材料 は キュ ー リ 点 を よ 
き ぎり 循環 加熱 され る . 一 般 に 磁 
性 材料 の キュ ー リ 点 が 高い と 
と , 出力 あたり の 材料 の 大 な る 
と と か ら , と の 種 , 装置 の 実 末 
化 が 真面目 に 考慮 され る こと は 
な か っ た 、 キ ュー リ 点 が 高い と 
永久 磁石 の 特性 は 劣化 
し , 装置 の 熱 力 的 効率 は 
(4 T/T) は 低い . し か し 
室温 付近 に キュ ー リ 点 を 
も つ Gadolinium の 発 県 
に より , 装置 実現 の お も 
な 障壁 は と り 除 か れ た . 
と れ に よっ て, 低温 熱源 


27 蘭 磁気 発電 器 
回 路 


28 。 強 磁性 材 の 減 磁 曲線 か ら 電 力 を うろ 宅 迄 8 記 
CD 線 は 熱 磁気 的 発 。 きる . と この よう な 低温 の 
電 問 の 動作 線 で ある 熱 エ ネル ギ を 他 の 方 法 で 
利用 する と と は むず か し い . 


と の 装置 の 動作 は 図 28 永久 磁石 の 減 磁 曲 線 で 示さ 


(C128 ) 


0 


雑 誌 第 44 券 8 号 1283 


れる . "ギャップ 材 の 温度 が 

T=T,+bsinot 
で 表わさ れ , ギャ ッ プ 材 の 通 磁率 x4 が 永久 磁石 の 
表 磁 率 に ほ ば 等 し いと き , と この 装置 の 出力 の 上 限 
は ぱ 永 久 磁石 の 容積 ひと その 磁気 的 性 質 で 表わさ れる ・ 


で こと で ん 刀 。: を 熱 磁 気 発電 器 の Figure of Merit と 
は よぶ. 負荷 が 整合 され て いる 状態 で 動作 し て いる と さき 
て の 発電 器 の 効率 7 ヵ は 
を 3 a 
0 
Co は 明らか に ギャ 0 プ 材 の キュ ー リ 記 (9) と 同一 
視 で き , 4=9- ヶ で zr は ギャ ッ プ 材 の 万 が 図 の 点 D 
放 」 の と 等 し く な る 温度 . ギャ ッ プ 材 が 温度 7, な る 
周囲 温度 に お いて , 温度 7 か ら +4 に 達する 
まで の 時 間 r/2 は 
4 | 
Ty—T, 


Co 
sl 
+ は ギャ ッ プ 材 の 半径 で , ギャ ッ プ 長 に 比 し 小 と し , 
高熱 導 率 な る の と する . C は 単位 容積 あたり の 比熱 , 

た は 単位 面積 あたり の 熱 導 電 率 . 

Alnico M—H.950, gy,*45, Figure of Merit 42.2 
ergs/cc 一 と ギャ ッ プ 材 と し て Gadolinium 一 PB 二 1.8 
x10: ガウ ス 9 一 290°K, 4 (= 一 ァ ) を 3°?K 一 を 用 いろ 
a 


| 

4 
3 
1 


熱 源 T;= (0+10)°K=300°K 
heat sink TT;'= (@—10)°K=277°K 
と し て 温度 サイ クル 時 間 


’ | dec 
| 抽 力 密度 有 。* は 
] Et 


に で と の 環 較 電 只 は 区 当 な 効 較 で 
数 kW 程度 の 出力 ちや うる と と が 可能 で ある . Gadoli- 
nium の キュ ー リ 点 が 大 部 分 の 地 毅 の 平面 温度 に ひと 

7 し いこ と は 興味 深い . 


3.6 自立 電力 と その 経済 性 
図 29 は 現用 通信 電力 施設 の kWH あたり の 年 経費 
価格 と 自力 電力 と し て 太陽 電池 ・ 燃 料 電池 の ほぼ その 


1 客 挟 (W 
1000[ーーーーーー eh 


wt 100 
= 
§ 
夫 RecBait [48V 市 内 用 誠 ヵ ] 
FE 
才 ReC+Batt 
ーー } 0 
EO 
球 10 
6 EEA) 


湾 : 醒 系 * ア ル グ 
夫 合 1 征 ) 電解 


i i00 
29 
予想 最終 価格 と を 示し た . 燃料 電池 ・ 熱 テ エネル ギ 変 換 


器 で は 使用 する 燃料 価格 に より , その 経済 性 は 大 きく 
左右 され る . 図 に 水素 ・ プ ロ パ ン ・ タ ウン ガス ・ 軽 油 
1kWH あたり の 価格 を 示し た . 熱電 気 ・ 熱 イオ ン 発 
電器 は 変換 能率 の 低い と こと が 問題 で , 装置 価格 の 低減 
る さる と と な が ら , 問題 は 効率 の 向上 いか ん に あろ 
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③ 本 土 一 沖縄 間 マ イ クロ 波 回 線 計画 


現在 電電 公社 で は 鹿児島 と 名 瀬 と の 間 の 市 外 電話 回 線 増 設 
の た め , 鹿児島 県 大 浦 と 奄美 大 鳥 朝 戸 と の 間 を 見 通し 外 通 信 
方 式 で 結ぶ 2,000 Mc 帯 マ イク rr 波 回 線 を 工事 中 で あり , ^ 近 
く 実 用 に 供 さ れる とこ と に な る が , 一 方 昭和 34 年 5 月 琉球 の 
電信 電話 事業 が 政府 の 手 を 離れ 公社 が 発足 し た こと に 伴い , 
現在 本 土 と の 間 の 通信 が わずか に 短波 SSB 方 式 の 電話 3 回 
線 と , 電信 2 回線 の み で , 通信 の 疎通 に 不 十 分 な こと , お よ 
び 沖 縄 本 島内 に テレ ビ 放 送 局 が 2 社 発足 し た と こと か ら , 前 記 
鹿児島 ・ 名 瀬 回 線 を 沖縄 本 島 那 護 ま で 延長 し て ほし い 引 の 要 
望 が 高まり , 本 年 3 月 末 に 日 本 政府 と 電電 公社 が 沖縄 島内 分 
の 設備 に つい て 援助 を お と な う 法 律 と 予算 が 国会 を 通過 し , 
琉球 側 の 要望 に 応え る と と に な っ た . 

と の 決定 に 先立ち , この 区 間 が 見 通し 外 通 信 方 式 で どの 程 
慶 の 回 線 品質 が 得 ら れる か を 調査 する た め , 35 年 3 月 か ら 5 
月 まで 伝 ぱ ぜん 試験 が お とこ な われ た が , 徳 の 鳥 の 山岳 回 折 利 得 

よ まっ て 比較 的 良好 な 回 線 が 作成 し うる 見 通し が 得 ら ちら れ て い 
る . 

見 通し 外 区 間 に つ いて 電話 は 2,000 Mc 帯 (FM, 出 力 400W 
予定 ) テレ ビ は 1,000 Mc 帯 (FM, 出 力 1kW 予定 ) が 使 
用 され る 計画 で ある が , と こと れ は 持 来 の 回 線 増 に そなえ る た め 
で あっ て , 伝 ば ん 特性 を 考慮 し た た めで は な い . 

と の 画 計 を 実施 する に 際 し て , 琉球 が 現在 お か れ て いる 特 
殊 な 情勢 か ら 種 々 の 困難 が 予想 され る が , 36 年度 建 築 , 37 年 
度 設 備 の 工事 を お こない , 大 略 38 年 春 頃 開通 の 運び と な る 予 
定 : 


る e 電 波 関係 規則 の 大 幅 改 正 


郵政 省 で は , 1959 年 ジュ ネー プ で 開催 され た 国際 電気 通信 
連合 UTU) の 無線 主管 庁 会 議 に よる 無線 通信 規則 お よび 追 
加 無 線 通 信 規 則 の 改正 に と も な い , 国内 諸 規 則 す な わ ち 電波 
法 施行 規則 , 無線 局 免 許 手続 規則 , 無線 従事 者 国家 試験 お よ 
び 免 許 規 則 , 無線 局 運用 規則 , 無線 設備 規則 の 大 幅 改 正 を 行 
な い 6 月 1 日 に 公布 , 施行 し た . 改正 の 大 要 は つぎ の と お り 
で ある ろ る . 
G19 左 機 書 き に な っ た と る 
(3) う 周波 数 , ek edie TE 
られ た 基準 お よび 数 値 な は で きる 限り 詳 規 則 の 内 に 組み 
入れ 現在 の 議 規 則 の 体 雪 を と ゝ の えた . 
(4) 今 ま で 通達 等 に より 規則 の 不備 を 補っ て いた も の に 
つい て は , で きる 限り 規則 の 内 に 挿入 し た . 
(C5) 技術 の 進歩 発達 に と も な い , 空 文 化し た 規則 を 除き , 
新しい 項目 を 追加 し た . 


る 公社 新 4 Gc 方 式 の 装置 完成 


電電 公社 で は 従来 4 Ge 帯 の 標 葉 方 式 と し て わが 国 の マイ 
ク r 波 幹 回 線 に 広く 用 いら れ て きた SF-B 3 方 式 に 代わ 
り 9 さら に 伝送 品質 お よび 安定 度 の 向上 を は か っ た SF-B 4 


| 方式 の 開発 を 進め て きた が , と の た びそ の 最初 の 中 継 機 お よ 
| び 変 人 復 調 機 が 完成 し た . 本 方 式 は 960 チャ ネル の 超 多 電電 話 
】 信 き ある い は カラ ー テ レビ 信号 を 国際 規格 を 満足 し て 伝送 し 


うり る も の で , その お も な 仕様 を 従来 の SF-B 3 方 式 と 比較 す 


|| る と 次 表 の ど と く で ある . な お 本 方 式 は 最初 に 大 阪 一 金沢 間 


に 施設 され , 本 年 末 開 通 の 予定 で ある . 


SF-B3 方 式 と SF-B4 方 式 の お も な 仕様 の 比較 


| SF-B3 方 式 | SF-B4 方 式 
雑音 規 格 7500 pW/2500 km | 7500 pW/2500 km. 
送 信 出 カカ 3wW (35dBm) | 5W (37dBm) 
雑 音 指数 15dB 13.5 dB 
-IF 振幅 特性 0.5dB/+10Mc |0.4 dB/+10 Mc 
IF-x 振幅 特性 0.7d B/+10Mc |0.4dB;+10 Me 
4-4 Delay 特性 16mgus/+10Mc | 6 mgas/+10 Mc: 

3 VSWR 1.05 
中 継 欄 入出 カイ ン ピ ー タ シス | WR I 0 
変 復調 機 徴 分 特性 1.0%/ ま 6 Mc |0.5%/E6Mc 
3m 4m¢g 
生き 中 へ > 線 (利得 39.5 dB) (利得 42dBy 


る 36 年 度 の NHK テレ ビ 放 送 局 建設 状況 


テレ ビ 第 一 次 チャ ネル プラ ン の 修正 (教育 テレ ビ 局 の チャ 
ネル 追加 割当 ), 第 二 次 チ ャ ネル プラ ン の 決定 に 伴い NHER 
で は 極め て 活発 な テレ ビ 放送 局 の 建設 工事 が 開始 され た が , 
既に 今年 度 に 入っ て か ら 網走 テレ ビ 放 送 局 (1 kW) を は じ 
め , 三次 , 北見 , 高田 サテ ラテ ライト 局 (いずれ も 75 W), 佐伯 
サテ ライ ト 局 (30 W) が 完成 し , それ ぞ れ 運用 を 開始 し た ほ 
か , わが 国 で 最初 の 全 ト ラン ジス 婚 化 サテ ライ ト 局 が 鳥取 県 
の 智頭 に 誕生 し , 0.05 W の 出力 で 運用 を 開始 し た . さら に 
年 度 内 完成 を 予定 し て 建設 を 進め て いる 局 に 。 テレ ビ 放 送 局 
で は 稚内 (250 W), サテ ライ ト 局 で は 250W 級 の 中 村 ( 露 


知 県 ), 入 帆 浜 (愛媛 県 ), 北 福岡 (岩手 県 ), 100W 級 の 高 1 


山 (岐阜 県 ), 人 吉 (熊本 此 ) う , 宇和 島 (愛媛 県 ), 区 ul ロ 
県 う , 竹原 (広島 県 ) な ど が あぁ る. 

な お , 中 標津 北海道), 大 館 (秋田 県 ), 芦別 (北海道), 
大 船渡 (岩手 県 ), 大 野 (福井 県 )。 中 津川 : (岐阜 県 ), 輪島 
(石川 県 ), 枕崎 (鹿児島 県 ), 松本 (長野 県 )。 ほか 10 数 局 の . 
サテ ライ ト 局 の 建設 に つい て も 上 記 の 局 に 引き つづ き 人 備 が 
進め あれ て いる i 

UHF 実験 局 は 日 立 , 大 津 両 地 区 を モデ ル 地 区 に 選ん で 建 


了 設 の 傘 備 を 旋 い で いる の で ), 今年 末 頃 に は わが 国 最初 の UHF 


帯 サ テラ イト 局 が 誕生 する 予定 . 

札幌 テレ ビ 放 送 局 は , 現在 市 内 に ある テレ ビ 塔 か ら 電 波 を 
発 笠 し て いる が , 示 育 テレ ビ 局 の 増設 を 機会 に , 総合 , 教 斉 
両 系 統 の 放送 所 施設 を 手稲 山頂 に 移設 する 予定 で 准 備 を 進 
て いる の で , 昭和 37 年 度 の 上 半期 頃 に は 10kW 級 の 無人 
テレ ビ 放 送 局 が 出現 する と こと と な る ろう. 

教育 テレ ビ 局 の 増設 工事 は 名 古屋 実験 局 10 kW) を 本 格 
施設 化す る ほか , 高知 , 青森 , 静岡 , 小倉 , 釧路 , 尾道 , 金 


沢 , 熊本 , 鹿児島 な ど に 教育 局 が 年 度 内 に 完成 する 予定 で ある 


が , これ と 同時 に 、37 年 度 に 教育 テレ ビ 局 を 開設 する た め だ ご 
必要 な 既設 局 の 周波 数 変更 工事 (放送 機 , 空中 線 系 の 取 禁 工 
事 ) を 新潟 , 甲 府 , 大 分 , 長崎 , 浜 松 , 広島 , 高 田 の 7 局 に つい て 


進め て いる の で , さら に 教育 テレ ビ 局 が 飛 中 的 に 増加 する 見 


込み で ある . また , 既設 サテ ライ ト 局 の 教育 増設 工事 も 親 局 
の 増加 に 伴い ます ます 必要 と な る が , 本 年 度 に は 呉 , 三次 」 
高山 , 吉原 な ど に 教育 サナ テラ イト 局 が 完成 する 予定 で ある 、 


_③ 市 内 PEF ケー ブル 照 和 局 に 布設 


すでに 本 欄 で 紹介 し た 市 内 PEF ケー プル (PEC ケー プ 
ル の 正式 名 称 ) に ついては, その 後 試験 局所 も 忠 和 局 に 選定 


C130) 


| 


昭和 36 年 8 月 電 気 通信 


され , ケー プル 仕様 書 な ら び に 各種 工法 等 の 制定 が 進め られ 
て いた だが, この 7 月 より 工事 に 落 手 し た . 37 年 2 月 に 工事 
エエ の 予定 で , その 後 38 年 3 月 まで 試用 試験 が 続行 され る . 
主要 工程 な ら び に 試験 項目 は つぎ の と お り で ある . 
工程 
地下 ケー プル 0.32 mm 1000~3000 対 約 4km 
架 補 ケ ー プ ル 0.32 mm 30 一 600 対 
30~200 ヶ » 4 » 々 
0.5mm 50~200 » ヶ # 0.37 
0.65 mm 50~200 ヶ #8 7 


人 
0.4 mm 


試験 項目 
建設 時 上 森 空 ケー プル 架 渉 工法 

4 接続 ヶ 
地下 ケー プル 布設 工法 

” 接続 » 
局内 成 端 工法 
防湿 隔壁 工法 
障害 状況 
ケー プル の 伸縮 移動 

な お , 本 局 の 改 式 は 新 形 電話 機 と 共に 実施 され る が , ケー 
プル の 細心 多 対 化 に よる 線路 施設 費 の 経済 化 は 大 きく , 本 試 
験 の 結果 に よ ょ っ て は , 全国 的 に 市 内 PEF ケー プル が 使用 さ 
れる も の と 思わ れる . 


ゃ 通 研 の 中 性 子 回 折 装 置 完 成 


電電 公社 通 研 で 34 年 度 春 か ら 計 画 し て いた 中 性 子 回 折 装 置 
が こと の ほど 完成 (三菱 電機 製作 ) し , 原子 力 研究 所 第 2 号 原 
子 妨 へ の 据付 工事 が 終了 し た . 

と の 装置 は 物性 研究 用 と し て は 大 形 の も の で あり , と の 規 
模 で は 原研 に つぐ 2 台 目 で , 運転 の 自動 化 , その 他 の 新しい 
機能 を 取り 入れ 測定 能率 を 高め る よう 設計 され て いる . 大 き 
くみ て 2 つの 特長 が あり , 第 1 は 特定 の エネ ル ギ の 中 性 子 だ 
け を と り 出 す モ ノ ク ド メー タ 々 2 台 を 持ち , 同時 に 2 つの ご = 
オメ ー タ を 運転 する と こと が でき る. 第 2 は 単 結語 の 試料 の 測 
定 が 自動 的 た 行なえ る よう プロ グラ ムコ ント ビ ドール 装 置 が 付 
され て いる こと と で ある . 単 結晶 試料 の 場合 , 試料 と 計数 管 と 
を それ ぞ れ 独立 に 回 転 さ せ , し か も 一 定 角 度 で の 送り , シヤ 
ッ 々 開閉 , 計数 , 印字 な どの 操作 を 自動 的 に させ る よう に , 
あら か じ め プ ログ ラム を 組ん で テー プ に 入れ て お き , これ を 
プロ グラ ムコ ント ドー ル 装 置 に 入れ て 回 折 装 置 を 運転 する よ 
うに な テテ て いる . この 他 , 中 性 子 線 の 磁気 能率 の 方 向 を そろ 
える ポー ララ イザ , 試料 に 磁場 を か ける 大和 形 電 磁石 な ど を 付 
属し て お り , また 来春 まで に , 試料 を 液体 リウ ム 温 度 ま で 
に 冷や す ク リオ スタ ッ ト が 作ら れる 予定 . 

と の 装置 に より , 磁性 合金 , 金属 内 化合 物 , 強 誘電 体 そ の 


保全 時 


他 の 結晶 構 造 , , 磁気 構造 な ど を 調査 し , 電気 通信 材料 開発 へ 
の 基礎 デー 々 の 提供 が 期待 され る . 


る ITV の 進出 分 野 広 が る 


わが 国 の ITV( 工 業 用 テレ ビ ) が 始 
和 29 年 で , oT ot 
視 と 火力 発電 所 の 炉 内 監 


台 め て 設備 され た の は 昭 
妥 は も っ ぱら 水力 発電 所 の ダム 監 
視 が 主たる も の で あっ た . その 人 後 ) 
家伝 な ど 各 種 の 方 面 へ 
I TV 装置 の 最近 の 生産 状 


工場 管理 , 銀行 , 医療 , 寺 析 問 人 
の 利用 が 急速 に 開拓 され て きた . 
況 は 秦 1 の と お り で ある . 


装 置 ( 基 ) 数 生産 金額 ( 千 円 ) 
照 和 32。 年 51 36,898 
33 年 78 88,293 
34 年 58 123,327 
35 年 85 128,013 


最近 で は ITV の 新 分 野 へ の 進出 は 目覚 まし く , トラ ンジ 
ス 化 , 境 隔 操作 , ビデ イコ ュ ン の 高 性 能 化 , カメ ラ の 小形 化 の 
技術 進歩 と 相まって , 色々 な 付帯 施設 の 関連 に よっ て 技術 競 
逢 が は げ し い . 最近 まで の 有線 に よる ITV の 進出 分 野 の 割 
rata EA 
無線 に よる ITV は 昭和 35 年 か ら 本 格 的 に 施設 され る よ 
うに な っ た . 大 部 分 は 銀行 の パン カビ ジョ ン と 呼ば れる 帳 
始 合用 で , 実用 化 試験 局 と し て 予備 免許 に な っ た の は 昭和 攻 
34 年 度 に 小金 井 工業 高校 , 三 和 銀 行 大阪 ), 松下 電器 産業 , 
昭和 35 年 度 に は 富士 銀行 大阪), 東海 銀行 (名 古屋 ), 三 奏 
銀行 富士 銀行 , 三 和 銀行 , 野村 証券 (いずれ ゃ 東京) な ど 
で , 近く 住友 銀行 , 三井 銀行 , 東海 銀行 に 設備 され る 予定 で あ 
る . また 郵政 省 が 無線 ITTV に 用 意 し て いる 周波 数 は 830 
~920 Mc で ある 


表 2 
分 大 | ま 内 を R 
ダム 監視 水位 監視 。 取 水中 視 。 屋 外 失 
電 力 関 錠 監 入 。 燃 村 牙 視 。 内 牙 視 。 水面 計 臣 梓 | 82.2% 
* 


医学 , 教育 , | 医学 (手術 治療 な どう), 防 和 交 店 , 教材 , 各 
久夫 関係 [ だ 雑 謗 | 17.1% 


ey 0% 


工場 工種 監視 。 事務 管理 。 光 学 計 版 。 製 
作業 工程 監視 工場 水面 計 監 視 , 航 研 風洞 監視 を その他, 水 | 15.5% 
頂 臣 信 。 談 玉 作 業 牙 
放射 線 な どの 
F 殺 : の , 吊 F .0% 
人 ナック カメ ラク と の 連結 
エエ 監 視 部 諾 水中 監視 工事 現 電 息 視 | 0 


X 線 テレ ビ | | 1.5% ; 
銀行 , 証 券 | 帳簿 央 合 , 相場 1.5% 


る 無線 に よる アイ ド フ ォ ア の 実験 


テレ ビ の 画面 を 映画 な み に 大 形 ス クリ ン に 投与 する アイ ド 
フォア (Eidophor) は 劇場 テレ ビ と も いわ れ , テレ ビ の 交 
な ら ず , 映画 会 社 か ら の フイ ルム 放送 を 受け て 映画 を うつ す 
と と が で きる の で , 映画 の 革命 と し て 映画 界 で は 早く か ら 実 
用 化 を 計画 し て いる . すでに 欧米 で は 、 ミー マオ リン ピッ グ ク 
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1286 ws た 


大 会 を は じ め , 劇場 用 , 教育 用 と し て 実用 され つつ あり , と 
くに 米国 に お いて は , と れ の 改良 し た も の を Light Valve 
Projection 方 式 と 称し て 軍用 に 使っ て いる . 

日 本 ビク ター で は 7 月 10 日 アイ ド フ ォ ア の 電波 に よる 性 能 
試験 を 目的 と し 東京 放送 スタ ジオ か ら VTR に よる 映像 信号 
( 宏 中 線 電力 0.1 W, 周波 数 7012.5 Mc お よび 7087.5 Mc, 
電波 型式 F-9) を 厚生 年 金 会 館 に お いて 受信 し , アイ ド フ ォ ェ 
プア を 使っ て 映像 を 4mx6m の スク リン KK 投写 し , その 画 赴 
の 受像 公開 実験 を 関係 者 を 招い て 行なっ た . 


クワ セ ノ フラ ッ プ 光 光 


Picture Window 


5 
る 極東 米 軍用 マイ クロ 通信 網 具体 化 
極東 地区 駐留 の 米 軍 は 日 本 各地 , 沖縄 , 韓国 に ある 基地 相 
採録 決定 論文 


8 月 編集 会 分 [ ] 内 の 数 字 は 寄稿 月 日 

秋 丈 春夫: 交換 方 式 の 最適 設計 に つい て [36.5.10] 

佐 尾 和夫 “ 空 電 の VLF 帯 周波 数 スペ クト ル [36.3.30] 

川島 将 男 : 微分 反響 形 可 変 波形 等 化 器 [36.5.1] 

福島 邦彦 : 二 次 元 画像 の 冗長 度 一 テレ ビ 伝 送 帯 域 圧 縮 の 
理論 的 限界 一 [36.5.10] 

森沢 誠 , 実 川 卓 次 , 大 賠 洋 , 田島 智 平 , 木村 盤 : 磁気 テ 
ー プ を 用 いた 情報 検索 機 [36.5.17] 

' 布施 正 : 大 振幅 励 振 時 の パラ メト リッ ク 増 昼 器 の 利得 
変動 に つい て [35.12.23,36.5.30] 

土屋 正 次 : 振動 負荷 法 を 用 いた 微小 反射 係数 直視 装置 
[36.6.17] 

販 誠 質 治 , 大 友 元春 : 横形 電子 ビー ムペ パラ メト リッ ク 増 
幅 喘 の 一 般 解 析 [36.5.2] 

石井 康博 : 進行 波形 ボラ メト ロン 増幅 器 に つい て [36.5. 
10] 


互 間 


住 設 備 の 建設 , 無線 ・ 搬 送 機器 等 一 切 を 含み 総額 約 36 億 円 で 


の ぼ 
電気 
a 
トビ 


方 式 が 採用 され る . 最大 区 間 距 離 な 550 km (九州 南端 一 沖 
細 ) で , この 場所 で は 送信 出力 10kW クラ イス ト r ン が , 
受信 側 で は パラ メト リッ ク 増 編 器 付 超 高 感度 受信 方 式 が 四 宣 
ダイバー シ チ で 使用 され る . 

OH 1 ルート 最大 電話 回 線 数 は 60 チャ ネル で 世界 一 流 と 
な る 予定 で ある . また 搬送 機器 は 全 ト ラン ジス タ 化 の も の で , 


場所 
建設 


より 検収 され る が , 納期 は それ を 含め て 18 か 月 で ある . 


Frequency dofJ Frequency 
Date| Deviati lses onl Date| Deviation | 
1961 Tt in TS.T: ja 1961 Tarte in 

1 on 
Jan.| jg.S.T. |0900 J.S.T. [an. | gs.T 
1 0 y's 3 
2 + 1 + 9 18 o° 
3 + 1 + 9 19 i 
4 + 1 + 9 20 ss 
5 + 1 + 9 21 4 
6 + 1 + 9 22 を ー 
1 + 2* + 9 23 て 
8 ー 2 + 9 24 EE 
9 -ー 1 + 9 25 3 
10 ー 1 + 9 26 5 
11 ー 2 + 9 57 NE 
12 ー 2 + 9 28 ye 5 
13 ー 5 0 の 
29 ー 4 
14¢ ー 5 - 12 30 4 
15 ーー $4 - 12 31 EE 4 
‘ —ー —18 
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を 結ぶ マイ ク r 波 に よる 通信 網 を 計画 し , 局 舎 お よび 居 


る 全 施 設 の 国際 入札 が 行なわ れ て いた が , この ほど 日 本 
(株 〉 が 契約 に 成功 し た . 

イク rr の サイ ト は 17 か 所 , その 内 9 リサ ンク は 2000 Mc 
ボス キャ タ OH 方 式 、 3 リンク は 7000 Mc 回 折 O 耳 


に より S/N 改善 用 の コミ ン パ ンダ が 使用 され る 。 機器 が 
され る と 3 か 月 間 総 合 テス ト が 行なわ れ , その デー な 々 に 


標準 電波 の 偏差 表 
郵政 省 電 波 研 究 所 


JJY STANDARD-FREQUENCY 
TRANSMISSIONS 


(The Radio Research Laboratories) 
Frequencies 
2.5 Mcjs, 5 Mcjs, 10 Mc/s, 15 Mcjs 


The values are based on the Time Service Bulletin 
from the Tokyo Astronomical Observatory. 
* Adjustment were made on the days indicated by* 


0 も 
a A 
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昭和 36 年 8 月 電 気 通 


第 仙 巻 8 号 1287 


第 3 回 理事 会 
第 1 回 評議 員 会 


広田 会 長 , 三 態 , 小島 , 内 田 各 副 会 長 , 野村 理事 , 染谷 監 
事 。 田 中 庶務 幹事 , 柿田 , 香西 両 会 計 吉 事 , 関口 , 末 武 各 編 集 
幹事 宇都宮, 岡 登 両 調査 幹事 , 田中 , 武田 , 伊藤 , 安田 , 
杉山, 田島 , 妻 於 名 評議 員 お よび 肥 土 主事 出席 . 

議 事 

1. 誘導 調整 委員 会 の 報告 に つい て 

委員 長大 山 松 次 郎 氏 より 昭和 26 年 7 月 発足 以来 の 成果 を ま 
と め た 報告 書 の 提出 が あり , な お 将来 関連 する 技術 的 諸 問 題 
の 調査 研究 を 引続き 行なう た め に , 別途 適当 な 組織 を 設け る 
こと が 望ま し いと の 申出 が あっ た と と に つい て 協議 の 結果 , 
と の 報告 を 承認 , 将来 の 調査 研究 組織 の 設置 に つい て は , 電 
気 学 会 ど 歩 調 を そろ えて こと れ に 和 協 力 す る こと に 決定 し た . 

2. 電気 四 学 会 連合 大 会 の あり 方 に つい て 

36 年 第 2 回 理事 会 の 決議 お よび 37 年 連合 大 会 委員 会 か ら 
の 要請 も あぁ あり, 連合 大 会 の ぁ り 方 に つい て 検討 し た . まず 事 
務 局 か ら 過 去 に お ける 連合 大 会 の 推移 に つい て 資料 を 提出 説 
和 し , 種 々 意見 の 交換 を 行なっ た が 結論 に 至ら ず , 適当 の 時 期 
に , と これ に 関す る 四 学 会 の 連絡 協議 会 の ご と きも の を 設け て 
検討 する と こと と な る も の と 思わ れる が , 役員 で これ に 関す る 
改善 意見 の ある 向 は 事務 所 へ 報告 し , これ を まとめ て 次 回 に 
押 議 する こと と し た . この 間 つぎ の よう な 意見 が 述べ られ た . 

1 現在 の よう に テテ 恋 年 ぼう 大 な 大 会 と な る よう で は 事 
務 的 に ゃ 会場 の 関係 か ら ゃ も 何ら か の 改善 策 が 必要 と 思 
われ る . 

(2) 現在 の よう な 連合 大 会 を 廃止 し て , 各 学 会 単独 で そ 
れ ぞ れ 行 な う よ う な 場合 に も , 四 学 会 会 員 は それ ぞ れ 
同等 の 条件 で 参加 で きる よう に し た い . 

(3) 毎回 論文 が 著 増 し て いる と こと ころ を 見 る と , 会 員 の 連合 
大 会 に 対す る 関心 は 相当 強い も の が ある と 思わ れる . 


Eo) 


(4) 会 員 の 希望 は な どう か , 事務 的 に どう か , 会 場 の 困難 
さき 等 に つい て 充分 検討 する 必要 が ある . 
3. 会 員 の 入会 承認 に つい て 
つぎ の 通り , 新規 会 員 の 入会 を 承認 し た . 
正 員 相沢 悦 夫君 外 46 名 
誰 員 ご 在 田 和裕 君 外 34 名 
学生 員 や っ 夷 = 灯 衣 君 外 89 名 
特殊 員 目 立 製 作 所 那珂 工場 図書 室 
日 本 電子 産業 株 式 会 社 
チャ ー ル ズ ・ イ ー・ ト ル 商 会 (4 ロロ ) 
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4. 会 費 長期 滞納 会 員 除 名 手続 に つい て 
[会 費 滞 納 に よる 除名 会 員 調 書 」 に 基づい て 協議 し た が , 各 
役員 の 配慮 に より , 復活 で きる も の が 相当 ある と 思わ れる の 
で , 各 役員 に お いて 知り 合い また は 関係 の 向 に 所 属す る 会 員 
に 会 費 の 払込 を 懲 漁 し , また 各 支 部 に も 依頼 し て で きる だ け 


柳 名 会 員 を 少な くす る よう 努力 し , 次 回 理事 会 で さら に 審議 


る る とし た : 
5 を そ の 他 
( イ ) 本 多 記 念 賞 條 補 者 推 せ ん に つい て 


 (E) 毎日 学術 将 励 金 候補 者 推す て ん に つい て 


(へ へ) 毎日 工業 技術 賞 候補 者 推 も ん だ に つい て 
以上 は 各 大 学 , 研究 所 等 相当 広範 囲 と 推 せ ん 依頼 人 が 


出 て お り , また , 学会 と し て は 期日 まで に 公平 な 候補 
者 選考 を 行なう と こと は 困難 と 思わ れる の で 今回 は 見 送 
し 


(=) 第 3 回 原子 力 研 究 総合 発表 会 へ の 参加 に つい て 
前 回 同様 共催 学会 と し て 参加 し , 分 担 金 も 昨年 (51000 
円 ) 程度 の 割当 な ら ば と これ に 応ずる と と に 決定 じ し だ た だ 
報 告 
(C1) 会員 現況 (昭和 36 年 6 月 30 日 現在 ) 
会 員 別 | 名 益 呆 持 員 | 正 員 | 准 員 隊 生 中 特殊 員 
昌和 36 年 5 月 | 9| 177|9,352| 2,122 


1,107| 198 | 12,965 


数 
入 会 31 249| 6 303 
人 退 12 27 
1,356| 204 | 13.241 


6 276 


(2) イ . 会 計 別 収支 状況 (昭和 36 年 6 月 分 ) 

会 計 別 収入 | 支出 | 差 (A は 源 ) 
nd 般 会 、 言 2,682,054 | 1,486,609 1,195,445 
で 特殊 事業 会 計 | 4,562,175 | 2,421,191| 2,140]984 

| 
事 ) 選奨 資金 会 計 — — — 

業 | 般 田 記念 資金 会 計 — 6,940 | 人 6,940_ 

し 岡部 記念 資金 会 計 = — — 
職員 人 退職 積立 金 会 計 — — — 
収益 事業 会 計 2,259,551 | 2,503,635 | 人 A 244,084 
仮 愛 払 金 ・ 預 り 金 252,511 | 366,080| A 113;569 

誕 9,756,291 6,784,455 | 2,971,836 
口 . 資金 月 末 現 在 高 (昭和 36 年 6 月 末 ) 
年 度 年 度 初 | 前 月 林 
種別 |36.3.31| 前 月 末 |6 月 30 日 
財産 目録 | と と の 開 
了 |4,940,448| 5,917,045| 5,603,240| 662,792|A 313,805 
高 (普通 預金 | 800,141| 1,608,216| 1,292,752| 492,611|A'315,464」 
当座 預金 | 38,251 181 1,840A 36,411| 1;659 
恥じ る 4,102,056| 4,308,648| 4,308,648| "206,592 a 
抽 一般 口 座 106 494 789 683 295 
A 578,000| 2,383,000| 5,661,264| 5,082,264| 3,278,264 
小 計 |5,518,554| 8,300,53911,265,293| 5,746,739| 2,964,754 
現 | 103,991| 95,374 .102;456A 1,535| 7082 
合 年 | 5,622,545 8,395,913|11,367,749 5,745,204| 2,971,836 


(3) 第 1・ 四 半期 分 会 計 状 況 

第 1 ・ 四 半期 (4 月 6 月 う の 収 支 実績 お よび 資金 現在 高 の 増 TT 
減 と につい て 柿田 会 計 幹 事 か ら 報 告 が あり 4 各 会 計 共 大 体 順 調 に 
動い で て いる が , 資 金 現在 高 に お いて , 年 度 初 に と 比 し , 574 万 余 の 
増 と な っ て いる の は , 特別 会 計 で 維持 員 会 費 の 収入 が 当期 に 
か た よっ た (予算 に 比 し 93.5%) た めで ある 所 説明 が あっ た . 


評議 員 会 議事 

第 1 回 お よび 第 2 回 理事 会 に お ける 重要 議題 と 思わ れる 下 」 

記 各 項 に つい て 担当 役員 か ら 説明 お よび 報 告 が あり, いずれ" 
も 本 承 さ れ た . ; 
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1. 前 年 度 理事 会 より の 申 継 事項 の 処理 に つい て 
(1) 37 年 度 か ら の 本 会 事業 活動 の 推進 に つい て 
事業 計画 拡充 臨時 委員 会 が 2 回 に わた り 検 討 し た が 
まだ 結 諭 に 達し て いな い . 早急 に 委員 会 を 開催 し て 何 
ら か の 結 諭 を 得る よう 努力 する 所 三 態 委員 長 か ら 説 明 
が あっ た . 
(2) 会 費 の 値上げ に つい て 
諸般 の 情勢 か ら , 来年 度 の 会 費 値 上 げ は 避け られ な 
いと 思わ れる が , 何 の 値 上 げ を 適当 と する か まだ 結 
論 を 得 て い な い . 前 項 事 業 拡充 計画 と の か ら み 合い も 
ある の で , 前 項 拡 充 委 員 会 の 結論 を まっ て 検討 を 進め 
た い 紳 柿田 会 計 幹 事 か ら 報 告 が あぁ っ た -. 
(3) 維持 員 増 強 の 推進 方 継続 に つい て 
上 昨年 度 は 20 品 以 上 の 大 口 維持 員 に 対し 会 費 倍 増 の 懇 
請 を し 大 体 所 期 の 成果 を 挙げ た が , 目下 それ 以下 の 小 
口 維持 員 に 対し て も 会 費 増額 の 依頼 を する よう 計画 中 
の 臣 柿 田 会 計 幹 事 か ら 報 告 が あっ た . 
(4) 選奨 関係 事項 に つい て 
論文 賞 委 員 会 と 著述 賞 委 員 会 を 一体 と する と と は 第 
1 回 理事 会 で 可決 され た . な お , 稲田 記念 学術 奨励 金 , 
岡部 記念 研究 奨励 金 に 関す る 事項 は , それ ぞ れ の 委員 
会 で 検討 する と こと と し た 覧 田中 庶務 幹事 か ら 報 告 さ れ 
た 
(5) 国際 会 議 出席 者 に 対す る 措置 に つい て 
担当 調査 幹事 に お いて 申 継 通 り 措 置 す る . 渡航 費 , 
滞在 費 等 他 機 関 の 拠出 金 の 取扱 い に つ いて は 大 体 別紙 
の 手続 に よる と こと と し た が , 拠出 機関 の 課税 関係 に つ 
いて 関係 の 向 を 調べ た 上 普 処 する と と に 宇都 宮 調査 幹 
事 か ら 報 告 が あぁ っ た . 
2. 国際 シン ポジ ウゥ ウム 計画 に つい て 
1963 年 に 予定 され る PGIT ぉ よび PGCT の 両 シ ン ボ ポ ジウ 
は 学会 と し て は タッ チ し な いと と に 決定 , 1964 年 の PGM 
TT 関係 は 国際 シン ボ ポジ ウム 人 準備 委員 会 (委員 長 森田 清 
姓 ) で も っ と 具体 的 計画 を 練る とこ と と し た 中 宇都 宮 調 査 幹 事 
か ら 報 告 が あっ た . 
3. 地方 評議 員 の 補欠 に つい て 
昭和 35 年 選出 地方 在住 評議 員 北 原 安定 君 (関西 〉 お よび 谷 
ロロ 入 夫 風 (中国) の 転出 に 伴う 後任 は , 補欠 選挙 を 行なう べ 
放 き と こ ろ , 経 國 お よび 残任 期 の 点 か ら 考 慮 し て 補欠 選挙 は 行 


記 事 


な わ ず 欠 員 の まま と し て 置く と と に 決定 し た 引 田中 庶務 幹事 
か ら 報 告 が あっ た . 
4. 電気 通信 規格 調査 会 の 報告 に つい て 
電気 通信 規格 調査 会 で 学術 用 語 の 調査 も 行なう こと と な っ 
た の で , 委員 会 規程 の 一 部 を 改正 する と と に 決定 し た 旨 岡 登 
調査 幹事 か ら 説 明 が あっ た . 
5. 電気 通信 技術 委員 会 の 報告 に つい て 
7 月 18 日 行なわ れ た 電気 通信 技術 委員 会 の 議事 に つい て 宇 
都 宮 調 査 幹 事 か ら , つぎ の 通り 報告 が あぁ っ た . 
(1) 各 研 究 専門 委員 会 の 委員 制度 に つい て 
従来 , 委員 長 と 幹事 だ け で 委員 は 置か な か っ た が , 
今回 明確 に 委員 制度 を 置く と と と な り , 目下 各 委 員 会 
で 委員 選定 中 . 
(2) 国際 シン ポジ ウム に つい て 
(2. 国際 シン ポジ ウム 計画 に つい て ) 参照 . 
(3) 東洋 レー ヨン 技術 賞 候 補 推 も て ん に つい て 
各 研 究 専門 委員 会 委員 長 に 対し , 候補 者 推 せ も ん を 依 
頼 し た . 
(4) Transaction の 発行 に つい て 
1 の (1) 事 業 計 画 拡充 委員 会 の 結論 待ち の 状態 で ある 
(5) 技術 委員 会 全般 の 問題 に つい て 
研究 専門 委員 会 は すべ て の 分 野 に わた ら な けれ ば な 
ら な いと 思わ れる が , 部 品 関 係 , 電子 交換 等 の 委員 会 
が 無い 。 これ ら に つい て 再 検討 する 必要 が ある と の 意 
見 が 述べ られ た . 
な お , と れ に 関し , 磁気 記録 の 研究 専門 委員 が 欲し い 旨 野村 
理事 の 発言 が あっ た . 
各種 委員 会 会 合 状 況 
1. 編集 関係 
イ .。 海外 論文 委員 会 7 月 4 日 , 午後 2 時 
ドド 、 ニ ニュ ー ズ 徐 員 会 ” 
へ . 論文 委員 会 
=. 編集 願 問 会 議 
2. 第 2 回 全国 大 会 委員 会 
学会 事務 所 会 議 室 
3. 電気 通信 技術 委員 会 本 委員 会 7 月 18 日 , 午 後 5 時 半 
会 事務 所 会 議 室 
4. 第 3 回 理事 会 お よび 第 1 回 評議 員 会 7 月 28 日, 午後 
5 時 半 学会 事務 所 会 議 室 


7 月 12 日 午後 5 時 半 


放 菩 36 年 7 月 入会 


( 教 称 略 ) 


正四 相 訳 悦夫 , 赤羽 泥 美 。 訪 鹿 利 夫 、 池田 孝 保 。 池田 純一 - 
¥ 


| 井上 完 二 」 今村 滋 昭 , 上 果 文 次 , 梅田 習 礁 , 反 生 季 三 , 小沢 
有 有 研二 , 大 人 か 誠 。 奥川 区 二 奥村 徹 。 加 訂 純 一 掛川 良治 
| 符 坊 , 金井 寛 , 金田 齋 家 , 菊地 麻 司 , 北村 信 一 , 北村 
溢 男 小坂 直人 , 郡 谷 奨 , 今野 表 , 酒井 正昭 , 芝 池 勉 
Li 千 , 喝 田 洋治 , 卿 田 。 貞 、 友 松 健 夫 。 中村 泰 面 。 中村 
有 有 提 夫 , 長屋 簡 夫 , 西 光雄 , 西野 勉 , 西宮 元 , 林 谷 集 
放 祝 米 , 福田 土 之 具 , 真 負 隆 , 松崎 晃 , 三 上 修 , 
直正 堆 , 山 拘 , 横井 昭三 , 和田 ・ 昇 
| 導 貞 石田 裕 , 石津 意 座 , 石渡 吉洋 , 井 上 秀 供 , 上 山 太一 郎 
| 内田 筑 , 大 平 史 , 炭田 宗 之 , 勝村 鞭 , 川口 鞭 弘 , 川村 
| 前 十 , 国沢 春 座 , 態 田 和 高 男 , 黒田 奈 次 , 佐久 間 均 , 佐 訂 
| 武 蘭 褒 栗 錠 二 郎 , 清水 明 , 渋谷 隆弘 , 白戸 副 光 , 案 道人 
| 竹 厚 事 容 , 立山 茂 , 玉森 章介, 塚田 宜 伸 , 寺沢 美 純 。 道家 
| # 天 . 宮本 誰 , 室 谷 政 征 , 渡辺 治 兄 
| 学生 貞 、 青木 衣 , 小田 明 下 , 阿部 禄 治 , 五 十 風 俊 吉 , 飯田 
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上 席 礁 生野 浩正 , 池田 達治 , 石井 邦 守 , 石井 皿 男 , 石川 恵 男 
石黒 辰雄 , 石沢 勝夫 , 石田 誰 之 , 石田 幹夫 , 稲垣 直樹 , 岩田 
完成 上野 雄 吾 , 浦島 香 , 越智 成 之 , 小野 和良 , 小田 原 正 
礁 大 岩 洋 和 , 太田 道 男 , 大 場 貞男 , 岡崎 進 , 岡島 成 昭 , 
金丸 尚史 , 亀岡 良 寿 , 藻 田 正 礁 , 川端 俊一 郎 , 河原 田 弘 」 
木村 寿 太 郎 , 岸本 成 雄 、 北島 八 己 , 北村 正和 男 , 吉島 宇 一 , 久 
米 本 敏夫 , 黒岩 忠臣 、 小森 芳 則 , 後藤 照夫 , 今野 恒 義 , 佐藤 
百 , 佐藤 壮 征 , 佐藤 忠 , 佐藤 直 信 , 佐藤 豆 , 佐竹 実 , 
境 上 炭 , 四 戸 弘道 清水 壇 平 , 下村 。 健 , 下山 岩男 , 鈴木 
和夫 , 鈴木 幸雄 、 鈴木 良 孝 , 瀬 々 浩 俊 , 関口 豊 , 武 崎 康 一 
津田 裕二 辻 省 天 。 中 田 洗 一, 中谷 吉 生 , 長久 一 郎 , 中 村 
善彦 , 二 租 和 凌 , 西 義 電 , 西塚 典生 , 裕 田 徹夫 , 比率 義 視 
検 山 寅 雄 , 藤 石 武治 , 藤本 義昭 , 堀田 昌 介 , 本 間 良 紀 , 村井 
隆 , 松岡 和夫 , 松本 誠二 , 丸岡 武 二 , 三浦 大 像 , 水野 昇 , 
村谷 拓郎 , 山口 徹郎 , 山崎 良男 , 山本 秘 輔 。 山本 伸 己 , 吉岡 
正 修 , 和田 勝利 若林 軍 興 , 脇 一 修 , 渡部 南 
特殊 員 日立 製 作 所 那珂 工場 図書 室 " 

日 本 電子 産業 株 式 会 社 

チャ ー ル ズ ・ イ ー・ タ トル 商会 (4 ロ ) 
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最近 の 国内 文献 用 


国内 で 発行 き j れ て い \ る 諸 文 献 で 本 学 
通信 学会 に 関係 が あり , th oe 
し て その 標題 を 掲載 する 欄 を 今月 号 か ら 設 ける と と に 致し まし た . 完全 な も の 


に 寄贈 いた ゞ いた も の の 中 か ら , 特に 


る と は 言え ま せん が 海外 論文 紹 ト 欄 と 合わ せ て 御 利用 い た きた い と 存 避 二 


電気 学会 雑誌 81, 5 ( 昭 36-05) 


チタ ン と 炭素 の 複合 被膜 抵抗 体 ( 古 幡 清司 ) 734 
高周波 入力 用 磁気 増幅 器 の 一 方 式 と その 応用 例 
(成瀬 民 也 ) 745 

三 相 直列 形 可 飽和 リア タク トル の 動作 解析 GC 小 灯 寛 ) 755 
アナ rr グ 計 算 機 の 自動 プ ド ミグ ラミ ング 

(三浦 武雄 ・ 岩 田 純 上 蔵 ) 765 
マグ ネト グラ フィ に つい て (松本 憲吾 ・ 横 山 俊雄 ) 775 
磁気 増幅 器 の 過渡 応答 (水上 憲夫 ) 783 
抵抗 器 の 高周波 特性 の 改良 と につい て 

( 津 端 一 郎 ・ 野 口 誠一 ) 801 
制御 用 シン ク r の 残留 電圧 と 電気 誤差 (森田 啓二 郎 ) 821 


81, 6 ( 昭 36-06) 


トラ ンジ スタ フリ ッ プ フ ド ロッ プ 回 路 の 直流 解析 
(大 矢 雄 一 郎 ) 901 
高 感度 振 動 容量 形 高周波 誘電 正 接 , 誘電 率 測 定 装置 
.( 秋 宗 秀 夫 ・ 吹 田 徳雄 ) 910 
2 変数 入力 の 場合 の 最適 化 制御 の 試行 法 お よび 試行 装置 
( 浅 居 喜代 浴 ・ 外 う 916 
ホー ル 本 算 器 を も つ 電 磁 流 量 計 (大 野田 ・ 山 崎 弘 郎 ) 926 
エサ キダ イオ ー ド の 設計 理論 (福井 初 昭 ) 940 
飽和 お よび 座 控 特性 を も つ サ ー ボ 機構 の 線形 フィ ー ド 
バッ ク 補 償 に つい て (伊藤 正英 ・ 械 松 立木 ) 954 


テレ ビジ ョ ン 15, 5( 昭 36-05) 


VTR の 外部 同期 装置 佐々木 宏 ・ 外 ) 258 
テレ ビジ ョ ン 共 同 受 信 設備 か ら の 漏洩 電磁 界 
(佐藤 利三郎 ・ 外 ) 264 

ズー ムイ メス メージ 管 (安藤 隆男 ) 270 
オダ メー ジオ キル シュン に よる 電子 プ ボー ミン グ 

(中 山 良 明 ・ 宮 代 彰 一 ) 275 
イオ イメー ジオ ル シ コ ンカ メラ の 機構 部 (鈴木 勲 ) 282 
新高 感度 イメ ー ジ オル シュ ン GL-7629 ( 林 竜夫 ) 286 


テレ ビジ ョ ン 放 送 装置 に お ける 74 イン ピー ダン ス 


変成 回 路 (伊藤 健一 ) 291 
15, 6 ( 昭 36-06) 


パル ス 遅 延 回 路 の 設計 と 応用 池田 辰雄 ) 322 
安定 化 単発 マル チ に よる 負 帰 還 型 衡 回 路 (吉田 武 ) 326 
カラ ー テ レビ カメ ラ の 色 和 再現 性 ( 林 宏 三 ) 334 
負 帰還 型 映像 分 配 増幅 器 の 特性 検討 

(大 西 俊一 ・ 弓 手 康夫 ) 339 
螺 線 型 伝送 線路 か ら の 漏洩 電界 (佐藤 利三郎 ・ 千 葉 二 郎 ) 345 
テレ ビジ ョ ン 自 動 同期 結合 装置 (藤村 安志 ・ 外 う 349 
新型 スポ ッ ト ラ イト GE 小路 臣 ・ 岩 西 浩 〉 356 
TV 受信 機 中 間 周 波数 の 選定 (鈴木 一 雄 ) 358 
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テン トラ ンジ スタ は 最新 の 技術 と 完全 な 品質 管理 に より 生産 

され て いま すか ら 、 い つま で も 安心 し て ご 使用 項 け ます 。 

O テ ント ラン ジス タ は 小型 に で き て いる か ら 、 ミ ニア チュ アセ ッ ト に 適し て いる 。 

0 高温 高 質 テス ト に より 特殊 な 用 途 に も 使用 可能 

O あ ら ゆ る 種類 の トラ ンジ スタ が 揃っ て いる の で 測定 器 、 ハ イフ ァ イ セ ッ ト を は 
じ め 各 種 の 電子 機器 に 使用 で きる 。 
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回 転 形 同軸 定 在 波 測 定 器 35S'9°5 ち 1 形 放 同 坦 形 周 波 数 計 


本 器 は 100 ~~ 1,000 Mc 帯 に 
お いて 、 同 軸 回 路 の イン ピー ダ ! 
ンス を 測定 する ぁ る も の で 、 弊社 製 * 
定 在 波 増幅 問 (3EO1I 形 ) と 
併用 し て 、 負荷 の VSWR お よ 
び 位 相 廊 を 回 転 タ ダイ ヤル 上 で 直 
読 す る こと が で き 、 従 来 の 、 
定 在 波 測 定 器 に 比 し は る か に 小 
形 軽 量 で 取扱 いも 便利 で あり ま 


す 4 
栖 。 格 ) 
周波 数 細 囲 100~1,000Mc : 
紙 留 定 在 波 比 1.03 以 下 で 本 普 は 250Mc 1.000 Mc 帯 の 意 読 
特性 イン ピー ダン ス 509 、. 、 クリス タル マウ ント お よび メー ター と 併 抽 
放 400?Md: に で 大 力 上 V 以 下 「/ 臣 合 攻 で 天 在 決 \、、 凌 二 机 間 i 

1.000Mc に て 入力 0.1V 以 下 し を ラル スケ ー ル ヒ に (規格) 

振ら せる 入力 と 替 

検波 器 SD 一 15 Nt 周波 数 囲 250ー1.000Mc 
接 検 RF 入力 BNCーJ 負荷 時 の Q 600 以上 

出力 S 形 また は N 形 一 | 確 度 ~0.5 %: 
オ 法 長 さ 約 200mm 幅 約 130mm 2 190mm 0 
宣 量 約 3.5kg | 拉 和 0 


i 5D93 型 


本 器 は 450-900Mc 帯 の 同 畔 形 方 向 性 結合 鍛 で 、 
電力 ・ 周波 数 等 の 監視 に 便利 で あり ます 。 
(規格) 
周波 数 範囲 4530 ‘900Me 。 ¢ 
結合 度 10db, 20db、 30db, の 3 坦 _ 
’ 方 : 向 性 20db 以 上" J RR や» 
株 栓 入出 力 と も NJ り て 
トス は 9 


; 本 社 ・ 本 社 工 場 東京 都 調布 市 柴崎 町 415 番 地 電話 調布 (0229) 4101 一 6 
大 阪 販 売 部 大 阪 市 北 区 伊勢 町 1 番地 電話 大 阪 (36) 6 8 0 7 
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地 四 光正 娠 つっ お 近 四 想 拭 ・ 塊 製 十 明 層 遇 思わ か * 
er ト 人 A トミ 再 無 層 紅 陣 ロ ローF…… 


ご" 硫 共 雪 ーー wait (special quality tube) ™ VY 


1「O 〇 * OOO 際 盟 8 き 中隊 倒 9 地 限 っ お 避 世 
QQ" 選 二 氏 …… 生 振 敬 度 せ 埋 人 1 OO^OOOR か タタ 
eh NN 回 浴 欠 己 呈 


っ 刀 寝 誤 ユン © の ぐ 回 泊 & 舞 貢 忘 ・ 陰 呈 き 細 代 人 りあ 9 


( 拭 起 〕】 くき KM 拘 つ へ 小節 8 陣中 コー 
記 


居 軌 人 8 如き PD 訟 志 0 KN 


7 芯 固 科 OO— の Pe8 六 
8 家 抽 展 衣 可 宮 や 9 か " 


(正直 )〕 姜 球 葉 恩 避 証 「 志 褒 琶 
束 貴 。 由 中 誠 才 窒 本 均 紛 古 
HAR— 日 談 軌 豆 席 1 起 
吉 太 邊 正本 ハー= 則 臣下 瑞 お 
TANK 謙 相 


ーー ヘー テ と の 王 KN= 
ー^ 一下 呈 ーー* 生 タニ =vyー4 人 半 
伝 包 民 。 三 頁 協 包 玉 ロロ 三 堅 生 包 堪 
三 隊 己 挟 鏡 身 8 避 三 規 喜 人 二 ああ 
NA 
ーー や ふき 押 8 ニトラ き ー と ご 三 元 


スチ ロフ レッ ジワ ス 
(同軸 ゲー プル _ 


LL 


兵 性 に 富ん だ 接続 の 

ぃ い 長 尽 の ケー プル で 

る 。 

(2) 品質 が 極め て 均一 で あ 
る se 

(3) 低 損失 で あぁ る 。 

(4) 電気 持 性 の 経年 変化 が 
な い 。 

(5) 軽量 且つ 強 才 で あぁ る 。 

(6) 建設 及び 保安 が 容易 で 
極め て 経済 的 で ある 。 


用 途 
各種 放送 : 
TV 放送 FM 放送 短波 
放送 ST リン ク 共同 聴 視 
各種 無線 通信 : 
マイ クロ ウエ ーー プリ ンク 
V.H.F 帯 無線 通信 レー ダー 
宇宙 通信 見 透 外伝 播 通 信 


oa 箇 


※ StyroHex は Norddeutsche。 Seekabelwerk AG. の 登録 商標 で あり ます ; 
= へ i 


本 社 尼 』 誠 市 東 『 向 穫 本 に を 町 全 8 き を 
大 阪 事務 所 大 阪 市 北 区 梅田 (梅田 ピ ムル) 
支 社 東京 ・ 名 古屋 ・ 福 岡 工場 尼崎 ・ 和 歌 山県 箕島 


H 
t 
i 
| 
[ 


Ae NG, 
SE EAE TR 


短波 放送 を 受信 する 時 , ダイ ヤル の 幅 が 狭く て 調節 す る の が 少し 面 
倒 な こと は , 弧 様 ご 経験 の ご と で す 。 

この 短波 愛 信 の 時 の な や み を 一 挙 に 解決 し た の が , NSB ク リス ネタ 
Ce 


これ は , 日 本 短波 放送 (NS B) の 周波 数 に 合わ せ た 三 つの 水晶 発 


振子 の 働 ら あき を 利用 し た も の で , 受信 状態 も 安定 し , 感度 も あがり , 
混信 娘 が な る は か p 雑 資 は 減少 する じじ, フー ディ ング も 少な ぐ な 
ot 


どん な 受信 機 に も 取り 付け られ ます 

の NSB スズ ター は 2 バジ ンド, 性 の スー ァ ペ パー 受信 機 な を ちば 在 空 
管 式 で も ドラ ンジ スタ 式 で も 取り つけ られ ます 。 

NSB ク リス ター に は , PP 形 と 8S 形 の 二 種 類 が あっ て 取り 付け 方 法 
が ちょ っ と 人 達 い ます が 』. ど な た に で も 簡単 な ハン タダ 付け で 取り 付け ら 
れ て , 充分 効果 的 な 性 能 を 発揮 し ます 。 


株 式 東京 、 大 阪 、 名 古屋 、 福 岡 、 札 幌 、 金 沢 、 仙 台 、 高 松 、 広 島 、 入 幡 
癌 明 雷 剣 / : 
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定格 電力 W 


最大 加 電 庄 V| F 最大 加 電 圧 Vv 
仕 切 仕 切 


Rmax 最大 抵抗 値 、Rmin 最小 抵抗 方 。 Ry 抵抗 温度 係数 十 1.3X10-*/C'(0.12% 以 下 2 x10-),R4 土 0.2x10-*/ で , W340 温度 上 40*C.W20 温度 上 昇 20*C 
ee ステ アタ イト ボビン は ST と 型 名 に 記入 下 き い 


計 ト 守 作 所 人 区 下 紅 1 TB 本 (61) 72 8 


定格 電力 w 


iifhnt 


シリ コン 加工 機 


©③ ス ライ シン グマ シン 
次 手動 式 ・ 油 圧 
Type 8—SCTH 次 半自動 式 ・ 油 圧 操 作 


次 自動 式 ・ 油 圧 操作 ラジ ェ ッ ト 方 式 
使用 ブレ ー ド 径 75 mm t0.4, 
100 mm t0.4, 125 mm t0.4 


〇 ⑨③ ラ ッ ピ ング マシ ン 
ラッ プイ スタ ー タ イプ 


仕様 タイ マー・ 自 動 所 捧 装 置 ・ 電 磁 パ ルプ ブ 付 
ラッ プ 般 径 12 叶 ミ ハ ナ イト 鋳鉄 使用 


(スラ イシ ング マジ シン) 


三池 理化 工業 株 式 会 社 


東京 都 新宿 区 番 衆 町 12 
TELSCSSLYAD SDT 
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CT eo SNUB br Gbjgantn jn ts" yinete prtreeypitneesgpagee pptts ee gyeeestpygtovespgenseeepgneeee-yyeno sdb) biteeegyparneputrneeegpnsees pA ecgyetsees patneeegtane pggttresggatesnggsteene dagen 
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和 屋 サテ 


; 


東京 都 中 央 区 西 八 丁 堀 2 の 1 の 1 
阪 ・ 名 古 屋 ・ 福 岡 ・ 仙 


球 *) 誕 『 崎 ・ 熊 会 


各種 高 性 能 通信 用 テア シテ 
レー ダー 用 アン シラ 
Re OT 

サテ ライ ト 局 各種 

方 向 性 結合 器 ・ 分 波 器 
テレ ピジョン 受像 用 アン シン 


CR RS 


= 
ライ ト 局 コー ナー アン テ ナ bi ン テ ナ ・ ア ン テ ナ 附属 


も Z 


ジオ 南 日 本 典 ) ン テ ナ 柱 ・ 鉄 。 塔 ・ 製作 工事 
UR 共 聴 工事 及 サ ー ビラ 


幸 条 を 輸 る 工業 株 式 全 


「 本社 ・ 工 場 川崎 市 申 丸 子 用 向 120 2 番地 電話 中 原 (047) 代表 6183 | 


| 


フク ダ 心 電 計 
無線 搬送 心 電 計 
ベク トル スコ ー プ 
医用 電子 装置 
工業 用 計測 器 


新しい 時 代 を 創る 
/ 性 能 


4 独 / っ ク タダ の 医用 電子 製品 


ee トラ ンジ スタ ー 心 電 計 
a <~$% a *、 世 = ミ 
e ヵ タロ グ は 広報 課 ま で 御 請求 下さ きい 。 @ ト ラン ジス ター 心音 計 


フク タダ タ 医 療 電 機 株 式 会 社 
東京 都 台東 区 池 ノ 端 七 軒 町 7 (821)4096, 6576ー7, 6868( 夜 ) 


画 出 張 所 画 出 張 所 男 フ クタ 医療 電 拉 販売 株 式 会 社 
札幌 市 北 十 四条 西 4 丁 目 (3.) f867- 熊本 市 : 坦 町 23 .! 2759 。 大阪 市 西区 科 南 通 4 ノ 11 岡 崎 ビ ル 4 
北 四 番 丁 9 4 2) 4291 鹿児島 市 山下 町 4 7 4817 京都 市 上 京 区 今出川 通 寺 町 西入 ル 3 
2 
3 


中 石 引 町 5 8 ) 5950 新潟 市 白山 浦 1 ノ 401 7828 徳島 市 幸 町 3 一 5 3 2 
宝町 4 3 2 2304 。 水 戸 市 鉄砲 町 1136 2381 横浜 市 西区 杉山 町 2 扇田 ビル M44) 6875 , 
大 供 素 町 2 ノ 253 (3) 5466 宇和島 市 本 町 4 1469 静岡 市 泉町 4 一 2 2 
大 学 前 町 1 ノ 1116 (65) 2144 前橋 市 岩神 町 221 ノ 12 6563 名 古屋 市 中 区 板橋 町 1 ノ 32 24 


ry> 庫 雷 丘 太 雷 流 に 耐 ぇ zs 
エエ レポ マ 特殊 所 杭 休 * 


" 旨 
いそ" 
ポ 


相 。 人 電 …: 竹 が os 嘆き た 上 用 
y ーー 試験 評 回 ほ 路 に 用 
を 了 避雷器 用 抵抗 
リア クト ル に 対す る 高 抵抗 分 路 用 
無線 電信 発 受信 機 及 レ ント ゲン 機 
抵 抗 用 


索 海 高熱 工業 株 式 会 訪 


本 社 東京 都 千 代田 区 神田 旭 町 2 大 藩 ビ ル 電 話 (251)5131( 代 ) 
営業 所 た PK に 性 岡 ・ 富 . 山 ・ 誠 島 - 仙 人 台 
下 、 場 名 古 屋 ・ 京 都 


RY ET TT LE TRE ST ERE ER GT EE 
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を お も な 特徴 多 RD Ss 
最も 効果 的 な 波形 補正 回 路 を 採用 し て お り ま すか ら RG AUTOMATIG VOLTAOE. PEGULATOR. Soe, ye-sees 
発生 吾 が 従来 の 鉄 共振 型 の 以下 で 、 波 形 率 に よる A 


誤差 を 実用 上 無視 で きま す 。 
る 出 カ イン ピー ダン ス を 従来 の 程度 に 低下 し て いる 

た め 最 適 負 荷 範 囲 を 50 一 100% に 拡げ 無 負 荷 に お け 

る 出力 電圧 上 昇 及び 変化 する 電流 に 対す る 電圧 変動 Ns. w 

を 大 きく 改 療 し て いま す 。 yt : 1 
き 波形 補正 回 路 が 高調 波 発 生 を 押え ぇ える た め 入 力 電圧 が 

規定 範囲 を 多少 ホー バー し て も 、 ま た 無人 負荷 時 に お 

いて も 乱調 を 生じ る こと が あり ませ ん 。 


" 多 規 格 多 

周波 数 50, 60%( 一 2%ー 二 19% の 問 調 整 可能 ) i 

出力 電圧 100V, 117V 、 百 半 に 

安定 精度 入力 電圧 85ー110 V の 変動 に お いて 232000 
出力 電圧 100V 土 2 以内 ( 全 負 荷 ) lt 

波形 帯 10% 以 下 ( 全 負 荷 ) の 


応答 時 間 0.05 秒 以下 (一 定 負 荷 ) vs-5000 500V A 
率 70% 以 上 ( 全 負 荷 ) Vvs-10000 IKVA pe 


EE 和仁 = ト へ | 7 

山水 電気 株 式 会 社 

る の 情 求 は 誠 伝 東 ま で 本 社 東京 都 柳 並 区 和泉 町 4 6 0 番地 電話 328) 代表 0111 番 ~⑩ 「 
天 孤 営業 所 大 阪 市 都島 区 都島 南通 り 4 ~8 電話 堀川 (35)8009・7819 番 

名 古屋 営業 所 名 古屋 市 中 区 宮 出 町 34 番 地 電 話 中 (24) 6240 番 
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新型 パネ ル 用 計 午 
半生 ニュ ーー ・ 65 型 計器 と 取付 寸法 が 全く 同じ で 


すか ら そ の ま ゝ 取付 が で きま す 。 
外観 は 新しい デザ ゼイ ン で 美しい 着 四 7 
色 が し て あり 機器 に 取付 けた 場合 邊 
製品 が 一 層 引 立ち ます 。 > 講和 
目盛 窓 が 一 段 と 広く な っ て お り ま 邊 
す の で 指示 が 読取 り 易 く な っ て お 

り ま す 。 


電気 和 特 性 は 高度 な 品質 管理 に よ 
WSR-65N (可動 鉄片 型 ) りー 角 も 同 呈し る 直 の 0 

外 型 81X79mm 胴 径 65% . 量産 感 欠 に より 納期 妃 束 いつ で も | 
件 要 思 に 店 じ られ ます 0 


WCR 一 6.5N ( 整 


指示 電気 計器 
下 


oo - 
上 | 流 辺 電機 工業 株 式 会 社 0EW uw 


の の Dn の oN 
= NS 


東京 都 渋 谷 区 神宮 通 二 ノ 三 六 番 地 


又 と り 。> っ 


pS 


°° es 園 ヘリ オス タッ ト "ヘリ コイ ド 多 回 転 型 (HP) 

eesse ee © 

ee ee® °° °° チー ポポ dni COP) 

Od °° 

届 所 所 所 5 不 サイ ン ・ コ サイ イン canoeaaneass eas ee (SP) 

eo e220°。 園 直線 偏 位 穫 ecceeeeeseeseeseeeseseaeeee (LP) 

eeece。 eee 画 は 力 変換 型 esseteeecasesessesesaesessene (PP) 

DO 090  - 講和 さ 敵 雪夫 生 夫 寮 る 和 A 6 
S28 282892220202e coceceoe cee 株 

ee に 民 に っ = a ra ュー—| 
62aeoocnv00tovcoe0riNCoeotn QW a ボ 来 湖 り 角 生食 fT 


s 
ee 本 社 東京 都 杉並 区 下高井 戸 4 の 927 電話 東京 (321) 7941・(328) 1269 


OO Gee 0G oe eo oe 調布 工場 東京 都 柚 布 市 国領 町 524 電 話 柚 布 (0229) 2437・4235 


OCC 関西 地方 ‘ 大 阪 市 西区 阿波 堀 通 1 の 26 三 晃 ビル 
代理 店 明 立 技 人 研 株 式 会 社 電話 大 阪 (54) 1071・2461 


シン ジス クタ 


静 特 性 試験 装置 


本 問 は 、 ト ラン ジス タ の 挿入 に よっ て 、 直 ち に 定 電 流 電圧 特 


性 の 測定 を 自動 的 に 開始 し 、 一 定 間隔 を 置い て 逐次 各 電 林間 


忍 機 材 株 に 自動 的 に 切替 えて 測定 を 行い 、 ト ラン ジス タ を 抜く と すぐ 
刀 本 憲 乱 式 会 社 * 


に 別 の トラ ンジ スタ を 挿入 で きる 状態 に 復帰 し ます 。 
上 失 和 福生 場 京都 市 中 京 区 西ノ京 上 合 町 17 


電 話 (84)4396 -8(82)0395 -6 
華 京 サ 当 ー ビ ス 東京 都 千代 田 区 神田 司 町 2 15 
ee 話 (231) 27 7 3 6 ご 希望 の 方 は カタ ログ ご 請求 下さ い 
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計測 器 ・ 

協 話 機 ・ 交 換 機 ・ 講 部 分 上 品 
線 用 ・ 諸 材 将 

ケー プル 電線 ・ 工 事 用 諸 材 料 


株 式 会 Mj』 柚 


’ は 癒 s 了 羅 民 専 
J 愉 座 \ 江 敵 攻 


本 社 大 阪 市 浪速 区 恵美 須 町 2 丁目 2 7 番地 
電話 大 阪 (64) 5 番 ・ 6 番 ・7 番 ・18 番 ・19 番 
出張 所 玉 っ ye- と 星 


hitecth 


に 田 フ ルス ケー ル 0.35 秒 , 最高 の 
応 動 速度 を 持つ X 軸 園 サ ー ボ 機 
i 構 一 時 間 送 り 相 互 の 瞬時 切替 自 
3 由 な Y 軸 較 長 時 間 の 記録 が 行 な 
ぇ る スト リッ プチ ャ ー ト 圏 用 途 に 
> 応じ て 選択 で きる 4 種 の 増幅 銘 
万 能 的 な 用 途 を 持つ 、 高 性 能 の X 一 Y レ コー ダー を 完成 し まし た 


新興 通信 工業 株 式 会 社 
Cie 末社 "天井 EE ee 
| (eeAor2n2MRTe wg 補 ス  n 
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トト で 後 一 15 
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アル ミニ ウム 表面 処理 専門 


' o( 特 許 ) ア ルミ ニウム 超 硬 質 処 理 ( 硬 絶 緑 人 性 , 耐 宮 触 性 , 画 磨 細 性 ) 等 に 最適 


白色 , 金色 , 銀色 , 黒色 , 原色 , pd 


| O ア ルミ ライ ト 法 に 依る 装飾 及び 防 佑 処理 一 ー 式 (その 和信 2 ッ キ 及び 梨地 仕上 
1 塗装 下地 用 アル マイ ト 処 理 
特殊 導通 処理 


OO 震 金 処 理 ( ア ルミ ニウム 及び アル ミ 合 金 に 各種 電気 メッ キ ) 


電化 皮膜 工業 


東京 都 大 田 区 今泉 町 259 番地 TEL (G38) 0825 
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電解 コン デン ササ 
タン タル コン デン ササ 
中 コン デン イサ 
DAR 


京 電器 株 式 会 社 


東京 都 中 央 区 日 本 橋本 町 4-9 (東山 ピ w) TEL (%⑭01) 9494 ( 代 %) 
大 阪 市 北 区 細 向 町 50( 井 島 ピ w) TEL (34) 8720 
寺 井 ) 市 官 1560 TEL (長井 2131~4 


寺下 隔 北星 
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OHS 
ツル レシ 


hm) 
サー ミス タタ 
温度 測定 、 温 度 和 制御 、 ト ラン ジス ネス 
温度 補償 、 超 高 周波 電力 測定 、 発 振 
尋 振 巾 安 定 、 通 信 回 路 自動 利得 調整 、 
電器 生 作 遅延 、 サ ー ジ 電流 所 用 
その他 


石塚 電子 の 半導体 製品 
ET a 


‘ 火花 消去 に 「) i 
F ~ i 。 

ゼ シリ スタ ー 

3 (SiC バ リス ター) 

(カタ ログ 進呈 ) 火花 消去 、 サ ー ジ 電 呈 抑制)、 i 

定 電 圧 用 その 他 の 


彗 塚 寺子 株 式 会 社 


東京 都 江戸 串 区 心 央 町 < の 2Z2916 共 奉 電話 光 戸 川 (65j31633 番 


| 」 特長 e 長 時 間 の 連続 使用 で も 極め て 安定 

= ・ 電 源 は 交 直 両用 の た め 交 流 電源 の な い 車 

: 穫 : 上 , 健 地 で も 使用 可能 

| 。e 小 型 ・ 軽 量 の た め 携 帯 に 便利 

性 能 e 測 写 範 囲 (周波 数 ) D.C.1.2 M/s 

放っ (回 転 数 ) 0~600,000rpm 

|  * 回 路 方 式 全 ト ラン ジス タ 10 進 法 , 5 桁 

 e 測 定時 間 10zS, 100xS, 1mS 電子 管 式 及び トラ ンジ スタ タタ 式 計数 器 及 各種 
10mS, 100mS, 1S, 10 5S ピッ クア ッ プ 、 回転 計 そ の 他 応 用 装置 


9 言 源 DC.12V 太 び A,C.100V : a 
小野 測 器 製 作 所 


(50~60 %) 
(738)1900 


| 寸法 ・ 重 量 230X215X310mm 6.5 kg 
3 東京 都 大 田 区 下丸子 25 7 Tal. (731)9937 
(731) 8866 ~" 
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の 絶縁 を 完全 に する 


半 乾 燥 含浸 再 置 


oo NO コン パウ ンド 人 千 漂 敵 置 ) 
% Ek ーー まな る 知 電機 中 国電 力 ・ 安 川 電 機 
納入 先 電機 ・ = 姜 電 機 ・ 北辰 電機 住友 機械 
東洋 し レーヨン ・ オ リデン 電機 三洋 電機 
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区 : a ‘3 
日 空 工業 株 式 芸 
-~ ピー 
本 社 大 阪 市 西区 江戸 堀 南通 3 の 18 
電話 土佐 堀 (44)181. 9512~4 


東京 東京 都 台東 区 二 長 町 1 ( 東 神 ビ ル ) 
出張 所 電話 下谷 (831) 2161 (代表 ) 


庶 素 皮膜 抵抗 器 
@ No. 7109 
NDS. XC 6442 XXC 6441 


ーー 裕 謝 放 内 聞 読 朋 


ree < ee 


音量 調整 器 ・ 測 定 用 ・ 高 周波 ・ 低 周波 ・ 可 変 減衰 器 


> 東京 光 音 電波 株 式 会 社 


本 社 工 場 東京 都 世田谷 区 上 馬 町 3 1043 TEL (414) 代表 10 3 
渋谷 工場 東京 都 渋谷 区 宇田 川町 53 TEL (461)1018,1573,9635. 


後 一 18 


FPU パ ラボ ラ 遠 隔 制 御 装置 
P18 DN HK 紹 犬 
東京 タワ ーー 鉄塔 150m 上 に 
取 何 けら れ た 回 転 ペ ラボ ポ 愛 
四 装 置 の 中 一 台 を 示す 


| 科 
本 装置 は 芽 V 放 送 局 に お いて , TV 映像 の 移 
車 カ , 中 継 局 よ り の 受信 に 使用 する ラボ ポラ 空中 
線 半 置 で 一 組 又 は 四 組 の ペラ ボラ 装置 を 鉄塔 上 
に 設備 し 遠隔 制御 に より 任意 の 移 馬 中 継 局 よ り 
の 映 人 象 受 : 信 を 全 方 向 カ バー する こと か が で きる 。 
目 格 
G) 使用 周波 数 6875Mc 一 7125Mc 
(So 得 35db 
(3) SW RELT, 
径 4 呈 ( 開 口径 6 呈 に も 使用 出 
来る ) 


i 
2 , RE 芝 v 1 組 の 重量 は 約 450kg 


京 都 北 宗 ぶ 下 壮 朱 光 
ES 0 


全品 HH 
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支 待 長 

OC 並列 T 型 回 路 を 利用 し て 新しく 設計 きれ な た 避 率 測定 器 で あり ます 。 

© 小型 軽量 で 価格 が 非常 に 低 康 で す な が 性 能 は 高価 な も ゃ の と 少し ゃ 可 

り ま せん 。 

支 用 人 逢 

© 窒 率 、 信 号 対 雑 資 比 の 測定 。 

© 広帯域 高 感 庶 真 空 管 電圧 計 。 

支 性 能 

© 牌 率 測定 藻 本 周波 数 範囲 30~30 K%s 連続 可 論 。 

© 眉 率 測 定 範 囲 、 及 指示 値 30% 0.2%、db 及 % 直読 。 

© 〇 © 答 率 測定 に 必要 な 入力 0.5V( 入 カイ ン ピ ー ダ ンス 100Kg ) 

© 真空 管 電圧 計 周 波数 特性 30%g 一 100 K%g (0.5dp ) 
20%&g —~150 K% ( 1db) 

© 真 空 管 電圧 計測 室 範 固 2mV ~10V 

© 〇 © 電 源 100V 交流 50~-60% 

© 電源 談 動 に 対す る 安定 度 電源 秦 動 上 15% に 対し て 指示 誤差 
0.2db 以内 


OW 共 電 カ 25VA 
正 価 48,000 円 を 主 な る 納入 先 警察 庁 、NHK、 日 本 電気 、 そ の 他 主 メー ォ ー 


信和 通信 機 株 式 会 社 


東京 都 杉並 区 下高井 戸 4 ノ 943 電話 (31220125( 代 表 )~0130 


ew 


倉 り 業 80 周 年 


20000mc=7500QMC き ょ て T 


柏 宏 下 ジリ ーー SC P06 


ニケ ーション と エレ クト ロニ 
クズ スズ ス の ドッ ププ メー カー 沖 電 気 で は 灯 波 
覚 シリーズ の 完成 を 和 起 いで いま し た が 
右 の 図 球 に 示す よう に 10 種 の クラ イス 
トロ ン に より 20,000Mc 一 75,000 Mc ま 
で 雪 れ 目 な く 和 発振 す る こと に 成功 し まし 
た 。 


揚 責 和 所 工 業 株 式 会 訪 RK CkMY 


東京 都 港 区 芝 高 浜町 10 TEL 東京 (451)2191.9271 


NC RNMC | 
さい ) DP ILVELTS 
ー れ が G61 年 型 の 
> ググ リロ スコ ー プ crd 


FL/' 7.f fr A 


0 店 間 ブー 
岩崎 通信 機 は 、 に いよ いよ DC 

ワー SS 9602 

S S-56"2 の 販売 を 開始 し まし た 。 


SS 一 5602 の 性 能 
プラ ッ ゥ ウン 管 5 BHP2 
感 度 0.05V/cm ~0.2V/cm 
周波 数 特性 DC~60MC-3dB 
掃引 速度 拡大 器 を 含め 
0.02«sec/cm~12sec/cm 
較正 電圧 0. 15mv~50V 
すす 法 350WX450HX720L 
又 、 新 製品 と し て 、 5 叶 プ ブラ ウン 管 を 
使用 し た 、 DC~5MC の SS 一 5051 
DC~2MC の SS-—5022 
も 加わ り ま し た 。 
と の は ほ は か 、 次 の 種類 の ジン クロ スゴ コー 
が あり ます 。 
DC~4MC SS~3041 ミゼット タイ プ 
DC~5MC SS~5052 ボー タブ ル テ レ レビ 用 
DC~10MC SS~5102 プラ グイ ン シ ス テム 
DC~15MC SS~5151 スタ ンダ ー ド 


” SS=5152 ス タツ ダー ド テ レビ 用 
” SS~5154 南方 向 
” DS=5155 語 2 スピ ビーム プラ タグ イン 


DC~30MC SS~5302 プラ グイ ン シス テム 
DC~1MC MS~5012 メモ リー プラ グイ ンタ イプ 


エレ クト ロー ニー クス の 太 ゆ る 分 野 で 活 訣 
し て いる 岩崎 の シン クロ スコ ー プ を 御 
用 命 下 さい 。 


東京 営業 所 東京 都 中 央 区 日 本 橋 通 り 1 の 6 小野 不動 産 ビ ピル 


内 崎 通 億 機 株 式 合 社 i GD) O6128 ・ D717 
大 阪 営業 所 大 阪 市 東 区 淡路 町 5 の 2 長谷 川 ピ ル 
電話 (23) 1 6 1 6 (代表)】 


カタ ログ 等 お 問合せ は 営業 所 又は 出張 所 に 本 夫 及 工場 東京 都 杉並 区 久我 山 2 丁 目 710 電 (391)2231( 代 表 ) 
出 張 所 札幌 ・ 仙 台 ・ 金 沢 ・ 名 古屋 ・ 広 島 ・ 福 岡 ・ 熊 本 


お 願い し ます 。 


The Journal of the Institute of ,Electrical Communication Engineers of Japan. 
Vol. 44, No. 8, August 1961 (Published Monthly by Denki Tsushin Gakkai) 
2-8 Fujimicho, Chiyodaku, Tokyo, Japan. 
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「 間 題 な いね 」 


一 年 間 保 証 つ き A, 
バッ テリ ー よ り ず っ と 能率 的 「 電 圧 変動 さ 」 


Amps 
0—24VD.C 
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Amps 
0 —24VD:C 


pg ge 
ES と 製作 し 
足 非 お 問 € 


出力 電圧 変動 | リッ プル 
交流 入 カカ | 荷 (人 動 
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TSA—0/24-1 2 | | 電 薄 専門 メー カー 
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0 東京 都 大 田 区 調布 千島 町 76 


Eh 、 
此 れ 以外 に 66 品 種 も あり ます か ら カ タロ グ 御 申 付 下さ い (751) 5117 ( 代 ) 


本 誌 の 転載 は 自由 で す が 出 所 を 明記 する と 共に 転載 誌 を 2 部 学 会 へ 送付 し て 下さ い 。 定 価 


Free to reprint, in the condition that the publisher receive two copies' of reprint , 
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